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令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

第

九

十

号

増

刊

②

　
　
　
　

規
　
　
　
則
（
第
十
五
号－

第
四
十
三
号
）

○
福
岡
県
浄
化
槽
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則�

（
廃
棄
物
対
策
課
）
…
…
…
…
…
一

○�

福
岡
県
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
の
登
録
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改�

正
す
る
規
則�

（
廃
棄
物
対
策
課
）
…
…
…
…
…
三

○
福
岡
県
営
住
宅
敷
金
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

�

（
県
営
住
宅
課
）
…
…
…
…
…
五

○
福
岡
県
宿
泊
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則�

（
税　

務　

課
）
…
…
…
…
…
五

○
福
岡
県
専
門
医
研
修
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則�
（
医
療
指
導
課
）
…
…
…
…
…
六

○
福
岡
県
職
員
住
宅
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則�

（
総
務
事
務
厚
生
課
）
…
…
…
…
二
三

○
福
岡
県
都
市
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則�

（
公
園
街
路
課
）
…
…
…
…
二
三

○
福
岡
県
災
害
救
助
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則�

（
福
祉
総
務
課
）
…
…
…
…
二
四

○
福
岡
県
社
会
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則�

（
福
祉
総
務
課
）
…
…
…
…
二
五

○
福
岡
県
身
体
障
害
者
適
応
訓
練
委
託
規
則
を
廃
止
す
る
規
則�

（
新
雇
用
開
発
課
）
…
…
…
…
三
四

○�

福
岡
県
自
転
車
の
安
全
で
適
正
な
利
用
の
促
進
及
び
活
用
の
推
進
に
関
す
る
条�

例
施
行
規
則�

（
生
活
安
全
課
）
…
…
…
…
三
四

○�

福
岡
県
に
お
け
る
性
暴
力
を
根
絶
し
、
性
被
害
か
ら
県
民
等
を
守
る
た
め
の
条�

例
の
一
部
の
施
行
期
日
を
定
め
る
規
則�

（
生
活
安
全
課
）
…
…
…
…
三
八

○�

福
岡
県
に
お
け
る
性
暴
力
を
根
絶
し
、
性
被
害
か
ら
県
民
等
を
守
る
た
め
の
条�

例
施
行
規
則�

（
生
活
安
全
課
）
…
…
…
…
三
八

○
福
岡
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
規
則�

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）
…
…
…
…
四
〇

○�

福
岡
県
土
砂
埋
立
て
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則�

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則�

（
農
山
漁
村
振
興
課
）
…
…
…
…
四
一

○
福
岡
県
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則�

（
会
計
管
理
局
会
計
課
）
…
…
…
…
四
一

○�

福
岡
県
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
、
費
用
弁
償
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
施�

行
規
則�

（
人　

事　

課
）
…
…
…
…
五
二

○�

単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の�

施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則�

（
人　

事　

課
）
…
…
…
…
五
九

○
福
岡
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則�

（
人　

事　

課
）
…
…
…
…
六
〇

○
福
岡
県
職
員
の
職
の
設
置
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

�

（
人　

事　

課
）
…
…
…
…
七
三

○
福
岡
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則�

（
人　

事　

課
）
…
…
…
…
七
三

○
福
岡
県
流
域
下
水
道
事
業
財
務
規
則�

（
下 

水 

道 

課
）
…
…
…
…
七
七

○�

福
岡
県
流
域
下
水
道
事
業
の
用
に
供
す
る
資
産
の
取
得
、
管
理
及
び
処
分
に
関�

す
る
規
則�

（
下 

水 

道 

課
）
…
…
…
一
一
一

○
福
岡
県
流
域
下
水
道
事
業
の
用
に
供
す
る
行
政
財
産
の
使
用
料
に
関
す
る
規
則

�

（
下 

水 

道 

課
）
…
…
…
一
一
一

○
福
岡
県
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

�

（
保
健
医
療
介
護
総
務
課
）
…
…
…
一
一
一

○
福
岡
県
文
化
芸
術
振
興
審
議
会
規
則�

（
文
化
振
興
課
）
…
…
…
一
一
二

○
福
岡
県
卸
売
市
場
条
例
施
行
規
則
を
廃
止
す
る
規
則�

（
園
芸
振
興
課
）
…
…
…
一
一
三

○�

福
岡
県
病
院
事
業
の
用
に
供
す
る
行
政
財
産
の
使
用
料
に
関
す
る
規
則
の
一
部�

を
改
正
す
る
規
則�

（
健
康
増
進
課
）
…
…
…
一
一
三

○
福
岡
県
児
童
福
祉
関
係
費
用
徴
収
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則�

（
児
童
家
庭
課
）
…
…
…
一
一
三

　

福
岡
県
浄
化
槽
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
十
五
号

　
　
　

福
岡
県
浄
化
槽
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
浄
化
槽
法
施
行
細
則
（
昭
和
六
十
年
福
岡
県
規
則
第
五
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

目
　
　
　
次

規
　
　
　
則
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正
す
る
。

　

第
二
条
第
五
号
中
「
処
理
工
程
図
及
び
仕
様
書
（
」
及
び
「
を
含
む
。
）
」
を
削
る
。

　

第
三
条
第
一
項
中
「
浄
化
槽
の
設
置
の
届
出
（
」
の
下
に
「
法
第
十
二
条
の
五
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
届
出
が
あ
つ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
変
更
後
の
浄
化

槽
に
係
る
設
置
の
届
出
」
の
下
に
「
又
は
法
第
十
二
条
の
五
第
四
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
の
協
議
の
申
出
」
を
加
え
る
。

　

第
四
条
中
「
規
模
の
変
更
の
届
出
」
の
下
に
「
（
法
第
十
二
条
の
五
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
が

あ
つ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
。

　

第
十
一
条
を
第
十
二
条
と
す
る
。

　

第
十
条
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
、
同
条
を
第
十
一
条
と
す
る
。

　

�　

た
だ
し
、
法
第
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
使
用
の
休
止
の
届
出
に
係
る
浄
化
槽
（
使
用

が
再
開
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　

第
九
条
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
、
同
条
を
第
十
条
と
す
る
。

　

�　

た
だ
し
、
法
第
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
使
用
の
休
止
の
届
出
に
係
る
浄
化
槽
（
使
用

が
再
開
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　

第
八
条
を
第
九
条
と
し
、
第
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
協
議
の
申
出
に
係
る
添
付
書
類
）

第�

八
条　

法
第
十
二
条
の
五
第
四
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
協
議
の

申
出
を
し
よ
う
と
す
る
市
町
村
は
、
申
出
書
に
第
二
条
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

様
式
第
一
号
中

「住
所

　

氏
名　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印

　

を

　

（法
人
に
あ
つ
て
は
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名

）
」

「住
所
又
は
所
在
地

　

氏
名
又
は
名
称
及
び
代
表
者
名　
　
　
　
　
　
　
印　
　
　

に
改
め
る
。

　

（記
名
押
印
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る

。

）
」

　

様
式
第
二
号
中

「住
所

　

氏
名　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印　

を

　

（法
人
に
あ
つ
て
は
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名

）
」

「住
所
又
は
所
在
地

　

氏
名
又
は
名
称
及
び
代
表
者
名

　
　
　
　
　
　
　

印

　
　
　

に
、

　

（記
名
押
印
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る

。

）
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
る
。

　

様
式
第
三
号
中

「住
所

　

氏
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

印　

を

　

（法
人
に
あ
つ
て
は
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名

）
」

「住
所
又
は
所
在
地

　

氏
名
又
は
名
称
及
び
代
表
者
名

　
　
　
　
　
　
　

印

　
　
　

に
改
め
る
。

　

（記
名
押
印
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る

。

）
」

　

様
式
第
四
号
及
び
様
式
第
五
号
中

「住
所

　

氏
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

　

（法
人
に
あ
つ
て
は
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名

）
」

「住
所
又
は
所
在
地

　
氏
名
又
は
名
称
及
び
代
表
者
名

　
　
　
　
　
　
　

印

　
　
　

に
改
め
る
。

　

（記
名
押
印
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る

。

）
」

　

様
式
第
六
号
中

「住
所

　

氏
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

印

　

を

　

（法
人
に
あ
つ
て
は
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名

）
」

「住
所
又
は
所
在
地

　

氏
名
又
は
名
称
及
び
代
表
者
名

　
　
　
　
　
　
　

印

　
　
　

に
改
め
る
。

放
流
水
中
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ

m
g／
ｌ

放
流
水
中
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ

m
g／
Ｌ
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（記
名
押
印
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る

。

）
」

　

様
式
第
七
号
中
「
（第

８
条
関
係

）
」
を
「
（第

９
条
関
係

）
」
に
、

「住
所

　

氏
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

印

　

を

　

（法
人
に
あ
つ
て
は
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名

）
」

「住
所
又
は
所
在
地

　

氏
名
又
は
名
称
及
び
代
表
者
名

　
　
　
　
　
　
　

印

　
　
　

に
、

　

（記
名
押
印
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る

。

）
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
の
登
録
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定

し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
十
六
号

　
　
　

�

福
岡
県
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
の
登
録
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る�

規
則

　

福
岡
県
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
の
登
録
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
年
福
岡
県
規
則
第
六�

十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
三
条
第
二
項
第
五
号
及
び
第
五
条
の
表
中
「
及
び
住
民
票
の
写
し
」
を
「
、
住
民
票
の
写
し
及
び

第
七
条
に
規
定
す
る
研
修
の
修
了
を
証
す
る
書
類
」
に
改
め
る
。

　

第
六
条
中
「
第
十
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
」
を
「
第
十
条
第
五
項
に
規
定
す
る
」
に
改
め
る
。

　

第
十
一
条
を
第
十
二
条
と
し
、
第
七
条
か
ら
第
十
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
六
条
の
次
に

次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
浄
化
槽
管
理
士
に
対
す
る
研
修
）

第�

七
条　

条
例
第
十
条
第
三
項
及
び
第
十
一
条
第
四
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
研
修
は
、
知
事
が

指
定
す
る
も
の
と
す
る
。

２�　

前
項
の
研
修
の
内
容
は
、
浄
化
槽
の
構
造
及
び
機
能
そ
の
他
の
浄
化
槽
に
関
す
る
知
識
並
び
に
浄

化
槽
の
普
及
状
況
そ
の
他
の
県
内
に
お
け
る
浄
化
槽
の
実
情
に
関
す
る
事
項
を
含
む
も
の
と
す
る
。

　

様
式
第
一
号
（
そ
の
一
）
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
、

「申
請
者　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印

」
を

「申
請
者　
住
所

　
　
　
　
　

氏
名
又
は
名
称　

　
　
　
　
　
　
　
　

印　

に
改
め
る
。

　

（法
人
に
あ
つ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

　
　

及
び
代
表
者
氏
名

）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　

様
式
第
一
号
（
そ
の
二
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

放
流
水
中
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ

m
g／
ｌ

放
流
水
中
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ

m
g／
Ｌ

申請者

住
所

　
　
　

電
話
番
号

（　

）　

―

氏
名
又
は
名
称

（フ
リ
ガ
ナ

）

申請者

住
所

（法
人
に
あ
つ
て
は
、
主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

）

　
　
　

電
話
番
号

（　

）　

―

氏
名
又
は
名
称

（フ
リ
ガ
ナ

）
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様
式
第
四
号
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
、
「専

任
の
浄
化
槽
管
理
士

」
を
「専

任
す
る
全
て
の
浄
化
槽
管
理
士

」
に
、
「及

び
そ
の
者
が
交
付
を
受
け
た
浄
化
槽
管
理
士
免
状
の
交
付

番
号

」
を
「、

そ
の
者
が
交
付
を
受
け
た
浄
化
槽
管
理
士
免
状
の
交
付
番
号
及
び
そ
の
者
の
研
修
の
受

講
修
了
日

」
に
、
「及

び
そ
の
者
が
交
付
を
受
け
た
浄
化
槽
管
理
士
免
状
の
写
し

」
を
「、

そ
の
者
が

交
付
を
受
け
た
浄
化
槽
管
理
士
免
状
の
写
し
及
び
第
７
条
に
規
定
す
る
研
修
の
修
了
を
証
す
る
書
類

」

に
改
め
る
。

申請者

住
所

　
　
　

電
話
番
号

（　

）　
　

―

氏
名
又
は
名
称

（フ
リ
ガ
ナ

）

申請者

住
所

（法
人
に
あ
つ
て
は
、
主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

）

　
　
　

電
話
番
号

（　

）　
　

―

氏
名
又
は
名
称

（フ
リ
ガ
ナ

）

浄
化
槽
管
理
士

氏　
　
名

免
状
交
付

番　
　
号

浄
化
槽
管
理
士

氏　
　
名

免
状
交
付

番　
　
号

研
修
の
受
講

修　
了　

日

様
式

第
１

号
（

そ
の

２
）

（
第

３
条
関

係
）
 

営
業

所
 

営
業

区
域

 
（

市
町
村

名
）

 

浄
化

槽
管

理
士

 
浄

化
槽
清

掃
業

者
 

名
称

 
所

在
地

 
（

電
話
番

号
）

 
氏

名
 

免
状

交

付
番

号
 
研

修
の
受

講
 

修
了

日
 
氏

名
又

は
名

称
 

営
業

所
の

所
在

地
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

注
 

１
 

営
業

所
は

す
べ

て
の

営
業

所
に

つ
い

て
記

載
す

る
こ

と
と

し
、

「
営

業
所

」
欄

、
「

営
業

区
域

」
欄

、

「
浄

化
槽

管
理

士
」

欄
及

び
「

浄
化
槽

清
掃

業
者

」
欄

は
各

々
対
応

さ
せ

て
記

載
す

る
こ

と
。

 
２

 
「

浄
化

槽
管

理
士

」
欄

は
、

営
業

区
域

ご
と

に
専

任
す

る
全

て
の

浄
化

槽
管

理
士

の
氏

名
、

そ
の

者

が
交

付
を

受
け

た
浄

化
槽

管
理

士
免

状
の

交
付

番
号

及
び

そ
の

者
の

研
修

の
受

講
修

了
日

を
記

載
す

る

こ
と

。
 

３
 

「
浄

化
槽

清
掃

業
者

」
欄

は
、

業
務

に
関

す
る

提
携

を
し

て
い

る
又

は
提

携
す

る
予

定
の

現
に

業
を

営
ん

で
い

る
浄

化
槽

清
掃

業
者

の
氏
名

又
は

名
称

及
び

営
業

所
の
所

在
地

を
記

載
す

る
こ

と
。
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様
式
第
五
号
中

「届
出
者　
住　
　
　
　
所

　

を

　
　
　
　
　

氏
名
又
は
名
称

」

「届
出
者

　
住　
　
　
　
所

　
　
　
　
　

氏
名
又
は
名
称

　

（法
人
に
あ
つ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び

　

に
、
「及

び
住
民
票
の
写
し

」
を
「、

住

　

代
表
者
氏
名

）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

民
票
の
写
し
及
び
第
７
条
に
規
定
す
る
研
修
の
修
了
を
証
す
る
書
類

」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
七
号
中
「
（第

７
条
関
係

）
」
を
「
（第

８
条
関
係

）
」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
八
号
中
「
（第

10条
関
係

）
」
を
「
（第

11条
関
係

）
」
に
、

「住　
　
　
　
所

　

氏
名
又
は
名
称

」
を

「住　
　
　
　
所

（法
人
に
あ
つ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

）　

に
改
め
る
。

　

氏
名
又
は
名
称

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　

様
式
第
九
号
中
「
（第

11条
関
係

）
」
を
「
（第

12条
関
係

）
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１�　

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
条
第
二
項
、
第
五
条
の
表

及
び
第
六
条
並
び
に
様
式
第
一
号
（
そ
の
二
）
、
様
式
第
四
号
及
び
様
式
第
五
号
の
改
正
規
定
は
、

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２�　

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
現
に
県
内
に
営
業
所
を
設
置
し
、
県
内
の
区
域
で
浄
化
槽
保
守
点
検
業

を
営
ん
で
い
る
者
が
行
う
更
新
の
登
録
の
申
請
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
か

ら
二
年
間
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
福
岡
県
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
の
登
録
に
関
す
る
条
例

施
行
規
則
第
三
条
第
二
項
第
五
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
規
則
第
七
条
に
規
定
す
る
研
修
の
修

了
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
な
い
で
、
申
請
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

福
岡
県
営
住
宅
敷
金
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る

。
　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
十
七
号

　
　
　

福
岡
県
営
住
宅
敷
金
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
営
住
宅
敷
金
管
理
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
福
岡
県
規
則
第
四
十
四
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

様
式
第
一
号
そ
の
一
及
び
様
式
第
一
号
そ
の
二
中
「
（日

本
工
業
規
格
Ｂ
５

）
」
を
削
る
。

　

様
式
第
二
号
中
「建

築
管
理
課
長

」
を
「県

営
住
宅
課
長

」
に
、
「建

築
部
次
長

」
を
「建

築
都
市

部
次
長

」
に
、
「建

築
部
長

」
を
「建

築
都
市
部
長

」
に
改
め
、
「昭

和

」
及
び
「
（日

本
工
業
規
格

Ｂ
５

）
」
を
削
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
宿
泊
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
十
八
号

　
　
　

福
岡
県
宿
泊
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
宿
泊
税
条
例
施
行
規
則
（
令
和
元
年
福
岡
県
規
則
第
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

　

附
則
第
二
条
中
「
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
」
を
「
令
和
二
年
七
月
一
日
」
に
改
め
、
「
「
提
出
し
た

日
」
と
あ
る
の
は
「
提
出
し
た
日
（
令
和
元
年
七
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
日
に

限
る
。
）
」
と
、
」
を
削
る
。

　

附
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
令
和
二
年
四
月
の
宿
泊
に
係
る
宿
泊
税
の
特
例
）

第�

四
条　

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
令
和
二
年
六
月
三
十
日
ま
で

の
間
に
お
け
る
条
例
第
八
条
第
二
項
の
規
則
で
定
め
る
要
件
は
、
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
同
年
四
月
三
十
日
ま
で
に
宿
泊
施
設
の
経
営
を
開
始
し
、
か
つ
、
経
営
申
告
書
を
提
出
し
て
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い
る
こ
と
と
す
る
。

２�　

令
和
二
年
六
月
三
十
日
ま
で
に
経
営
申
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
そ
の
提
出
の

日
（
当
該
日
が
施
行
日
前
の
場
合
は
令
和
二
年
四
月
一
日
）
に
第
五
条
第
二
項
に
掲
げ
る
申
請
書
の

提
出
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。
た
だ
し
、
当
該
申
告
に
係
る
宿
泊
施
設
の
経
営
を
開
始
し
た
日
が

令
和
二
年
五
月
一
日
以
後
で
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３�　

知
事
は
、
前
項
前
段
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
に
規
定
す
る
要
件
に
該
当

す
る
も
の
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
申
請
を
承
認
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該

承
認
は
、
第
一
項
に
掲
げ
る
期
間
に
限
り
、
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
専
門
医
研
修
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
十
九
号

　
　
　

福
岡
県
専
門
医
研
修
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則

　

（
趣
旨
）

第�

一
条　

こ
の
規
則
は
、
福
岡
県
専
門
医
研
修
資
金
貸
与
条
例
（
令
和
二
年
福
岡
県
条
例
第
十
五
号
。

以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
の
施
行
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　

（
用
語
）

第
二
条　

こ
の
規
則
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
条
例
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。　

　

（
特
定
診
療
科
）

第�

三
条　

条
例
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
診
療
科
は
、
次
に
掲
げ
る
診
療
科
と
す
る

。

　

一　

産
科
（
産
科
の
診
療
を
行
う
産
婦
人
科
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）

　

二　

小
児
科

　

（
専
門
研
修
）

第
四
条　

条
例
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
研
修
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

一�　

一
般
社
団
法
人
日
本
専
門
医
機
構
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
機
構
」
と
い
う
。
）
が
承
認
し

た
専
門
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
整
備
基
準
に
基
づ
き
県
内
の
基
幹
施
設
が
作
成
し
機
構
の
認
定
を
受
け

た
専
門
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
く
研
修
（
特
定
診
療
科
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

　

二　

そ
の
他
知
事
が
適
当
と
認
め
る
研
修

　

（
指
定
勤
務
の
病
院
又
は
診
療
所
）

第�

五
条　

条
例
第
二
条
第
四
号
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
病
院
又
は
診
療
所
は
、
次
の
と
お
り
と
す

る
。

　

一　

産
科
に
お
い
て
は
、
県
内
の
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー

　

二�　

小
児
科
に
お
い
て
は
、
福
岡
県
医
師
確
保
計
画
で
定
め
る
県
内
の
小
児
科
の
相
対
的
医
師
少
数

区
域
に
お
い
て
小
児
科
を
標
榜
す
る
病
院
又
は
診
療
所

　

（
業
務
従
事
期
間
）

第�

六
条　

条
例
第
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
業
務
従
事
期
間
は
、
指
定
勤
務
を
開
始
し
た
日
の
属
す
る

月
か
ら
終
了
し
た
日
の
属
す
る
月
ま
で
の
月
数
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該

期
間
中
に
休
職
（
業
務
に
起
因
す
る
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
を
し
、
又
は
停
職
と
な
っ
た
期

間
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
休
職
を
し
、
又
は
停
職
と
な
っ
た
期
間
の
開
始
す
る
日
の
属
す
る
月
か
ら

そ
の
終
了
す
る
日
の
属
す
る
月
ま
で
の
月
数
を
控
除
し
て
計
算
す
る
も
の
と
す
る
。

　

（
貸
与
の
対
象
外
と
な
る
者
）

第�

七
条　

条
例
第
三
条
第
一
号
に
お
い
て
除
く
も
の
と
す
る
規
則
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と

す
る
。

　

一　

学
校
法
人
自
治
医
科
大
学
が
設
置
す
る
自
治
医
科
大
学
を
卒
業
し
た
者

　

二�　

福
岡
県
地
域
医
療
医
師
奨
学
金
条
例
（
平
成
二
十
二
年
福
岡
県
条
例
第
六
号
）
に
基
づ
く
奨
学

金
又
は
本
県
以
外
の
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
同
種
の
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
た
者

　

（
貸
与
の
額
）

第
八
条　

条
例
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
額
は
、
月
額
十
五
万
円
と
す
る
。

　

（
研
修
資
金
の
交
付
）

第�

九
条　

研
修
資
金
は
、
年
四
回
次
の
表
に
定
め
る
日
ま
で
に
、
送
金
に
よ
り
交
付
す
る
も
の
と
す
る

。
た
だ
し
、
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

区　

分

交　

付　

月　

分

交　

付　

月　

日

第
一
回

四
・
五
・
六
月
分

五
月
十
五
日
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（
貸
与
の
申
請
）

第�

十
条　

条
例
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
福
岡
県
専
門
医
研
修
資
金

貸
与
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

一　

医
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
六
条
第
二
項
の
医
師
免
許
証
の
写
し

　

二　

医
師
法
第
十
六
条
の
四
第
二
項
の
臨
床
研
修
修
了
登
録
証
の
写
し

　

三�　

受
け
て
い
る
専
門
研
修
を
実
施
し
て
い
る
基
幹
施
設
の
開
設
者
又
は
専
門
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
統

括
責
任
者
の
推
薦
調
書
（
様
式
第
二
号
）

　

（
貸
与
の
決
定
）

第�

十
一
条　

知
事
は
、
条
例
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
研
修
資
金
の
貸
与
の
適
否
を
決
定
し
た
と

き
は
、
福
岡
県
専
門
医
研
修
資
金
貸
与
承
認
通
知
書
（
様
式
第
三
号
）
又
は
福
岡
県
専
門
医
研
修
資

金
貸
与
不
承
認
通
知
書
（
様
式
第
四
号
）
に
よ
り
当
該
申
請
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

　

（
貸
与
契
約
）

第�

十
二
条　

研
修
資
金
の
貸
与
に
つ
い
て
の
契
約
は
、
福
岡
県
専
門
医
研
修
資
金
貸
与
契
約
書
（
様
式

第
五
号
）
に
よ
り
締
結
す
る
も
の
と
す
る
。

　

（
連
帯
保
証
人
）

第�

十
三
条　

条
例
第
六
条
に
規
定
す
る
連
帯
保
証
人
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
備
え
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

一　

独
立
の
生
計
を
営
む
成
年
で
あ
る
こ
と
。

　

二　

こ
の
研
修
資
金
に
つ
い
て
、
他
に
保
証
し
て
い
な
い
こ
と
。

２�　

被
貸
与
者
は
、
連
帯
保
証
人
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
は
、
速
や
か

に
代
わ
り
の
連
帯
保
証
人
を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
知
事
が
や
む
を
得
な
い
と
認
め

た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　

一　

死
亡
し
た
と
き
。

　

二　

第
一
項
の
要
件
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
。

　

三　

破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
た
と
き
。

　

四　

そ
の
他
知
事
が
連
帯
保
証
人
と
し
て
適
当
で
な
く
な
っ
た
と
認
め
た
と
き
。

　

（
貸
与
の
中
止
等
）

第�

十
四
条　

知
事
は
、
条
例
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
研
修
資
金
の
貸
与
を
中
止
し
た
と
き
は
、

福
岡
県
専
門
医
研
修
資
金
貸
与
中
止
決
定
書
（
様
式
第
六
号
）
に
よ
り
被
貸
与
者
（
同
条
第
一
項
第

一
号
に
該
当
し
貸
与
を
中
止
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
連
帯
保
証
人
）
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

２�　

知
事
は
、
条
例
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
研
修
資
金
の
貸
与
を
停
止
し
た
と
き
は
、
福
岡
県

専
門
医
研
修
資
金
貸
与
停
止
決
定
書
（
様
式
第
七
号
）
に
よ
り
被
貸
与
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る

。

　

（
貸
与
再
開
の
申
請
等
）

第�

十
五
条　

条
例
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
研
修
資
金
の
貸
与
を
停
止
さ
れ
た
者
は
、
停
止
の
事

由
が
消
滅
し
た
と
き
は
、
福
岡
県
専
門
医
研
修
資
金
貸
与
再
開
申
請
書
（
様
式
第
八
号
）
に
当
該
事

由
の
消
滅
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
て
、
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２�　

知
事
は
、
前
項
に
規
定
す
る
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
審
査
の
上
、
研
修
資
金
の
貸
与
の
再
開
の

適
否
を
決
定
し
、
福
岡
県
専
門
医
研
修
資
金
貸
与
再
開
承
認
通
知
書
（
様
式
第
九
号
）
又
は
福
岡
県

専
門
医
研
修
資
金
貸
与
再
開
不
承
認
通
知
書
（
様
式
第
十
号
）
に
よ
り
当
該
申
請
者
に
通
知
す
る
も

の
と
す
る
。

　

（
貸
与
の
終
了
）

第�

十
六
条　

知
事
は
、
研
修
資
金
の
貸
与
が
終
了
し
た
と
き
は
、
被
貸
与
者
に
、
当
該
貸
与
を
受
け
た

者
が
返
還
す
べ
き
額
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

　

（
返
還
方
法
）

第�

十
七
条　

条
例
第
八
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
返
還
は
、
年
賦
の
均
等
払
方
式
に
よ
り
、
貸
与
が
終

了
し
た
日
、
条
例
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
貸
与
が
中
止
さ
れ
た
日
、
条
例
第
十
条
に
規
定
す

る
返
還
債
務
の
履
行
を
猶
予
さ
れ
た
期
間
が
終
了
し
た
日
又
は
第
十
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
返

還
債
務
の
履
行
猶
予
を
中
止
さ
れ
た
日
（
以
下
「
貸
与
等
終
了
日
」
と
い
う
。
）
の
翌
日
か
ら
起
算

し
て
三
年
以
内
に
行
う
も
の
と
す
る
。

２�　

条
例
第
八
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
の
返
還
を
し
よ
う
と
す
る

被
貸
与
者
は
、
貸
与
等
終
了
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
福
岡
県
専
門
医
研
修
資
金
返

還
方
法
承
認
申
請
書
（
様
式
第
十
一
号
）
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
回

七
・
八
・
九
月
分

八
月
十
五
日

第
三
回

十
・
十
一
・
十
二
月
分

十
一
月
十
五
日

第
四
回

一
・
二
・
三
月
分

二
月
十
五
日
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３�　

知
事
は
、
前
項
に
規
定
す
る
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
審
査
の
上
、
そ
の
適
否
を
決
定
し
、
福
岡

県
専
門
医
研
修
資
金
返
還
方
法
承
認
通
知
書
（
様
式
第
十
二
号
）
又
は
福
岡
県
専
門
医
研
修
資
金
返

還
方
法
不
承
認
通
知
書
（
様
式
第
十
三
号
）
に
よ
り
当
該
申
請
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

　

（
利
息
等
の
計
算
）

第�

十
八
条　

条
例
第
九
条
に
規
定
す
る
利
息
及
び
延
滞
金
の
額
の
計
算
に
つ
い
て
の
年
当
た
り
の
割
合

は
、
閏
年
の
日
を
含
む
期
間
に
つ
い
て
も
、
三
百
六
十
五
日
当
た
り
の
割
合
と
す
る
。

２�　

条
例
第
九
条
に
規
定
す
る
利
息
及
び
延
滞
金
の
額
に
百
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端

数
を
そ
れ
ぞ
れ
切
り
捨
て
る
も
の
と
す
る
。

　

（
返
還
債
務
の
履
行
猶
予
の
申
請
等
）

第�

十
九
条　

条
例
第
十
条
に
規
定
す
る
返
還
債
務
の
履
行
の
猶
予
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
又
は
受
け
て

い
る
猶
予
の
事
由
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
事
由
が
生
じ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十�

五
日
以
内
に
、
福
岡
県
専
門
医
研
修
資
金
返
還
猶
予
（
猶
予
事
由
変
更
）
申
請
書
（
様
式
第
十
四
号

）
に
当
該
事
由
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
て
、
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２�　

知
事
は
、
前
項
に
規
定
す
る
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
審
査
の
上
、
そ
の
適
否
を
決
定
し
、
福
岡

県
専
門
医
研
修
資
金
返
還
猶
予
（
猶
予
事
由
変
更
）
承
認
通
知
書
（
様
式
第
十
五
号
）
又
は
福
岡
県

専
門
医
研
修
資
金
返
還
猶
予
（
猶
予
事
由
変
更
）
不
承
認
通
知
書
（
様
式
第
十
六
号
）
に
よ
り
当
該

申
請
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

３�　

条
例
第
十
条
第
一
号
の
規
定
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
返
還
債
務
の
履
行
を
猶
予
さ
れ
て
い
る
者

は
、
当
該
猶
予
期
間
中
に
指
定
勤
務
を
行
う
病
院
又
は
診
療
所
を
変
更
し
た
と
き
は
、
当
該
変
更
を

し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
、
指
定
勤
務
先
変
更
届
（
様
式
第
十
七
号
）
に
当
該

変
更
の
事
実
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
て
、
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４�　

条
例
第
十
条
第
一
号
の
規
定
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
返
還
債
務
の
履
行
を
猶
予
さ
れ
て
い
る
者

は
、
毎
年
四
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
、
指
定
勤
務
を
行
っ
て
い
る
病
院
又
は
診
療
所

の
就
労
証
明
書
（
様
式
第
十
八
号
）
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５�　

条
例
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
返
還
債
務
の
履
行
を
猶
予
さ
れ
た
者
が
同
条
各
号
に
掲
げ
る
事
由
に

該
当
し
な
く
な
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
知
事
は
、
同
条
に
規
定
す
る
返
還
債
務
の
履
行
の
猶

予
を
中
止
し
、
福
岡
県
専
門
医
研
修
資
金
返
還
猶
予
中
止
決
定
書
（
様
式
第
十
九
号
）
に
よ
り
当
該

返
還
債
務
の
履
行
を
猶
予
さ
れ
て
い
る
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

　

（
返
還
債
務
の
免
除
の
申
請
等
）

第�

二
十
条　

条
例
第
十
一
条
に
規
定
す
る
返
還
債
務
の
当
然
免
除
又
は
条
例
第
十
二
条
に
規
定
す
る
返

還
債
務
の
裁
量
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
免
除
の
事
由
が
発
生
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起

算
し
て
十
五
日
以
内
に
、
福
岡
県
専
門
医
研
修
資
金
返
還
免
除
申
請
書
（
様
式
第
二
十
号
）
に
当
該

免
除
の
事
由
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
て
、
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２�　

知
事
は
、
前
項
に
規
定
す
る
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
審
査
の
上
、
そ
の
適
否
を
決
定
し
、
福
岡

県
専
門
医
研
修
資
金
返
還
免
除
承
認
通
知
書
（
様
式
第
二
十
一
号
）
又
は
福
岡
県
専
門
医
研
修
資
金

返
還
免
除
不
承
認
通
知
書
（
様
式
第
二
十
二
号
）
に
よ
り
当
該
申
請
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

　

（
届
出
等
）

第�

二
十
一
条　

被
貸
与
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
き
は
、
そ
の
事

実
の
発
生
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
、
福
岡
県
専
門
医
研
修
資
金
貸
与
辞
退
届
（
様
式

第
二
十
三
号
）
又
は
福
岡
県
専
門
医
研
修
資
金
貸
与
停
止
届
（
様
式
第
二
十
四
号
）
に
当
該
事
実
を

証
す
る
書
類
を
添
付
し
て
、
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一　

専
門
研
修
を
中
止
し
た
と
き
。

　

二　

研
修
資
金
の
貸
与
を
受
け
る
こ
と
を
辞
退
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

　

三　

心
身
の
故
障
の
た
め
専
門
研
修
を
継
続
す
る
見
込
み
が
な
く
な
っ
た
と
き
。

　

四　

専
門
研
修
を
休
止
し
た
と
き
。

　

五�　

受
け
て
い
る
専
門
研
修
が
三
十
日
以
上
の
期
間
、
県
外
の
病
院
又
は
診
療
所
で
実
施
さ
れ
る
と

き
。

２�　

前
項
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
本
人
又
は
連
帯
保
証
人
の
住
所
、
氏
名
そ
の
他
重
要
な
事
項

と
し
て
知
事
が
別
に
定
め
る
も
の
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
福
岡
県
専
門
医
研
修
資
金
変
更
届
出

書
（
様
式
第
二
十
五
号
）
に
当
該
変
更
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
て
、
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

３�　

連
帯
保
証
人
は
、
被
貸
与
者
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
死
亡
届
（
様
式
第
二
十
六
号
）
に
そ

の
事
実
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
て
、
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４�　

被
貸
与
者
は
、
研
修
資
金
の
貸
与
期
間
中
、
毎
年
四
月
三
十
日
ま
で
に
、
専
門
研
修
を
行
っ
て
い

る
病
院
又
は
診
療
所
の
就
労
証
明
書
（
様
式
第
十
八
号
）
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
指
定
勤
務
の
中
断
の
届
出
）

第�

二
十
二
条　

被
貸
与
者
は
、
条
例
第
十
一
条
第
一
号
に
規
定
す
る
育
児
休
業
、
介
護
休
業
そ
の
他
や

む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
指
定
勤
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
期
間
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
指
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定
勤
務
中
断
期
間
」
と
い
う
。
）
が
生
じ
る
場
合
に
は
、
速
や
か
に
、
指
定
勤
務
を
行
う
こ
と
が
で

き
な
い
理
由
を
証
す
る
書
類
を
添
え
て
、
指
定
勤
務
中
断
届
出
書
（
様
式
第
二
十
七
号
）
を
知
事
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
指
定
勤
務
中
断
期
間
を
変
更
す
る
場
合
も
同
様
と
す
る
。

　

（
補
則
）

第�

二
十
三
条　

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
研
修
資
金
の
貸
与
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に

定
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

  

様
式

第
１

号
(
第

１
０

条
関

係
)
 

 

福
岡

県
専

門
医

研
修

資
金

貸
与

申
請

書
 

 

年
 

 
月

 
 

日
 

 

福
岡

県
知

事
 

殿
 

申
請

者
氏

名
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
印

 
 

  
研

修
資

金
の

貸
与

を
受

け
た

い
の

で
、
福

岡
県

専
門

医
研

修
資

金
貸

与
条

例
施

行
規

則
第

１
０

条
の

規
定

に
よ

り
、

関
係

書
類

を
添

え
て

申
請

し
ま

す
。

 

  

申
請

者
本

人
 

（
ふ

り
が

な
）

 

氏
名

 

  

生
年

月
日

 
 

 
 

 
 

年
 

 
 

月
 

 
 

日
生

（
満

 
 

 
歳

）
 

住
 

所
 

 
郵

便
番

号
(
 

 
 

 
 

 
 

 
 

)
 

 

  

電
話

番
号

 
 

専
門

研
修

 

実
施

計
画

 

病
院

（
診

療
所

）
名

 
研

修
期

間
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

貸
与

申
請

期
間

 
年

 
 

 
月

 
 

 
～

 
 

 
 

 
年

 
 

 
月

 

備
考

 
 

 関
係

書
類

 
１

 
医

師
免

許
証

の
写

し
 

２
 

臨
床

研
修

修
了

登
録

証
の

写
し

 

３
 

推
薦

調
書

（
様

式
第

２
号

）
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様
式

第
３

号
(
第

１
１

条
関

係
)
 

 

福
岡

県
専

門
医

研
修

資
金

貸
与

承
認

通
知

書
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
年

 
 

月
 

 
日

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

様
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
福

岡
県

知
事

 
 

 
 

 
 

 
印

 

  
 

 
 

 
 

 
年

 
 

月
 

 
日

付
け

で
申

請
の

あ
っ

た
福

岡
県

専
門

医
研

修
資

金
の

貸
与

に
つ

い
て

は
、
下

記
の

と
お

り
貸

与
す

る
こ

と
を

決
定

し
ま

し
た

の
で

、
福

岡
県

専
門

医
研

修
資

金
貸

与
条

例
施

行
規

則
第

１

１
条

の
規

定
に

よ
り

通
知

し
ま

す
。

 

な
お

、
こ

の
通

知
書

を
受

領
し

た
日

か
ら

 
 
 

日
以

内
に

福
岡

県
専

門
医

研
修

資
金

貸
与

契
約

書
（

様

式
第

５
号

）
を

提
出

し
て

く
だ

さ
い

。
 

 

記
 

 １
 

貸
与

番
号

 

 ２
 

氏
名
 

 ３
 

貸
与

金
額

 
 

 
 

月
額

１
５

万
円

 

 ４
 

貸
与

予
定

期
間

 
   

 
 

 
 

 
 

年
 

 
 

月
か

ら
 

 
 

 
 

年
 

 
 

月
ま

で
 

 

  

様
式

第
２

号
(
第

１
０

条
関

係
)
 

 
推

 
 

薦
 

 
調

 
 

書
 

 

年
 

 
月

 
 

日
 

  

福
岡

県
知

事
 

 
 

 
 

 
 

 
殿

 

  

所
 

在
 
地

 

名
 

 
 

称
 

開
設

者
又

は
 

専
門

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
統

括
責

任
者

氏
名
 

 
  

  
   

 
 
  

  
  

   
  印

 

   
下

記
の

者
は

、
福

岡
県

専
門

医
研

修
資

金
貸

与
条

例
に

規
定

す
る

専
門

研
修

を
受

け
て

お
り

、
研

修
資

金
の

貸
与

を
受

け
る

者
と

し
て

適
当

と
認

め
ら

れ
る

の
で

、
推

薦
し

ま
す

。
 

 

記
 

 

氏
 

 
 

 
名

 
 

生
年

月
日

 
 

専
門

研
修

領
域

 
（

研
修

期
間

）
 

 

意
 

 
 

 
見
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様
式
第
５
号

 
(
第
１
２
条
関
係

)
 

 
福
岡
県
専
門
医
研
修
資
金
貸
与
契
約
書

 

  
 
福
岡
県
（
以
下
「
甲
」
と
い
う
。
）
と

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
（
以
下
「
乙
」
と
い
う
。
）
は
、
福

岡
県
専
門
医
研
修
資
金
に
つ
い
て
、
次
の
各
条
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
貸
与
契
約
を
締
結
す
る
。

 

 

（
貸
与
）

 

第
１
条

 
甲
は
、
乙
に
研
修
資
金
を
貸
与
し
、
乙
は
こ
れ
を
借
り
受
け
る
。

 

 

（
貸
与
額
等
）

 

第
２
条

 
研
修
資
金
の
貸
与
総
額
、
貸
与
月
額
及
び
貸
与
期
間
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

 

貸
与
総
額

 
 
 

 
 

 
 

 
 
円

 

貸
与
月
額

 
 
１
５
０
，
０
０
０
円

 

貸
与
期
間

 
 

 
 

 
 
年

 
月
か
ら

 

年
 
月
ま
で
の

 
 

 
 
月
間

 

 

（
連
帯
保
証
人
）

 

第
３
条

 
連
帯
保
証
人
は
、
研
修
資
金
の
返
済
債
務
を
保
証
し
、
乙
と
連
帯
し
て
債
務
を
負
担
す
る
。

 

 

（
条
例
及
び
規
則
と
の
関
係
）

 

第
４
条

 
こ
の
契
約
書
に
定
め
の
な
い
事
項
に
つ
い
て
は
、
福
岡
県
専
門
医
研
修
資
金
貸
与
条
例
（
令
和
２

年
福
岡
県
条
例
第
１
５
号
）
及
び
福
岡
県
専
門
医
研
修
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
（
令
和
２
年
福
岡
県
規

則
第
１
９
号
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

 

 

（
補
足
）

 

第
５
条

 
こ
の
契
約
書
並
び
に
前
条
の
条
例
及
び
規
則
に
定
め
の
な
い
事
項
に
つ
い
て
は
、
甲
乙
協
議
し
て

定
め
る
。

 

   
上
記
契
約
の
成
立
を
証
す
る
た
め
に
、
本
書
２
通
を
作
成
し
、
当
事
者
記
名
押
印
の
う
え
、
各
自
１
通
を

保
有
す
る
も
の
と
す
る
。

 

  
 
 
 
年

 
 
月

 
 
日

 

 

甲
 

 
 
福
岡
県

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
代
表
者

 
福
岡
県
知
事

 
 

 
 

 
 

 
 

 
印

 

  

乙
 
 

 
住

 
 
所
 

氏
 
 
名
 

電
話
番
号
（

 
 

 
 

 
）

 
 

 
 

 
－

 

  

様
式

第
４

号
 
(
第

１
１

条
関

係
)
 

 

福
岡

県
専

門
医

研
修

資
金

貸
与

不
承

認
通

知
書

 

 
 

年
 

 
月

 
 

日
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
様

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
福

岡
県

知
事

 
 

 
 

 
 

 
印

 

 
 

  
 

 
年

 
 

月
 

 
日

付
け

で
申

請
の

あ
っ

た
福

岡
県

専
門

医
研

修
資

金
の

貸
与

に
つ

い
て

は
、
下

記
の

理
由

に
よ

り
不

承
認

と
決

定
し

ま
し

た
の

で
、
福

岡
県

専
門

医
研

修
資

金
貸

与
条

例
施

行
規

則
第

１
１

条
の

規
定

に
よ

り
通

知
し

ま
す

。
 

 

記
 

  理
由

 

 
 

  
 

備
考
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様
式

第
６

号
(
第

１
４

条
関

係
)
 

 

福
岡

県
専

門
医

研
修

資
金

貸
与

中
止

決
定

書
 

 

年
 

 
月

 
 

日
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
様

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

福
岡

県
知

事
 

 
 

 
 

 
 

印
 

  

 
 福

岡
県

専
門

医
研

修
資

金
貸

与
条

例
第

７
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

り
、

下
記

の
と

お
り

福
岡

県
専

門
医

研
修

資
金

の
貸

与
の

中
止

を
決

定
し

ま
し

た
の

で
、

福
岡

県
専

門
医

研
修

資
金

貸
与

条
例

施
行

規
則

第
１

４
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

り
通

知
し

ま
す

。
 

 

記
 

 

 

１
 

貸
与

番
号

 

 ２
 

氏
名
 

 ３
 

貸
与

中
止

日
 

 
 

 
 

 
 

 
年

 
 

 
 

月
 

 
 

 
日

 

 ４
 

中
止

理
由

 

   ５
 

現
在

ま
で

の
貸

与
期

間
 

 
 

 
 

年
 

 
 

月
か

ら
 

 
 

 
年

 
 

 
月

ま
で

 

 ６
 

現
在

ま
で

の
貸

与
金

額
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
円

 

 
 

  

  

連
帯
保
証
人

 
 
住

 
 
所
 

氏
 
 
名
 

電
話
番
号
（

 
 

 
 

 
）

 
 

 
 

 
－
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様
式

第
８

号
(
第

１
５

条
関

係
)
 

 

福
岡

県
専

門
医

研
修

資
金

貸
与

再
開

申
請

書
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

年
 

 
月

 
 

日
 

福
岡

県
知

事
 

殿
 

貸
与

番
号

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

   
   

 
 
 
氏

名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

   印
 

住
所
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

   
   

   
 

 
 

 
 

第
 

 
 

 
号

に
よ

り
福

岡
県

専
門

医
研

修
資

金
の

貸
与

の
停

止
の

決
定

に
つ

い
て

、
停

止

の
事

由
が

消
滅

し
た

た
め

、
福

岡
県

専
門

医
研

修
資

金
貸

与
条

例
施

行
規

則
第

１
５

条
第

１
項

の
規

定
に

よ

り
、

関
係

書
類

を
添

え
て

福
岡

県
専

門
医

研
修

資
金

の
貸

与
の

再
開

を
申

請
し

ま
す

。
 

 

記
 

  １
 
停

止
の

事
由

が
消

滅
し

た
日

 

 
 

 
 

 
 

年
 

 
 

 
月

 
 

 
 

日
 

 
 

 

２
 

貸
与

停
止

の
期

間
 

 
 

 
 

 
 

年
 

 
 

 
月

か
ら

 
 

 
 

 
年

 
 

 
 

月
ま

で
 

  関
係

書
類

：
貸

与
停

止
理

由
の

消
滅

を
証

す
る

も
の

 
 

  

様
式

第
７

号
(
第

１
４

条
関

係
)
 

 

福
岡

県
専

門
医

研
修

資
金

貸
与

停
止

決
定

書
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

年
 

 
月

 
 

日
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

様
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
福

岡
県

知
事

 
 

 
 

 
 

 
印

 

 
 

 

 

福
岡

県
専

門
医

研
修

資
金

貸
与

条
例

第
７

条
第

２
項

の
規

定
に

よ
り

、
下

記
の

と
お

り
福

岡
県

専
門

医
研

修
資

金
の

貸
与

の
停

止
を

決
定

し
ま

し
た

の
で

、
福

岡
県

専
門

医
研

修
資

金
貸

与
条

例
施

行
規

則
第

１
４

条

第
２

項
の

規
定

に
よ

り
通

知
し

ま
す

。
 

 

記
 

  １
 

貸
与

停
止

日
 

 
 

 
 

 
 

 
 

年
 

 
 

月
 

 
 

日
 

 
 

２
 

停
止

理
由
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様
式

第
１

０
号

(
第

１
５

条
関

係
)
 

 

福
岡

県
専

門
医

研
修

資
金

貸
与

再
開

不
承

認
通

知
書

 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

年
 

 
月

 
 

日
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

様
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
福

岡
県

知
事

 
 

 
 

 
 

 
印

  

  
 

 
 

年
 

 
月

 
 

日
付

け
で

申
請

の
あ

っ
た

福
岡

県
専

門
医

研
修

資
金

の
貸

与
の

再
開

に
つ

い
て

は
、
下

記
の

と
お

り
不

承
認

と
決

定
し

ま
し

た
の

で
、
福

岡
県

専
門

医
研

修
資

金
貸

与
条

例
施

行
規

則
第

１

５
条

第
２

項
の

規
定

に
よ

り
通

知
し

ま
す

。
 

 
 

記
 

 １
 

貸
与

番
号

 

 ２
 

氏
名
 

 ３
 

理
由
 

 

  

様
式

第
９

号
(
第

１
５

条
関

係
)
 

 

福
岡

県
専

門
医

研
修

資
金

貸
与

再
開

承
認

通
知

書
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

年
 

 
月

 
 

日
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

様
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
福

岡
県

知
事

 
 

 
 

 
 

 
印

 

   
 

 
年

 
月

 
日

付
け

で
申

請
の

あ
っ

た
福

岡
県

専
門

医
研

修
資

金
の

貸
与

の
再

開
に

つ
い

て
は

、
下

記

の
と

お
り

再
開

す
る

こ
と

を
決

定
し

ま
し

た
の

で
、
福

岡
県

専
門

医
研

修
資

金
貸

与
条

例
施

行
規

則
第

１
５

条
第

２
項

の
規

定
に

よ
り

通
知

し
ま

す
。

 

 

記
 

 １
 

貸
与

番
号

 

 ２
 

氏
名
 

 ３
 

貸
与

再
開

日
 

年
 

 
 

月
 

 
 

日
 

 ４
 

貸
与

停
止

期
間

 

年
 

 
 

月
か

ら
 

 
 

 
 

 
年

 
 

 
月

ま
で
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様
式

第
１

２
号

(
第

１
７

条
関

係
)
 

 

福
岡

県
専

門
医

研
修

資
金

返
還

方
法

承
認

通
知

書
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
年

 
 

月
 

 
日

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
様

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
福

岡
県

知
事

 
 

 
 

 
 

 
印

 

   
 

 
 

年
 

 
月

 
 

日
付

け
で

申
請

の
あ

っ
た

福
岡

県
専

門
医

研
修

資
金

の
返

還
方

法
に

つ
い

て
は

、

下
記

の
と

お
り

承
認

す
る

こ
と

に
決

定
し

ま
し

た
の

で
、
福

岡
県

専
門

医
研

修
資

金
貸

与
条

例
施

行
規

則
第

１
７

条
第

３
項

の
規

定
に

よ
り

通
知

し
ま

す
。

 

 

記
 

 １
 

貸
与

番
号

 

２
 

氏
名
 

３
 

返
還

金
額

 

返
還

金
額

合
計

 
 
円

 
 

 
 
方

 
法

 
年

 
賦

 

回
 

数
 

金
 

額
 

納
期

限
 

 
円

 
 
 
 

 
 
年

 
 

 
 

月
 

 
 

 
日

 

 
円

 
 
 
 
 
 
 
年

 
 

 
 

月
 

 
 

 
日

 

 
円

 
 
 
 
 
 

年
 

 
 

 
月

 
 

 
 

日
 

 

備
考

 
 

  

様
式

第
１

１
号

(
第

１
７

条
関

係
)
 

 

福
岡

県
専

門
医

研
修

資
金

返
還

方
法

承
認

申
請

書
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

年
 

 
月

 
 

日
 

 
福

岡
県

知
事

 
殿

 

貸
与
番
号
 

氏
 
 
 
名

  
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印

 

 
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

  住
 
 
 
所

 

   
 
福

岡
県

専
門

医
研

修
資

金
貸

与
条

例
第

８
条

た
だ

し
書

の
適

用
を

受
け

た
い

の
で

、
福

岡
県

専
門

医
研

修
資

金
貸

与
条

例
施

行
規

則
第

１
７

条
第

２
項

の
規

定
に

よ
り

下
記

の
と

お
り

申
請

し
ま

す
。

 

 

記
 

  １
 

申
請
の
理
由
 

 ２
 

返
還

債
務

の
免

除
に

該
当

し
な

い
理

由
 

 
 
(
注

)
い

ず
れ

か
の

理
由

に
〇

を
付

け
て

く
だ

さ
い

。
 

 
 
 
 
（

 
 

）
（

１
）

貸
与

の
中

止
 

 
 
 
 
（

 
 

）
（

２
）

指
定

勤
務

の
中

止
 

業
務

従
事

期
間

 
 
 

年
 

 
月

 
 

日
か

ら
 

 
 

 
 
年

 
 

月
 

 
日

ま
で

 

年
 

 
月

 
 

日
か

ら
 

 
 

 
 
年

 
 
 
月

 
 

日
ま

で
 

 
 
 
 
（

 
 

）
(
３

)
そ

の
他

(
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

)
 

 
 

３
 

借
用

金
額

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
円

 

 ４
 

返
還

方
法

 

年
賦

 

支
払

回
数

 
 

 
 

 
回

 

 

５
 

連
帯

保
証

人
 

 
 

 
氏

名
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
印

 

 
 

 
住

所
 

 
 

 
電

話
番

号
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様
式

第
１

４
号

(
第

１
９

条
関

係
)
 

 

福
岡

県
専

門
医

研
修

資
金

返
還

猶
予

(
猶

予
事

由
変

更
)
申

請
書

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

年
 

 
月

 
 

日
 

 
福

岡
県
知

事
 

殿
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
貸

与
番

号
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
氏

 
 

名
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
印

 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
住

 
 

所
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 
福

岡
県

専
門

医
研

修
資

金
の

返
還

債
務

の
履

行
の

猶
予

に
つ

い
て

、
福

岡
県

専
門

医
研

修
資

金
貸

与
条

例
施

行
規

則
第

１
９

条
第

１
項

の
規

定
に

よ
り

、
関

係
書

類
を

添
え

て
申

請
し

ま
す

。
 

 
 区

分
 

 
 

 
新

規
 

 
 

 
猶

予
理

由
の

変
更

 

（
注

）
該

当
す

る
区

分
に

〇
を

付
け

て
く

だ
さ

い
。

 

 １
 

返
還

猶
予

理
由

 
（

注
）

い
ず

れ
か

の
理

由
に

〇
を

付
け

て
く

だ
さ

い
。

 

 
 
 

（
 

 
）
（

１
）

指
定

勤
務

に
従
事
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
指

定
勤

務
先

名
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
指

定
勤

務
先

住
所

 
 

 
 
 

（
 

 
）
（

２
）

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

 
 

２
 

返
還

猶
予

申
請

期
間

 

 
 

 
 

 
年

 
 

 
月

 
 

 
日

か
ら

 
 

 
 

 
年

 
 

 
月

 
 

 
日

ま
で

 

 
 

 関
係

書
類

：
返

還
猶

予
理

由
を

証
す

る
書

類
 

  
 

  

様
式

第
１

３
号

(
第

１
７

条
関

係
)
 

 

福
岡

県
専

門
医

研
修

資
金

返
還

方
法

不
承

認
通

知
書

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
年

 
 

月
 

 
日

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

様
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
福

岡
県

知
事

 
 

 
 

 
 

 
印

 

   
 
 
 
 
 

年
 

 
月

 
 

日
付

け
で

申
請

の
あ

っ
た

福
岡

県
専

門
医

研
修

資
金

の
返

還
方

法
に

つ
い

て
は

、

下
記

の
理

由
に

よ
り

不
承

認
と

決
定

し
ま

し
た

の
で

、
福

岡
県

専
門

医
研

修
資

金
貸

与
条

例
施

行
規

則
第

１

７
条

第
３

項
の

規
定

に
よ

り
通

知
し

ま
す

。
 

 

記
 

 

 

 
理

由
 

 
 

 
 

 備
考
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様
式

第
１

６
号

(
第

１
９

条
関

係
)
 

 

福
岡

県
専

門
医

研
修

資
金

返
還

猶
予

(
猶

予
事

由
変

更
)
不

承
認

通
知

書
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
年

 
 

月
 

 
日

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

様
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
福

岡
県

知
事

 
 

 
 

 
 

 
印

 

   
 

 
年

 
月

 
日

付
け

で
申

請
の

あ
っ

た
福

岡
県

専
門

医
研

修
資

金
の

返
還

債
務

の
履

行
の

猶
予
（

猶
予

事
由

の
変

更
）

に
つ

い
て

は
、

下
記

の
と

お
り

不
承

認
と

決
定

し
ま

し
た

の
で

、
福

岡
県

専
門

医
研

修
資

金

貸
与

条
例

施
行

規
則

第
１

９
条

第
２

項
の

規
定

に
よ

り
通

知
し

ま
す

。
 

 

記
 

 １
 

貸
与

番
号

 

 ２
 

氏
名
 

 ３
 

理
由
 

 

  

様
式

第
１

５
号

(
第

１
９

条
関

係
)
 

 

福
岡

県
専

門
医

研
修

資
金

返
還

猶
予

(
猶

予
事

由
変

更
)
承

認
通

知
書

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
年

 
 

月
 

 
日

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
様

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
福

岡
県

知
事

 
 

 
 

 
 

 
印

 

   
 

 
年

 
 

月
 

 
日

付
け

で
申

請
の

あ
っ

た
福

岡
県

専
門

医
研

修
資

金
の

返
還

債
務

の
履

行
の

猶
予

（
猶

予
事

由
の

変
更

）
に

つ
い

て
は

、
下

記
の

と
お

り
承

認
す

る
こ

と
に

決
定

し
ま

し
た

の
で

、
福

岡
県

専

門
医

研
修

資
金

貸
与

条
例

施
行

規
則

第
１

９
条

第
２

項
の

規
定

に
よ

り
通

知
し

ま
す

。
 

 

記
 

  １
 

貸
与

番
号

 

 ２
 

氏
名
 

 ３
 

返
還

債
務

の
履

行
を

猶
予

す
る

期
間

 

 
 

 
 

 
 

年
 

 
 

月
 

 
 

日
か

ら
 

 
 

 
 

年
 

 
 

月
 

 
 

日
ま

で
 

 ４
 

返
還

猶
予

理
由

 
 

（
１

）
指

定
勤

務
に

従
事

 

（
２

）
そ

の
他

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

 ５
 

そ
の

他
 

（
１

）
指

定
勤

務
先

に
変

更
が

あ
っ

た
と

き
は

、
福

岡
県

専
門

医
研

修
資

金
貸

与
条

例
施

行
規

則
第

１

９
条

第
３

項
の

規
定

に
よ

り
届

出
を

行
う

必
要

が
あ

り
ま

す
。

 

（
２

）
返

還
債

務
の

履
行

猶
予

期
間

の
延

長
を

希
望

す
る

場
合

は
、

改
め

て
福

岡
県

専
門

医
研

修
資

金

返
還

猶
予

（
猶

予
事

由
変

更
）

申
請

書
（

様
式

第
１

４
号

）
に

よ
り

申
請

し
て

く
だ

さ
い

。
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様
式

第
１

８
号

(
第

１
９

条
関

係
)
 

 

就
労

証
明

書
 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
貸

与
番

号
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
住

所
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
氏

名
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

年
 

 
 

月
 

 
 

日
生

 
 

  

上
記

の
も

の
は

、
 

 
年

 
 

月
 

 
日

か
ら

 
 

年
 

 
月

 
 

日
（

 
ま

で
 

・
 

現
在

 
）

 

当
 

 
 

 
 

 
に

お
い

て
医

師
業

務
に

従
事

し
て

 
（

 
い

る
 

・
 

い
た

 
）

 
こ

と
を

証
明

す
る

。
 

 
な

お
、

休
職

若
し

く
は

長
期

休
暇

の
期

間
は

以
下

の
と

お
り

で
あ

る
。

 

  

年
 

 
 

月
 

 
 

日
 

か
ら

 
 

 
年

 
 

 
月

 
 

 
日

ま
で

 

［
理

由
：

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
］

 

 

年
 

 
 

月
 

 
 

日
 

か
ら

 
 

 
年

 
 

 
月

 
 

 
日

ま
で

 

［
理

由
：

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
］

 

      
 

 
 

 
 

 
 

 
年

 
 

 
 

月
 

 
 

 
日

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

病
院

（
診

療
所

）
名

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

管
理

者
名
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
印

 

 
 

  

様
式

第
１

７
号

(
第

１
９

条
関

係
)
 

 

指
定

勤
務

先
変

更
届

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

年
 

 
月

 
 

日
 

福
岡

県
知

事
 

殿
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
貸
与

番
号

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
氏
 
 
名
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

印
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
住
 
 
所
 

 
 
 
 
 
 
 

 

  
福

岡
県

専
門

医
研

修
資

金
貸

与
条

例
第

２
条

第
４

号
の

指
定

勤
務

を
行

っ
て

い
る

病
院
（

診
療

所
）
を

変

更
し

た
の

で
、
福

岡
県

専
門

医
研

修
資

金
貸

与
条

例
施

行
規

則
第

１
９

条
第

３
項

の
規

定
に

よ
り

、
関

係
書

類
を

添
え

て
届

け
出

ま
す

。
 

 

 

記
 

 １
 

返
還

猶
予

が
開

始
さ

れ
た

日
 

 
 

 
 

 
年

 
 

 
月

 
 

 
日

 

 ２
 

変
更

が
生

じ
た

日
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
年

 
 

 
月

 
 

 
日

 

 ３
 

指
定

勤
務

を
行

っ
て

い
る

病
院

（
診

療
所

）
の

変
更

 

新
病

院
（

診
療

所
）

名
称

 
(
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
)
 

住
所

 
(
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
)
 

旧
病

院
（

診
療

所
）

名
称

 
(
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
)
 

住
所

 
(
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
)
 

業
務

従
事

期
間

 
 

 
 

年
 

 
月

 
 

日
か

ら
 

 
 

 
 

 
年

 
 

月
 

 
日

ま
で

 

  関
係

書
類

：
事

実
を

証
す

る
書

類
 

 



第 90 号 増刊②福 岡 県 公 報令和２年３月 31 日　火曜日19
  

様
式

第
２

０
号

(
第

２
０

条
関

係
)
 

 

福
岡

県
専

門
医

研
修

資
金

返
還

免
除

申
請

書
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年
 

 
月

 
 

日
 

福
岡

県
知

事
 

殿
 

貸
与

番
号

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
氏

名
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
印

 

住
所
 

   
福

岡
県

専
門

医
研

修
資

金
の

返
還

債
務

の
免

除
を

受
け

た
い

の
で

、
福

岡
県

専
門

医
研

修
資

金
貸

与
条

例

施
行

規
則

第
２

０
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

り
、

関
係

書
類

を
添

え
て

申
請

し
ま

す
。

 

 

記
 

 １
 

免
除

区
分

 
(
注

)
い

ず
れ

か
に

〇
を

付
け

て
く

だ
さ

い
。

 

 
 
 
（

 
 

）
（

１
）

当
然

免
除

(
福

岡
県

専
門

医
研

修
資

金
貸

与
条

例
第

１
１

条
)
 

 
 
 
（

 
 

）
（

２
）

裁
量

免
除

(
福

岡
県

専
門

医
研

修
資

金
貸

与
条

例
第

１
２

条
)
 

 ２
 

免
除

申
請

理
由

 
(
注

)
い

ず
れ

か
の

理
由

に
〇

を
付

け
て

く
だ

さ
い

。
 

 
 
 
（

 
 

）
（

１
）

指
定

期
間

、
指

定
勤

務
に

従
事

 

業
務

従
事

期
間

 
 

 
年

 
 

月
 

 
日

か
ら

 
 

 
年

 
 

月
 

 
日

ま
で

 

年
 

 
月

 
 

日
か

ら
 

 
 

年
 

 
月

 
 

日
ま

で
 

 
 
 
（

 
 

）
（

２
）

医
師

業
務

上
の

理
由

に
よ

り
死

亡
 

 
 
 
（

 
 

）
（

３
）

医
師

業
務

に
起

因
す

る
心

身
の

故
障

 

 
 
 
（

 
 

）
（

４
）

そ
の

他
(
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
)
 

 ３
 

理
由

発
生

年
月

日
 

 
 

 
 

 
 

 
年

 
 

 
 

月
 

 
 

 
日

 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
申

請
者

氏
名

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
印

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
住

所
 

 

  

関
係

書
類

：
 

就
労

証
明

書
 
・

 
死

亡
診

断
書

 
・

 
診

断
書

 
・

 
そ

の
他

事
実

を
証

す
る

書
類

 

 
 

  

様
式

第
１

９
号

(
第

１
９

条
関

係
)
 

 

福
岡

県
専

門
医

研
修

資
金

返
還

猶
予

中
止

決
定

書
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
年

 
 

月
 

 
日

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

様
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
福

岡
県

知
事

 
 

 
 

 
 

 
印

 

 
 

 

  

福
岡

県
専

門
医

研
修

資
金

貸
与

条
例

施
行

規
則

第
１

９
条

第
５

項
の

規
定

に
よ

り
、
下

記
の

と
お

り
福

岡

県
専

門
医

研
修

資
金

の
返

還
債

務
の

履
行

の
猶

予
に

つ
い

て
は

中
止

す
る

こ
と

に
決

定
し

ま
し

た
の

で
通

知
し

ま
す

。
 

 

記
 

 １
 

貸
与

番
号

 

 ２
 

氏
名
 

 ３
 

返
還

債
務

の
猶

予
中

止
日

 
 

 
 

 
 

年
 

 
 

 
月

 
 

 
 

日
 

 ４
 

中
止

理
由
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様
式

第
２

２
号

(
第

２
０

条
関

係
)
 

 

福
岡

県
専

門
医

研
修

資
金

返
還

免
除

不
承

認
通

知
書

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
年

 
 

月
 

 
日

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
様

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
福

岡
県

知
事

 
 

 
 

 
 

 
印

 

 
 

  
 

 
年

 
 

月
 

 
日

付
け

で
申

請
の

あ
っ

た
福

岡
県

専
門

医
研

修
資

金
の

返
還

免
除

申
請

に
つ

い
て

は
、
下

記
の

理
由

に
よ

り
不

承
認

と
決

定
し

ま
し

た
の

で
、
福

岡
県

専
門

医
研

修
資

金
貸

与
条

例
施

行
規

則

第
２

０
条

第
２

項
の

規
定

に
よ

り
通

知
し

ま
す

。
 

 

記
 

 １
 

貸
与

番
号

 

 ２
 

氏
名
 

 ３
 

理
由
 

  
 

  

様
式

第
２

１
号

(
第

２
０

条
関

係
)
 

 

福
岡

県
専

門
医

研
修

資
金

返
還

免
除

承
認

通
知

書
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
年

 
 

月
 

 
日

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

様
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
福

岡
県

知
事

 
 

 
 

 
 

 
印

 

 
 

  
 

 
 

年
 

 
月

 
 

日
付

け
で

申
請

の
あ

っ
た

福
岡

県
専

門
医

研
修

資
金

の
返

還
免

除
申

請
に

つ
い

て
は

、
下

記
の

と
お

り
承

認
す

る
こ

と
に

決
定

し
ま

し
た

の
で

、
福

岡
県

専
門

医
研

修
資

金
貸

与
条

例
施

行

規
則

第
２

０
条

第
２

項
の

規
定

に
よ

り
通

知
し

ま
す

。
 

 

記
 

 １
 

貸
与

番
号

 

 ２
 

氏
名
 

 ３
 

免
除

区
分

 

（
１

）
当

然
免

除
(
福

岡
県

専
門

医
研

修
資

金
貸

与
条

例
第

１
１

条
に

該
当

)
 

（
２

）
裁

量
免

除
(
福

岡
県

専
門

医
研

修
資

金
貸

与
条

例
第

１
２

条
に

該
当

)
 

 ４
 

免
除

理
由

 

（
１

）
指

定
期

間
、

指
定

勤
務

に
従

事
 

業
務

従
事

期
間

 
 

 
年

 
 

月
 

 
日

か
ら

 
 

 
年

 
 

月
 

 
日

ま
で

 

年
 

 
月

 
 

日
か

ら
 

 
 

年
 

 
月

 
 

日
ま

で
 

（
２

）
業

務
上

の
理

由
に

よ
り

死
亡

 

（
３

）
業

務
に

起
因

す
る

心
身

の
故

障
 

（
４

）
そ

の
他

(
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

)
 

 ５
 

免
除

と
な

っ
た

日
 

 
 

 
 

 
 

年
 

 
 

 
月

 
 

 
 

日
 

 ６
 

免
除

金
額

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

円
 

 

備
考
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様
式

第
２

４
号

(
第

２
１

条
関

係
)
 

 

福
岡

県
専

門
医

研
修

資
金

貸
与

停
止

届
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

年
 

 
月

 
 

日
 

 
福

岡
県

知
事

 
殿

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
貸

与
番

号
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
氏

名
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
住

所
 
 
 
 

 

   
福

岡
県

専
門

医
研

修
資

金
貸

与
条

例
施

行
規

則
第

２
１

条
第

１
項

の
規

定
に

よ
り

、
関

係
書

類
を

添
え

て

下
記

の
と

お
り

届
け

出
ま

す
。

 

 

記
 

 停
止

の
理

由
 

(
注

)
い

ず
れ

か
の

理
由

に
〇

を
付

け
て

く
だ

さ
い

。
 

 
 

（
 

 
）

１
 

専
門

研
修

の
休

止
 

 
 

 
 

 
 

 
 

予
定

期
間

 
 

 
 

年
 

 
月

 
 

日
か

ら
 

 
 

 
年

 
 

月
 

 
日

ま
で

 

 
 

（
 

 
）

２
 

県
外

で
の

専
門

研
修

の
実

施
 

 
 

 
 

 
 

 
 

予
定

期
間

 
 

 
 

年
 

 
月

 
 

日
か

ら
 

 
 

 
年

 
 

月
 

 
日

ま
で

 

 
 

 関
係

書
類

：
事

実
を

証
す

る
書

類
 

 

 
 

  

様
式

第
２

３
号

(
第

２
１

条
関

係
)
 

 

福
岡

県
専

門
医

研
修

資
金

貸
与

辞
退

届
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

年
 

 
月

 
 

日
 

福
岡

県
知

事
 

殿
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
貸

与
番

号
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
氏

名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
印

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
住

所
 
 
 
 

 

   
福

岡
県

専
門

医
研

修
資

金
貸

与
条

例
施

行
規

則
第

２
１

条
第

１
項

の
規

定
に

よ
り

、
関

係
書

類
を

添
え

て

下
記

の
と

お
り

届
け

出
ま

す
。

 

 

記
 

 １
 

辞
退

の
理

由
 

(
注

)
い

ず
れ

か
の

理
由

に
〇

を
付

け
て

く
だ

さ
い

。
 

 
 

（
 

 
）

(
１

)
 
専

門
研

修
の

中
止

 

 
 

（
 

 
）

(
２

)
 
福

岡
県

専
門

医
研

修
資

金
貸

与
の

辞
退

 

理
由

 

   

 
 

（
 

 
）

(
３

)
 
心

身
の

故
障

に
よ

り
研

修
継

続
困

難
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

 
 

 

  ２
 

理
由

発
生

年
月

日
 

 
 

 
 

 
 

年
 

 
 

 
月

 
 

 
 

日
 

 
 

 

関
係

書
類

：
事

実
を

証
す

る
書

類
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様
式

第
２

６
号

(
第

２
１

条
関

係
)
 

 

死
亡

届
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

年
 

 
月

 
 

日
 

 

 
福

岡
県

知
事

 
殿

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

貸
与

番
号

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

氏
名
 

   
福

岡
県

専
門

医
研

修
資

金
貸

与
条

例
施

行
規

則
第

２
１

条
第

３
項

の
規

定
に

よ
り

、
関

係
書

類
を

添
え

て

下
記

の
と

お
り

届
け

出
ま

す
。

 

 

記
 

  １
 

福
岡

県
専

門
医

研
修

資
金

の
貸

与
を

受
け

て
い

る
者

又
は

受
け

た
者

の
死

亡
年

月
日

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
年

 
 

 
 

月
 

 
 

 
日

 

 ２
 

死
亡

原
因

 

 
 

 

   
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
届

出
者

（
連

帯
保

証
人

）
氏

名
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

印
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
住

所
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  関
係

書
類

：
 

死
亡

診
断

書
 

 

 
 

  

様
式

第
２

５
号

(
第

２
１

条
関

係
)
 

 

福
岡

県
専

門
医

研
修

資
金

変
更

届
出

書
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

年
 

 
月

 
 

日
 

 
福

岡
県

知
事

 
殿

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
貸

与
番

号
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
氏

名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

印
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
住

所
 
 
 
 

 

 

下
記

の
と

お
り

変
更

し
ま

し
た

の
で

、
福

岡
県

専
門

医
研

修
資

金
貸

与
条

例
施

行
規

則
第

２
１

条
第

２
項

の
規

定
に

よ
り

、
関

係
書

類
を

添
え

て
届

け
出

ま
す

。
 

 

記
 

 １
 

変
更

し
た

事
項

 

  ２
 

変
更

年
月

日
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
年

 
 

 
 

月
 

 
 

 
日

 

 ３
 

変
更

し
た

内
容

 

       

４
 

変
更

し
た

理
由

 

     

関
係

書
類

：
事

実
を

証
す

る
書

類
 

 
 



第 90 号 増刊②福 岡 県 公 報令和２年３月 31 日　火曜日23

　

福
岡
県
職
員
住
宅
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
二
十
号

　
　
　

福
岡
県
職
員
住
宅
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
職
員
住
宅
貸
付
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
福
岡
県
規
則
第
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

　

附
則
第
四
項
を
附
則
第
五
項
と
し
、
附
則
第
三
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

４�　

令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
第
七
条
の
二
第
一
項
中
「
福
岡

県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
二
年
福
岡
県
条
例
第
四
十
一
号
）
第
十
三
条
の
三
第
一

項
第
一
号
及
び
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
、
「
福
岡
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
（
令
和
元
年
福
岡
県
条
例
第
二
十
四
号
）
第
一
条
に
よ
る
改
正
前
の
福
岡
県
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
二
年
福
岡
県
条
例
第
四
十
一
号
）
第
十
三
条
の
三
第
一
項
第
一
号
及
び

第
二
号
」
と
読
み
替
え
て
適
用
す
る
。

　

様
式
第
二
号
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
都
市
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
二
十
一
号

　
　
　

福
岡
県
都
市
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

生
年
月
日

年　
月　

日
性
別

男
・
女

生
年
月
日

年　
月　

日

  

様
式

第
２

７
号

(
第

２
２

条
関

係
)
 

 

指
定
勤
務
中
断
届
出
書

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

年
 

 
月

 
 

日
 

 
福

岡
県

知
事

 
殿

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
貸

与
番

号
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
氏

名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

印
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
住

所
 
 
 
 

 

 

 
下

記
の

と
お

り
、
指

定
勤

務
を

中
断

し
ま

す
の

で
、
福

岡
県

専
門

医
研

修
資

金
貸

与
条

例
施

行
規

則
第

２

２
条

の
規

定
に

よ
り

、
関

係
書

類
を

添
え

て
下

記
の

と
お

り
届

け
出

ま
す

。
 

 

記
 

   

（
注
）
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
期
間
に
変
更
が
生
じ
る
場
合
に
は
、
必
ず
改
め
て
申
し
出
る
こ
と
。
 

 
 

 
こ
の
場
合
に
お
い
て
、「

業
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
期
間
」
に
は
、
変
更
後
の
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
 

で
き
な
い
全
期
間
を
記
載
す
る
こ
と
。
 

    関
係
書
類
 
「
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
理
由
」
に
記
載
し
た
内
容
を
証
す
る
書
類
 

 

勤
務
先
病
院
（
診
療
所
）
名
 

 

業
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
 

で
き
な
い
理
由
 

 

業
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
 

で
き
な
い
期
間
 

年
 
 
 
月

 
 
 
日

か
ら

 
 
 
 
年
 
 
 
月

 
 
 
日
ま

で
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福
岡
県
都
市
公
園
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
二
年
福
岡
県
規
則
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
二
中
「
三
、
五
六
〇
円
」
を
「
二
、
三
〇
〇
円
」
に
、
「
一
一
、
三
九
〇
円
」
を
「
七
、
五�

〇
〇
円
」
に
、
「
八
、
〇
九
〇
円
」
を
「
四
、
六
〇
〇
円
」
に
、
「
五
、
五
三
〇
円
」
を
「
三
、
〇
〇�

〇
円
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
災
害
救
助
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
二
十
二
号

　
　
　

福
岡
県
災
害
救
助
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
災
害
救
助
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
年
福
岡
県
規
則
第
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

　

第
四
条
の
二
第
三
項
及
び
第
四
項
中
「
別
表
第
一
」
を
「
別
表
」
に
改
め
る
。

　

第
十
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

（
実
費
弁
償
）

第�

十
四
条　

知
事
は
、
政
令
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
実
費
弁
償
に
関
し
て
必
要
な
事
項
を
定
め
た
と
き

は
、
こ
れ
を
告
示
す
る
も
の
と
す
る
。

　

第
二
十
一
条
第
一
項
第
三
号
中
「
決
定
報
告
に
よ
る
被
害
状
況
調
」
を
「
被
害
状
況
調
」
に
改
め
、

同
項
第
五
号
中
「
写
」
を
「
写
し
」
に
改
め
る
。

　

第
二
十
三
条
中
「
法
」
を
「
知
事
は
、
法
」
に
改
め
、
「
（
以
下
「
救
助
事
務
費
」
と
い
う
。
）
」

を
削
り
、
「
は
、
別
表
第
四
の
と
お
り
」
を
「
を
定
め
た
と
き
は
、
こ
れ
を
告
示
す
る
も
の
」
に
改
め

る
。

　

別
表
第
二
か
ら
別
表
第
四
ま
で
を
削
り
、
別
表
第
一
を
別
表
と
す
る
。

　

様
式
第
二
十
二
号
中
「建

設
型
仮
設
住
宅

」
を
「建

設
型
応
急
住
宅

」
に
、
「借

上
型
仮
設
住
宅

」

を
「賃
貸
型
応
急
住
宅

」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
二
十
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

                             

様
式

第
2
4
号

（
第

2
1
条

）
 

世
　
　
帯

人
　
　
員

世
　
　
帯

人
　
　
員

世
　
　
帯

人
　
　
員

世
　
　
帯

人
　
　
員

世
　
　
帯

人
　
　
員

床
上

浸
水

床
下

浸
水

世　帯　数　及　び　人　員

全
壊

、
全

焼
及

び
流

失

半
壊

及
び

半
焼

一
部

破
損

一
部

破
損

床
上

浸
水

床
下

浸
水

小
計

計

住　　家　　の　　被　　害

棟　　　　数

全
壊

、
全

焼
及

び
流

失

半
壊

及
び

半
焼

人　的　被　害

死
者

行
方

不
明

者

負　　　傷

重
傷

軽
傷

被
　
害
　
状
　
況
　
調

（
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日
時
点

）

法
適

用
地

域
市

町
村

名

災
害

救
助

法
適

用
年

月
日
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様
式
第
二
十
五
号
中
「第

29条

」
を
「第

30条

」
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
社
会
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
二
十
三
号

　
　
　

福
岡
県
社
会
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
社
会
福
祉
法
施
行
細
則
（
昭
和
二
十
九
年
福
岡
県
規
則
第
六
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
第
一
号
の
二
中
「
第
四
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
四
十
五
条
の
三
十
六
第
二
項
」
に
改
め
、

同
条
第
一
号
の
三
中
「
第
四
十
三
条
第
三
項
」
を
「
第
四
十
五
条
の
三
十
六
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条

第
一
号
の
六
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

一
の
六　

法
第
四
十
七
条
の
五
に
よ
る
清
算
結
了
届　

様
式
第
一
号
の
四

　

第
二
条
第
一
号
の
七
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

一
の
七　

法
第
五
十
条
第
三
項
に
よ
る
吸
収
合
併
認
可
申
請
書　

様
式
第
一
号
の
五

　

第
二
条
第
一
号
の
八
を
同
条
第
一
号
の
九
と
し
、
同
条
第
一
号
の
七
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

一
の
八　

法
第
五
十
四
条
の
六
第
二
項
に
よ
る
新
設
合
併
認
可
申
請
書　

様
式
第
一
号
の
五
の
二

　

第
二
条
第
九
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

　

九
の
二　

法
第
六
十
八
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二
項
に
よ
る
事
業
開
始
届　

様
式
第
一
号
の
六

　

九
の
三　

法
第
六
十
八
条
の
三
第
一
項
、
第
二
項
又
は
第
三
項
に
よ
る
変
更
届　

様
式
第
二
号

　

九
の
四　

法
第
六
十
八
条
の
四
に
よ
る
廃
止
届　

様
式
第
三
号

　

第
三
条
第
一
号
を
削
り
、
同
条
第
二
号
中
「
及
び
第
一
号
の
六
」
を
「
第
一
号
の
六
及
び
第
一
号
の

七
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
一
号
と
し
、
同
条
第
三
号
中
「
第
一
号
の
七
」
を
「
第
一
号
の
八
」
に

改
め
、
同
号
を
同
条
第
二
号
と
す
る
。

　

第
四
条
第
一
項
中
「
厚
生
労
働
大
臣
又
は
」
及
び
「
（
大
牟
田
市
の
区
域
に
お
い
て
は
、
南
筑
後
保

健
福
祉
環
境
事
務
所
長
）
」
を
削
る
。

　

第
八
条
を
削
る
。

　

様
式
第
一
号
、
様
式
第
一
号
の
二
及
び
様
式
第
一
号
の
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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（
表
 
面
) 

 
 

社
会
福
祉
法
第

31
条
に
よ
る
社
会
福
祉
法
人
設
立
認
可
申
請
書

 
 

福
岡
県
知
事
 
 
 
 
殿

 
 
次
の
と
お
り
社
会
福
祉
法
人
を
設
立
し
た
い
の
で
、
関
係
書
類
を
添
え
て
申
請
し
ま
す
。

 

設
立
者
又
は

 
設
立
代
表
者

 

住
所

 
 

氏
名

 
印

 

申
請
年
月
日

 
 

社会福祉法人設立の趣意
 

 
 

主
た

る
事

務
所

の
所

在
地

 
 
 

ふ
り

が
な

 
法
人
の
名
称

 
 

 

事業の種類
 社
会
福
祉

 
事
 
 
業

 

第
１
種

 
 

 

第
２
種

 
 

 

公
益

事
業

 
 

 

収
益

事
業

 
 

 

 

 

                      

様
式

第
１
号

 
（
裏
 
面
）

 

※
 
理
事
の
う
ち
、
理
事
長
予
定
者
に
つ
い
て
は
、
○
を
付
け
る
こ
と
。

 
（
注
意
）

 
１
 
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
産
業
規
格
Ａ
列
４
番
と
す
る
こ
と
。

 
２
 
記
載
事
項
が
多
い
た
め
、
こ
の
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
適
宜
用
紙
（
大
き
さ
は
、
日
本
産
業
規

格
Ａ
列
４
番
と
す
る
。）

の
枚
数
を
増
加
し
、
こ
の
様
式
に
準
じ
た
申
請
書
を
作
成
す
る
こ
と
。

 
３
 
こ
の
申
請
書
に
は
、
社
会
福
祉
法
施
行
規
則
第
２
条
第
２
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
。

 
４
 
記
名
押
印
に
代
え
て
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

資産
 

純
資
産
 

⑤
－
⑥
 

内
訳
 

社
会
福
祉
事
業
用
財
産
 

③
公
益
事
業
 

用
財
産
 

④
収
益
事
業
 

用
財
産
 

⑤
財
産
計
 

①
＋
②
＋
③

＋
④
 

⑥
負
債
 

①
基
本
財
産
 

②
そ
の
他
財
産
 

円
 

円
 

円
 

円
 

円
 

円
 

円
 

役員等となるべき者
 

理
事
 

監
事
 

評
議
員
 

の
別
 

氏
名
 

親
族
等
の
 

特
殊
関
係
 

者
の
有
無
 

役
員
の
資
格
等
(該

当
に
○
印
) 

他
の
社
会
福
祉
法
人
の

理
事
長
へ
の
就
任
状
況
 

事
業
経
 

営
識
見
 

地
域
福

祉
関
係
 
管
理
者
 

事
業
 

識
見
 

財
務
管

理
識
見
 
有
 

無
 

法
人
名
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（
表
 
面
) 

社
会
福
祉
法
第

45
条
の

36 
第

2
項

 
第

4
項

 
に
よ
る
社
会
福
祉
法
人
定
款
変
更

 認
可
申
請
書

 
届

 
 
福
岡
県
知
事
 
 
 
 
殿

 
 

次
の
と
お
り
定
款
を
変
更

 
し
た
い

 
し
 
た

 
の
で
、 

申
 
請

 
お
届
け

 
し
ま
す

 

申請者 

主
た
る
事
務
所

 
の
所
在
地

 
 

ふ
り
が
な

 

名
称

 
 

理
事
長
の
氏
名

 
印

 

申
請
年
月
日

 
 

定款変更の内容及び理由
 

内
容
 

理
由
 

変
更
前
の
条
文
 

変
更
後
の
条
文
 

 
 

 

 

 

 

                      

様
式

第
１
号

の
２

 
（
裏
 
面
) 

定款変更の内容及び理由
 

内
容
 

理
由
 

変
更
前
の
条
文
 

変
更
後
の
条
文
 

 
 

 

（
注
意
）

 
１
 
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
産
業
規
格
Ａ
列
４
番
と
す
る
こ
と
。

 
２
 
記
載
事
項
が
多
い
た
め
、
こ
の
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
適
宜
用
紙
（
大
き
さ
は
、
日
本
産
業
規
格

Ａ
列
４
番
と
す
る
。）

の
枚
数
を
増
加
し
、
こ
の
様
式
に
準
じ
た
申
請
書
を
作
成
す
る
こ
と
。

 
 
 
ま
た
、
変
更
前
の
条
文
と
変
更
後
の
条
文
を
対
比
表
と
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
対
比
表
の
形
式
に
よ
ら
な

い
こ
と
も
差
し
支
え
な
い
こ
と
。

 
３
 
こ
の
申
請
書
に
は
、
社
会
福
祉
法
施
行
規
則
第
３
条
第
１
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
す
る
と
と
も
に
、
当
該
定

款
変
更
内
容
に
応
じ
、
同
条
第
２
項
又
は
第
３
項
に
規
定
す
る
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
。

 
４
 
記
名
押
印
に
代
え
て
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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様
式
第
一
号
の
四
そ
の
一
、
様
式
第
一
号
の
四
そ
の
二
及
び
様
式
第
一
号
の
五
を
削
り
、
様
式
第
一

号
の
三
の
次
に
次
の
三
様
式
を
加
え
る
。

社
会
福
祉
法
第

46
条
に
よ
る
解
散
 

 
認
可
（
認
定
）
申
請
書

 
届

 
 

福
岡
県
知
事
 
 
 
 
殿

 

次
の
と
お
り
社
会
福
祉
法
人
を
解
散

 
し
た
い

 

し
 
た

 
の
で
、
関
係
書
類
を
添
え
て

 
申
 
請

 

お
届
け

 
し
ま
す
。

 

申請者 

主
た
る
事
務
所

 
の
所
在
地

 
 

ふ
り
が
な

 

名
称

 
 

理
事
長
の
氏
名

 
印

 

申
請
年
月
日

 
 

解
散
 

す
る
 

し
た
 

理
由
 

 

資産
 

純
資
産
 

⑤
－
⑥
 

内
 
訳
 

社
会
福
祉
事
業
用
財
産
 

③
公
益
事
業
 

用
財
産
 

④
収
益
事
業
 

用
財
産
 

⑤
財
産
計
 

①
＋
②
＋

③
＋
④
 

⑥
負
債
 

①
基
本
財
産
 

②
そ
の
他
財
産
 

円
 

円
 

円
 

円
 

円
 

円
 

円
 

残
余
財
産
処
分
方
法
 

 

（
注
意
）

 
１
 
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
産
業
規
格
Ａ
列
４
番
と
す
る
こ
と
。

 
２
 
こ
の
申
請
書
に
は
、
社
会
福
祉
法
施
行
規
則
第
５
条
第
１
号
か
ら
３
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
。

 
３
 
記
名
押
印
に
代
え
て
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

 

                     

様
式
第
１
号
の
３
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社
会
福
祉
法
第

47
条
の

5
に
よ
る
清
算
結
了
届

 
 

 
年
 
 
月
 
 
日

 
福
岡
県
知
事
 
 
 
 
殿

 
 
 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
 
 
 
 
 
 
 

 
名

称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 

 
清
算
人
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 次
の
と
お
り
清
算
を
結
了
し
ま
し
た
の
で
、
関
係
書
類
を
添
え
て
お
届
け
し
ま
す
。

 

解
散

時
の

資
産

総
額

 
 

 

解
散

及
び

清
算

諸
費

 
 

 

内訳 

解
散

事
務

費
 

(登
記
、
公
告
な
ど
) 

 
 

借
入

金
の

清
算

 
 

 

未
払

金
の

清
算

 
 

 

そ
の

他
 

 
 

差
引

残
余

財
産

の
額

 
 

 

上
記

残
余

財
産

の

処
分

方
法

 
 

 

注
 
こ
の
申
請
書
に
は
、
登
記
簿
謄
本
及
び
残
余
財
産
の
処
分
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
。

 

  

                      

様
式

第
１
号

の
４

 
（
表
 
面
) 

社
会
福
祉
法
第

50
条
第

3
項
に
よ
る
社
会
福
祉
法
人
合
併
認
可
申
請
書
（
吸
収
合
併
用
）

 
 

福
岡
県
知
事
 
 
 
 
殿

 
 
次
の
と
お
り
合
併
し
た
い
の
で
、
関
係
書
類
を
添
え
て
申
請
し
ま
す
。

 

申請者 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

 
 

ふ
り
が
な

 

名
称

 
 

理
事
長
の
氏
名

 
印

 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

 
 

ふ
り
が
な

 

名
称

 
 

理
事
長
の
氏
名

 
印

 

申
請
年
月
日

 
 

合
併
す
る
理
由
 

 

ふ
り
が
な
 

合
併
に
よ
り
消
滅
す
る
 

法
人
の
名
称
 

 

合併後存続する法人 
 
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
 

 

ふ
り

が
な

 
法
人
の
名
称

 
 

事業の種類 

社
会
福
祉

 
事
 
 
業

 

第
１
種

 
 

第
２
種

 
 

公
益
事
業

 
 

収
益
事
業

 
 

 

 
様

式
第

１
号

の
５
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（
裏
 
面
）

 

※
 
理
事
の
う
ち
、
理
事
長
予
定
者
に
つ
い
て
は
、
○
を
付
け
る
こ
と
。

 
（
注
意
）

 
１
 
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
産
業
規
格
Ａ
列
４
番
と
す
る
こ
と
。

 
２
 
記
載
事
項
が
多
い
た
め
、
こ
の
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
適
宜
用
紙
（
大
き
さ
は
、
日
本
産
業
規
格
Ａ

列
４
番
と
す
る
。）

の
枚
数
を
増
加
し
、
こ
の
様
式
に
準
じ
た
申
請
書
を
作
成
す
る
こ
と
。

 
３
 
こ
の
申
請
書
に
は
、
社
会
福
祉
法
施
行
規
則
第
６
条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第
４
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
す
る

こ
と
。

 
４
 
記
名
押
印
に
代
え
て
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 合併後存続する法人
 

資 産 

純
資
産
 

⑤
－
⑥
 

内
訳
 

社
会
福
祉
事
業
用
財
産
 

③
公
益
事
業
 

用
財
産
 

④
収
益
事
業
 

用
財
産
 

⑤
財
産
計
 

①
＋
②
＋
③

＋
④
 

⑥
負
債
 

①
基
本
財
産
 

②
そ
の
他
財
産
 

円
 

円
 

円
 

円
 

円
 

円
 

円
 

役 員 等 

  

理
事
 

監
事
 

評
議
員
 

の
別
 

氏
名
 

親
族
等
の
 

特
殊
関
係
 

者
の
有
無
 

役
員
の
資
格
等
(該

当
に
○
印
) 

他
の

社
会

福
祉

法

人
の
理
事
長
へ
の
就

任
状
況
 

事
業
経
 

営
識
見
 

地
域
福

祉
関
係
 
管
理
者
 

事
業
 

識
見
 

財
務
管

理
識
見
 
有
 

無
 

法
人
名
 

引き続き役員等となる者 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

新たに役員等となる者 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

（
表
 
面
) 

社
会
福
祉
法
第

54
条
の

6
第

2
項
に
よ
る
社
会
福
祉
法
人
合
併
認
可
申
請
書
（
新
設
合
併
用
）

 
 

福
岡
県
知
事
 
 
 
 
殿

 
 
次
の
と
お
り
合
併
し
た
い
の
で
、
関
係
書
類
を
添
え
て
申
請
し
ま
す
。

 

申請者 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

 
 

ふ
り
が
な

 

名
称

 
 

理
事
長
の
氏
名

 
印

 

設
立
事
務

 
共
同
執
行
者

 

住
所

 
 

氏
名

 
印

 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

 
 

ふ
り
が
な

 

名
称

 
 

理
事
長
の
氏
名

 
印

 

設
立
事
務

 
共
同
執
行
者

 

住
所

 
 

氏
名

 
印

 

申
請
年
月
日

 
 

合
併
す
る
理
由
 

 

合併後存続する法人
  
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
 

 

ふ
り

が
な 

法
人
の
名
称

 
 

事業の種類
 社

会
福
祉

 
事
 
 
業

 

第
１
種

 
 

第
２
種

 
 

公
益
事
業

 
 

収
益
事
業

 
 

 

  

                      

様
式

第
１
号

の
５
の

２
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様
式
第
一
号
の
六
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

                     

   

（
裏
 
面
）

 

※
 
理
事
の
う
ち
、
理
事
長
予
定
者
に
つ
い
て
は
、
○
を
付
け
る
こ
と
。

 
（
注
意
）

 
１
 
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
産
業
規
格
Ａ
列
４
番
と
す
る
こ
と
。

 
２
 
記
載
事
項
が
多
い
た
め
、
こ
の
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
適
宜
用
紙
（
大
き
さ
は
、
日
本
産
業
規
格
Ａ

列
４
番
と
す
る
。）

の
枚
数
を
増
加
し
、
こ
の
様
式
に
準
じ
た
申
請
書
を
作
成
す
る
こ
と
。

 
３
 
こ
の
申
請
書
に
は
、
社
会
福
祉
法
施
行
規
則
第
６
条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第
４
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
す
る
こ

と
。

 
４
 
記
名
押
印
に
代
え
て
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

合併後存続する法人
 

資 産 

純
資
産
 

⑤
－
⑥
 

内
訳
 

社
会
福
祉
事
業
用
財
産
 

③
公
益
事
業
 

用
財
産
 

④
収
益
事
業
 

用
財
産
 

⑤
財
産
計
 

①
＋
②
＋
③

＋
④
 

⑥
負
債
 

①
基
本
財
産
 

②
そ
の
他
財
産
 

円
 

円
 

円
 

円
 

円
 

円
 

円
 

役 員 等 と な る べ き 者 

理
事
 

監
事
 

評
議
 

員
の
 

別
 

氏
名
 

親
族
等
 

の
特
殊
 

関
係
者
 

の
有
無
 

役
員
の
資
格
等
（
該
当
に
〇
）
 

他
の
社
会
福
祉
法
人
の

理
事
長
へ
の
就
任
状
況
 

事
業
経

営
識
見
 

地
域
福

祉
関
係
 
管
理
者
 

事
業
 

識
見
 

財
務
管

理
識
見
 
有無
 

法
人
名
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「第
63条
第
１
項

　
　
　
　
　
　
　

「第
63条
第
１
項

　
　
　

第
63条
第
２
項

　

様
式
第
二
号
中　

第
63条
第
２
項

　

を　

第
68条

　
　
　
　

に
改
め
、
「１　

変
更
届

」
の
次
に

　
　
　
　
　
　
　
　

第
68条

　
　
　
　
　
　

第
68条
の
３

　
　
　
　
　
　
　
　

第
69条
第
２
項

」　
　

第
69条
第
２
項

」

「
（社
会
福
祉
法
第
68条
の
３
第
２
項
の
変
更
届
を
除
く

）
」
を
加
え
、
「２　

許
可
申
請
書

」
の
次

に
「又

は
変
更
届

（社
会
福
祉
法
第
68条
の
３
第
２
項
の
変
更
届
に
限
る

）
」
を
加
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　

「第
64条

　
　
　
　
　

「第
64条

　

様
式
第
三
号
中　

第
68条 　

　
　
　

を　

第
68条

　
　
　
　

に
改
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
68条
の
４

　
　
　
　
　
　
　
　

第
69条
第
２
項

」　
　

第
69条
第
２
項

」

　

様
式
第
四
号
中
「
（施

設
を
必
要
と
し
な
い

）
」
を

「
（施

設
を
必
要
と
し
な
い

）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

（住
宅
の
用
に
供
す
る
た
め
の
施
設
を
必
要
と
し
な
い

）
」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
五
号
及
び
様
式
第
六
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

社
会
福
祉
法

 
第

62
条

 
第

68
条
の

2 
に
よ
る

 
社
会
福
祉
施
設

 
社
会
福
祉
住
居
施
設

 
の

 
設
置
届

 
許
可
申
請
書

 
年
 
 
月
 
 
日

 
福
岡
県
知
事
 
 
 
 
殿

 
設
置
者
又
は
代
表
者
 
氏

名
  

印
 

次
の
と
お
り

 
社
会
福
祉
施
設

 

社
会
福
祉
住
居
施
設

 
を
設
置

 
し
た
い

 

し
 
た

 
の
で
関
係
書
類
を
添
え

 
お
届
け

 

許
可
申
請

 
い
た
し
ま
す
。

 

(ふ
り
が
な
) 

施
設

の
名

称
 

 
 

施
設

の
種

類
 

 
 

(ふ
り
が
な
) 

設
置

者
の

氏
名

又
は

名
称

 
 

 
設
置
者
の
住
所
施

設
の

所
在

地
 

 
 

事
業

開
始

予
定

年
月

日
 

年
 
 
 
月
 
 
 
日

 

設
置

者
の

経
歴

 
 

 
設

置
者

の
資

産
状

況
 

 
 

建
物
そ
の
他
の
設
備
の

規
模

及
び

構
造

 
 

 

施
設

の
管

理
者

の
氏

名
及

び
経

歴
 

(ふ
り
が
な
) 

 
 

実
務
を
担
当
す
る

幹
部
職
員
の
氏
名

及
び

経
歴

(ふ
り
が
な
)  

 
 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と

す
る
者
に
対
す
る
処
遇

の
方

法
 

 
 

◎
当
該
事
業
を
経
営
す
る

た
め
の
財
源
の
調
達
及
び

そ
の
管
理
の
方
法

 
 

 
◎
施
設
の
管
理
者

の
資

産
状

況
 

 
 

◎
建

物
そ

の
他

の
設

備
の

使
用

の
権

限
 

 
 

◎経
理

の
方

針
 

 
 

◎
事
業
の
経
営
者
又
は
施

設
の
管
理
者
に
事
故
が

あ
る

と
き

の
処

置
 

 
 

記
載
上
の
注
意

 
1
 
届
出
の
場
合
は
◎
欄
は
記
入
を
要
し
な
い
。

 
2
 
関
係
書
類
と
し
て
条
例
、
定
款
そ
の
他
基
本
約
款
お
よ
び
設
立
趣
意
書
、
事
業
計
画
書
、
予
算
書
を
添

え
る
こ
と
。

 
3
 
幹
部
職
員
に
つ
い
て
は
、
履
歴
書
又
は
そ
の
写
を
添
え
る
こ
と
。

 
4
 
様
式
の
記
載
欄
中
に
書
き
こ
め
な
い
場
合
は
別
紙
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
別
紙
に
は
見
出

番
号
を
付
し
、
そ
の
番
号
を
「
別
紙

1
」
の
よ
う
に
当
該
欄
に
記
入
す
る
こ
と
。

 
5
 
建
物
そ
の
他
の
設
備
の
規
模
及
び
構
造
欄
中
、
建
物
に
つ
い
て
は
平
面
図
を
添
付
す
る
こ
と
。

 
 

  

                      

様
式

第
１
号

の
６
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基
本
財
産
処
分
承
認
申
請
書

 
 

福
岡
県
知
事
 
 
 
 
殿

 
 
次
の
と
お
り
基
本
財
産
を
処
分
し
た
い
の
で
、
関
係
書
類
を
添
え
て
申
請
し
ま
す
。

 

申請者 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

 
 

名
称

ふ
り
が
な 

 

理
事
長
の
氏
名

 
印
 

 

申
請
年
月
日

 
 

基
本
財
産
処
分
の
内
容

 
 

基本財産を処分する理由 

 
 

処分物件 

 

注
 
１
 
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
産
業
規
格
Ａ
列
４
番
と
す
る
こ
と
。
 

２
 
基
本
財
産
処
分
の
内
容
欄
に
は
、
処
分
の
種
類
(売

却
、
賃
貸
等
)、

処
分
の
相
手
方
(買

主
、
 

借
主
等
)、

処
分
の
対
価
(売

買
価
格
、
賃
貸
料
等
)等

を
記
載
す
る
こ
と
。
 

３
 
処
分
物
件
の
欄
に
は
、
処
分
す
る
基
本
財
産
を
具
体
的
に
記
載
す
る
こ
と
。
例
え
ば
、
建
物
 

に
つ
い
て
は
、
各
棟
ご
と
に
所
在
地
、
種
類
、
構
造
及
び
床
面
積
並
び
に
申
請
時
に
お
け
る
具
 

体
的
な
用
途
を
、
土
地
に
つ
い
て
は
、
各
筆
ご
と
に
所
在
地
、
地
目
及
び
地
積
並
び
に
申
請
時
 

に
お
け
る
具
体
的
な
用
途
を
記
載
す
る
こ
と
。
 

４
 
こ
の
申
請
書
に
は
、
次
の
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
。
 

 
 (1) 

定
款
に
定
め
る
手
続
を
経
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
 

 
 (2) 

財
産
目
録
 

 
 (3) 

処
分
物
件
が
不
動
産
の
場
合
は
、
そ
の
価
格
評
価
書
 

５
 
こ
の
申
請
書
の
提
出
部
数
は
、
正
本
１
通
、
副
本
１
通
と
す
る
こ
と
。
 

６
 
記
名
押
印
に
代
え
て
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

  

                      

様
式

第
５
号

 

基
本
財
産
担
保
提
供
承
認
申
請
書
 

福
岡
県
知
事
 
 
 
 
殿
 

 

次
の
と
お
り
基
本
財
産
を
担
保
に
提
供
し
た
い
の
で
、
関
係
書
類
を
添
え
て
申
請
し
ま
す
。
 

申請者 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
 

 

名
称

ふ
り
が
な

 
 

理
事
長
の
氏
名
 

印
 
 

申
請
年
月
日
 

 

資
金
借
入
 

れ
の
理
由
 

 

借
入
金
で
 

 

行
う
事
業

 
の
概
要

 
 

資
金
計
画
 

 

担
保
提
供
 

に
係
る
借
 

入
金
 

借
入
先
 

 

借
入
金
額
 

 

借
入
期
間
 

 

借
入
利
息
 

 

償
還
方
法
 

 

償
還
計
画
 

 

担
保
物
件
 

 

（
注
意
）
１
 
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
産
業
規
格
Ａ
列
４
番
と
す
る
こ
と
。
 

 
 
 
 
２
 
記
載
事
項
が
多
い
た
め
、
こ
の
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
適
宜
用
紙
（
大
き
さ
は
、
日
本
産
業
規
 

 
 
 
 
 
格
Ａ
列
４
番
と
す
る
。）

の
枚
数
を
増
加
し
、
こ
の
様
式
に
準
じ
た
申
請
書
を
作
成
す
る
こ
と
。
 

３
 
償
還
計
画
の
欄
に
は
、
償
還
に
つ
い
て
の
年
次
計
画
を
記
載
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
償
還
財
源
を
明
記
す
る
こ
と
。
 

４
 
担
保
物
件
の
欄
に
は
、
担
保
に
供
す
る
基
本
財
産
を
具
体
的
に
記
載
す
る
こ
と
。
例
え
ば
、
建
物
に
つ
い
て
は
、
 

 
各
棟
ご
と
に
所
在
地
、
種
類
、
構
造
及
び
床
面
積
並
び
に
そ
の
具
体
的
な
用
途
を
、
土
地
に
つ
い
て
は
、
各
筆
ご
と
 

 
に
所
在
地
、
地
目
及
び
地
積
並
び
に
そ
の
具
体
的
な
用
途
を
記
載
す
る
こ
と
。
 

 
 
な
お
、
既
に
担
保
に
供
し
て
い
る
物
件
を
さ
ら
に
担
保
に
供
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
附
記
す
る
こ
と
。
 

５
 
こ
の
申
請
書
に
は
、
次
の
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
。
 

 
 
 
 
 
(1) 

定
款
に
定
め
る
手
続
を
経
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
 

 
 
 
 
 
(2) 

財
産
目
録
 

 
 
 
 
 
(3) 

償
還
財
源
と
し
て
寄
付
を
予
定
し
て
い
る
場
合
は
、
法
人
と
寄
付
者
の
間
の
贈
与
契
約
書
の
写
 

 
 
 
 
６
 
こ
の
申
請
書
の
提
出
部
数
は
、
正
本
１
通
、
副
本
１
通
と
す
る
こ
と
。
 

 
 
 
 
７
 
資
金
借
入
れ
以
外
の
理
由
で
、
基
本
財
産
を
担
保
に
供
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
様
式
に
よ
ら
な
い
で
、
適
宜
申
請
 

 
 
 
 
 
書
（
左
横
書
き
と
し
、
用
紙
は
日
本
工
業
規
格
Ａ
列
４
番
と
す
る
。）

を
作
成
す
る
こ
と
。
 

 
 
 
 
８
 
記
名
押
印
に
代
え
て
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

  

                      

様
式

第
６
号
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附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
第
九
号
の
次
に
三
号
を
加
え
る
改
定

規
定
、
第
四
条
第
一
項
の
改
正
規
定
中
「
（
大
牟
田
市
の
区
域
に
お
い
て
は
、
南
筑
後
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
長
）
」
を
削
る
部
分
並
び
に
様
式
第
一
号
の
六
、
様
式
第
二
号
、
様
式
第
三
号
及
び
様
式
第
四

号
の
改
定
規
定
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
身
体
障
害
者
適
応
訓
練
委
託
規
則
を
廃
止
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
二
十
四
号

　
　
　

福
岡
県
身
体
障
害
者
適
応
訓
練
委
託
規
則
を
廃
止
す
る
規
則

　

福
岡
県
身
体
障
害
者
適
応
訓
練
委
託
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
福
岡
県
規
則
第
三
十
五
号
）
は
、
廃
止

す
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
自
転
車
の
安
全
で
適
正
な
利
用
の
促
進
及
び
活
用
の
推
進
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
を
制
定

し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
二
十
五
号

　
　
　

�

福
岡
県
自
転
車
の
安
全
で
適
正
な
利
用
の
促
進
及
び
活
用
の
推
進
に
関
す
る
条
例
施
行�

規
則

　

（
趣
旨
）

第�

一
条　

こ
の
規
則
は
、
福
岡
県
自
転
車
の
安
全
で
適
正
な
利
用
の
促
進
及
び
活
用
の
推
進
に
関
す
る

条
例
（
令
和
二
年
福
岡
県
条
例
第
九
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項

を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　

（
啓
発
を
行
う
教
育
機
関
）

第�

二
条　

条
例
第
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
教
育
機
関
は
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民

認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
の
留
学
の
在
留
資
格
に
係
る
基
準
の
規
定
に

基
づ
き
日
本
語
教
育
機
関
等
を
定
め
る
件
（
平
成
二
年
五
月
法
務
省
告
示
第
百
四
十
五
号
）
の
別
表

第
一
号
か
ら
別
表
第
四
号
ま
で
に
定
め
る
日
本
語
教
育
機
関
又
は
教
育
機
関
の
う
ち
所
在
地
が
福
岡

県
で
あ
る
も
の
で
あ
っ
て
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
百
二
十
四
条
に
規

定
す
る
専
修
学
校
又
は
同
法
第
百
三
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
各
種
学
校
に
該
当
し
な
い
も
の
と

す
る
。

　

（
自
転
車
貸
付
業
者
の
届
出
）

第�

三
条　

条
例
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
自
転
車
貸
付
業
者
が
そ
の
事
業
を
開
始
し

た
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
日
以
内
に
自
転
車
損
害
賠
償
保
険
等
加
入
状
況
等
届
出
書
（
様
式
第
一
号

）
を
知
事
に
提
出
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２�　

条
例
第
十
九
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
知
事
が
必
要
と
認
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

と
す
る
。

　

一　

電
話
番
号
、
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
そ
の
他
の
連
絡
先

　

二　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

三　

営
業
時
間

　

四　

条
例
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
周
知
を
希
望
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
旨

３�　

条
例
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
届
出
は
、
そ
の
変
更
が
あ
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て

三
十
日
以
内
に
自
転
車
損
害
賠
償
保
険
等
加
入
状
況
等
変
更
届
出
書
（
様
式
第
二
号
）
を
知
事
に
提

出
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
軽
微
な
変
更
（
同
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
自

転
車
損
害
賠
償
保
険
等
へ
の
加
入
等
の
状
況
に
係
る
事
項
の
う
ち
自
転
車
損
害
賠
償
保
険
等
の
更
改

又
は
更
新
に
よ
る
保
険
期
間
の
変
更
及
び
自
転
車
損
害
賠
償
保
険
等
の
対
象
と
な
る
自
転
車
台
数
の

変
更
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

４�　

条
例
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
廃
止
の
届
出
は
、
そ
の
事
業
を
廃
止
し
た
日
か
ら
起
算
し

て
三
十
日
以
内
に
廃
止
届
出
書
（
様
式
第
三
号
）
を
知
事
に
提
出
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
周
知
）

第�

四
条　

条
例
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
周
知
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

　

一�　

自
転
車
貸
付
業
者
の
氏
名
、
事
業
の
経
営
上
使
用
す
る
商
号
が
あ
る
と
き
は
そ
の
商
号
及
び
住

所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
名
称
又
は
商
号
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）
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二　

自
転
車
を
貸
し
付
け
る
場
所

　

三　

貸
付
け
の
用
に
供
す
る
自
転
車
が
自
転
車
損
害
賠
償
保
険
等
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
。

　

四　

電
話
番
号
、
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
そ
の
他
の
連
絡
先

　

五　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

六　

営
業
時
間

　

（
立
入
調
査
証
明
書
）

第�

五
条　

条
例
第
二
十
条
第
三
項
に
規
定
す
る
立
入
調
査
を
行
う
職
員
の
身
分
を
示
す
証
明
書
は
、
様

式
第
四
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

　

（
勧
告
）

第�

六
条　

条
例
第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
勧
告
（
以
下
「
勧
告
」
と
い
う
。
）
は
、
次
に
掲
げ
る
事

項
を
記
載
し
た
書
面
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

　

一�　

勧
告
の
対
象
と
な
る
自
転
車
貸
付
業
者
の
氏
名
、
事
業
の
経
営
上
使
用
す
る
商
号
が
あ
る
と
き

は
そ
の
商
号
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
名
称
又
は
商
号
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事

務
所
の
所
在
地
）

　

二　

勧
告
の
原
因
と
な
る
事
実

　

三　

勧
告
の
内
容

　

四　

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
事
項

　

（
公
表
）

第�

七
条　

条
例
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
知
事
が
適
当
と
認
め
る
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

　

一�　

勧
告
に
従
わ
な
い
自
転
車
貸
付
業
者
の
氏
名
、
事
業
の
経
営
上
使
用
す
る
商
号
が
あ
る
と
き
は

そ
の
商
号
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
名
称
又
は
商
号
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務

所
の
所
在
地
）

　

二　

公
表
の
原
因
と
な
る
事
実

　

三　

勧
告
の
要
旨

　

四　

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
事
項

２�　

条
例
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
す
る
期
間
は
、
当
該
公
表
の
対
象
と
な
っ
た
自
転

車
貸
付
業
者
が
勧
告
に
従
っ
た
と
き
そ
の
他
公
表
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
認
め
る
と
き
を
除
き

、
公
表
し
た
日
か
ら
お
お
む
ね
一
年
間
と
す
る
。
た
だ
し
、
知
事
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、
そ
の
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
条
か
ら
第
七
条
ま
で
の
規
定

は
、
令
和
二
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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 様
式
第
１
号
（
第
３
条
関
係
）

 
 

自
転
車
損
害
賠
償
保
険
等
加
入
状
況
等
届
出
書

 
 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
福
岡
県
知
事
 
 
殿

 
氏
名
又
は
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（
代
表
者
名
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
住
 
 
 
 
所
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
福
岡
県
自
転
車
の
安
全
で
適
正
な
利
用
の
促
進
及
び
活
用
の
推
進
に
関
す
る
条
例
第
１
９
条
第
１
項
の
規
定
に

よ
り
次
の
と
お
り
届
け
出
ま
す
。

 
氏

名
、
商

号
又
は

名
称

 
 

代
表
者
の

氏
名

 
 

住
所

又
は

主
た

る
事

業
所

の
所
在
地

 

郵
便
番
号

 
 
 

 
－
 

 
 
 

 

  

電
話
番
号

 
 

ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
ア

ド
レ
ス

 
 

電
子
メ
ー

ル
ア
ド

レ
ス

 
 

自
転

車
損

害
賠

償
保

険
等

へ
の
加
入

等
の
状

況
 

保
険
者

 
 

保
険
の
種

類
 

 

保
険
期
間

 
 

 
 
年

 
 
月

 
 
日

 
～
 

 
 
年

 
 
月

 
 
日

 

保
険
金
額

 

（
対

人
補
償

上
限

額
） 

 

保
険
等
の
対
象
と

 

な
る
自
転
車
台
数

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

台
 

 

（
貸
付
自

転
車
台

数
：
 

 
 
 

 
 
 

 
 
台

）
 

自
転
車
を

貸
し
付

け
る
場

所
 

名
称

 
 

電
話

番
号

 
 

所
在
地

 
郵

便
番

号
 

 
 
 

－
 
 

 
 

 

 

営
業

時
間

 
 

県
に

よ
る

届
出

事
項

の
県

民
へ
の
周

知
 

  
□

 
県
に
よ

る
届
出

事
項
の
県

民
へ
の

周
知
を

希
望
し

な
い

 

 ※
 
県
民

へ
の
周

知
を
希

望
し
な

い
場
合

は
、
□

に
レ
点

を
入
れ

て
く
だ

さ
い

 

備
考

 

 
１
 
添

付
書
類

 
自

転
車

損
害

賠
償

保
険

等
へ

の
加

入
等

の
状

況
が

確
認

で
き

る
書

類
（

保
険

証
券

の
写

し
等

） 

 
２
 
記

入
欄
が

不
足
す

る
場
合

は
、
適

宜
必

要
事
項

を
記
載
し

た
書
面

を
、
こ
の
様

式
と
共
に

提
出
し

て
く
だ

さ

い
。

 

 
３
 
貸

し
付
け

る
自
転

車
ご
と

に
、
自

転
車
損

害
賠
償

保
険
等
（
※
）
に
加

入
し
て

い
る
場
合

は
、
貸

付
自
転

車

及
び
当
該

自
転
車

損
害
賠

償
保
険

等
の
内

容
を
一

覧
に
し

た
書
面

を
、
こ
の
様

式
と
共

に
提
出
し

て
く
だ

さ
い
。 

 
 
（

※
公
益

財
団
法

人
日
本
交

通
管
理

技
術
協

会
が
実

施
す
る

Ｔ
Ｓ
マ

ー
ク
付

帯
保
険

な
ど
貸

付
自
転

車
を
運

転

す
る

者
が

当
該

自
転

車
の

利
用

に
係

る
事

故
に

よ
り

生
じ

た
他

人
の

生
命

又
は

身
体

の
損

害
を

塡
補

す
る

た

め
の
保
険

等
を
い

い
ま
す

。）
 

 
 様
式
第
２
号
（
第
３
条
関
係
）

 
 

自
転
車
損

害
賠
償
保

険
等

加
入
状

況
等

変
更
届
出
書

 
 

 
 

 
 
年
 
 
月

 
 

日
 

 
  
福
岡
県
知
事
 
 

殿
 

 
氏
名

又
は
名
称
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
（
代

表
者
名
）
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
住
 

 
 
 
所
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
  
福
岡
県
自
転
車
の
安

全
で
適

正
な
利
用

の
促
進
及

び
活
用
の

推
進

に
関

す
る

条
例

第
１
９

条
第

２
項

の
規

定
に

よ
り
次
の
と
お
り
届
け
出
ま
す
。

 
氏

名
、

商
号

又
は

名

称
 

 

代
表
者
の
氏
名

 
 

住
所

又
は

主
た

る
事

業
所
の
所
在
地

 

郵
便

番
号
 
 

 
 
－
 

 
 
 

 
   

変
更
し
た
事
項

 
 

変
更
の
内
容

 

変
更

前
 

変
更
後

 

変
更
の
理
由

 

 

変
更
し
た
日

 
 
 
 
 

 
 
年
 
 
月

 
 

日
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 様
式
第
３
号
（
第
３
条
関
係
）

 
 

廃
止
届
出
書

 
 

 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
  
福
岡
県
知
事
 
 
殿

 
 

氏
名
又
は
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（
代
表
者
名
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
住
 
 
 
 
所
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
福
岡
県
自
転
車
の
安
全
で
適
正
な
利
用
の
促
進
及
び
活
用
の
推
進
に
関
す
る
条
例
第
１
９
条
第
２
項
の
規
定
に

よ
り
次
の
と
お
り
届
け
出
ま
す
。

 
氏

名
、

商
号

又
は

名

称
 

 

代
表
者
の
氏
名

 
 

住
所

又
は

主
た

る
事

業
所
の
所
在
地

 

郵
便
番
号
 
 
 
 
－
 
 
 
 

 
   

廃
止
し
た
日

 
 
 
 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日

 

 

 

 様
式
第
４
号
(
第
５
条
関
係
) 

(
表
) 

立
入

調
査

証
明

書
 

N
o
.
 
 
 
 
 
 
 

 
 

写
真
 

所
属
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

職
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

 
福

岡
県

自
転

車
の

安
全

で
適

正
な

利
用

の
促

進
及

び
活

用
の

推
進

に
関

す
る

条
例

第

２
０

条
第

２
項

に
規

定
す

る
立

入
調

査
の

権
限

を
有

す
る

者
で

あ
る

こ
と

を
証

明
す

る
。
 

  
 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 
 

福
岡

県
知

事
 
 
印
 
 
 
 
 

 

 
(
裏
) 

 
 
 
福
岡
県
自
転
車

の
安
全

で
適
正
な

利
用
の
促

進
及

び
活
用

の
推
進

に
関

す
る
条

例
(抄

) 
 
（
指
導
及
び
調
査
）
 

第
2
0
条

 
知

事
は

、
自

転
車

貸
付

業
者

が
、

第
1
7
条

第
４

項
の

規
定

に
よ

り
自

転
車

損
害

賠
償

保
険

等
に

加
入

せ
ず

、
又

は
前

条
第

１
項

及
び

第
２

項
の

規
定

に
よ

る
届

出
を

せ
ず

、
若
し

く
は

虚
偽

の
届
出

を
し

た
と

き
は
、

当
該

自
転

車
貸
付
業
者
に
対
し
、

必
要
な

指
導
を
す

る
こ
と

が
で

き
る

。
 

２
 

知
事

は
、

前
項

の
規

定
の

施
行

に
必

要
な

限
度

に
お

い
て

、
そ

の
職

員
を

し
て

、
当

該
自

転
車

貸
付

業
者
の

事
務

所
若

し
く

は
自

転
車

を
貸

し
付

け
る

場
所

に
立

ち
入

り
、

自
転

車
損
害

賠
償

保
険

等
へ

の
加

入
等

の
状

況
を

調
査

さ
せ
、
又
は
関
係
者
に

質
問
さ

せ
る
こ
と

が
で
き
る

。
 

３
 

前
項

の
規

定
に

よ
り

立
入

調
査

を
す

る
職

員
は

、
そ

の
身

分
を

示
す

証
明

書
を
携

帯
し

、
関

係
者

の
請

求
が

あ
っ

た
と
き
は
、
こ
れ
を
提
示

し
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
。

 
 
（
勧
告
）
 

第
2
1
条

 
知

事
は

、
次

の
各

号
の

い
ず

れ
か

に
該
当

す
る

と
認

め
る
と

き
は

、
当

該
自

転
車

貸
付
業

者
に

対
し
、

必
要

な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
勧

告
す
る
こ

と
が
で
き

る
。

 
 

(1) 
前
条

第
１
項
の
規

定
に
よ

る
指

導
を
受
け

た
自

転
車

貸
付
業

者
が

、
正
当

な
理

由
な
く

当
該

指
導

に
従
わ

な
い

と
き
。
 

 
(2) 

前
条

第
２
項
の
規

定
に
よ

る
立

入
調
査
の

対
象

と
な

っ
た
自

転
車

貸
付
業

者
が

、
正
当

な
理

由
な

く
立
入

調
査

を
拒
み
、
妨
げ

、
若
し
く

は
忌
避
し

、
又
は

質
問

に
対

し
て
答

弁
を

せ
ず
、
若

し
く

は
虚

偽
の
答

弁
を
し

た
と

き
。 

 
（
公
表
）
 

第
2
2
条

 
知

事
は

、
前

条
の

規
定

に
基

づ
く

勧
告

を
受

け
た

自
転

車
貸

付
業

者
が

正
当

な
理

由
な

く
当
該

勧
告

に
従

わ
な

い
と
き
は

、
当
該

勧
告
を

受
け

た
自

転
車
貸

付
業

者
の

氏
名

、
事
業

の
経

営
上

使
用
す

る
商

号
が

あ
る

と
き

は
そ

の
商
号
及
び

住
所
（

法
人
に

あ
っ

て
は

、
名
称

又
は

商
号

、
代

表
者
の

氏
名

及
び

主
た
る

事
務

所
の

所
在

地
）

そ
の

他
規
則
で
定
め
る
事
項

を
公
表
す

る
こ
と
が

で
き

る
。

 
２
 

（
略
）
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福
岡
県
に
お
け
る
性
暴
力
を
根
絶
し
、
性
被
害
か
ら
県
民
等
を
守
る
た
め
の
条
例
の
一
部
の
施
行
期

日
を
定
め
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
二
十
六
号

　
　
　

�

福
岡
県
に
お
け
る
性
暴
力
を
根
絶
し
、
性
被
害
か
ら
県
民
等
を
守
る
た
め
の
条
例
の
一�

部
の
施
行
期
日
を
定
め
る
規
則

　

福
岡
県
に
お
け
る
性
暴
力
を
根
絶
し
、
性
被
害
か
ら
県
民
等
を
守
る
た
め
の
条
例
（
平
成
三
十
一
年

福
岡
県
条
例
第
十
九
号
）
附
則
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
う
ち
第
十
一
条
か
ら
第
十
六
条

ま
で
、
第
二
十
条
及
び
第
二
十
一
条
の
規
定
の
施
行
期
日
は
令
和
二
年
四
月
一
日
と
し
、
そ
の
他
の
規

定
の
施
行
期
日
は
同
年
五
月
一
日
と
す
る
。

　

福
岡
県
に
お
け
る
性
暴
力
を
根
絶
し
、
性
被
害
か
ら
県
民
等
を
守
る
た
め
の
条
例
施
行
規
則
を
制
定

し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
二
十
七
号

　
　
　

�

福
岡
県
に
お
け
る
性
暴
力
を
根
絶
し
、
性
被
害
か
ら
県
民
等
を
守
る
た
め
の
条
例
施
行�

規
則

　

（
趣
旨
）

第�

一
条　

こ
の
規
則
は
、
福
岡
県
に
お
け
る
性
暴
力
を
根
絶
し
、
性
被
害
か
ら
県
民
等
を
守
る
た
め
の

条
例
（
平
成
三
十
一
年
福
岡
県
条
例
第
十
九
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
の
施
行
に
関
し
必
要

な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　

（
住
所
等
の
届
出
）

第�

二
条　

条
例
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
住
所
等
届
出
書
（
様
式
第
一
号
）
に
よ
り

行
う
も
の
と
す
る
。

　

（
住
所
等
の
変
更
の
届
出
）

第�

三
条　

条
例
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
住
所
等
変
更
届
出
書
（
様
式
第
二
号
）
に

よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

　

（
転
出
の
届
出
）

第�

四
条　

条
例
第
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
転
出
届
出
書
（
様
式
第
三
号
）
に
よ
り
行

う
も
の
と
す
る
。

　

（
補
則
）

第�

五
条　

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
則
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
知
事
が
別

に
定
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
五
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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様

式
第

１
号

(
第

２
条

関
係

)
 

 

住
所

等
届

出
書

 

 

年
 

 
月

 
 

日
 

福
岡

県
知

事
 

殿
 

 

氏
 

名
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
印

 

 
 福

岡
県

に
お

け
る

性
暴

力
を

根
絶

し
、

性
被

害
か

ら
県

民
等

を
守

る
た

め
の

条
例

（
平

成
３

１
年

福
岡

県
条

例
第

１
９

号
）

第
１

７
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

り
、

次
の

と
お

り
届

け
出

ま
す

。
 

       

 

住
所

又
は

居
所

 

 

   

性
別

 
 

生
年

月
日

 
年

 
 

 
 

月
 

 
 

 
日

 

連
絡

先
 

電
話

番
号
（

 
 

 
 

－
 

 
 

 
 

－
 

 
 

 
 

）
 

 電
子

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
 

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

＠
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

 

届
出

に
係

る
罪

名
 

 

 

刑
期

の
満

了
し

た
日

 
年

 
 

 
 

月
 

 
 

 
日

 

様
式
第
２
号

(
第
３
条
関
係

)
 

 

住
所
等
変
更
届
出
書

 

 

年
 

 
月

 
 
日

 

福
岡
県
知
事

 
殿

 

 

氏
 
名

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
印

 

生
年
月
日

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

福
岡
県
に
お
け
る
性
暴
力
を
根
絶
し
、
性
被
害
か
ら
県
民
等
を
守
る
た
め
の
条
例
（
平

成
３
１
年
福
岡
県
条
例
第
１
９
号
）
第
１
７
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
届

け
出
ま
す
。

 

 変更内容
 

 

変
更
前

 

   

変
更
後

 

   

変
更
年
月
日

 
年

 
 

 
 
月

 
 

 
 
日
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福
岡
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
二
十
八
号

　
　
　

福
岡
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
規
則

　

（
趣
旨
）

第�

一
条　

こ
の
規
則
は
、
福
岡
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
条
例
（
令
和
二
年
福
岡
県
条
例
第
八
号
）
第
十
一
条

第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
福
岡
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
（
以
下
「
審
議
会
」
と
い
う
。
）
の
組

織
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　

（
組
織
）

第
二
条　

審
議
会
は
、
委
員
二
十
五
人
以
内
で
組
織
す
る
。

　

（
委
員
）

第�

三
条　

委
員
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
学
識
経
験
を
有
す
る
者
等
の
う
ち
か
ら
、
教
育
委
員
会
の
意

見
を
聴
い
て
、
知
事
が
委
嘱
す
る
。

２�　

委
員
の
任
期
は
、
二
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
補
欠
の
委
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す

る
。

３　

委
員
は
、
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

（
会
長
及
び
副
会
長
）

第
四
条　

審
議
会
に
、
会
長
及
び
副
会
長
一
人
を
置
き
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
定
め
る
。

２　

会
長
は
、
会
務
を
総
理
し
、
審
議
会
を
代
表
す
る
。

３�　

副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
、
又
は
会
長
が
欠
け
た
と
き
は
、
そ
の

職
務
を
代
理
す
る
。

　

（
議
事
）

第
五
条　

審
議
会
の
会
議
は
、
会
長
が
招
集
す
る
。

２�　

審
議
会
は
、
委
員
の
過
半
数
が
出
席
し
な
け
れ
ば
、
会
議
を
開
き
、
議
決
を
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。

３�　

審
議
会
の
議
事
は
、
出
席
委
員
の
過
半
数
で
決
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は
会
長
の
決
す
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

様
式
第
３
号

(
第
４
条
関
係

)
 

 

転
出
届
出
書

 

 

年
 

 
月

 
 
日

 

福
岡
県
知
事

 
殿

 

 

氏
 
名

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
印

 

生
年
月
日

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

福
岡
県
に
お
け
る
性
暴
力
を
根
絶
し
、
性
被
害
か
ら
県
民
等
を
守
る
た
め
の
条
例
（
平

成
３
１
年
福
岡
県
条
例
第
１
９
号
）
第
１
７
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
届

け
出
ま
す
。

 

 住
 

  

所
 

 

転
出
前

 

   

転
出
後

 

   

転
出
（
予
定
）
年
月
日

 
年

 
 

 
 
月

 
 

 
 
日
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（
庶
務
）

第�
六
条　

審
議
会
の
庶
務
は
、
人
づ
く
り
・
県
民
生
活
部
ス
ポ
ー
ツ
局
ス
ポ
ー
ツ
企
画
課
に
お
い
て
処

理
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
教
育
委
員
会
の
諮
問
に
係
る
事
項
に
関
す
る
庶
務
は
、
当
該
諮
問

事
項
を
所
管
す
る
教
育
庁
の
課
の
協
力
を
得
て
処
理
す
る
も
の
と
す
る
。

　

（
補
則
）

第�

七
条　

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
審
議
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
会
長
が
審
議

会
に
諮
っ
て
定
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
土
砂
埋
立
て
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
二
十
九
号

　
　
　

�

福
岡
県
土
砂
埋
立
て
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部�

を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
土
砂
埋
立
て
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
福
岡

県
規
則
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
五
条
第
二
項
中
「
第
十
条
の
二
第
一
項
又
は
」
を
削
る
。

　

第
八
条
中
第
四
項
を
削
り
、
第
五
項
を
第
四
項
と
し
、
第
六
項
を
第
五
項
と
し
、
第
七
項
を
第
六
項

と
す
る
。

　

第
十
五
条
の
見
出
し
中
「
及
び
経
由
」
を
削
り
、
同
条
中
「
正
本
一
通
及
び
副
本
」
を
削
り
、
「
を

経
由
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
土
砂
埋
立
て
等
を
行
う
土
地
の
面
積
が
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル

以
下
の
場
合
は
、
申
請
等
に
係
る
土
砂
埋
立
区
域
を
管
轄
す
る
農
林
事
務
所
の
長
に
正
本
一
通
を
提
出

す
る
も
の
と
す
る
」
を
「
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
」
に
改
め
る
。

　

別
表
第
一
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

二�

十
三　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

く
許
可

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
三
十
号

　
　
　

福
岡
県
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
財
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
福
岡
県
規
則
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る

。
　

第
八
十
七
条
第
一
項
中
「
、
賃
金
」
を
削
る
。

　

第
九
十
四
条
第
一
項
第
一
号
中
「
、
共
済
費
及
び
賃
金
」
を
「
及
び
共
済
費
」
に
改
め
る
。

　

第
九
十
五
条
第
一
項
第
二
号
中
イ
を
削
り
、
同
号
ロ
中
「
及
び
こ
ど
も
手
当
」
を
削
り
、
同
号
ロ
を

同
号
イ
と
し
、
同
号
中
ハ
か
ら
ソ
ま
で
を
ロ
か
ら
レ
ま
で
と
し
、
同
号
ツ
中
「
イ
か
ら
ソ
ま
で
」
を
「

イ
か
ら
レ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
ツ
を
同
号
ソ
と
す
る
。

　

第
九
十
六
条
第
二
項
の
表
一
の
項
経
費
の
欄
中
「
児
童
手
当
、
子
ど
も
手
当
及
び
賃
金
」
を
「
旅
費

（
費
用
弁
償
に
限
る
。
）
及
び
児
童
手
当
」
に
改
め
、
同
表
二
の
項
経
費
の
欄
中
「
前
条
第
一
項
第
二

号
ソ
」
を
「
前
条
第
一
項
第
二
号
レ
」
に
改
め
る
。

　

第
九
十
七
条
第
四
項
中
「
第
九
十
五
条
第
一
項
第
二
号
ソ
」
を
「
第
九
十
五
条
第
一
項
第
二
号
レ
」

に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
児
童
手
当
、
子
ど
も
手
当
及
び
賃
金
」
を
「
旅
費
（
費
用
弁
償
に
限
る
。

）
及
び
児
童
手
当
」
に
改
め
る
。

　

第
九
十
八
条
第
二
項
第
一
号
中
「
若
し
く
は
児
童
手
当
若
し
く
は
子
ど
も
手
当
又
は
賃
金
」
を
「
、

旅
費
（
費
用
弁
償
に
限
る
。
）
又
は
児
童
手
当
」
に
改
め
、
「
若
し
く
は
児
童
手
当
支
給
調
書
若
し
く

は
子
ど
も
手
当
支
給
調
書
又
は
臨
時
職
員
等
支
給
調
書
（
様
式
第
八
十
四
号
）
」
を
「
、
臨
時
職
員
等

支
給
調
書
（
様
式
第
八
十
四
号
）
又
は
児
童
手
当
支
給
調
書
」
に
改
め
る
。

　

第
百
一
条
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

三　

指
定
代
理
納
付
者
に
納
付
さ
せ
る
収
入
金
の
取
扱
い
に
係
る
手
数
料　

当
該
収
入
金

　

第
百
十
条
第
四
項
中
「
並
び
に
児
童
手
当
及
び
子
ど
も
手
当
」
を
「
、
旅
費
（
費
用
弁
償
に
限
る
。

）
及
び
児
童
手
当
」
に
改
め
る
。
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第
百
六
十
六
条
第
一
項
中
「
第
十
二
号
ま
で
」
を
「
第
十
一
号
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
第
八
号
中
「

損
害
金
」
の
下
に
「
、
履
行
の
追
完
及
び
代
金
の
減
額
」
を
加
え
、
同
項
中
第
十
号
を
削
り
、
第
十
一

号
を
第
十
号
と
し
、
第
十
二
号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
十
三
号
を
第
十
二
号
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「

工
事
請
負
契
約
書
（
様
式
第
百
三
十
三
号
）
物
品
」
を
「
知
事
が
告
示
で
定
め
る
工
事
請
負
契
約
書
、

物
品
」
に
改
め
る
。

　

第
百
七
十
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

（
保
証
人
）

第�

百
七
十
一
条　

契
約
担
当
者
は
、
普
通
財
産
を
貸
し
付
け
る
場
合
に
お
い
て
、
特
に
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
と
き
は
、
確
実
な
連
帯
保
証
人
を
立
て
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

２�　

前
項
の
規
定
に
よ
り
連
帯
保
証
人
を
立
て
さ
せ
る
場
合
（
連
帯
保
証
人
が
法
人
で
あ
る
場
合
を
除

く
。
）
に
あ
っ
て
は
、
契
約
担
当
者
は
、
当
該
連
帯
保
証
人
が
保
証
す
る
債
務
の
極
度
額
を
定
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３�　

前
項
に
規
定
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
契
約
の
相
手
方
が
期
限
の
利
益
を
喪
失
し
た
と
き
は
、
契
約

担
当
者
は
、
そ
の
利
益
の
喪
失
を
知
っ
た
時
か
ら
二
箇
月
以
内
に
、
当
該
連
帯
保
証
人
に
対
し
、
そ

の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

第
百
七
十
三
条
第
一
項
中
「
二
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
」
を
「
二
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
」
に
改
め
る
。

　

第
二
百
二
十
三
条
中
「
公
有
財
産
借
受
願
書
」
を
「
公
有
財
産
借
受
申
請
書
」
に
改
め
る
。

　

第
二
百
二
十
四
条
中
「
公
有
財
産
借
受
期
間
延
長
願
書
」
を
「
公
有
財
産
借
受
期
間
延
長
申
請
書
」

に
、
「
公
有
財
産
借
受
期
間
更
新
願
書
」
を
「
公
有
財
産
借
受
期
間
更
新
申
請
書
」
に
改
め
る
。

　

第
二
百
二
十
六
条
中
「
願
出
」
を
「
申
請
」
に
、
「
公
有
財
産
借
受
目
的
変
更
願
書
」
を
「
公
有
財

産
借
受
目
的
変
更
申
請
書
」
に
、
「
公
有
財
産
原
状
変
更
願
書
」
を
「
公
有
財
産
原
状
変
更
申
請
書
」

に
改
め
る
。

　

第
二
百
八
十
三
条
中
「
第
二
百
四
十
三
条
の
二
第
一
項
後
段
」
を
「
第
二
百
四
十
三
条
の
二
の
二
第

一
項
後
段
」
に
改
め
る
。

　

別
表
一
の
三
の
項
中
「
、
賃
金
」
を
削
る
。

　

別
表
二
中
「
美
術
館　

図
書
館
」
を
「
美
術
館
」
に
改
め
る
。

　

別
表
三
中
「
（
田
川
保
健
福
祉
事
務
所
を
除
く
。
）
」
及
び
「
（
当
該
事
務
所
に
属
す
る
歳
入
に
限

る
。
）
」
を
削
り
、
同
表
田
川
保
健
福
祉
事
務
所
の
項
を
削
る
。

　

別
表
四
３
職
員
手
当
等
の
項
中
「
子
ど
も
手
当
」
を
削
り
、
同
表
中
７
賃
金
の
項
を
削
り
、
８
の
項

を
７
の
項
と
し
、
９
の
項
か
ら
28
の
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

　

様
式
目
次
中

「
様
式
第
百
三
十
三
号　
　
　
　
　

工
事
請
負
契
約
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
百
六
十
六
条
」
を

「
様
式
第
百
三
十
三
号　
　
　
　
　

削
除　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
に

改
め
る
。

　

様
式
第
百
十
五
号
及
び
様
式
第
百
十
五
号
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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様式第115号（第132条）

対 対 対 対 調定 調定 収入

本月分 累計 本月分 内・本月還付額 累計 予算 調定 予算 調定 単月 累計 累計

現

繰

計

現

繰

計

現

繰

計

現

繰

計

現

繰

計

現

繰

計

現

繰

計

現

繰

計

現

繰

計

現

繰

計

現

繰

計

現

繰

計

現

繰

計

現

繰

計

現

繰

計

現

繰

計

現

繰

計

平成３１年度　県 税 収 入 金 月 計 表　　　（令和　１年　９月分）

調定済額 収入済額
区　　分

税　　目

収入未済額

当年収入歩合 前年収入歩合 当年度：前年度
予算額
（千円）

不納欠損額 過誤納額

合　計

単位：円、％

様式第115号の２（第132条）

対 対 対 対 調定 調定 収入

本月分 累計 本月分 内・本月還付額 累計 予算 調定 予算 調定 単月 累計 累計

現

繰

計

現

繰

計

現

繰

計

現

繰

計

現

繰

計

現

繰

計

区　　分

平成３１年度　県 税 外 徴 収 金 月 計 表　　　（令和　　年　　月分）

調定済額 収入済額
収入未済額

当年収入歩合 前年収入歩合 当年度：前年度

延滞金

不納欠損額 過誤納額

過少申告加算金

不申告加算金

重加算金

滞納処分費

合　計

単位：円、％
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様
式
第
百
三
十
一
号
そ
の
三
及
び
様
式
第
百
三
十
二
号
そ
の
三
中
「2.7パ

ーセ
ン
ト

」
を
「2.6パ

ーセ
ン
ト

」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
百
三
十
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
133号

　

削
除

　

様
式
第
百
三
十
三
号
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第

133
号
の
２
（
第

166
条
）
（
本
庁
、
財
務
担
当
所
）

 

 

物
品
売
買
契
約
書

 

  
 
物
品
の
売
買
に
関
し
、
福
岡
県

(
以
下
「
発
注
者
」
と
い
う
。

)
と

 
 

 
 

 
 

(
以

下
「
受
注
者
」
と
い
う
。

)
と
の
間
に
次
の
と
お
り
契
約
を
締
結
す
る
。

 

 

 
(
売
買

)
 

第
1
条

 
受
注
者
は
、
別
表

1
に
掲
げ
る
物
品

(
以
下
「
物
品
」
と
い
う
。

)
を
発
注
者
に

売
り
渡
し
、
発
注
者
は
、
こ
れ
を
買
い
受
け
る
。

 

 
(
物
品
の
数
量
等

)
 

第
2
条

 
物
品
の
数
量
、
契
約
金
額
、
履
行
期
限
、
履
行
場
所
、
契
約
保
証
金
等
は
別
表

1
の
と
お
り
と
し
、
物
品
の
規
格
、
構
造
、
形
状
、
寸
法
等
は
、
別
表

2
の
と
お
り
と

す
る
。

 

 
(
検
査

)
 

第
3
条

 
受
注
者
が
物
品
を
納
入
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
旨
を
発
注
者
に
通
知

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

2
 
発
注
者
は
、
受
注
者
が
物
品
を
納
入
す
る
と
き
は
、
受
注
者
の
立
会
い
の
も
と
に
検

査
を
行
う
。
 

 
(
代
金
の
支
払

)
 

第
4
条

 
受
注
者
は
、
前
条
第

2
項
の
検
査
に
合
格
し
た
と
き
は
、
請
求
書
に
よ
り
売
買

代
金
の
支
払
い
を
発
注
者
に
請
求
す
る
。

 

2
 
発
注
者
は
、
前
項
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
そ
の
日
か
ら

3
0
日
以
内
に
受
注
者

に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
(
部
分
払

)
 

第
5
条

 
発
注
者
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
受
注
者
は
、
物
品
の
完
納
前
に
物
品
の
既

納
部
分
に
相
当
す
る
金
額
以
内
の
金
額
の
部
分
払
を
発
注
者
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

 

 
(
契
約
不
適
合
責
任

)
 

第
6
条

 
納
入
さ
れ
た
物
品
が
種
類
、
品
質
又
は
数
量
に
関
し
て
契
約
の
内
容
に
適
合
し

な
い
も
の
（
以
下
「
契
約
不
適
合
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
と
き
は
、
発
注
者
は
受
注
者

に
対
し
、
物
品
の
修
補
、
代
替
物
の
引
渡
し
又
は
不
足
分
の
引
渡
し
に
よ
る
履
行
の
追

完
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

2
 
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
受
注
者
は
、
発
注
者
に
不
相
当
な
負
担
を
課
す
る
も
の
で

な
い
と
き
は
、
発
注
者
が
請
求
し
た
方
法
と
異
な
る
方
法
に
よ
る
履
行
の
追
完
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
 

3
 
第

1
項
の
場
合
に
お
い
て
、
発
注
者
が
相
当
の
期
間
を
定
め
て
履
行
の
追
完
の
催
告
を

し
、
そ
の
期
間
内
に
履
行
の
追
完
が
な
い
と
き
は
、
発
注
者
は
、
そ
の
不
適
合
の
程
度

に
応
じ
て
代
金
の
減
額
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
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発
注
者
は
、
こ
の
契
約
に
関
し
て
受
注
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と

き
は
、
こ
の
契
約
の
解
除
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
解
除
に
よ

り
受
注
者
に
損
害
が
あ
っ
て
も
、
発
注
者
は
そ
の
賠
償
の
責
め
を
負
わ
な
い
。

 

 
(
1
)
 
公
正
取
引
委
員
会
が
、
受
注
者
に
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に

関
す
る
法
律
(
昭
和

2
2
年
法
律
第

5
4
号
)
第

3
条
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為

(
受
注
者

を
構
成
事
業
者
と
す
る
事
業
者
団
体
の
同
法
第

8
条
第

1
号
の
規
定
に
違
反
す
る
行

為
を
含
む
。
以
下
「
独
占
禁
止
法
違
反
」
と
い
う
。

)
が
あ
っ
た
と
し
て
同
法
第

49

条
に
規
定
す
る
排
除
措
置
命
令
を
行
い
、
か
つ
、
当
該
排
除
措
置
命
令
が
確
定
し
た

と
き
。
 

 
(
2
)
 
公
正
取
引
委
員
会
が
、
受
注
者
に
独
占
禁
止
法
違
反
が
あ
っ
た
と
し
て
同
法
第

6
2
条
第

1
項
に
規
定
す
る
課
徴
金
の
納
付
を
命
じ
、
か
つ
、
当
該
納
付
命
令
が
確
定

し
た
と
き
。
 

 
(
3
)
 
受
注
者
又
は
受
注
者
の
代
表
者
、
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
員
が
刑
法

(
明
治

4
0
年
法
律
第

4
5
号

)
第

9
6
条
の

6
又
は
同
法
第

1
9
8
条
の
規
定
に
よ
る
刑
が

確
定
し
た
と
き
。

 

3
 
発
注
者
は
、
警
察
本
部
か
ら
の
通
知
に
基
づ
き
、
受
注
者

(
受
注
者
が
共
同
企
業
体
で

あ
る
と
き
は
、
そ
の
構
成
員
の
い
ず
れ
か
の
者
。
以
下
本
項
に
お
い
て
同
じ
。

)
が
次

の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
こ
の
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
解
除
に
よ
り
受
注
者
に
損
害
が
あ
っ
て
も
、
発
注
者
は
そ
の
賠

償
の
責
め
を
負
わ
な
い
。

 

 
(
1
)
 
計
画
的
又
は
常
習
的
に
暴
力
的
不
法
行
為
等
を
行
い
、
又
は
行
う
お
そ
れ
が
あ

る
組
織
(
以
下
「
暴
力
的
組
織
」
と
い
う
。

)
で
あ
る
と
き
。

 

 
(
2
)
 
役
員
等

(
個
人
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
者
、
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
そ

の
法
人
の
役
員
又
は
当
該
個
人
若
し
く
は
法
人
の
経
営
に
事
実
上
参
画
し
て
い
る
者

を
い
う
。
以
下
同
じ
。

)
が
、
暴
力
的
組
織
の
構
成
員

(
構
成
員
と
み
な
さ
れ
る
場
合

を
含
む
。
以
下
「
構
成
員
等
」
と
い
う
。

)
と
な
っ
て
い
る
と
き
。

 

 
(
3
)
 
構
成
員
等
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
構
成
員
等
を
雇
用
し
、
又
は
使
用
し

て
い
る
と
き
。

 

 
(
4
)
 
第

1
号
又
は
第

2
号
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
そ
の
も
の

と
下
請
契
約

(
一
次
及
び
二
次
下
請
以
降
全
て
の
下
請
契
約
を
含
む
。

)
又
は
資
材
、

原
材
料
の
購
入
契
約
等
を
締
結
し
た
と
き
。

 

 
(
5
)
 
自
社
、
自
己
若
し
く
は
第
三
者
の
不
正
の
利
益
を
図
る
目
的
又
は
第
三
者
に
損

害
を
与
え
る
目
的
を
も
っ
て
、
暴
力
的
組
織
又
は
構
成
員
等
を
利
用
し
た
と
き
。

 

 
(
6
)
 
暴
力
的
組
織
又
は
構
成
員
等
に
経
済
上
の
利
益
又
は
便
宜
を
供
与
し
た
と
き
。

 

 
(
7
)
 
役
員
等
又
は
使
用
人
が
、
個
人
の
私
生
活
上
に
お
い
て
、
自
己
若
し
く
は
第
三

者
の
不
正
の
利
益
を
図
る
目
的
若
し
く
は
第
三
者
に
損
害
を
与
え
る
目
的
を
も
っ
て
、

暴
力
的
組
織
若
し
く
は
構
成
員
等
を
利
用
し
た
と
き
、
又
は
暴
力
的
組
織
若
し
く
は

構
成
員
等
に
経
済
上
の
利
益
若
し
く
は
便
宜
を
供
与
し
た
と
き
。

 

 
(
8
)
 
役
員
等
又
は
使
用
人
が
、
暴
力
的
組
織
又
は
構
成
員
等
と
密
接
な
交
際
を
有
し
、

か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
催
告
を
す
る
こ
と
な
く
、
直
ち
に
代
金
の
減
額
を
請
求
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
 

 
(
1
)
 
履
行
の
追
完
が
不
能
で
あ
る
と
き
。

 

 
(
2
)
 
受
注
者
が
履
行
の
追
完
を
拒
絶
す
る
意
思
を
明
確
に
表
示
し
た
と
き
。

 

 
(
3
)
 
契
約
の
目
的
物
の
性
質
又
は
当
事
者
の
意
思
表
示
に
よ
り
、
特
定
の
日
時
又
は

一
定
の
期
間
内
に
履
行
し
な
け
れ
ば
契
約
を
し
た
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
に
お
い
て
、
受
注
者
が
履
行
の
追
完
を
し
な
い
で
そ
の
時
期
を
経
過
し
た
と
き
。

 

 
(
4
)
 
前
三
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
発
注
者
が
こ
の
項
の
規
定
に
よ
る
催
告
を
し

て
も
履
行
の
追
完
を
受
け
る
見
込
み
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
き
。

 

 
(
納
期
の
延
期
)
 

第
7
条
 
発
注
者
は
、
受
注
者
の
申
請
に
よ
り
、
天
災
地
変
そ
の
他
受
注
者
の
責
め
に
帰

す
べ
き
事
由
に
よ
ら
な
い
で
履
行
期
限
ま
で
に
履
行
で
き
な
い
と
認
め
た
と
き
は
、
履

行
期
限
の
延
期
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 
(
発
注
者
の
催
告
に
よ
る
解
除
権

)
 

第
8
条
 
発
注
者
は
、
受
注
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
相
当
の

期
間
を
定
め
て
そ
の
履
行
の
催
告
を
し
、
そ
の
期
間
内
に
履
行
が
な
い
と
き
は
、
こ
の

契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
期
間
を
経
過
し
た
時
に
お
け
る
債

務
の
不
履
行
が
こ
の
契
約
及
び
取
引
上
の
社
会
通
念
に
照
ら
し
て
軽
微
で
あ
る
と
き
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。
ま
た
、
解
除
に
よ
り
受
注
者
に
損
害
が
あ
っ
て
も
、
発
注
者
は
そ

の
賠
償
の
責
め
を
負
わ
な
い
。

 

 
(
1
)
 
履
行
期
限
ま
で
に
債
務
の
履
行
を
終
わ
ら
な
い
と
き
。

 

 
(
2
)
 
正
当
な
理
由
な
く
、
第

6
条
第

1
項
の
履
行
の
追
完
が
な
さ
れ
な
い
と
き
。

 

 
(
3
)
 
前
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
こ
の
契
約
に
違
反
し
た
と
き
。

 

(
発
注
者
の
催
告
に
よ
ら
な
い
解
除
権

)
 

第
9
条
 
発
注
者
は
、
受
注
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
直
ち
に

こ
の
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
解
除
に
よ
り
受
注
者

に
損
害
が
あ
っ
て
も
、
発
注
者
は
そ
の
賠
償
の
責
め
を
負
わ
な
い
。

 

 
(
1
)
 
債
務
の
履
行
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
き
。

 

 
(
2
)
 
受
注
者
が
こ
の
契
約
の
債
務
の
履
行
を
拒
絶
す
る
意
思
を
明
確
に
表
示
し
た
時
。

 

 
(
3
)
 
受
注
者
の
債
務
の
一
部
の
履
行
が
不
能
で
あ
る
場
合
又
は
受
注
者
が
そ
の
債
務

の
一
部
の
履
行
を
拒
絶
す
る
意
思
を
明
確
に
表
示
し
た
場
合
に
お
い
て
、
残
存
す
る

部
分
の
み
で
は
契
約
を
し
た
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
。

 

 
(
4
)
 
契
約
の
目
的
物
の
性
質
や
当
事
者
の
意
思
表
示
に
よ
り
、
特
定
の
日
時
又
は
一

定
の
期
間
内
に
履
行
し
な
け
れ
ば
契
約
を
し
た
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
に
お
い
て
、
受
注
者
が
履
行
を
し
な
い
で
そ
の
時
期
を
経
過
し
た
と
き
。

 

 
(
5
)
 
前
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
受
注
者
が
そ
の
債
務
の
履
行
を
せ
ず
、
発
注

者
が
前
条
の
催
告
を
し
て
も
契
約
を
し
た
目
的
を
達
す
る
の
に
足
り
る
履
行
が
さ
れ

る
見
込
み
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
き
。

 

 
(
6
)
 
第

1
1
条
の
規
定
に
よ
ら
な
い
で
こ
の
契
約
の
解
除
を
申
し
出
た
と
き
。
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4
 
第

1
項
第

1
号
の
場
合
に
お
い
て
は
、
発
注
者
は
、
受
注
者
が
そ
の
責
め
に
帰
す
べ
き

事
由
に
よ
っ
て
履
行
期
限
ま
で
に
履
行
を
終
わ
ら
な
か
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
損
害
金
を

徴
収
す
る
。
 

5
 
前
項
の
遅
滞
損
害
金
の
額
は
、
履
行
期
限
の
翌
日
か
ら
起
算
し
、
物
品
の
完
納
ま
で

の
期
間
に
応
じ
、
1
年
に
つ
き
未
納
部
分
の
代
金
の

7
3
.
0
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
す
る
金

額
と
す
る
。
 

6
 
第

2
項
の
場
合
に
お
い
て
、
契
約
保
証
金
の
納
付
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
担
保
の
提
供
が

行
わ
れ
て
い
る
と
き
は
、
発
注
者
は
、
当
該
契
約
保
証
金
又
は
担
保
を
も
っ
て
違
約
金

に
充
当
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 
(
賠
償
の
予
定
)
 

第
1
4
条
 
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
受
注
者
は
、
第

9
条
第

2
項
の
規
定
に
よ
り
発

注
者
が
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
に
お
い
て
は
、
契
約
を
解
除
す
る
か
否

か
を
問
わ
ず
、
契
約
金
額
の

1
0
0
分
の

2
0
に
相
当
す
る
金
額
を
賠
償
金
と
し
て
発
注
者

の
指
定
す
る
期
間
内
に
発
注
者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
契
約
の
履
行
が
完
了

し
た
後
も
同
様
と
す
る
。
た
だ
し
、
発
注
者
が
支
払
う
必
要
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

 

2
 
前
項
の
規
定
は
、
発
注
者
に
生
じ
た
実
際
の
損
害
額
が
同
項
に
定
め
る
金
額
を
超
え

る
場
合
に
お
い
て
、
発
注
者
が
当
該
超
え
る
金
額
を
併
せ
て
請
求
す
る
こ
と
を
妨
げ
る

も
の
で
は
な
い
。
 

 
(
受
注
者
の
損
害
賠
償
請
求
等

)
 

第
1
5
条
 
受
注
者
は
、
発
注
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
こ
れ
に
よ

っ
て
生
じ
た
損
害
の
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
請
求
の
根
拠

と
な
る
債
務
の
不
履
行
が
こ
の
契
約
及
び
取
引
上
の
社
会
通
念
に
照
ら
し
て
発
注
者
の

責
め
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。
 

 
(
1
)
 
第

1
1
条
の
規
定
に
よ
り
こ
の
契
約
が
解
除
さ
れ
た
と
き
。

 

 
(
2
)
 
前
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
債
務
の
本
旨
に
従
っ
た
履
行
を
し
な
い
と
き
又

は
債
務
の
履
行
が
不
能
で
あ
る
と
き
。

 

2
 
第

4
条
第

2
項
及
び
第

5
条
の
規
定
に
よ
る
売
買
代
金
の
支
払
い
が
遅
れ
た
場
合
に
お

い
て
は
、
受
注
者
は
、
未
受
領
金
額
に
つ
き
、
遅
延
日
数
に
応
じ
、
年

 
パ
ー
セ
ン
ト

の
割
合
で
計
算
し
た
額
の
遅
延
利
息
の
支
払
い
を
発
注
者
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 
 
〔
注
〕
「
年

 
パ
ー
セ
ン
ト
」
の
部
分
に
は
、
政
府
契
約
の
支
払
遅
延
防
止
等
に
関

す
る
法
律
第

8
条
の
規
定
に
よ
り
財
務
大
臣
が
定
め
る
率
を
記
入
す
る
。

 

 
（
契
約
不
適
合
責
任
期
間
）

 

第
1
6
条
 
受
注
者
が
、
種
類
又
は
品
質
に
関
し
て
契
約
の
内
容
に
適
合
し
な
い
目
的
物
を

発
注
者
に
引
き
渡
し
た
場
合
に
お
い
て
、
発
注
者
が
そ
の
不
適
合
を
知
っ
た
日
か
ら

1

年
以
内
に
そ
の
旨
を
受
注
者
に
通
知
し
な
い
と
き
は
、
発
注
者
は
、
そ
の
不
適
合
を
理

由
と
し
て
、
履
行
の
追
完
の
請
求
、
代
金
の
減
額
の
請
求
、
損
害
賠
償
の
請
求
及
び
契

又
は
社
会
的
に
非
難
さ
れ
る
関
係
を
有
し
て
い
る
と
き
。

 

(
発
注
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
る
場
合
の
解
除
の
制
限

)
 

第
1
0
条

 
前
二
条
各
号
に
掲
げ
る
事
項
が
発
注
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
る
も
の

で
あ
る
と
き
は
、
発
注
者
は
、
前
二
条
の
規
定
に
よ
る
契
約
の
解
除
を
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

 

(
受
注
者
の
催
告
に
よ
る
解
除
権

)
 

第
1
1
条

 
受
注
者
は
、
発
注
者
が
こ
の
契
約
に
違
反
し
た
と
き
は
、
相
当
の
期
間
を
定
め

て
そ
の
履
行
の
催
告
を
し
、
そ
の
期
間
内
に
履
行
が
な
い
と
き
は
、
こ
の
契
約
を
解
除

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
期
間
を
経
過
し
た
時
に
お
け
る
債
務
の
不
履
行

が
こ
の
契
約
及
び
取
引
上
の
社
会
通
念
に
照
ら
し
て
軽
微
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

 

(
受
注
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
る
場
合
の
解
除
の
制
限

)
 

第
1
2
条

 
前
条
に
定
め
る
事
項
が
受
注
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る

と
き
は
、
受
注
者
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
契
約
の
解
除
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

 

(
発
注
者
の
損
害
賠
償
請
求
等

)
 

第
1
3
条

 
発
注
者
は
、
受
注
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
こ
れ
に

よ
っ
て
生
じ
た
損
害
の
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 
(
1
)
 
履
行
期
限
ま
で
に
債
務
の
履
行
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
。

 

 
(
2
)
 
第

6
条
第

1
項
に
規
定
す
る
契
約
不
適
合
が
あ
る
と
き
。

 

 
(
3
)
 
前
二
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
債
務
の
本
旨
に
従
っ
た
履
行
を
し
な
い
と
き

又
は
債
務
の
履
行
が
不
能
で
あ
る
と
き
。

 

2
 
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
受
注
者
は
、
契
約
金
額
の

1
0
0
分
の

1
0

に
相
当
す
る
額
を
違
約
金
と
し
て
発
注
者
の
指
定
す
る
期
間
内
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
違
約
金
の
徴
収
は
、
発
注
者
の
損
害
賠
償
の
請
求
を
妨
げ
な
い
。

 

 
(
1
)
 
第

8
条
又
は
第

9
条
の
規
定
に
よ
り
こ
の
契
約
が
解
除
さ
れ
た
と
き
。

 

 
(
2
)
 
受
注
者
が
そ
の
債
務
の
履
行
を
拒
否
し
、
又
は
受
注
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事

由
に
よ
っ
て
受
注
者
の
債
務
に
つ
い
て
履
行
不
能
と
な
っ
た
と
き
。

 

 
(
3
)
 
受
注
者
に
つ
い
て
破
産
手
続
開
始
の
決
定
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
破
産
法

(
平
成

1
6
年
法
律
第

7
5
号

)
の
規
定
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
破
産
管
財
人
が
こ
の
契
約

を
解
除
し
た
と
き
。

 

 
(
4
)
 
受
注
者
に
つ
い
て
更
生
手
続
開
始
の
決
定
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
会
社
更

生
法

(
平
成

1
4
年
法
律
第

1
5
4
号

)
の
規
定
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
管
財
人
が
こ
の
契
約

を
解
除
し
た
と
き
。

 

 
(
5
)
 
受
注
者
に
つ
い
て
再
生
手
続
開
始
の
決
定
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
民
事
再

生
法

(
平
成

1
1
年
法
律
第

2
2
5
号

)
の
規
定
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
再
生
債
務
者
等
が
こ

の
契
約
を
解
除
し
た
と
き
。

 

3
 
前
二
項
各
号
に
規
定
す
る
債
務
の
不
履
行
が
こ
の
契
約
及
び
取
引
上
の
社
会
通

 
念

に
照
ら
し
て
受
注
者
の
責
め
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と

き
は
、
第

1
項
及
び
第

2
項

(
第

3
号
か
ら
第

5
号
ま
で
を
除
く
。

)
の
規
定
は
適
用
し
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別
表

1
 

物
品

名
 
 

 

数
量

 
 

 

契
約

金
額

 

(
う
ち
取
引
に
係
る
消
費
税
及

び
地
方
消
費
税
の
額

)
 

 ￥
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 (
 
￥

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

)
 

履
行

期
限

 
 

 

履
行

場
所

 
 

 

契
約

保
証

金
 
 

 

そ
の

他
 
 

 

備
考

 
う
ち
取
引
に
係
る
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
額
は
、
受
注
者
が
課
税
事
業
者
で

あ
る
場
合
に
、
契
約
金
額
に

1
1
0
分
の

1
0
（
軽
減
税
率
対
象
品
目
に
つ
い
て
は
、

1
0
8

分
の

8
）
を
乗
じ
て
得
た
額

(
1
円
未
満
切
捨
て

)
を
内
数
で
記
入
す
る
こ
と
。

 

              
 

約
の
解
除
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
受
注
者
が
引
渡
し
の
時
に
そ
の
不
適

合
を
知
り
、
又
は
重
大
な
過
失
に
よ
っ
て
知
ら
な
か
っ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

 
(
補
則

)
 

第
1
7
条

 
前
各
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
契
約
の
履
行
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、

民
法

(
明
治

2
9
年
法
律
第

8
9
号

)
、
政
府
契
約
の
支
払
遅
延
防
止
等
に
関
す
る
法
律

(
昭

和
2
4
年
法
律
第

2
5
6
号

)
そ
の
他
日
本
国
の
法
令
及
び
福
岡
県
財
務
規
則
(
昭
和

3
9
年

福
岡
県
規
則
第

2
3
号

)
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

 

 
(
協
議

)
 

第
1
8
条

 
こ
の
契
約
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
疑
義
を
生
じ
た
と
き
又
は
必
要
な
事
項
に

つ
い
て
は
、
発
注
者
と
受
注
者
が
協
議
し
て
定
め
る
。

 

  
こ
の
契
約
の
証
と
し
て
本
書

2
通
を
作
成
し
、
発
注
者
及
び
受
注
者
が
記
名
押
印
の
上
、

各
自

1
通
を
保
有
す
る
。

 

   
年

 
月

 
日

 

  

発
注
者

 
 

 
 

 
福
岡
県

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
代
表
者

 
 
職
名

 
氏
名

 
 

 
 

 
 

職
印
 

  

受
注
者

 
 
住
所

(
事
務
所
の
所
在
地

)
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

氏
名

(
会
社
の
名
称
及
び
代
表
者
名

)
 
 

 
 
 
 
 

 
印
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様
式
第
百
三
十
四
号
中
「2.7パ

ーセ
ン
ト

」
を
「2.6パ

ーセ
ン
ト

」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
百
六
十
七
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

 

別
表

2
 

物
品

の
規

格
 
 

 

物
品

の
構

造
 
 

 

物
品

の
形

状
 
 

 

物
品

の
寸

法
 
 

 

製
作

会
社

名
 
 

 

そ
の

他
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様
式
第
百
六
十
九
号
か
ら
様
式
第
百
七
十
二
号
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第

167
号
（
第

223
条
）

 

公
有
財
産
借
受
申
請
書

 

 

年
 

 
月

 
 
日

 
 

  
福
岡
県
知
事

 
 

 
 

 
殿

 

 

申
請
人

 
 
住

 
 
所

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

フ
リ
ガ
ナ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

氏
 

 
名

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
印

 
 

電
 

 
話

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

生
年
月
日

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

性
 

 
別

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
法
人
等
に
あ
つ
て
は
、
名
称
及
び
代
表
者
氏
名
等
を
記
入
）

  
連
帯
保
証
人

 
 
住

 
 
所

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

フ
リ
ガ
ナ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

氏
 

 
名

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
印

 
 

電
 

 
話

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

生
年
月
日

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

性
 

 
別

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
法
人
等
に
あ
つ
て
は
、
名
称
及
び
代
表
者
氏
名
等
を
記
入
）

 

  
下
記
の
公
有
財
産
を
借
り
受
け
た
い
の
で
、
福
岡
県
財
務
規
則
（
昭
和
３
９
年
福
岡
県
規
則
第
２
３

号
）
第
２
２
３
条
の
規
定
に
基
づ
き
関
係
書
類
を
添
え
て
申
請
し
ま
す
。

 

 

記
 

 １
 
所
在
地
及
び
地
番

 

２
 
地
目
又
は
建
物
の
種
類
、
構
造

 

３
 
数
量

 

４
 
借
受
目
的
又
は
用
途

 

５
 
借
受
希
望
期
間

 

６
 
借
受
申
請
を
提
出
す
る
理
由

 

７
 
関
係
図
面
（
別
添
の
と
お
り
字
図
写
、
位
置
図
、
実
測
図
）

 

８
 
申
請
者
（
法
人
又
は
法
人
格
を
有
し
な
い
団
体
（
こ
の
様
式
に
お
い
て
「
法
人
等
」
と
い
う
。
）
に

あ
つ
て
は
、
そ
の
役
員
（
法
人
に
あ
つ
て
は
法
人
登
記
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
者
を
い
い
、
法
人
格

を
有
し
な
い
団
体
に
あ
つ
て
は
役
員
と
し
て
活
動
し
て
い
る
者
を
い
う
。
）
及
び
使
用
人
）
は
、
暴
力

団
員
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
暴
力
団
又
は
暴
力
団
員
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
者
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。

 

 
 
な
お
、
こ
れ
ら
の
確
認
の
た
め
、
警
察
当
局
へ
情
報
照
会
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
承
諾
し
ま
す
。

 

９
 
添
付
書
類

 

 
(1

)
 
借
受
後
の
利
用
計
画
書
（
資
金
計
画
を
含
む
。
）

 

 
(2

)
 
関
係
図
書
（
登
記
事
項
証
明
書
写
、
字
図
写
、
位
置
図
、
実
測
図
）

 

 
 
（
建
築
目
的
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
予
定
建
築
物
の
配
置
図
、
平
面
図
）

 

 
(3

)
 
法
人
等
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
法
人
等
の
設
立
目
的
及
び
代
表
権
を
有
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
定
款
又
は
寄
附
行
為
等
の
書
類
並
び
に
役
員
の
役
職
名
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
、
生
年
月
日
及
び

性
別
を
記
載
し
た
書
類
（
た
だ
し
、
申
請
者
が
、
国
、
地
方
公
共
団
体
又
は
そ
の
他
の
公
共
団
体

で
あ
る
と
き
は
添
付
を
要
し
な
い
も
の
と
す
る
。
）
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様
式
第

169
号
（
第

224
条
）

 

公
有
財
産
借
受
期
間
延
長
申
請
書

 

 

年
 

 
月

 
 
日

 
 

  
福
岡
県
知
事

 
 

 
 

 
殿

 

 

申
請
人

 
 
住

 
 
所

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

フ
リ
ガ
ナ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

氏
 

 
名

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
印

 
 

電
 

 
話

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

生
年
月
日

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

性
 

 
別

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

(
法
人
等
に
あ
つ
て
は
、
名
称
及
び
代
表
者
氏
名
等
を
記
入

)   

連
帯
保
証
人

 
 
住

 
 
所

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

フ
リ
ガ
ナ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

氏
 

 
名

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
印

 
 

電
 

 
話

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

生
年
月
日

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

性
 

 
別

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

(
法
人
等
に
あ
つ
て
は
、
名
称
及
び
代
表
者
氏
名
等
を
記
入

)  
  
下
記
の
公
有
財
産
を
福
岡
県
財
務
規
則
（
昭
和
３
９
年
福
岡
県
規
則
第
２
３
号
）
第
２
２
３
条
の
規
定
に

基
づ
き
借
り
受
け
て
い
ま
し
た
が
、
 

 
 

 
年

 
 
月

 
 
日
を
も
つ
て
借
受
期
間
が
満
了
し
ま
す
の
で
、

借
受
期
間
の
延
長
を
申
請
し
ま
す
。

 

 

記
 

 １
 
従
来
の
借
受
状
況

 

 
(1

)
 
契
約
締
結
年
月
日

 

 
(2

)
 
借
受
期
間
満
了
年
月
日

 

 
(3

)
 
借
受
料
金

 

 
(4

)
 
借
受
料
金
の
納
付
状
況
（
借
受
期
間
中
）

 

２
 
今
後
の
借
受
に
つ
い
て

 

 
(1

)
 
所
在
地
及
び
地
番

 

 
(2

)
 
地
目
又
は
建
物
の
種
類
、
構
造

 

 
(3

)
 
数

 
量

 

 
(4

)
 
借
受
目
的
又
は
用
途

 

 
(5

)
 
借
受
希
望
期
間

 

３
 
申
請
者
（
法
人
又
は
法
人
格
を
有
し
な
い
団
体
（
こ
の
様
式
に
お
い
て
「
法
人
等
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ

て
は
、
そ
の
役
員
（
法
人
に
あ
つ
て
は
法
人
登
記
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
者
を
い
い
、
法
人
格
を
有
し
な

い
団
体
に
あ
つ
て
は
役
員
と
し
て
活
動
し
て
い
る
者
を
い
う
。
）
及
び
使
用
人
）
は
、
暴
力
団
員
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
暴
力
団
又
は
暴
力
団
員
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
者
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

 

 
 
な
お
、
こ
れ
ら
の
確
認
の
た
め
、
警
察
当
局
へ
情
報
照
会
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
承
諾
し
ま
す
。

 

４
 
添
付
書
類

 

 
(1

)
 
法
人
等
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
法
人
等
の
設
立
目
的
及
び
代
表
権
を
有
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
定

款
又
は
寄
附
行
為
等
の
書
類
並
び
に
役
員
の
役
職
名
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
、
生
年
月
日
及
び
性
別
を
記

載
し
た
書
類
（
た
だ
し
、
申
請
者
が
、
国
、
地
方
公
共
団
体
又
は
そ
の
他
の
公
共
団
体
で
あ
る
と
き
は

添
付
を
要
し
な
い
も
の
と
す
る
。
）

 

様
式
第

170
号
（
第

224
条
）

 

公
有
財
産
借
受
期
間
更
新
申
請
書

 

 

 
 

 
 
年

 
 
月

 
 
日

 
 

  
福
岡
県
知
事

 
 

 
 

 
殿

 

 

申
請
人

 
 
住

 
 
所

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

フ
リ
ガ
ナ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

氏
 

 
名

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
印

 
 

電
 

 
話

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

生
年
月
日

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

性
 

 
別

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

(
法
人
等
に
あ
つ
て
は
、
名
称
及
び
代
表
者
氏
名
等
を
記
入

)
  

連
帯
保
証
人

 
 
住

 
 
所

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

フ
リ
ガ
ナ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

氏
 

 
名

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
印

 
 

電
 

 
話

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

生
年
月
日

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

性
 

 
別

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

(
法
人
等
に
あ
つ
て
は
、
名
称
及
び
代
表
者
氏
名
等
を
記
入

)
 

  
下
記
の
財
産
を
福
岡
県
財
務
規
則
（
昭
和
３
９
年
福
岡
県
規
則
第
２
３
号
）
第
２
２
３
条
の
規
定
に
基
づ

き
借
り
受
け
て
い
ま
し
た
が
、

 
 

 
 
年

 
 
月

 
 
日
を
も
つ
て
借
受
期
間
が
満
了
し
ま
す
の
で
借
受

期
間
の
更
新
を
申
請
し
ま
す
。

 

 

記
 

 １
 
従
来
の
借
受
状
況

 

 
(1

)
 
契
約
締
結
年
月
日

 

 
(2

)
 
借
受
期
間
満
了
年
月
日

 

 
(3

)
 
借
受
料
金

 

 
(4

)
 
借
受
料
金
の
納
付
状
況
（
借
受
期
間
中
）

 

２
 
今
後
の
借
受
に
つ
い
て

 

 
(1

)
 
所
在
地
及
び
地
番

 

 
(2

)
 
地
目
又
は
建
物
の
種
類
、
構
造

 

 
(3

)
 
数

 
量

 

 
(4

)
 
借
受
目
的
又
は
用
途

 

 
(5

)
 
借
受
希
望
期
間

 

３
 
申
請
者
（
法
人
又
は
法
人
格
を
有
し
な
い
団
体
（
こ
の
様
式
に
お
い
て
「
法
人
等
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ

て
は
、
そ
の
役
員
（
法
人
に
あ
つ
て
は
法
人
登
記
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
者
を
い
い
、
法
人
格
を
有
し
な

い
団
体
に
あ
つ
て
は
役
員
と
し
て
活
動
し
て
い
る
者
を
い
う
。
）
及
び
使
用
人
）
は
、
暴
力
団
員
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
暴
力
団
又
は
暴
力
団
員
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
者
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

 

 
 
な
お
、
こ
れ
ら
の
確
認
の
た
め
、
警
察
当
局
へ
情
報
照
会
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
承
諾
し
ま
す
。

 

４
 
添
付
書
類

 

 
(1

)
 
法
人
等
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
法
人
等
の
設
立
目
的
及
び
代
表
権
を
有
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
定

款
又
は
寄
附
行
為
等
の
書
類
並
び
に
役
員
の
役
職
名
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
、
生
年
月
日
及
び
性
別
を
記

載
し
た
書
類
（
た
だ
し
、
申
請
者
が
、
国
、
地
方
公
共
団
体
又
は
そ
の
他
の
公
共
団
体
で
あ
る
と
き
は

添
付
を
要
し
な
い
も
の
と
す
る
。
）
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様
式
第

171
号
（
第

226
条
）

 

公
有
財
産
借
受
目
的
変
更
申
請
書
 

 

年
 

 
月

 
 
日

 
 

   
福
岡
県
知
事
 
 
 
 
 
殿
 

 

申
請
人
 
 
住
 
 
所
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

フ
リ
ガ
ナ

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

氏
 
 
名
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
印

 
 

電
 
 
話
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

生
年
月
日

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

性
 
 
別
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(
法
人
又
は
法
人
格
を
有
し
な
い
団
体
に
あ
つ
て
は
、
名
称
及
び
代
表
者
氏
名
等
を
記
入

)  

連
帯
保
証
人
 
 
住
 
 
所
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

フ
リ
ガ
ナ

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

氏
 
 
名
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
印

 
 

電
 
 
話
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

生
年
月
日

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

性
 
 
別
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(
法
人
又
は
法
人
格
を
有
し
な
い
団
体
に
あ
つ
て
は
、
名
称
及
び
代
表
者
氏
名
等
を
記
入

)  

   
現
在
借
受
中
の
公
有
財
産
の
借
受
目
的
を
下
記
の
と
お
り
変
更
し
た
い
の
で
福
岡
県
財
務
規
則
（
昭

和
３
９
年
福
岡
県
規
則
第
２
３
号
）
第
２
２
６
条
の
規
定
に
基
づ
き
申
請
し
ま
す
。

 

 

記
 

 １
 
契
約
締
結
年
月
日
 

２
 
所
在
地
及
び
地
番
 

３
 
地
目
又
は
建
物
の
種
類
、
構
造

 

４
 
数
 
量
 

５
 
現
在
ま
で
の
借
受
目
的

 

６
 
変
更
し
よ
う
と
す
る
借
受
目
的

 

７
 
変
更
し
よ
う
と
す
る
理
由

 

８
 
関
係
図
面
 

９
 
添
付
書
類
 

 
(
1
)
 
借
受
目
的
の
変
更
申
請
に
参
考
と
な
る
書
類
 

様
式
第

172
号
（
第

226
条
）

 

 

公
有
財
産
原
状
変
更
申
請
書
 

 

年
 
 
月
 
 
日
 
 

  
福
岡
県
知
事

 
 
 
 

 
殿
 

 

申
請
人
 
 
住

 
 
所

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

フ
リ
ガ
ナ

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

氏
 

 
名

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
印

 
 

電
 

 
話

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

生
年
月
日

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

性
 

 
別

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
(
法
人
又
は
法
人
格
を
有
し
な
い
団
体
に
あ
つ
て
は
、
名
称
及
び
代
表
者
氏
名
等
を
記
入

)  

連
帯
保
証
人

 
 
住
 
 
所
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

フ
リ
ガ
ナ

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

氏
 
 
名
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
印
 

 

電
 
 
話
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

生
年
月
日

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

性
 
 
別
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
(
法
人
又
は
法
人
格
を
有
し
な
い
団
体
に
あ
つ
て
は
、
名
称
及
び
代
表
者
氏
名
等
を
記
入

)  

   
現
在
借
受
中
の
公
有
財
産
を
別
添
図
面
の
と
お
り
原
形
を
変
更
し
た
い
の
で
福
岡
県
財
務
規
則
（
昭

和
３
９
年
福
岡
県
規
則
第
２
３
号
）
第
２
２
６
条
の
規
定
に
基
づ
き
申
請
し
ま
す
。
 

 
な
お
、
契
約
期
間
が
満
了
し
た
と
き
又
は
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
借
受
財
産
を
返
還
す
る
場
合
に
は
、

原
形
変
更
部
分
の
原
状
回
復
又
は
そ
の
他
の
処
置
に
つ
い
て
は
、
県
の
指
示
に
従
う
こ
と
を
条
件
と
し

ま
す
。

 

 

記
 

 １
 
契
約
締
結
年
月
日

 

２
 
所
在
地
及
び
地
番

 

３
 
数

 
量

 

４
 
借
受
目
的
又
は
用
途
 

５
 
原
状
変
更
を
必
要
と
す
る
理
由
及
び
そ
の
概
況

 

６
 
関
係
図
面

 

７
 
添
付
書
類

 

 
(
1
)
 
原
状
変
更
申
請
に
参
考
と
な
る
書
類
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附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
、
費
用
弁
償
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
を
制
定
し
、

こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
三
十
一
号

　
　
　

福
岡
県
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
、
費
用
弁
償
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則

　

（
趣
旨
）

第�

一
条　

こ
の
規
則
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与

、
費
用
弁
償
及
び
旅
費
の
支
給
等
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　

（
定
義
）

第�

二
条　

こ
の
規
則
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

　

一�　

会
計
年
度
任
用
職
員
条
例　

福
岡
県
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
、
費
用
弁
償
及
び
旅
費
に
関

す
る
条
例
（
令
和
元
年
福
岡
県
条
例
第
四
号
）
を
い
う
。

　

二�　

会
計
年
度
任
用
職
員　

地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
。
以
下
「
法

」
と
い
う
。
）
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
職
員
（
以
下
「
第
一
号
会
計
年
度

任
用
職
員
」
と
い
う
。
）
及
び
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
職
員
（
以
下
「
第
二
号
会
計
年
度
任
用

職
員
」
と
い
う
。
）
を
い
う
。

　

三�　

給
与
条
例　

福
岡
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
二
年
福
岡
県
条
例
第
四
十
一
号

。
以
下
「
県
職
員
給
与
条
例
」
と
い
う
。
）
、
福
岡
県
警
察
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和

三
十
二
年
福
岡
県
条
例
第
五
十
号
。
以
下
「
警
察
職
員
給
与
条
例
」
と
い
う
。
）
及
び
福
岡
県
公

立
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
二
年
福
岡
県
条
例
第
五
十
一
号
。
以
下
「
学
校

職
員
給
与
条
例
」
と
い
う
。
）
を
い
う
。

　

四�　

職
員　

県
職
員
給
与
条
例
第
二
条
、
警
察
職
員
給
与
条
例
第
二
条
及
び
学
校
職
員
給
与
条
例
第

二
条
に
規
定
す
る
地
方
公
務
員
を
い
う
。

　

五�　

人
事
委
員
会
規
則　

福
岡
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
施
行
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三�

十
二
年
福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
三
号
）
を
い
う
。

　

（
時
間
外
勤
務
手
当
に
相
当
す
る
報
酬
の
額
）

第�

三
条　

会
計
年
度
任
用
職
員
条
例
第
八
条
第
二
号
に
規
定
す
る
任
命
権
者
が
定
め
る
勤
務
時
間
（
以

下
「
正
規
の
勤
務
時
間
」
と
い
う
。
）
を
超
え
て
勤
務
し
た
時
間
に
対
し
て
、
会
計
年
度
任
用
職
員

条
例
第
十
一
条
に
規
定
す
る
勤
務
一
時
間
当
た
り
の
報
酬
の
額
に
乗
じ
る
割
合
は
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
勤
務
の
区
分
に
応
じ
て
、
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
と
す
る
。

　

一�　

正
規
の
勤
務
時
間
を
超
え
て
し
た
勤
務
の
う
ち
、
そ
の
勤
務
の
時
間
と
そ
の
勤
務
を
し
た
日
に

お
け
る
正
規
の
勤
務
時
間
と
の
合
計
が
七
時
間
四
十
五
分
に
達
す
る
ま
で
の
間
の
勤
務
（
第
二
号

及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
勤
務
を
除
く
。
）　

百
分
の
百
（
そ
の
勤
務
が
午
後
十
時
か
ら
翌
日
の
午

前
五
時
ま
で
の
間
で
あ
る
場
合
は
、
百
分
の
百
二
十
五
）

　

二�　

正
規
の
勤
務
時
間
を
超
え
て
し
た
勤
務
の
う
ち
、
休
日
（
福
岡
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例
（
平

成
元
年
福
岡
県
条
例
第
二
十
三
号
）
第
一
条
第
二
号
及
び
第
三
号
に
規
定
す
る
休
日
を
い
う
。
第

四
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
し
た
勤
務　

百
分
の
百
三
十
五
（
そ
の
勤
務
が
午
後
十
時
か
ら
翌
日

の
午
前
五
時
ま
で
の
間
で
あ
る
場
合
は
、
百
分
の
百
六
十
）

　

三�　

正
規
の
勤
務
時
間
を
超
え
て
し
た
勤
務
の
う
ち
、
一
週
間
ご
と
の
週
休
日
（
勤
務
時
間
を
割
り

振
ら
れ
な
い
日
を
い
う
。
）
に
全
て
勤
務
し
た
場
合
に
お
け
る
最
後
の
週
休
日
の
勤
務　

百
分
の

百
三
十
五
（
そ
の
勤
務
が
午
後
十
時
か
ら
翌
日
の
午
前
五
時
ま
で
の
間
で
あ
る
場
合
は
、
百
分
の

百
六
十
）

　

四�　

前
三
号
に
掲
げ
る
勤
務
以
外
の
正
規
の
勤
務
時
間
を
超
え
て
し
た
勤
務　

百
分
の
百
二
十
五
（

そ
の
勤
務
が
午
後
十
時
か
ら
翌
日
の
午
前
五
時
ま
で
の
間
で
あ
る
場
合
は
、
百
分
の
百
五
十
）

２�　

割
り
振
ら
れ
た
一
週
間
の
正
規
の
勤
務
時
間
（
第
四
条
に
規
定
す
る
休
日
に
お
け
る
正
規
の
勤
務

時
間
を
除
く
。
）
の
合
計
と
前
項
第
一
号
に
該
当
す
る
正
規
の
勤
務
時
間
を
超
え
て
し
た
勤
務
の
時

間
の
合
計
が
、
一
週
間
当
た
り
四
十
時
間
を
超
え
て
勤
務
し
た
第
一
号
会
計
年
度
任
用
職
員
に
は
、

そ
の
四
十
時
間
を
超
え
て
勤
務
し
た
全
時
間
に
対
し
て
、
勤
務
一
時
間
に
つ
き
、
勤
務
一
時
間
当
た

り
の
報
酬
の
額
に
百
分
の
二
十
五
を
乗
じ
て
得
た
額
を
時
間
外
勤
務
手
当
に
相
当
す
る
報
酬
と
し
て

支
給
す
る
。

３�　

第
一
項
各
号
に
規
定
す
る
正
規
の
勤
務
時
間
を
超
え
て
勤
務
し
た
時
間
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
第
一
項
時
間
」
と
い
う
。
）
及
び
前
項
に
規
定
す
る
そ
の
四
十
時
間
を
超
え
て
勤
務
し
た
全
時
間

（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
第
二
項
時
間
」
と
い
う
。
）
の
合
計
が
、
一
箇
月
に
つ
い
て
六
十
時
間
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を
超
え
た
第
一
号
会
計
年
度
任
用
職
員
に
は
、
そ
の
六
十
時
間
を
超
え
て
し
た
勤
務
の
全
時
間
に
対

し
て
、
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
勤
務
一
時
間
に
つ
き
、
勤
務
一
時
間
当
た
り
の
報
酬
の
額

に
第
一
項
時
間
に
あ
っ
て
は
、
百
分
の
百
五
十
（
そ
の
勤
務
が
午
後
十
時
か
ら
翌
日
の
午
前
五
時
ま

で
の
間
で
あ
る
場
合
は
、
百
分
の
百
七
十
五
）
、
第
二
項
時
間
に
あ
っ
て
は
、
百
分
の
五
十
を
乗
じ

て
得
た
額
を
時
間
外
勤
務
手
当
に
相
当
す
る
報
酬
と
し
て
支
給
す
る
。

４�　

時
間
外
勤
務
手
当
に
相
当
す
る
報
酬
の
支
給
の
基
礎
と
な
る
勤
務
時
間
数
は
、
一
箇
月
の
全
時
間

数
（
支
給
割
合
を
異
に
す
る
部
分
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
計
算
し
た
時
間
数
）
に
よ
っ
て
計
算
す
る
も
の

と
し
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
一
時
間
未
満
の
端
数
が
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
端
数
が
三
十

分
以
上
の
と
き
は
一
時
間
と
し
、
三
十
分
未
満
の
と
き
は
切
り
捨
て
る
。

　

（
休
日
に
お
け
る
正
規
の
勤
務
時
間
の
報
酬
の
額
）

第�

四
条　

休
日
に
お
け
る
正
規
の
勤
務
時
間
中
に
勤
務
し
た
全
時
間
に
対
し
て
、
会
計
年
度
任
用
職
員

条
例
第
十
一
条
に
規
定
す
る
勤
務
一
時
間
当
た
り
の
報
酬
の
額
に
乗
じ
る
割
合
は
、
百
分
の
三
十
五

と
す
る
。

　

（
夜
間
勤
務
手
当
に
相
当
す
る
報
酬
の
額
）

第�

五
条　

正
規
の
勤
務
時
間
と
し
て
午
後
十
時
か
ら
翌
日
の
午
前
五
時
ま
で
の
間
に
勤
務
し
た
全
時
間

に
対
し
て
、
会
計
年
度
任
用
職
員
条
例
第
十
一
条
に
規
定
す
る
勤
務
一
時
間
当
た
り
の
報
酬
の
額
に

乗
じ
る
割
合
は
、
百
分
の
二
十
五
と
す
る
。

　

（
特
殊
勤
務
手
当
に
相
当
す
る
報
酬
の
額
）

第�

六
条　

会
計
年
度
任
用
職
員
条
例
第
八
条
第
三
号
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
特
殊
勤
務
手
当
に
相

当
す
る
報
酬
の
額
は
、
一
般
職
の
職
員
の
例
に
よ
り
得
た
額
と
す
る
。

　

（
給
料
の
調
整
額
に
相
当
す
る
報
酬
の
額
）

第�

七
条　

会
計
年
度
任
用
職
員
条
例
第
八
条
第
三
号
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
給
料
の
調
整
額
に
相

当
す
る
報
酬
の
額
は
、
福
岡
県
職
員
の
給
料
の
調
整
額
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
二
年
福
岡
県
条

例
第
六
十
六
号
。
次
条
に
お
い
て
「
調
整
額
条
例
」
と
い
う
。
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
算
出
し
た

給
料
の
調
整
額
を
二
十
一
で
除
し
て
得
た
額
を
百
分
の
七
百
七
十
五
で
除
し
、
そ
の
数
に
正
規
の
勤

務
時
間
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

　

（
勤
務
一
時
間
当
た
り
の
報
酬
の
額
）

第�

八
条　

会
計
年
度
任
用
職
員
条
例
第
十
一
条
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
給
料
の
調
整
額
に
相
当
す

る
額
は
、
調
整
額
条
例
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
算
出
し
た
給
料
の
調
整
額
を
二
十
一
で
除
し
て
得
た

額
と
す
る
。

２�　

会
計
年
度
任
用
職
員
条
例
第
十
一
条
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
地
域
手
当
の
額
に
相
当
す
る
額

は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
条
例
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
報
酬
の
額
と
前
項
に
規
定
す
る
給
料
の

調
整
額
に
相
当
す
る
額
の
合
計
額
に
、
県
職
員
給
与
条
例
第
十
三
条
の
二
第
二
項
各
号
、
警
察
職
員

給
与
条
例
第
十
二
条
の
二
第
二
項
各
号
又
は
学
校
職
員
給
与
条
例
第
十
三
条
の
二
第
二
項
各
号
に
掲

げ
る
地
域
手
当
の
区
分
に
応
じ
て
、
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

　

（
通
勤
の
届
出
）

第�

九
条　

会
計
年
度
任
用
職
員
条
例
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
読
替
え
後
の
県
職
員
給
与
条
例
第
十
三

条
の
四
第
一
項
、
警
察
職
員
給
与
条
例
第
十
二
条
の
四
第
一
項
又
は
学
校
職
員
給
与
条
例
第
十
三
条

の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
支
給
の
要
件
を
新
た
に
具
備
す
る
に
至
っ
た
第
二
号
会
計
年
度
任
用
職
員

は
、
通
勤
届
（
様
式
第
一
号
）
に
よ
り
、
そ
の
通
勤
の
実
情
を
速
や
か
に
任
命
権
者
に
届
け
出
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
通
勤
手
当
を
受
け
て
い
る
第
二
号
会
計
年
度
任
用
職
員
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
場
合
に
つ
い
て
も
同
様
と
す
る
。

　

一　

住
居
、
通
勤
経
路
又
は
通
勤
方
法
を
変
更
し
た
場
合

　

二　

通
勤
の
た
め
負
担
す
る
運
賃
等
の
額
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

２�　

前
項
の
規
定
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
条
例
第
十
四
条
に
規
定
す
る
支
給
の
要
件
を
新
た
に
具
備

す
る
に
至
っ
た
第
一
号
会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

　

（
支
給
対
象
期
間
）

第�

十
条　

会
計
年
度
任
用
職
員
条
例
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
読
替
え
後
の
県
職
員
給
与
条
例
第
十
三

条
の
四
第
二
項
、
警
察
職
員
給
与
条
例
第
十
二
条
の
四
第
二
項
及
び
学
校
職
員
給
与
条
例
第
十
三
条

の
四
第
二
項
の
規
則
で
定
め
る
期
間
（
以
下
「
支
給
対
象
期
間
」
と
い
う
。
）
は
、
月
の
一
日
か
ら

末
日
ま
で
と
す
る
。

　

（
通
勤
手
当
の
額
）

第�
十
一
条　

会
計
年
度
任
用
職
員
条
例
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
読
替
え
後
の
県
職
員
給
与
条
例
第
十�

三
条
の
四
第
二
項
各
号
、
警
察
職
員
給
与
条
例
第
十
二
条
の
四
第
二
項
各
号
及
び
学
校
職
員
給
与
条

例
第
十
三
条
の
四
第
二
項
各
号
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
額
は
、
支
給
対
象
期
間
に
つ
き
、
次
の

各
号
に
掲
げ
る
第
二
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の
区
分
に
応
じ
て
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

　

一�　

通
勤
の
た
め
交
通
機
関
等
を
利
用
し
て
そ
の
運
賃
等
を
負
担
す
る
こ
と
を
常
例
と
す
る
第
二
号

会
計
年
度
任
用
職
員　

通
用
期
間
一
箇
月
の
定
期
券
の
価
額
又
は
平
均
一
箇
月
当
た
り
の
通
勤
所
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要
回
数
分
の
回
数
乗
車
券
等
の
運
賃
等
の
額
の
う
ち
い
ず
れ
か
低
い
額

　

二�　

通
勤
の
た
め
自
動
車
等
（
会
計
年
度
任
用
職
員
条
例
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
自
動
車
等

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
使
用
す
る
こ
と
を
常
例
と
す
る
第
二
号
会
計
年
度
任
用
職
員　

一
般

職
の
職
員
の
例
に
よ
り
算
出
し
た
一
箇
月
当
た
り
の
通
勤
手
当
の
額

　

三�　

通
勤
の
た
め
交
通
機
関
等
を
利
用
し
て
運
賃
等
を
負
担
し
、
か
つ
、
自
動
車
等
を
使
用
す
る
こ

と
を
常
例
と
す
る
第
二
号
会
計
年
度
任
用
職
員　

第
一
号
の
規
定
に
よ
り
算
出
し
た
額
及
び
前
号

の
規
定
に
よ
り
算
出
し
た
額
の
合
計
額

２�　

任
期
の
開
始
又
は
満
了
と
な
る
日
が
月
の
中
途
で
あ
る
場
合
の
当
該
日
の
属
す
る
月
の
通
勤
手
当

の
額
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
任
期
の
開
始
と
な
る
日
か
ら
そ
の
月
の
末
日
ま
で
又
は
任

期
の
満
了
と
な
る
日
の
属
す
る
月
の
初
日
か
ら
任
期
の
満
了
と
な
る
日
ま
で
を
支
給
対
象
期
間
と
し

、
第
二
十
条
に
規
定
す
る
第
一
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の
例
に
よ
り
算
定
し
た
額
と
す
る
。

　

（
夜
間
勤
務
に
従
事
す
る
第
二
号
会
計
年
度
任
用
職
員
）

第�

十
二
条　

会
計
年
度
任
用
職
員
条
例
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
読
替
え
後
の
県
職
員
給
与
条
例
第
十�

三
条
の
四
第
二
項
た
だ
し
書
、
警
察
職
員
給
与
条
例
第
十
二
条
の
四
第
二
項
た
だ
し
書
及
び
学
校
職

員
給
与
条
例
第
十
三
条
の
四
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
則
で
定
め
る
夜
間
の
交
代
制
勤
務
に
従
事
す
る

第
二
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の
通
勤
手
当
の
額
は
、
一
般
職
の
職
員
の
例
に
よ
り
得
た
額
と
す
る
。

　

（
通
勤
手
当
の
支
給
）

第�

十
三
条　

第
十
一
条
に
規
定
す
る
通
勤
手
当
の
額
に
つ
い
て
は
、
支
給
対
象
期
間
の
各
月
の
給
料
の

支
給
日
に
支
給
す
る
。

　

（
期
末
手
当
の
支
給
を
受
け
る
会
計
年
度
任
用
職
員
）

第�

十
四
条　

会
計
年
度
任
用
職
員
条
例
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
期
末
手
当
の
支
給
を
受
け
る

会
計
年
度
任
用
職
員
は
、
同
項
第
一
号
に
規
定
す
る
基
準
日
（
以
下
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
に
在

職
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
の
う
ち
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
会
計
年
度
任
用
職
員
以
外
の
会
計
年
度

任
用
職
員
と
す
る
。

　

一�　

無
給
休
職
者
（
法
第
二
十
八
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
該
当
し
、
又
は
福
岡
県
職
員
の
分
限

に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
六
年
福
岡
県
条
例
第
四
十
三
号
。
次
条
第
三
項
に
お
い
て
「
県
職
員

分
限
条
例
」
と
い
う
。
）
第
三
条
、
福
岡
県
警
察
職
員
の
分
限
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
九
年

福
岡
県
条
例
第
四
十
二
号
。
次
条
第
三
項
に
お
い
て
「
警
察
職
員
分
限
条
例
」
と
い
う
。
）
第
二

条
若
し
く
は
福
岡
県
公
立
学
校
職
員
の
分
限
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
福
岡
県
条
例
第
四�

十
七
号
。
次
条
第
三
項
に
お
い
て
「
教
育
職
員
分
限
条
例
」
と
い
う
。
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
り

休
職
に
さ
れ
て
い
る
会
計
年
度
任
用
職
員
の
う
ち
、
給
与
の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
会
計
年
度
任

用
職
員
を
い
う
。

　

二�　

刑
事
休
職
者
（
法
第
二
十
八
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
該
当
し
て
休
職
に
さ
れ
て
い
る
会
計

年
度
任
用
職
員
を
い
う
。
）

　

三�　

停
職
者
（
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
該
当
し
て
停
職
に
さ
れ
て
い
る
会
計
年
度
任
用
職

員
を
い
う
。
）

　

四　

専
従
休
職
者
（
専
従
許
可
を
受
け
て
い
る
会
計
年
度
任
用
職
員
を
い
う
。
）

　

五�　

育
児
休
業
職
員
（
育
児
休
業
を
し
て
い
る
会
計
年
度
任
用
職
員
を
い
う
。
）
の
う
ち
、
福
岡
県

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
四
年
福
岡
県
条
例
第
四
号
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定

す
る
職
員
以
外
の
職
員

　

六�　

欠
勤
し
て
い
る
会
計
年
度
任
用
職
員
で
基
準
日
以
前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
い
て
、
会
計
年

度
任
用
職
員
条
例
第
九
条
第
四
項
第
三
号
又
は
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
給
与
又
は
報
酬
を
減
額
さ

れ
た
期
間
が
三
十
日
を
超
え
る
会
計
年
度
任
用
職
員

　

（
期
末
手
当
に
係
る
任
期
）

第�

十
五
条　

会
計
年
度
任
用
職
員
条
例
第
十
三
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
任
期
に
は
、
基
準
日
以

前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
け
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
期
間
を
算
入
す
る
。

　

一�　

会
計
年
度
任
用
職
員
条
例
第
十
三
条
第
一
項
第
三
号
に
該
当
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て

在
職
し
た
期
間

　

二　

給
与
条
例
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
と
し
て
在
職
し
た
期
間

　

三�　

福
岡
県
特
別
職
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
八
年
福
岡
県
条
例
第
十
七
号
）

別
表
第
二
の
適
用
を
受
け
る
職
員
と
し
て
在
職
し
た
期
間

　

四�　

単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
二
年

福
岡
県
条
例
第
四
十
七
号
）
の
適
用
を
受
け
る
職
員
と
し
て
在
職
し
た
期
間

　

五�　

福
岡
県
公
営
企
業
に
従
事
す
る
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三�

十
七
年
福
岡
県
条
例
第
五
十
二
号
）
の
適
用
を
受
け
る
職
員
と
し
て
在
職
し
た
期
間

２�　

会
計
年
度
任
用
職
員
条
例
第
十
三
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
任
期
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
期
間
を
除
く
。

　

一�　

前
条
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
在
職
し
た
期
間
に
つ
い
て
は
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、
そ
の
全
期
間

　

二�　

人
事
委
員
会
規
則
第
十
六
条
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
職
員
と
し
て
在
職
し
た
期
間
に
つ

い
て
は
、
そ
の
全
期
間

　

三�　

育
児
休
業
職
員
（
当
該
育
児
休
業
の
承
認
に
係
る
期
間
（
当
該
期
間
が
二
以
上
あ
る
と
き
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
期
間
を
合
算
し
た
期
間
）
が
一
箇
月
以
下
で
あ
る
職
員
を
除
く
。
）
と
し
て
在
職
し

た
期
間
に
つ
い
て
は
、
そ
の
二
分
の
一
の
期
間

　

四　

休
職
に
さ
れ
て
い
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
そ
の
二
分
の
一
の
期
間

　

五�　

会
計
年
度
任
用
職
員
条
例
第
九
条
第
四
項
第
三
号
又
は
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
給
与
又
は
報
酬

を
減
額
さ
れ
た
期
間
が
三
十
日
を
超
え
る
場
合
に
は
、
そ
の
給
与
又
は
報
酬
を
減
額
さ
れ
た
期
間

３�　

公
務
傷
病
等
に
よ
る
休
職
者
（
会
計
年
度
任
用
職
員
条
例
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
読
替
え

後
の
県
職
員
給
与
条
例
第
二
十
三
条
第
一
項
、
警
察
職
員
給
与
条
例
第
二
十
二
条
第
一
項
又
は
学
校

職
員
給
与
条
例
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
第
一
号
会
計
年
度
任
用
職
員
及
び
会

計
年
度
任
用
職
員
条
例
第
九
条
第
四
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
り
一
般
職
の
職
員
の
例
に
よ
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
第
二
号
会
計
年
度
任
用
職
員
を
い
う
。
）
で
あ
っ
た
期
間
及
び
県
職
員
分
限
条
例
第
三

条
、
警
察
職
員
分
限
条
例
第
二
条
又
は
学
校
職
員
分
限
条
例
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
休
職
者
（
水
難

、
火
災
そ
の
他
の
災
害
に
よ
り
、
生
死
不
明
又
は
所
在
不
明
に
な
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
職
員
が

公
務
上
の
災
害
又
は
通
勤
に
よ
る
災
害
を
受
け
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
に
限
る
。
）
で
あ
っ
た
期
間

に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
除
か
な
い
。

　

（
期
末
手
当
に
係
る
在
職
期
間
）

第�

十
六
条　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
期
末
手
当
に
係
る
在
職
期
間
は
、
基
準
日
以
前
六
箇
月
以
内
の
期

間
に
お
け
る
前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
職
員
と
し
て
在
職
し
た
期
間
と
す
る
。
た
だ
し
、
基
準
日

前
一
箇
月
以
内
に
前
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
規
定
す
る
職
員
を
退
職
し
、
又
は
失
職

し
た
会
計
年
度
任
用
職
員
の
当
該
職
員
と
し
て
の
在
職
期
間
を
除
く
。

２　

前
項
の
在
職
期
間
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
前
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

　

（
一
週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
）

第�

十
七
条　

会
計
年
度
任
用
職
員
条
例
第
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
規
則
で
定
め
る
一
週
間
当
た

り
の
勤
務
時
間
は
、
そ
の
第
一
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の
職
に
つ
き
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
第
一
号

会
計
年
度
任
用
職
員
の
区
分
に
応
じ
て
、
当
該
各
号
に
定
め
る
時
間
と
す
る
。

　

一�　

一
週
間
当
た
り
の
正
規
の
勤
務
日
数
及
び
勤
務
時
間
が
一
定
で
あ
る
第
一
号
会
計
年
度
任
用
職

員　

そ
の
第
一
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の
職
に
お
け
る
一
週
間
当
た
り
の
正
規
の
勤
務
時
間

　

二�　

一
箇
月
当
た
り
の
正
規
の
勤
務
日
数
及
び
勤
務
時
間
が
一
定
で
あ
る
第
一
号
会
計
年
度
任
用
職

員　

そ
の
第
一
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の
職
に
お
け
る
一
箇
月
当
た
り
の
正
規
の
勤
務
時
間
の
合

計
を
四
・
二
で
除
し
て
得
た
時
間

　

三�　

前
二
号
に
掲
げ
る
第
一
号
会
計
年
度
任
用
職
員
以
外
の
第
一
号
会
計
年
度
任
用
職
員　

任
命
権

者
が
定
め
る
時
間

　

（
期
末
手
当
基
礎
額
）

第�

十
八
条　

会
計
年
度
任
用
職
員
条
例
第
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
規
則
で
定
め
る
期
末
手
当
基

礎
額
は
、
基
準
日
現
在
の
職
に
お
け
る
第
一
号
会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
き
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

第
一
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の
区
分
に
応
じ
て
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

　

一�　

基
準
日
以
前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
け
る
一
箇
月
当
た
り
の
正
規
の
勤
務
日
数
及
び
勤
務
時

間
が
一
定
で
あ
る
第
一
号
会
計
年
度
任
用
職
員　

会
計
年
度
任
用
職
員
条
例
第
七
条
に
規
定
す
る

報
酬
、
第
七
条
に
規
定
す
る
給
料
の
調
整
額
に
相
当
す
る
報
酬
の
額
及
び
こ
れ
ら
に
対
す
る
地
域

手
当
の
額
に
相
当
す
る
額
の
合
計
額
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
報
酬
の
日
額
」
と
い
う
。
）
に

一
箇
月
当
た
り
の
正
規
の
勤
務
日
数
を
乗
じ
て
得
た
額

　

二�　

前
号
に
掲
げ
る
第
一
号
会
計
年
度
任
用
職
員
以
外
の
第
一
号
会
計
年
度
任
用
職
員　

基
準
日
以

前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
け
る
報
酬
の
日
額
に
正
規
の
勤
務
日
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を
任
期
の

月
数
で
除
し
て
得
た
額

２�　

任
期
の
初
日
か
ら
基
準
日
ま
で
の
期
間
が
一
箇
月
未
満
で
あ
る
第
一
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の
期

末
手
当
基
礎
額
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
報
酬
の
日
額
に
任
期
の
初
日
か
ら
基
準
日
ま
で

の
正
規
の
勤
務
日
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

　

（
交
通
の
用
具
）

第�
十
九
条　

会
計
年
度
任
用
職
員
条
例
第
十
四
条
第
一
項
の
自
動
車
そ
の
他
の
交
通
の
用
具
で
規
則
で

定
め
る
も
の
は
、
自
動
車
そ
の
他
の
原
動
機
付
き
の
交
通
用
具
及
び
自
転
車
（
県
、
国
又
は
他
の
地

方
公
共
団
体
の
所
有
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
と
す
る
。

　

（
通
勤
手
当
に
相
当
す
る
費
用
弁
償
の
額
）

第�

二
十
条　

会
計
年
度
任
用
職
員
条
例
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
費
用
弁
償
（
以

下
「
通
勤
手
当
に
相
当
す
る
費
用
弁
償
」
と
い
う
。
）
の
額
は
、
一
日
に
つ
き
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
第
一
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の
区
分
に
応
じ
て
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
（
そ
の
額
に
一
円
未
満
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の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
た
額
）
と
す
る
。

　

一�　

通
勤
の
た
め
交
通
機
関
等
を
利
用
し
て
そ
の
運
賃
等
を
負
担
す
る
こ
と
を
常
例
と
す
る
第
一
号

会
計
年
度
任
用
職
員　

平
均
一
箇
月
当
た
り
の
通
勤
所
要
回
数
分
の
回
数
乗
車
券
等
の
通
勤
一
回

分
の
運
賃
等
の
額

　

二�　

通
勤
の
た
め
自
動
車
等
を
使
用
す
る
こ
と
を
常
例
と
す
る
第
一
号
会
計
年
度
任
用
職
員　

一
般

職
の
職
員
の
例
に
よ
り
算
出
し
た
一
箇
月
当
た
り
の
通
勤
手
当
の
額
を
二
十
一
で
除
し
て
得
た
額

　

三�　

通
勤
の
た
め
交
通
機
関
等
を
利
用
し
て
運
賃
等
を
負
担
し
、
か
つ
、
自
動
車
等
を
使
用
す
る
こ

と
を
常
例
と
す
る
第
一
号
会
計
年
度
任
用
職
員　

第
一
号
の
規
定
に
よ
り
算
出
し
た
額
及
び
前
号

の
規
定
に
よ
り
算
出
し
た
額
の
合
計
額

２�　

任
命
権
者
は
、
第
一
号
会
計
年
度
任
用
職
員
が
前
項
の
規
定
に
よ
る
通
勤
手
当
に
相
当
す
る
費
用

弁
償
の
額
を
支
給
し
た
場
合
に
は
通
常
必
要
と
し
な
い
通
勤
手
当
に
相
当
す
る
費
用
弁
償
の
額
を
支

給
す
る
こ
と
と
な
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
必
要
と
し
な
い
額
を
支
給
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

３�　

夜
間
の
交
替
制
勤
務
に
従
事
す
る
第
一
号
会
計
年
度
任
用
職
員
（
前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
第
一
号

会
計
年
度
任
用
職
員
を
除
く
。
）
の
通
勤
手
当
に
相
当
す
る
費
用
弁
償
の
額
は
、
前
項
第
一
号
又
は

第
三
号
に
掲
げ
る
額
に
、
夜
間
勤
務
が
一
箇
月
五
回
以
上
の
第
一
号
会
計
年
度
任
用
職
員
に
あ
っ
て

は
前
項
第
一
号
の
額
に
百
分
の
二
十
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
が
千
五
百
円
に
満
た
な
い
場
合
は

、
千
五
百
円
）
、
四
回
以
下
の
第
一
号
会
計
年
度
任
用
職
員
に
あ
っ
て
は
百
分
の
十
を
乗
じ
て
得
た

額
（
そ
の
額
が
七
百
五
十
円
に
満
た
な
い
場
合
は
、
七
百
五
十
円
）
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。

　

（
旅
費
に
相
当
す
る
費
用
弁
償
の
請
求
書
）

第�

二
十
一
条　

会
計
年
度
任
用
職
員
条
例
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
読
替
え
後
の
費
用
弁
償
の

額
（
以
下
「
旅
費
に
相
当
す
る
費
用
弁
償
」
と
い
う
。
）
の
精
算
を
し
よ
う
と
す
る
第
一
号
会
計
年

度
任
用
職
員
の
所
定
の
請
求
書
の
様
式
は
、
任
命
権
者
が
別
に
定
め
る
。

　

（
費
用
弁
償
の
支
給
）

第�

二
十
二
条　

通
勤
手
当
に
相
当
す
る
費
用
弁
償
に
つ
い
て
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
条
例
第
九
条
第

二
項
に
規
定
す
る
報
酬
の
支
給
日
に
支
給
す
る
。

２�　

旅
費
に
相
当
す
る
費
用
弁
償
に
つ
い
て
は
、
前
条
に
規
定
す
る
請
求
書
に
よ
る
請
求
に
基
づ
き
支

給
す
る
。

　

（
人
事
委
員
会
規
則
の
準
用
）

第�

二
十
三
条　

第
三
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
一
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬

の
支
給
に
関
し
て
は
、
人
事
委
員
会
規
則
第
三
条
、
第
五
条
、
第
八
条
、
第
十
三
条
の
三
及
び
第
十�

三
条
の
四
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
給
料
」
と
あ
る
の
は

「
報
酬
」
と
、
「
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
号
会
計
年
度
任
用
職
員
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。

２�　

第
三
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
通
勤
手
当
又
は
通
勤
手

当
に
相
当
す
る
費
用
弁
償
の
支
給
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
人
事
委
員
会
規
則
第
十
二
条
の
十
一
、

第
十
二
条
の
十
二
、
第
十
二
条
の
十
五
か
ら
第
十
二
条
の
十
七
ま
で
、
第
十
二
条
の
十
八
及
び
第
十�

二
条
の
二
十
五
か
ら
第
十
二
条
の
二
十
七
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ

ら
の
規
定
中
「
通
勤
手
当
」
と
あ
る
の
は
「
通
勤
手
当
又
は
通
勤
手
当
に
相
当
す
る
費
用
弁
償
」
と

、
「
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
会
計
年
度
任
用
職
員
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３�　

第
三
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
期
末
手
当
の
支
給
に
関

し
必
要
な
事
項
は
、
人
事
委
員
会
規
則
第
二
十
一
条
の
二
か
ら
第
二
十
一
条
の
九
ま
で
の
規
定
を
準

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
給
与
条
例
」
と
あ
る
の
は
「
会
計
年
度
任
用

職
員
条
例
」
と
、
「
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
会
計
年
度
任
用
職
員
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

　

（
無
給
休
暇
の
給
与
等
の
減
額
）

第�

二
十
四
条　

福
岡
県
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
（
令
和
元

年
福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
四
号
）
第
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
無
給
の
休
暇
に
つ
い
て
は
、

会
計
年
度
任
用
職
員
条
例
第
九
条
第
四
項
第
三
号
及
び
第
十
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
勤
務

し
な
い
一
時
間
に
つ
き
、
会
計
年
度
任
用
職
員
条
例
第
九
条
第
四
項
第
四
号
の
勤
務
一
時
間
当
た
り

の
給
与
額
又
は
会
計
年
度
任
用
職
員
条
例
第
十
一
条
に
規
定
す
る
勤
務
一
時
間
当
た
り
の
報
酬
の
額

を
減
額
す
る
。

２�　

無
給
休
暇
の
勤
務
し
な
か
っ
た
時
間
数
は
、
そ
の
給
与
又
は
報
酬
の
計
算
期
間
に
お
け
る
会
計
年

度
任
用
職
員
条
例
第
九
条
第
四
項
第
三
号
及
び
第
十
条
の
時
間
数
を
加
え
て
計
算
す
る
も
の
と
し
、

こ
の
場
合
に
お
い
て
一
時
間
未
満
の
端
数
が
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
端
数
が
三
十
分
以
上

の
と
き
は
一
時
間
と
し
、
三
十
分
未
満
の
と
き
は
切
り
捨
て
る
。

　

（
端
数
計
算
）

第�

二
十
五
条　

会
計
年
度
任
用
職
員
条
例
第
八
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
地
域
手
当
の
額
に
相
当
す
る

額
の
日
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
た
額
を
も
っ
て
当
該
地
域

手
当
の
額
に
相
当
す
る
額
と
す
る
。
会
計
年
度
任
用
職
員
条
例
第
十
一
条
に
規
定
す
る
地
域
手
当
に
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相
当
す
る
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

２�　

第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
期
末
手
当
基
礎
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を

切
り
捨
て
た
額
を
も
っ
て
当
該
期
末
手
当
基
礎
額
と
す
る
。

３�　

第
三
条
の
規
定
に
よ
る
時
間
外
勤
務
手
当
に
相
当
す
る
報
酬
の
額
、
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
休
日

に
お
け
る
正
規
の
勤
務
時
間
の
報
酬
の
額
及
び
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
夜
間
勤
務
手
当
に
相
当
す
る

報
酬
の
額
の
一
時
間
当
た
り
の
額
を
算
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
額
に
五
十
銭
未
満
の
端
数
が

あ
る
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
五
十
銭
以
上
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
こ
れ
を
一
円
に
切

り
上
げ
た
額
と
す
る
。

　

（
補
則
）

第�

二
十
六
条　

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
、
費
用
弁
償
及
び
旅

費
の
支
給
等
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

様
式

第
１

号
（

第
9
条
関
係
）
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
   

 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
   

 
 
 
 １

号
紙
 

通
勤

届
 

 
 

年
 
 
月
 
 
日
提

出
 
 

任
命
権
者

 
殿

 
 勤

務
公
署

名
 

 
 

所
在

地
 

 
 

職
名

  
 

氏
名
 

㊞
 

住
居

  
 

福
岡

県
会
計

年
度
任

用
職
員

の
給

与
、

費
用

弁
償
及

び
旅

費
に
関

す
る

条
例

施
行
規

則
第

9条
の

規
定

に
基

づ
き

、
通
勤

の
実
情

を
届
け

出
ま
す

。
 

届
出
の
理

由
（
該

当
す
る

□
に
レ

印
を
付

す
る
。

）
 

□
新
規

（
□
異
動

等
に
伴

う
通
勤

経
路
又

は
方
法

の
変
更

の
場
合

）
 

□
住
居
の

変
更

 
□

通
勤
経

路
又
は

方
法
の

変
更

 
□

運
賃

等
の
負
担

額
の
変

更
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
  
  
 
 
  
 
  
 
  

 （
届
出
の

理
由
が

生
じ
た

日
）
 

□
そ
の
他

（
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

  
 
）
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

年
 
 

月
 
 

日
 

順路 

通
勤

方
法

 

区
 
 
 

 
 
間
 

距
 
 
離

 所
要
時
間

 乗
車
券
等

の
種
類
 
左

欄
の
乗

車
券

等
の
額
 

備
 
 
考

 

1
  

 
住

居
 
か

ら
(
 
 
経

由
)
 
 
ま

で
 

㎞
 

．
 

分
  

 
円
  

 

2
  

 
 

 
 

か
ら
(
 
 
 

 
)
 
 
ま

で
 

．
 

 
 

 
 

 
 

 
 

3
  

 
 

 
 

か
ら
(
 
 
 

 
)
 
 
ま

で
 

．
 

 
 

 
 

 
 

 
 

4
  

 
 

 
 

か
ら
(
 
 
 

 
)
 
 
ま

で
 

．
 

 
 

 
 

 
 

 
 

5
  

 
 

 
 

か
ら
(
 
 
 

 
)
 
 
ま

で
 

．
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

か
ら
(
 
 
 

 
)
 
 
ま

で
 

．
 

 
 

 
 

 
 

 
 

自
動

車
等

の
使

用
距

離
  

 

㎞
 

．
 

㎞
 

．
 

 
 

他
に

利
用

で
き

る
交

通
機

関
等

の
名

称
及

び
利

用
区
間
等

 
 
 

 
総

通
勤

距
離

が
2
㎞

未
満

の
場

合
交

通
機

関
等

又
は

自
動

車
等
を
利

・
使
用

す
る
理

由
  

 
総

通
勤

距
離
 

㎞
 

総
所

要
時

間
 

分
 

記
入
上
の
注
意
 

１
 
こ
の
届
に
は
通
常
行
つ
て
い
る
通
勤
の
実
情
の
み
を
記
入
し
、
例
外
的
な
方
法
等
は
記
入
し
な
い
。
 

２
 
「
勤
務
公
署
名
」
欄
に
は
、
本
庁
に
あ
つ
て
は
部
課
名
、
出
先
機
関
に
あ
つ
て
は
出
先
機
関
名
を
記
入
す

る
。
 

３
 
「
通
勤
方
法
」
欄
に
は
、
通
勤
の
順
路
に
従
い
、
徒
歩
、
自
動
車
、
○
○
線
、
○
○
新
幹
線
等
の
別
を
記

入
す
る
。
 

４
 
「
乗
車
券
等
の
種
類
」
欄
に
は
、
1箇

月
定
期
、
10枚

綴
回
数
券
、
優
待
乗
車
券
等
の
別
を
記
入
す
る
。
 

５
 
「
左
欄
の
乗
車
券
等
の
額
」
欄
に
は
、
1箇

月
定
期
の
額
、
10枚

綴
回
数
券
の
額
等
乗
車
券
等
に
応
ず
る
額

を
記
入
す
る
。
 

６
 
「
備
考
」
欄
に
は
、
定
期
券
を
持
た
な
い
理
由
、
回
数
券
の
片
道
及
び
月
間
の
使
用
枚
数
等
を
記
入
す
る
。 

７
 
往
路
と
帰
路
と
異
な
る
場
合
は
、
「
備
考
」
欄
に
そ
の
旨
と
理
由
を
記
入
す
る
。
 

８
 
「
自
動
車
等
の
使
用
距
離
」
欄
に
は
、
自
動
車
等
使
用
者
に
あ
つ
て
は
住
居
（
建
物
）
の
出
入
口
か
ら
勤

務
公
署
の
庁
舎
の
出
入
口
ま
で
の
距
離
を
、
併
用
者
に
あ
つ
て
は
住
居
（
建
物
）
若
し
く
は
勤
務
公
署
の
庁

舎
の
出
入
口
か
ら
交
通
機
関
の
利
用
駅
（
停
留
所
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
出
入
口
ま
で
又
は
交
通
機
関

の
利
用
駅
の
出
入
口
か
ら
交
通
機
関
の
利
用
駅
の
出
入
口
ま
で
の
距
離
を
記
入
す
る
。
な
お
、
併
用
者
に
お

い
て
自
動
車
等
の
使
用
距
離
区
分
が
２
以
上
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
動
車
等
の
使
用
距
離
を
記
入
す

る
。
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紙
 

確
認

及
び

決
定

欄
 

順路 

算
出
の
基

礎
と

な
る
交
通

機
関

等
 

定
期

券
回

数
券

そ
の

他
の

別
 

運
賃

等
の

額
の

算
出

基
礎
 

運
賃

等
の

額
 

 

運
 
賃
 

改
 
正

 
 

 
年
 

月
 
日

 
運

 
賃
 

改
 
正
 

 
 
年
 

月
 
日
 
運

 
賃
 

改
 
正

 
 

 
年
 

月
 
日

 

交
通

機
関

の
名
称

 
 
利

用
区

間
 

算
出
基
礎

 運
賃
等

 
の

額
 
 

 算
出
基
礎

 運
賃
等

 
の

額
 

算
出
基
礎
 運

賃
等

 
の

額
 

1
 
 

 
 

 
 

 
 
 

円
  

 
 
 

 
 

 
円
  

 
 
 

 
 

 
円

  
 
 
 

 
 

 
円
 

2
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

3
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

4
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

計
 

円
  

 
円
  

 
円

  
 

円
 

自
動
車
等

の
額

 
(
自
動

車
等
の

使
用
距

離
 
・
 

㎞
) 

(
自
動

車
等
の

使
用
距

離
 
・
 

㎞
) 

円
 
距

離
対

応
 

額
改

正
 

年
 月

 日
 

円
 
距

離
対

応
 

額
改

正
 

年
 月

 日
 

円
 
距

離
対

応
 

額
改

正
 

年
 月

 日
 

円
 

併
用

者
の

額
(運

賃
等
相

当
額
と

自
動
車

等
の
額
の

合
計
額

、
運
賃

等
相
当

額
又
は

自
動
車
等

の
額

) 

円
 

 
 

円
 

 
 

円
 

 
 

円
 

決定事項 

該
当
・
非

該
当
の

別
 

支
給
の
始

期
等
 

通
勤
手
当

等
の
額
 

算
出
基
礎
 

摘
要
 

□
該
当

 
 

□
交
通

機
関
等

利
用
 

 
□
自
動

車
等
使

用
 

 
□
交
通

機
関
等

と
自
動

車
等
の
 

併
用
 

 
□
夜
間

勤
務
 

□
非
該
当

 
理

由
 

年
 
月
 

日
か
ら
 

年
 
月
 

日
ま
で
  

円
 

 
 

 
 
 

年
 
月
 

日
か
ら
 

年
 
月
 

日
ま
で
  

円
 

 
 

 
 
 

年
 
月
 

日
か
ら
 

年
 
月
 

日
ま
で
  

円
 

 
 

 
 
 

年
 
月
 

日
か
ら
 

年
 
月
 

日
ま
で
  

円
 

 
 

 
 
 

年
 
月
 

日
か
ら
 

年
 
月
 

日
ま
で
  

円
 

 
 

 
 
 

年
 
月
 

日
か
ら
 

年
 
月
 

日
ま
で
  

円
 

 
 

 
 
 

年
 
月
 

日
か
ら
 

年
 
月
 

日
ま

で
  

円
 

 
 

 
 
 

年
 
月
 

日
か
ら
 

年
 
月
 

日
ま
で
  

円
 

 
 

 
 
 

上
記
の
と

お
り
確

認
し
、

決
定
す

る
。
 

 
 
 
 

 
 
 

 
年
 

 
月
 

 
日

 

決 裁 

職
 
名
 

 
 

 
 

 
 
 

印
 

 
 

 
 

 
 
 

 

(
裏

) 

 

通
勤

経
路

の
略

図
（

経
路

朱
線
）
 

（
通

勤
距

離
３

㎞
未

満
の

場
合

は
、
詳

細
に

記
入

の
こ

と
。
）
 

摘
要
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単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
三
十
二
号

　
　
　

�

単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
施
行�

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則
（
昭
和
三�

十
二
年
福
岡
県
規
則
第
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
三
条
第
一
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

　

�　

た
だ
し
、
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項

に
規
定
す
る
職
員
（
以
下
「
会
計
年
度
任
用
職
員
」
と
い
う
。
）
の
号
給
に
あ
つ
て
は
、
職
務
内
容

、
免
許
資
格
、
経
験
年
数
等
を
考
慮
し
、
別
に
定
め
る
。

　

第
三
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５　

前
二
項
の
規
定
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
に
は
適
用
し
な
い
。

　

第
五
条
中
「
（
短
時
間
勤
務
職
員
（
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第

二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員
及
び
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
十
号
）
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
短
時
間
勤
務
又
は

同
法
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
あ
つ
て
は

、
そ
の
額
に
そ
の
者
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
一
週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
を
三
十
八
時
間
四
十
五
分
で

除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
）
と
し
、
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数

を
切
り
捨
て
た
額
」
を
削
り
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２�　

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
給
料
の
調
整
を
行
う
職
員
の
う
ち
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
職
員
の
給
料
の
調
整
額
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

　

一�　

短
時
間
勤
務
職
員
（
地
方
公
務
員
法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職

を
占
め
る
職
員
及
び
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
十
号
）

第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
短
時
間
勤
務
又
は
同
法
第
十
七
条
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
を

し
て
い
る
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）　

前
項
の
規
定
に
よ
り
得
た
額
に
そ
の
者
に
つ
い
て
定

め
ら
れ
た
一
週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
を
三
十
八
時
間
四
十
五
分
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得

た
額

　

二�　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
う
ち
、
地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る

職
員
（
以
下
「
第
一
号
会
計
年
度
任
用
職
員
」
と
い
う
。
）　

前
項
の
規
定
に
よ
り
得
た
額
を
二�

十
一
で
除
し
た
額
に
知
事
が
定
め
る
一
日
の
勤
務
時
間
を
七
時
間
四
十
五
分
で
除
し
て
得
た
数
を

乗
じ
て
得
た
額

３�　

前
二
項
の
規
定
に
よ
り
得
た
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
た

額
と
す
る
。

　

第
九
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
を
「
第
一
項
及
び
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、

同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３�　

前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の
期
末
手
当
基
礎
額
に
つ
い
て
は

、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
、
費
用
弁
償
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
令
和
二
年
福
岡

県
規
則
第
三
十
一
号
。
以
下
「
会
計
年
度
任
用
職
員
規
則
」
と
い
う
。
）
第
十
八
条
に
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
る
。

　

第
十
一
条
を
第
十
六
条
と
し
、
第
十
条
の
次
に
次
の
五
条
を
加
え
る
。

　

（
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
の
支
給
方
法
等
）

第�

十
一
条　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
の
支
給
方
法
、
給
料
及
び
特
殊
勤
務
手
当
を
除
く
そ
の
他
の

給
与
の
額
、
一
時
差
止
処
分
の
取
消
し
の
申
立
て
、
給
与
の
減
額
並
び
に
休
職
者
の
給
与
に
つ
い
て

は
、
第
九
条
及
び
次
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与

、
費
用
弁
償
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
（
令
和
元
年
福
岡
県
条
例
第
四
号
）
の
適
用
と
な
る
職
員
の

例
に
よ
る
。
た
だ
し
、
同
条
例
第
八
条
、
第
九
条
第
三
項
後
段
及
び
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
は
、

第
一
号
会
計
年
度
任
用
職
員
に
は
適
用
せ
ず
、
第
一
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
の
支
給
方
法
、

給
与
の
額
、
給
与
の
減
額
、
休
職
者
の
給
与
及
び
勤
務
一
時
間
当
た
り
の
給
与
の
額
に
つ
い
て
、
同

条
例
第
七
条
中
「
報
酬
」
と
あ
る
の
は
「
給
料
」
と
、
同
条
例
第
九
条
（
第
三
項
後
段
を
除
く
。
）

か
ら
第
十
一
条
ま
で
の
規
定
中
「
報
酬
」
と
あ
る
の
は
「
給
与
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

　

（
会
計
年
度
任
用
職
員
の
地
域
手
当
）

第�

十
二
条　

第
一
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の
地
域
手
当
の
額
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
会
計
年
度
任
用
職

員
規
則
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
地
域
手
当
の
額
に
相
当
す
る
額
の
例
に
よ
る
。

　

（
会
計
年
度
任
用
職
員
の
通
勤
手
当
）
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第�

十
三
条　

第
一
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の
通
勤
手
当
の
額
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
会
計
年
度
任
用
職

員
規
則
第
二
十
条
に
規
定
す
る
通
勤
手
当
に
相
当
す
る
費
用
弁
償
の
額
の
例
に
よ
る
。

　

（
会
計
年
度
任
用
職
員
の
時
間
外
勤
務
手
当
等
）

第�

十
四
条　

第
一
号
会
計
年
度
職
員
の
時
間
外
勤
務
手
当
、
休
日
勤
務
手
当
及
び
夜
間
勤
務
手
当
の
額

の
算
定
に
つ
い
て
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
規
則
第
三
条
か
ら
第
五
条
ま
で
に
規
定
す
る
時
間
外
勤

務
手
当
に
相
当
す
る
報
酬
、
休
日
に
お
け
る
正
規
の
勤
務
時
間
の
報
酬
及
び
夜
間
勤
務
手
当
に
相
当

す
る
報
酬
の
額
の
例
に
よ
る
。

　

（
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
の
調
整
）

第�

十
五
条　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
県
職
員
給
与
条
例
の
適
用
を
受

け
る
職
員
と
の
権
衡
、
職
務
の
特
殊
性
そ
の
他
特
別
の
事
情
に
よ
り
こ
の
規
則
の
規
定
に
よ
る
こ
と

が
困
難
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
。

　

別
表
第
二
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
こ
の
規
則
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
）

２�　

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
則
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
福
岡
県
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
二
年
福
岡
県
条
例
第
四
十
一
号
）
の
適
用
を
受
け
る
職
員
の
例
に

よ
る
。

　

福
岡
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
三
十
三
号

　
　
　

福
岡
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
行
政
組
織
規
則
（
昭
和
三
十
四
年
福
岡
県
規
則
第
六
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

　

第
七
条
第
二
項
第
一
号
の
表
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
、
同
表

県
民
情
報
広
報
課
の
項
中
「
報
道
係　

広
報
係
」
を
「
報
道
係　

企
画
係　

広
報
係
」
に
改
め
る
。

　

第
七
条
第
二
項
第
三
号
の
表
中
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
の
項
を
削
り
、
同
表
生
活
安
全
課
の
項
中
「
安
全

企
画
係　

女
性
・
子
ど
も
安
全
係
」
を
「
地
域
防
犯
推
進
係　

性
暴
力
・
犯
罪
被
害
対
策
係
」
に
改
め

、
同
表
中
私
学
振
興
・
青
少
年
育
成
局
の
部
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　

第
七
条
第
二
項
第
五
号
の
表
子
育
て
支
援
課
の
項
中
「
保
育
企
画
係
」
を
「
保
育
企
画
係　

保
育
人

材
確
保
係
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
の
表
循
環
型
社
会
推
進
課
の
項
中
「
リ
サ
イ
ク
ル
係
」
を
「
リ
サ

イ
ク
ル
係　

事
業
化
推
進
係
」
に
改
め
、
同
項
第
七
号
の
表
観
光
局
の
部
観
光
政
策
課
の
項
中
「
観
光

１　
　
級

定
型
的
な
業
務
を
行
う
技
能
員
の
職
務

２　
　
級

技
能
員
の
職
務

１　
　
級

定
型
的
な
業
務
を
行
う
技
能
員
の
職
務

会
計
年
度
任
用
職
員
の
職
務

２　
　
級

技
能
員
の
職
務

困
難
な
業
務
を
行
う
会
計
年
度
任
用
職
員
の
職
務

行
政
経
営
企

画
課

人　

事　

課

行
政
経
営
企

画
課

総
務
係　

経
営
企
画
係　

働
き
方
改
革
係　

法
務
係　

公
益
法
人
・
宗

教
係　

文
書
係

人　

事　

課

総
務
係　

人
事
第
一
係　

人
事
第
二
係　

組
織
定
数
係　

給
与
係

スポーツ局

ス
ポ
ー

ツ
企
画

課

企
画
管
理
係　

ス
ポ
ー
ツ
交
流
係

ス
ポ
ー

ツ
振
興

課

地
域
ス
ポ
ー
ツ
係　

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
係
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資
源
係
」
を
「
観
光
地
域
づ
く
り
係
」
に
、
同
部
観
光
振
興
課
の
項
中
「
受
入
環
境
係
」
を
「
観
光
産

業
係
」
に
改
め
、
同
項
第
九
号
の
表
水
資
源
対
策
課
の
項
中
「
振
興
係
」
を
削
る
。

　

第
七
条
の
二
の
表
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
る
。

　

第
八
条
第
五
項
中
「
私
学
振
興
・
青
少
年
育
成
局
」
の
下
に
「
、
ス
ポ
ー
ツ
局
」
を
加
え
、
同
条
第

十
二
項
中
「
企
画
広
報
監
」
の
下
に
「
及
び
企
画
広
報
主
幹
」
を
加
え
、
同
条
第
十
六
項
中
「
、
環
境

部
監
視
指
導
課
に
廃
棄
物
対
策
専
門
監
を
」
を
削
る
。

　

第
十
一
条
第
一
号
中
「
行
政
シ
ス
テ
ム
改
革
」
を
「
行
政
改
革
」
に
改
め
、
同
条
中
第
二
号
を
削
り

、
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

四　

公
の
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
十
一
条
中
第
二
十
五
号
を
第
二
十
六
号
と
し
、
第
五
号
か
ら
第
二
十
四
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り

下
げ
、
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

五　

事
業
の
執
行
の
効
率
化
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
十
一
条
に
次
の
六
項
を
加
え
る
。

２�　

行
政
経
営
企
画
課
総
務
係
の
所
掌
事
務
は
、
前
項
第
十
九
号
か
ら
第
二
十
三
号
ま
で
、
第
二
十
五

号
及
び
第
二
十
六
号
に
掲
げ
る
事
務
と
す
る
。

３�　

行
政
経
営
企
画
課
経
営
企
画
係
の
所
掌
事
務
は
、
第
一
項
第
一
号
、
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ

る
事
務
と
す
る
。

４�　

行
政
経
営
企
画
課
働
き
方
改
革
係
の
所
掌
事
務
は
、
第
一
項
第
二
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
事
務

と
す
る
。

５�　

行
政
経
営
企
画
課
法
務
係
の
所
掌
事
務
は
、
第
一
項
第
九
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
及
び
第
十
六
号

に
掲
げ
る
事
務
と
す
る
。

６�　

行
政
経
営
企
画
課
公
益
法
人
・
宗
教
係
の
所
掌
事
務
は
、
第
一
項
第
十
七
号
及
び
第
十
八
号
に
掲

げ
る
事
務
と
す
る
。

７�　

行
政
経
営
企
画
課
文
書
係
の
所
掌
事
務
は
、
第
一
項
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
及
び
第
二
十
四
号

に
掲
げ
る
事
務
と
す
る
。

　

第
十
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

（
人
事
課
の
所
掌
事
務
）

第�

十
二
条　

第
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
総
務
部
人
事
課
の
各
係
ご
と
の
所
掌
事
務
は
、
次
の
と
お
り

と
す
る
。

　

一　

総
務
係

　
　

イ�　

地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
の
規
定
に
基
づ
く
職
員
団
体
及

び
地
方
公
営
企
業
等
の
労
働
関
係
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
八
十
九
号
）

の
規
定
に
基
づ
く
職
員
の
労
働
組
合
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

ロ　

職
員
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
他
課
に
属
し
な
い
こ
と
。

　
　

ハ　

職
員
の
服
務
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

ニ　

職
員
表
彰
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

ホ　

内
部
統
制
の
評
価
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

ヘ�　

庶
務
に
関
す
る
こ
と
（
総
務
部
人
事
課
内
部
統
制
室
に
係
る
も
の
（
公
印
の
管
守
、
職
員
の

服
務
、
文
書
の
収
受
、
発
送
、
編
集
及
び
保
存
並
び
に
公
文
書
の
開
示
等
に
関
す
る
こ
と
を
除

く
。
）
を
含
む
。
）
。

　
　

ト　

財
務
会
計
に
関
す
る
こ
と
（
総
務
部
人
事
課
内
部
統
制
室
に
係
る
も
の
を
含
む
。
）
。

　

二　

人
事
第
一
係

　
　

イ　

職
員
の
任
免
及
び
分
限
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
事
務
職
員
に
関
す
る
こ
と
。

　

三　

人
事
第
二
係

　
　

イ�　

職
員
の
任
免
及
び
分
限
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
技
術
職
員
及
び
労
務
職
員
に
関
す
る
こ
と

。

　
　

ロ　

職
員
の
研
修
そ
の
他
能
力
の
開
発
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

ハ　

職
員
研
修
所
に
関
す
る
こ
と
。

　

四　

組
織
定
数
係

　
　

イ　

行
政
組
織
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

ロ　

職
員
の
定
数
に
関
す
る
こ
と
。

文
化
振
興
課

九
州
国
立
博
物
館
室

世
界
遺
産
室

文
化
振
興
課

九
州
国
立
博
物
館
室

世
界
遺
産
室

新
県
立
美
術
館
建
設
室
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ハ　

権
限
の
配
分
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

ニ　

事
務
管
理
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
他
課
に
属
し
な
い
こ
と
。

　

五　

給
与
係

　
　

イ　

職
員
の
給
与
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

ロ　

職
員
で
あ
つ
た
者
の
退
職
手
当
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

ハ　

報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
旅
費
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
十
三
条
第
一
号
中
「
内
部
統
制
」
の
下
に
「
の
推
進
」
を
加
え
る
。

　

第
十
五
条
第
六
号
イ
中
「
及
び
産
業
廃
棄
物
税
」
を
「
、
産
業
廃
棄
物
税
及
び
宿
泊
税
」
に
改
め
る

。
　

第
二
十
条
の
二
の
二
第
一
号
中
ロ
を
削
り
、
ハ
を
ロ
と
し
、
ニ
か
ら
へ
ま
で
を
ハ
か
ら
ホ
ま
で
と
し

、
同
条
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
同
条
第
二
号
イ
中
「
総
合
企
画
、
調
整

及
び
」
を
削
り
、
同
号
中
ハ
を
削
り
、
同
号
を
同
条
第
三
号
と
し
、
同
条
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を

加
え
る
。

　

二　

企
画
係

　
　

イ　

県
行
政
に
係
る
広
報
の
総
合
企
画
及
び
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

ロ　

県
行
政
に
係
る
重
点
的
な
広
報
の
実
施
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

ハ　

広
報
担
当
監
会
議
の
企
画
運
営
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
二
十
条
の
十
第
一
号
中
「
、
商
業
統
計
調
査
」
を
削
り
、
同
条
第
二
号
中
「
、
個
人
企
業
経
済
調

査
」
及
び
「
、
経
済
産
業
省
生
産
動
態
統
計
調
査
、
商
業
動
態
統
計
調
査
」
を
削
る
。

　

第
二
十
二
条
第
一
号
中
ヘ
を
削
り
、
ホ
を
ヘ
と
し
、
ニ
を
ホ
と
し
、
ハ
を
ニ
と
し
、
ロ
の
次
に
次
の

よ
う
に
加
え
る
。

　
　

ハ　

福
岡
県
文
化
芸
術
振
興
審
議
会
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
二
十
二
条
第
一
号
リ
及
び
ヌ
中
「
及
び
世
界
遺
産
推
進
室
」
を
「
、
世
界
遺
産
室
及
び
県
立
美
術

館
建
設
室
」
に
改
め
る
。

　

第
二
十
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

（
文
化
振
興
課
新
県
立
美
術
館
建
設
室
の
所
掌
業
務
）

第�

二
十
五
条　

第
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
人
づ
く
り
・
県
民
生
活
部
文
化
振
興
課
新
県
立
美
術

館
建
設
室
の
所
掌
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

一　

新
県
立
美
術
館
の
建
設
に
関
す
る
こ
と
。

　

二�　

庶
務
に
関
す
る
こ
と
の
う
ち
、
公
印
の
管
守
、
職
員
の
服
務
、
文
書
の
収
受
、
発
送
、
編
集
及

び
保
存
並
び
に
公
文
書
の
開
示
等
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
二
十
八
条
第
一
号
ニ
中
「
福
岡
県
自
転
車
の
安
全
で
適
正
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
条
例
（
平
成

二
十
九
年
福
岡
県
条
例
第
八
号
）
」
を
「
福
岡
県
自
転
車
の
安
全
で
適
正
な
利
用
の
促
進
及
び
活
用
の

推
進
に
関
す
る
条
例
（
令
和
二
年
福
岡
県
条
例
第
九
号
）
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
安
全
企
画
係

」
を
「
地
域
防
犯
推
進
係
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
事
務
の
う
ち
、
他
係
に
属
し
な
い
」
を
削
り
、
同

条
第
三
号
中
「
女
性
・
子
ど
も
安
全
係
」
を
「
性
暴
力
・
犯
罪
被
害
対
策
係
」
に
改
め
、
ニ
を
削
る
。

　

第
三
十
条
の
二
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

　

（
ス
ポ
ー
ツ
局
ス
ポ
ー
ツ
企
画
課
の
所
掌
事
務
）

第�

三
十
条
の
三　

第
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
人
づ
く
り
・
県
民
生
活
部
ス
ポ
ー
ツ
局
ス
ポ
ー
ツ
企
画

課
の
所
掌
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

一　

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
関
す
る
総
合
企
画
及
び
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

　

二　

福
岡
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
に
関
す
る
こ
と
。

　

三　

福
岡
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
基
金
に
関
す
る
こ
と
。

　

四　

ス
ポ
ー
ツ
交
流
に
関
す
る
こ
と
。

　

五　

ス
ポ
ー
ツ
大
会
及
び
合
宿
等
の
誘
致
及
び
開
催
に
関
す
る
こ
と
。

　

六　

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
こ
と
。

　

七�　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
関
す
る
こ
と
（
次
号
に
掲
げ
る
事
務
を
除
く

。
）
。

　

八�　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
関
す
る
こ
と
（
聖
火
リ
レ
ー
に
関
す
る
こ
と

に
限
る
。
）
。

　

九�　

庶
務
に
関
す
る
こ
と
（
人
づ
く
り
・
県
民
生
活
部
ス
ポ
ー
ツ
局
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
に
係
る
も
の

（
公
印
の
管
守
、
職
員
の
服
務
、
文
書
の
収
受
、
発
送
、
編
集
及
び
保
存
並
び
に
公
文
書
の
開
示

等
に
関
す
る
こ
と
を
除
く
。
）
を
含
む
。
）

　

十　

人
づ
く
り
・
県
民
生
活
部
ス
ポ
ー
ツ
局
の
予
算
の
総
括
に
関
す
る
こ
と
。

　

十
一　

財
務
会
計
に
関
す
る
こ
と
。

２�　

ス
ポ
ー
ツ
企
画
課
企
画
管
理
係
の
所
掌
事
務
は
、
前
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
及
び
第
九
号
か

ら
第
十
一
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
務
と
す
る
。

３�　

ス
ポ
ー
ツ
企
画
課
ス
ポ
ー
ツ
交
流
係
の
所
掌
事
務
は
、
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
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る
事
務
と
す
る
。

　

（
ス
ポ
ー
ツ
局
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
の
所
掌
事
務
）

第�
三
十
条
の
四　

第
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
人
づ
く
り
・
県
民
生
活
部
ス
ポ
ー
ツ
局
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
の
所
掌
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

一　

地
域
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　

イ　

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

ロ　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

ハ　

県
民
体
育
大
会
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

ニ　

ス
ポ
ー
ツ
団
体
（
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
団
体
を
除
く
。
）
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

ホ�　

庶
務
に
関
す
る
こ
と
の
う
ち
、
公
印
の
管
守
、
職
員
の
服
務
、
文
書
の
収
受
、
発
送
、
編
集

及
び
保
存
並
び
に
公
文
書
の
開
示
等
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

へ　

財
務
会
計
に
関
す
る
こ
と
。

　

二　

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　

イ　

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

ロ　

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
三
十
一
条
の
三
第
三
号
中
ル
を
ヲ
と
し
、
ヌ
を
ル
と
し
、
リ
を
ヌ
と
し
、
チ
の
次
に
次
の
よ
う
に

加
え
る
。

　
　

リ�　

農
林
水
産
物
及
び
食
品
の
輸
出
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
五
十
七
号
）
の

施
行
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
乳
肉
及
び
水
産
食
品
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
三
十
一
条
の
五
第
四
号
ロ
中
「
覚
せ
い
剤
取
締
法
」
を
「
覚
醒
剤
取
締
法
」
に
改
め
る
。

　

第
三
十
一
条
の
六
第
三
号
ロ
中
「
並
び
に
審
査
請
求
」
を
「
、
審
査
請
求
」
に
改
め
、
「
並
び
に
指

定
訪
問
看
護
事
業
者
に
対
す
る
指
導
」
を
削
り
、
同
条
第
四
号
イ
中
「
、
報
告
等
及
び
監
督
」
を
「
及

び
報
告
等
」
に
改
め
る
。

　

第
三
十
一
条
の
七
の
五
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

（
子
育
て
支
援
課
の
所
掌
事
務
）

第�

三
十
一
条
の
七
の
五　

第
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
福
祉
労
働
部
子
育
て
支
援
課
の
各
係
ご
と
の
所

掌
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

一　

出
会
い
・
子
育
て
応
援
係

　
　

イ�　

社
会
福
祉
法
の
施
行
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
同
法
第
二
条
第
三
項
第
二
号
に
規
定
す
る
子

育
て
短
期
支
援
事
業
、
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
、
一
時
預
か
り
事
業
、
子
育
て
援
助
活
動

支
援
事
業
及
び
児
童
厚
生
施
設
を
経
営
す
る
事
業
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

ロ　

児
童
福
祉
思
想
の
普
及
啓
発
及
び
児
童
文
化
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

ハ　

出
会
い
応
援
及
び
子
育
て
支
援
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

ニ　

庶
務
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

ホ　

財
務
会
計
に
関
す
る
こ
と
。

　

二　

保
育
企
画
係

　
　

イ�　

児
童
福
祉
法
の
施
行
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
同
法
第
二
十
一
条
の
九
に
規
定
す
る
子
育
て

支
援
事
業
に
関
す
る
事
務
で
他
課
及
び
他
係
に
属
し
な
い
こ
と
。

　
　

ロ�　

社
会
福
祉
法
の
施
行
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
同
法
第
二
条
第
三
項
第
二
号
に
規
定
す
る
病

児
保
育
事
業
及
び
児
童
の
福
祉
の
増
進
に
つ
い
て
相
談
に
応
ず
る
事
業
の
う
ち
利
用
者
支
援
事

業
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

ハ�　

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
二
十
号
）
の
施
行
に
関
す
る
こ
と

。

　
　

ニ�　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
の
施
行
に
関
す
る
事
務
の

う
ち
、
他
課
及
び
他
係
に
属
し
な
い
こ
と
。

　
　

ホ　

少
子
化
対
策
の
総
合
企
画
、
調
査
及
び
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

ヘ　

保
育
行
政
の
総
合
企
画
、
調
査
及
び
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

ト　

待
機
児
童
対
策
に
関
す
る
こ
と
。

　

三　

保
育
人
材
確
保
係

　
　

イ　

児
童
福
祉
法
の
施
行
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
保
育
士
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

ロ　

保
育
士
の
確
保
及
び
人
材
育
成
に
関
す
る
こ
と
。

　

四　

保
育
施
設
係

　
　

イ�　

社
会
福
祉
法
の
施
行
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
同
法
第
二
条
第
三
項
第
二
号
に
規
定
す
る
小

規
模
保
育
事
業
及
び
保
育
所
を
経
営
す
る
事
業
並
び
に
第
二
号
の
二
に
規
定
す
る
幼
保
連
携
型

認
定
こ
ど
も
園
を
経
営
す
る
事
業
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

ロ�　

就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
八
年
法
律
第
七
十
七
号
）
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

ハ�　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
施
行
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
施
設
型
給
付
費
、
地
域
型
保
育
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給
付
費
及
び
施
設
等
利
用
費
に
関
す
る
事
務
で
他
課
に
属
し
な
い
も
の
。

　

第
三
十
一
条
の
九
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

（
循
環
型
社
会
推
進
課
の
所
掌
事
務
）

第�

三
十
一
条
の
九
の
二　

第
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
環
境
部
循
環
型
社
会
推
進
課
の
各
係
ご
と
の
所

掌
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

一　

企
画
係

　
　

イ�　

廃
棄
物
の
発
生
抑
制
、
再
使
用
の
促
進
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
係
る
企
画
、
調
整
及
び

啓
発
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

ロ　

ご
み
固
形
燃
料
に
よ
る
発
電
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

ハ　

庶
務
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

ニ　

財
務
会
計
に
関
す
る
こ
と
。

　

二　

リ
サ
イ
ク
ル
係

　
　

イ�　

容
器
包
装
に
係
る
分
別
収
集
及
び
再
商
品
化
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
七
年
法
律
第

百
十
二
号
）
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

ロ　

特
定
家
庭
用
機
器
再
商
品
化
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
七
号
）
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

ハ�　

使
用
済
小
型
電
子
機
器
等
の
再
資
源
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
五�

十
七
号
）
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

ニ　

公
共
関
与
に
よ
る
産
業
廃
棄
物
処
理
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

ホ　

リ
サ
イ
ク
ル
製
品
の
利
用
促
進
に
関
す
る
こ
と
。

　

三　

事
業
化
推
進
係

　
　

イ�　

食
品
ロ
ス
の
削
減
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
十
九
号
）
の
施
行
に
関
す
る

こ
と
。

　
　

ロ　

リ
サ
イ
ク
ル
技
術
の
開
発
の
促
進
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

ハ　

リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の
開
発
の
促
進
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

ニ　

新
た
な
リ
サ
イ
ク
ル
の
事
業
化
の
促
進
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

ホ　

公
益
財
団
法
人
福
岡
県
リ
サ
イ
ク
ル
総
合
研
究
事
業
化
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
三
十
二
条
の
二
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
を
第
二
号
と
し
、

同
号
の
前
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

一�　

地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進
に
よ
る
地
域
の
成
長
発
展
の
基
盤
強
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十�

九
年
法
律
第
四
十
号
）
の
施
行
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
他
課
に
属
し
な
い
こ
と
。

　
　

ホ　

宿
泊
税
基
金
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
三
十
六
条
第
一
号
中
ハ
を
ト
と
し
、
ロ
を
ヘ
と
し
、
イ
を
ニ
と
し
、
同
号
に
イ
か
ら
ハ
ま
で
と
し

て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　

イ　

通
訳
案
内
士
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
十
号
）
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

ロ�　

国
際
観
光
ホ
テ
ル
整
備
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
七
十
九
号
）
の
施
行
に
関
す
る
こ

と
。

　
　

ハ　

旅
行
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
九
号
）
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
三
十
六
条
第
一
号
ニ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　

ホ　

宿
泊
税
基
金
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
三
十
六
条
第
二
号
中
「
観
光
資
源
係
」
を
「
観
光
地
域
づ
く
り
係
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
観
光

資
源
の
開
発
」
を
「
観
光
地
域
の
魅
力
向
上
」
に
改
め
る
。

　

第
三
十
六
条
の
二
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

三　

観
光
産
業
係

　
　

イ　

観
光
産
業
の
振
興
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
四
十
条
第
一
号
中
チ
を
リ
と
し
、
ト
を
チ
と
し
、
同
号
ヘ
中
「
耕
作
放
棄
地
」
を
「
荒
廃
農
地
」

に
改
め
、
同
号
ヘ
を
同
号
ト
と
し
、
同
号
中
ホ
を
ヘ
と
し
、
ニ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　

ホ　

棚
田
地
域
振
興
法
（
令
和
元
年
法
律
第
四
十
二
号
）
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
四
十
二
条
の
二
第
二
号
中
ロ
を
ハ
と
し
、
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　

ロ�　

農
林
水
産
物
及
び
食
品
の
輸
出
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
他

課
に
属
し
な
い
こ
と
。

　

第
四
十
三
条
第
一
号
中
ロ
を
削
り
、
ハ
を
ロ
と
し
、
ニ
か
ら
ヘ
ま
で
を
ハ
か
ら
ホ
ま
で
と
す
る
。

　

第
四
十
三
条
の
四
第
三
号
中
ト
を
削
り
、
チ
を
ト
と
し
、
リ
を
チ
と
す
る
。

　

第
四
十
三
条
の
五
第
四
号
イ
中
「
及
び
」
を
「
、
」
に
改
め
、
「
農
山
漁
村
活
性
化
整
備
事
業
」
の

下
に
「
及
び
農
地
防
災
事
業
（
農
業
用
た
め
池
整
備
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
同
号
中
ハ
を
ニ
と
し
、

ロ
を
ハ
と
し
、
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　

ロ�　

農
業
用
た
め
池
の
管
理
及
び
保
全
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
一
年
法
律
第
十
七
号
）
の
施

行
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
四
十
三
条
の
五
第
五
号
イ
中
「
こ
と
」
の
下
に
「
（
農
業
用
た
め
池
整
備
を
除
く
。
）
」
を
加
え
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、
同
条
第
七
号
イ
中
「
林
道
」
の
下
に
「
事
業
」
を
加
え
る
。

　

第
四
十
三
条
の
八
第
四
号
中
ハ
を
削
り
、
ニ
を
ハ
と
し
、
ホ
か
ら
チ
ま
で
を
ニ
か
ら
ト
ま
で
と
す
る

。
　

第
四
十
三
条
の
九
第
二
号
中
ト
を
削
り
、
ヘ
を
ト
と
し
、
ロ
か
ら
ホ
ま
で
を
ハ
か
ら
ヘ
ま
で
と
し
、

、
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　

ロ�　

水
産
資
源
保
護
法
の
施
行
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
海
面
漁
業
に
係
る
保
護
水
面
の
管
理
に

関
す
る
こ
と
。

　

第
四
十
三
条
の
九
第
三
号
中
ヌ
を
ル
と
し
、
ヘ
か
ら
リ
ま
で
を
ト
か
ら
ヌ
ま
で
と
し
、
ホ
の
次
に
次

の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　

ヘ�　

内
水
面
漁
業
の
振
興
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
百
三
号
）
の
施
行
に
関
す
る

こ
と
。

　

第
五
十
五
条
の
二
第
一
号
中
ヘ
を
チ
と
し
、
ホ
を
ト
と
し
、
ニ
を
ホ
と
し
、
ホ
の
次
に
次
の
よ
う
に

加
え
る
。

　
　

ヘ　

水
資
源
開
発
地
域
に
係
る
振
興
計
画
の
策
定
及
び
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
五
十
五
条
の
二
第
一
号
中
ハ
を
ニ
と
し
、
ロ
を
ハ
と
し
、
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　

ロ�　

水
源
地
域
対
策
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
八
号
）
の
施
行
に
関
す
る
こ
と

。

　

第
五
十
五
条
の
二
第
三
号
を
削
る
。

　

第
五
十
七
条
第
一
号
中
ヌ
を
ル
と
し
、
リ
を
ヌ
と
し
、
チ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　

リ�　

福
岡
県
屋
外
広
告
物
条
例
（
平
成
十
四
年
福
岡
県
条
例
第
三
十
五
号
）
の
施
行
に
関
す
る
事

務
の
う
ち
、
他
係
に
属
し
な
い
こ
と
。

　

第
五
十
七
条
第
二
号
中
ト
を
チ
と
し
、
ヘ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　

ト　

福
岡
県
屋
外
広
告
物
条
例
の
施
行
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
技
術
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
五
十
九
条
第
二
号
中
チ
を
削
り
、
リ
を
チ
と
す
る
。

　

第
六
十
五
条
第
一
項
第
二
号
の
表
中
福
岡
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

第
六
十
五
条
第
一
項
第
二
号
の
表
福
岡
県
青
少
年
問
題
協
議
会
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　

第
六
十
五
条
第
一
項
第
二
号
の
表
福
岡
県
卸
売
市
場
審
議
会
の
項
を
削
る
。

　

第
七
十
二
条
の
表
福
岡
県
博
多
県
税
事
務
所
の
項
中

　
　
　
　
　
　
　
　

「
間
税
第
二
係

「
間
税
第
二
係
」
を　

宿
泊
税
係
」
に
改
め
る
。

　

第
七
十
四
条
第
三
号
イ
⑷
並
び
に
ロ
⑴
及
び
⑷
中
「
賦
課
」
の
下
に
「
及
び
犯
則
取
締
り
」
を
加
え

、
同
号
ロ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　

ハ　

宿
泊
税
係

　
　
　

⑴　

県
税
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
宿
泊
税
の
賦
課
及
び
犯
則
取
締
り
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
七
十
四
条
第
二
項
第
三
号
イ
⑴
中
「
及
び
産
業
廃
棄
物
税
」
を
「
、
産
業
廃
棄
物
税
及
び
宿
泊
税

」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
第
三
号
イ
⑴
及
び
同
条
第
四
項
第
二
号
イ
⑴
中
「
産
業
廃
棄
物
税
」
の
下
に

「
、
宿
泊
税
」
を
加
え
、
同
条
第
五
項
第
三
号
イ
⑴
中
「
及
び
産
業
廃
棄
物
税
」
を
「
、
産
業
廃
棄
物

税
及
び
宿
泊
税
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
第
三
号
イ
⑴
中
「
産
業
廃
棄
物
税
」
の
下
に
「
、
宿
泊
税
」

を
加
え
、
同
条
第
七
項
第
一
号
ロ
中
「
及
び
産
業
廃
棄
物
税
」
を
「
、
産
業
廃
棄
物
税
及
び
宿
泊
税
」

に
改
め
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
産
業
廃
棄
物
税
」
の
下
に
「
、
宿
泊
税
」
を
加
え
、
同
条
第
八
項
第
三

号
イ
⑴
及
び
同
条
第
九
項
第
三
号
イ
⑴
中
「
及
び
産
業
廃
棄
物
税
」
を
「
、
産
業
廃
棄
物
税
及
び
宿
泊

税
」
に
改
め
、
同
条
第
十
項
第
二
号
イ
及
び
同
条
第
十
一
項
第
二
号
イ
中
「
産
業
廃
棄
物
税
」
の
下
に

「
、
宿
泊
税
」
を
加
え
る
。

　

第
八
十
一
条
第
二
項
の
表
福
岡
県
東
京
事
務
所
の
項
中
「
港
区
西
新
橋
二
丁
目
八
番
六
号
」
を
「
千

代
田
区
麹
町
一
丁
目
十
二
番
地
一
」
に
改
め
る
。

福
岡
県
文
化
芸
術

振
興
審
議
会

福
岡
県
文
化
芸
術
振
興
条
例
（
令

和
二
年
福
岡
県
条
例
第
七
号
）
の

規
定
に
基
づ
き
知
事
又
は
教
育
委

員
会
の
諮
問
に
応
じ
て
、
文
化
芸

術
に
関
す
る
施
策
の
推
進
に
関
す

人
づ
く
り
・
県

民
生
活
部

文
化
振
興
課

福
岡
県
ス
ポ
ー
ツ

推
進
審
議
会

福
岡
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
条
例
（
令

和
二
年
福
岡
県
条
例
第
八
号
）
の

規
定
に
基
づ
き
知
事
又
は
教
育
委

員
会
の
諮
問
に
応
じ
て
、
ス
ポ
ー

ツ
の
推
進
に
関
す
る
重
要
事
項
等

を
調
査
審
議
し
、
及
び
こ
れ
に
関

し
、
知
事
又
は
教
育
委
員
会
に
意

見
を
述
べ
る
こ
と
。

人
づ
く
り
・
県

民
生
活
部

ス
ポ
ー
ツ
局

ス
ポ
ー
ツ
企
画

課

る
重
要
事
項
等
を
調
査
審
議
し
、

及
び
こ
れ
に
関
し
、
知
事
又
は
教

育
委
員
会
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と

。
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第
八
十
七
条
第
一
項
の
表
福
岡
県
嘉
穂
・
鞍
手
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
の
項
中

「
保
護
第
一
課　
　
　

「
保
護
課

　
　

保
護
第
一
係

　
　

保
護
第
二
係　

を　
　

保
護
第
一
係　

に
、
「
保
護
第
一
課
、
保
護
第
二
課
」
を
「
保
護
課
」
に

　

保
護
第
二
課　

」　
　
　

保
護
第
二
係
」

改
め
、
同
表
福
岡
県
南
筑
後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
の
項
中

　
　
　
　
　
　
　
　

「
健
康
増
進
係　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
食
品
衛
生
第
一
係

「
健
康
増
進
係
」
を　

疾
病
対
策
係
」
に
、
「
食
品
衛
生
係
」
を　

食
品
衛
生
第
二
係
」
に
、
「
柳
川

市
」
を
「
大
牟
田
市
（
第
八
十
九
条
第
八
項
第
八
号
イ
に
規
定
す
る
事
務
に
あ
つ
て
は
、
同
条
第
一
項

第
七
号
イ
、
ロ
、
ニ
か
ら
リ
ま
で
、
ル
、
ワ
、
ヨ
及
び
ソ
に
規
定
す
る
事
務
を
除
く
。
）　

柳
川
市
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
の
表
福
岡
県
南
筑
後
保
健
所
の
項
中
「
柳
川
市
」
を
「
大
牟
田
市　

柳
川
市
」

に
改
め
る
。

　

第
八
十
八
条
第
四
項
中
「
、
福
岡
県
嘉
穂
・
鞍
手
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
」
を
削
り
、
同
条
第
五
項

中
「
福
岡
県
嘉
穂
・
鞍
手
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
」
の
下
に
「
の
保
護
課
」
を
加
え
る
。

　

第
八
十
九
条
第
一
項
第
一
号
ロ
⒃
中
「
覚
せ
い

0

0

剤
取
締
法
」
を
「
覚
醒
剤
取
締
法
」
に
改
め
、
同
項

第
三
号
イ
中
⑹
を
⑺
と
し
、
⑸
を
⑹
と
し
、
⑷
を
⑸
と
し
、
⑶
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　
　

⑷�　

農
林
水
産
物
及
び
食
品
の
輸
出
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、

乳
肉
及
び
水
産
食
品
に
関
す
る
こ
と
（
第
十
項
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
務
及
び
福
岡
県
食

肉
衛
生
検
査
所
の
所
掌
事
務
を
除
く
。
）
。

　

第
八
十
九
条
第
五
項
第
五
号
中
「
保
護
第
一
課
」
を
「
保
護
課
」
に
改
め
、
同
項
中
第
六
号
を
削
り

、
第
七
号
を
第
六
号
と
し
、
第
八
号
を
第
七
号
と
し
、
第
九
号
を
第
八
号
と
し
、
同
条
第
八
項
第
二
号

イ
⑴
中
「
第
一
項
第
二
号
イ
」
を
「
第
一
項
第
二
号
イ
⑵
か
ら
⑸
ま
で
、
⑻
、
⑾
、
⑿
、
⒁
、
⒂
及
び

⒄
」
に
改
め
、
同
号
中
ロ
を
ハ
と
し
、
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　

ロ　

疾
病
対
策
係

　
　
　

⑴　

第
一
項
第
二
号
イ
⑴
、
⑹
、
⑺
、
⑼
、
⑽
、
⒀
及
び
⒃
に
規
定
す
る
事
務

　

第
八
十
九
条
第
八
項
第
三
号
イ
中
「
食
品
衛
生
係
」
を
「
食
品
衛
生
第
一
係
」
に
改
め
、
同
号
中
ハ

を
ニ
と
し
、
ロ
を
ハ
と
し
、
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　

ロ　

食
品
衛
生
第
二
係

　
　
　

⑴　

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
域
に
つ
い
て
、
当
該
下
欄
に
掲
げ
る
事
務

　

第
八
十
九
条
第
十
項
の
表
中

第
八
十
七
条
第
一
項

に
規
定
す
る
、
福
岡

県
北
筑
後
保
健
福
祉

環
境
事
務
所
及
び
福

岡
県
南
筑
後
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
の
管

轄
区
域

　

食
品
衛
生
法
第
二
十
八
条
第
一
項
、
第
三
十
条
第
二
項
並
び
に
第
六
十
二
条
第
一

項
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
事
務
並
び
に
食
品
表
示
法
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
権

限
の
委
任
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
七
年
政
令
第
六
十
八
号
）
第
七
条
第
一
項

第
六
号
に
規
定
す
る
事
務
の
う
ち
食
品
表
示
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
食
品

関
連
事
業
者
等
又
は
食
品
関
連
事
業
者
と
そ
の
事
業
に
関
し
て
関
係
の
あ
る
事
業
者

に
関
す
る
立
入
検
査
、
質
問
及
び
収
去
に
関
す
る
こ
と
並
び
に
農
林
水
産
物
及
び
食

品
の
輸
出
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
十
七
条
第
四
項
及
び
第
三
十
八
条
第
二
項
に
規

定
す
る
事
務
の
う
ち
認
定
を
受
け
た
適
合
施
設
に
関
す
る
こ
と
で
あ
つ
て
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
営
業
に
係
る
も
の

　

一�　

食
品
衛
生
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
二
百
二
十
九
号
）
第
三
十
五

条
第
一
号
の
営
業
の
う
ち
大
量
調
理
施
設
（
同
一
メ
ニ
ュ
ー
を
一
回
三�

百
食
以
上
又
は
一
日
七
百
五
十
食
以
上
を
提
供
す
る
施
設
）
に
該
当
す
る
営
業

、
同
条
第
三
号
の
営
業
の
う
ち
卸
行
為
を
伴
う
営
業
並
び
に
同
条
第
四
号
か
ら

第
八
号
ま
で
、
第
十
一
号
、
第
十
三
号
、
第
十
六
号
か
ら
第
二
十
一
号
ま
で
及

び
第
二
十
三
号
か
ら
第
三
十
四
号
ま
で
の
営
業

　

二�　

卸
売
市
場
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
卸
売
市
場
の
施
設
内
に
お
け
る
食

品
、
添
加
物
、
器
具
、
容
器
包
装
又
は
お
も
ち
や
（
以
下
こ
の
表
中
「
食
品
等

」
と
い
う
。
）
の
販
売
業

　

三�　

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
大
規
模
小
売
店
舗
（

店
舗
面
積
が
三
千
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
場
合
を
除
く
。
）
の
施
設
内
に
お
け

る
食
品
等
の
販
売
業

　

四�　

そ
の
他
前
三
号
に
規
定
す
る
施
設
に
類
似
す
る
施
設
内
に
お
け
る
食
品
等
の

営
業

福
岡
県
筑
紫
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
保
健

衛
生
課
食
品
衛
生
係

第
八
十
七
条
第
一
項

に
規
定
す
る
、
福
岡

県
筑
紫
保
健
福
祉
環

境
事
務
所
、
福
岡
県

粕
屋
保
健
福
祉
事
務

所
、
福
岡
県
糸
島
保

健
福
祉
事
務
所
及
び

福
岡
県
宗
像
・
遠
賀

保
健
福
祉
環
境
事
務

所
の
管
轄
区
域

　

食
品
衛
生
法
第
二
十
八
条
第
一
項
、
第
三
十
条
第
二
項

並
び
に
第
六
十
二
条
第
一
項
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
事

務
並
び
に
食
品
表
示
法
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
権
限
の

委
任
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
七
年
政
令
第
六
十
八

号
）
第
七
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
事
務
の
う
ち
食

品
表
示
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
食
品
関
連
事
業

者
等
又
は
食
品
関
連
事
業
者
と
そ
の
事
業
に
関
し
て
関
係

の
あ
る
事
業
者
に
関
す
る
立
入
検
査
、
質
問
及
び
収
去
に

関
す
る
こ
と
で
あ
つ
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
営
業
に
係

る
も
の

　

一�　

食
品
衛
生
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
二�

百
二
十
九
号
）
第
三
十
五
条
第
一
号
の
営
業
の
う
ち

大
量
調
理
施
設
（
同
一
メ
ニ
ュ
ー
を
一
回
三
百
食
以

上
又
は
一
日
七
百
五
十
食
以
上
を
提
供
す
る
施
設
）

に
該
当
す
る
営
業
、
第
三
号
の
営
業
の
う
ち
卸
行
為

を
伴
う
営
業
、
第
四
号
か
ら
第
八
号
ま
で
、
第
十
一

号
、
第
十
三
号
、
第
十
六
号
か
ら
第
二
十
一
号
ま
で

福
岡
県
田
川
保
健
福

祉
事
務
所
保
健
衛
生

課
食
品
衛
生
係

第
八
十
七
条
第
一
項

に
規
定
す
る
、
福
岡

県
嘉
穂
・
鞍
手
保
健

福
祉
環
境
事
務
所
、

福
岡
県
田
川
保
健
福

祉
事
務
所
及
び
福
岡
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をに
改
め
る
。

　

第
八
十
九
条
中
第
十
一
項
を
削
り
、
第
十
二
項
を
第
十
一
項
と
し
、
第
十
三
項
の
表
中

をに
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
二
項
と
し
、
同
条
第
十
四
項
の
表
上
欄
中
「
福
岡
県
北
筑
後
保
健
福
祉
環

境
事
務
所
」
の
下
に
「
環
境
課
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
十
三
項
と
し
、
同
条
中
第
十
五
項
を
第
十�

四
項
と
し
、
第
十
六
項
を
第
十
五
項
と
す
る
。

　

第
九
十
五
条
第
三
号
イ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　

イ�　

精
神
保
健
及
び
回
復
途
上
に
あ
る
精
神
障
が
い
の
あ
る
人
の
福
祉
に
関
す
る
社
会
復
帰
に
関

す
る
こ
と
。

　

第
九
十
六
条
の
表
福
岡
県
食
肉
衛
生
検
査
所
の
項
中
「
、
大
牟
田
市
」
を
削
る
。

　

第
九
十
八
条
第
一
号
中
ト
を
チ
と
し
、
ヘ
を
ト
と
し
、
ホ
を
ヘ
と
し
、
ニ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え

る
。

　
　

ホ�　

農
林
水
産
物
及
び
食
品
の
輸
出
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
す
る
事
務
（
と
畜
場
及

び
と
畜
場
に
併
設
し
て
営
業
す
る
食
肉
処
理
業
に
係
る
も
の
に
関
す
る
こ
と
に
限
る
。
）
の
う

ち
、
他
課
に
属
し
な
い
こ
と
。

福
岡
県
筑
紫
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
保
健

衛
生
課
食
品
衛
生
係

第
八
十
七
条
第
一
項

に
規
定
す
る
、
福
岡

県
筑
紫
保
健
福
祉
環

境
事
務
所
、
福
岡
県

粕
屋
保
健
福
祉
事
務

所
、
福
岡
県
糸
島
保

健
福
祉
事
務
所
及
び

福
岡
県
宗
像
・
遠
賀

保
健
福
祉
環
境
事
務

所
の
管
轄
区
域

第
八
十
九
条
第
八
項
第
三
号
ロ
⑴
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る

事
務

福
岡
県
田
川
保
健
福

祉
事
務
所
保
健
衛
生

課
食
品
衛
生
係

第
八
十
七
条
第
一
項

に
規
定
す
る
、
福
岡

県
嘉
穂
・
鞍
手
保
健

福
祉
環
境
事
務
所
、

福
岡
県
田
川
保
健
福

祉
事
務
所
及
び
福
岡

県
京
築
保
健
福
祉
環

境
事
務
所
の
管
轄
区

域

福
岡
県
北
筑
後
保
健

福
祉
環
境
事
務
所
環

境
課
地
域
環
境
係

第
八
十
七
条
第
一
項

に
規
定
す
る
、
福
岡

県
北
筑
後
保
健
福
祉

環
境
事
務
所
の
管
轄

区
域
及
び
久
留
米
市

福
岡
県
京
築
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
環
境

課
地
域
環
境
係

第
八
十
七
条
第
一
項

に
規
定
す
る
、
福
岡

県
京
築
保
健
福
祉
環

境
事
務
所
の
管
轄
区

域
及
び
北
九
州
市

福
岡
県
北
筑
後
保
健

福
祉
環
境
事
務
所
地

域
環
境
係

第
八
十
七
条
第
一
項

に
規
定
す
る
、
福
岡

県
北
筑
後
保
健
福
祉

環
境
事
務
所
の
管
轄

区
域
及
び
久
留
米
市

県
京
築
保
健
福
祉
環

境
事
務
所
の
管
轄
区

域

　
　

、
第
二
十
三
号
か
ら
第
三
十
四
号
ま
で
の
営
業

　

二�　

卸
売
市
場
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
卸
売
市

場
の
施
設
内
に
お
け
る
食
品
、
添
加
物
、
器
具
、
容

器
包
装
又
は
お
も
ち
や
（
以
下
こ
の
表
中
「
食
品
等

」
と
い
う
。
）
の
販
売
業

　

三�　

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定

す
る
大
規
模
小
売
店
舗
（
店
舗
面
積
が
三
千
平
方
メ

ー
ト
ル
未
満
の
場
合
を
除
く
。
）
の
施
設
内
に
お
け

る
食
品
等
の
販
売
業

　

四�　

そ
の
他
前
三
号
に
規
定
す
る
施
設
に
類
似
す
る
施

設
内
に
お
け
る
食
品
等
の
営
業

福
岡
県
南
筑
後
保
健

福
祉
環
境
事
務
所
保

健
衛
生
課
食
品
衛
生

係

第
八
十
七
条
第
一
項

に
規
定
す
る
、
福
岡

県
北
筑
後
保
健
福
祉

環
境
事
務
所
及
び
福

岡
県
南
筑
後
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
の
管

轄
区
域

福
岡
県
南
筑
後
保
健

福
祉
環
境
事
務
所
地

域
環
境
課

第
八
十
七
条
第
一
項

に
規
定
す
る
、
福
岡

県
南
筑
後
保
健
福
祉

環
境
事
務
所
の
管
轄

区
域
及
び
大
牟
田
市

福
岡
県
京
築
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
地
域

環
境
係

第
八
十
七
条
第
一
項

に
規
定
す
る
、
福
岡

県
京
築
保
健
福
祉
環

境
事
務
所
の
管
轄
区

域
及
び
北
九
州
市
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第
九
十
八
条
第
二
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　

ホ�　

農
林
水
産
物
及
び
食
品
の
輸
出
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
す
る
事
務
（
と
畜
場
及

び
と
畜
場
に
併
設
し
て
営
業
す
る
食
肉
処
理
業
に
係
る
も
の
に
関
す
る
こ
と
に
限
る
。
）
の
う

ち
、
直
方
市
、
飯
塚
市
、
田
川
市
、
行
橋
市
、
豊
前
市
、
中
間
市
、
筑
紫
野
市
、
春
日
市
、
大

野
城
市
、
宗
像
市
、
太
宰
府
市
、
古
賀
市
、
福
津
市
、
宮
若
市
、
嘉
麻
市
、
糸
島
市
、
那
珂
川

市
、
糟
屋
郡
、
遠
賀
郡
、
鞍
手
郡
、
嘉
穂
郡
、
田
川
郡
、
京
都
郡
及
び
築
上
郡
の
区
域
に
係
る

も
の
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
九
十
八
条
第
三
号
中
ニ
を
ホ
と
し
、
ハ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　

ニ�　

農
林
水
産
物
及
び
食
品
の
輸
出
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
食

鳥
処
理
場
及
び
認
定
小
規
模
食
鳥
処
理
業
者
並
び
に
食
鳥
処
理
場
に
併
設
し
て
営
業
す
る
食
肉

処
理
業
に
係
る
も
の
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
九
十
九
条
の
表
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に

改
め
る
。

　

第
百
条
中
「
福
岡
県
京
築
児
童
相
談
所
に
次
長
を
、
福
岡
県
京
築
児
童
相
談
所
を
除
く
」
を
「
、
」

に
改
め
る
。

　

第
百
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

（
所
掌
事
務
）

第�

百
一
条　

福
岡
県
福
岡
児
童
相
談
所
の
各
課
及
び
各
係
ご
と
の
所
掌
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る

。

　

一　

里
親
・
施
設
課

　
　

イ　

企
画
指
導
係

　
　
　

⑴　

児
童
福
祉
思
想
の
普
及
啓
発
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

⑵　

関
係
機
関
と
民
間
団
体
と
の
連
携
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

⑶　

児
童
相
談
所
及
び
関
係
機
関
の
職
員
の
資
質
向
上
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

⑷　

そ
の
他
児
童
相
談
等
に
関
す
る
企
画
及
び
調
査
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

⑸　

庶
務
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

⑹　

財
務
会
計
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

ロ　

里
親
・
施
設
係

　
　
　

⑴　

里
親
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

⑵　

養
子
縁
組
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

⑶　

施
設
入
所
児
童
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

⑷�　

児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
親
子
の
き
ず
な
再

生
事
業
に
関
す
る
こ
と
。

　

二　

相
談
第
一
課

　
　

イ　

初
動
対
応
係

　
　
　

⑴　

児
童
福
祉
法
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
児
童
虐
待
に
関
す
る
こ
と
。

福
岡
県
福
岡
児
童

相
談
所

相
談
第
一
課

　

企
画
指
導
係

　

相
談
係

相
談
第
二
課

　

相
談
第
一
係

　

相
談
第
二
係

判
定
課

保
護
課

福
岡
県
久
留
米
児

童
相
談
所

相
談
第
一
課

　

相
談
第
一
係

　

相
談
第
二
係

相
談
第
二
課

保
護
課

福
岡
県
田
川
児
童

相
談
所

福
岡
県
大
牟
田
児

童
相
談
所

相
談
第
一
課

相
談
第
二
課

保
護
課

福
岡
県
福
岡
児
童

相
談
所

里
親
・
施
設
課

　

企
画
指
導
係

　

里
親
・
施
設
係

相
談
第
一
課

　

初
動
対
応
係

　

相
談
支
援
係

相
談
第
二
課

判
定
課

保
護
課

福
岡
県
久
留
米
児

童
相
談
所

里
親
・
施
設
課

　

庶
務
係

　

里
親
・
施
設
係

相
談
第
一
課

　

初
動
対
応
係

　

相
談
支
援
係

相
談
第
二
課

保
護
課

福
岡
県
田
川
児
童

相
談
所

福
岡
県
大
牟
田
児

童
相
談
所

相
談
第
一
課

相
談
第
二
課

保
護
課

福
岡
県
宗
像
児
童

里
親
・
施
設
課

　

庶
務
係

　

里
親
・
施
設
係

福
岡
県
宗
像
児
童

相
談
所

福
岡
県
京
築
児
童

相
談
所

相
談
所

相
談
支
援
第
一
課

相
談
支
援
第
二
課

保
護
課

福
岡
県
京
築
児
童

相
談
所

相
談
課

　

相
談
第
一
係

　

相
談
第
二
係
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⑵�　

児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
他
課
及
び
他
係
に

属
し
な
い
こ
と
。

　
　
　

⑶�　

児
童
に
関
す
る
各
般
の
問
題
に
係
る
家
庭
そ
の
他
か
ら
の
相
談
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、

児
童
虐
待
の
通
告
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

⑷�　

児
童
及
び
そ
の
家
庭
の
必
要
な
調
査
並
び
に
こ
れ
ら
に
付
随
す
る
必
要
な
指
導
に
関
す
る

事
務
の
う
ち
、
児
童
虐
待
の
通
告
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

ロ　

相
談
支
援
係

　
　
　

⑴�　

児
童
福
祉
法
の
施
行
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
所
長
の
指
定
す
る
区
域
に
係
る
も
の
に
関

す
る
こ
と
（
他
の
出
先
機
関
、
課
及
び
係
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
。

　
　
　

⑵�　

特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
知
的
障

が
い
の
状
態
の
判
定
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
所
長
の
指
定
す
る
区
域
に
係
る
も
の
に
関
す

る
こ
と
（
他
課
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
。

　
　
　

⑶�　

児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
援
助
方
針
会
議
の

結
果
に
基
づ
く
保
護
者
に
対
す
る
指
導
、
支
援
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
所
長
の
指
定
す
る

区
域
に
係
る
も
の
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

⑷�　

児
童
に
関
す
る
各
般
の
問
題
に
係
る
家
庭
そ
の
他
か
ら
の
相
談
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て

所
長
の
指
定
す
る
区
域
に
係
る
も
の
に
関
す
る
こ
と
（
他
課
及
び
他
係
に
属
す
る
も
の
を
除

く
。
）
。

　
　
　

⑸�　

児
童
及
び
そ
の
家
庭
の
必
要
な
調
査
並
び
に
こ
れ
ら
に
付
随
す
る
必
要
な
指
導
に
関
す
る

事
務
で
あ
つ
て
所
長
の
指
定
す
る
区
域
に
係
る
も
の
に
関
す
る
こ
と
（
他
課
及
び
他
係
に
属

す
る
も
の
を
除
く
。
）
。

　
　
　

⑹�　

児
童
文
化
に
関
す
る
こ
と
で
あ
つ
て
所
長
の
指
定
す
る
区
域
に
係
る
も
の
に
関
す
る
こ
と

。

　

三　

相
談
第
二
課

　
　

イ　

前
号
ロ
に
規
定
す
る
事
務
で
あ
つ
て
所
長
の
指
定
す
る
区
域
に
係
る
も
の
に
関
す
る
こ
と
。

　

四　

判
定
課

　
　

イ�　

特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
個
人
知
能

検
査
及
び
診
断
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

ロ�　

児
童
及
び
そ
の
家
庭
の
医
学
的
、
心
理
学
的
、
教
育
学
的
、
社
会
学
的
及
び
精
神
衛
生
上
の

判
定
並
び
に
こ
れ
ら
に
付
随
す
る
必
要
な
指
導
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

ハ　

児
童
の
精
神
衛
生
知
識
の
啓
発
に
関
す
る
こ
と
。

　

五　

保
護
課

　
　

イ　

児
童
の
一
時
保
護
に
関
す
る
こ
と
。

２�　

福
岡
県
久
留
米
児
童
相
談
所
及
び
福
岡
県
田
川
児
童
相
談
所
の
各
課
及
び
各
係
ご
と
の
所
掌
事
務

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

一　

里
親
・
施
設
課

　
　

イ　

庶
務
係

　
　
　

⑴　

前
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
事
務

　
　
　

⑵�　

前
項
第
一
号
ロ
⑴
に
規
定
す
る
事
務
の
う
ち
、
里
親
の
普
及
啓
発
及
び
登
録
に
関
す
る
こ

と
。

　
　

ロ　

里
親
・
施
設
課

　
　
　

⑴　

前
項
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
事
務
（
他
係
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
。

　

二　

相
談
第
一
課

　
　

イ　

初
動
対
応
係

　
　
　

⑴　

前
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
事
務

　
　

ロ　

相
談
支
援
係

　
　
　

⑴　

前
項
第
二
号
ロ
に
規
定
す
る
事
務

　
　
　

⑵�　

前
項
第
四
号
に
規
定
す
る
事
務
で
あ
つ
て
所
長
の
指
定
す
る
区
域
に
係
る
も
の
に
関
す
る

こ
と
。

　

三　

相
談
第
二
課

　
　

イ　

前
項
第
二
号
ロ
に
規
定
す
る
事
務

　
　

ロ�　

前
項
第
四
号
に
規
定
す
る
事
務
で
あ
つ
て
所
長
の
指
定
す
る
区
域
に
係
る
も
の
に
関
す
る
こ

と
。

　

四　

保
護
課

　
　

イ　

前
項
第
五
号
に
規
定
す
る
事
務

３　

福
岡
県
大
牟
田
児
童
相
談
所
の
各
課
及
び
各
係
ご
と
の
所
掌
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

一　

相
談
第
一
課

　
　

イ　

第
一
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
事
務



第 90 号 増刊②福 岡 県 公 報令和２年３月 31 日　火曜日 70
　
　

ロ�　

第
一
項
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
事
務
で
あ
つ
て
所
長
の
指
定
す
る
区
域
に
係
る
も
の
に
関
す

る
こ
と
。

　
　

ハ�　

第
一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
事
務
で
あ
つ
て
所
長
の
指
定
す
る
区
域
に
係
る
も
の
に
関
す

る
こ
と
。

　
　

ニ　

第
一
項
第
二
号
ロ
に
規
定
す
る
事
務

　
　

ホ�　

第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
事
務
で
あ
つ
て
所
長
の
指
定
す
る
区
域
に
係
る
も
の
に
関
す
る

こ
と
。

　

二　

相
談
第
二
課

　
　

イ�　

第
一
項
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
事
務
で
あ
つ
て
所
長
の
指
定
す
る
区
域
に
係
る
も
の
に
関
す

る
こ
と
。

　
　

ロ�　

第
一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
事
務
で
あ
つ
て
所
長
の
指
定
す
る
区
域
に
係
る
も
の
に
関
す

る
こ
と
。

　
　

ハ　

第
一
項
第
二
号
ロ
に
規
定
す
る
事
務

　
　

ニ�　

第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
事
務
で
あ
つ
て
所
長
の
指
定
す
る
区
域
に
係
る
も
の
に
関
す
る

こ
と
。

　

三　

保
護
課

　
　

イ　

第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
事
務

４　

福
岡
県
宗
像
児
童
相
談
所
の
各
課
及
び
各
係
ご
と
の
所
掌
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

一　

里
親
・
施
設
課

　
　

イ　

庶
務
係

　
　
　

⑴　

第
一
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
事
務

　
　
　

⑵�　

第
一
項
第
一
号
ロ
⑴
に
規
定
す
る
事
務
の
う
ち
、
里
親
の
普
及
啓
発
及
び
登
録
に
関
す
る

こ
と
。

　
　

ロ　

里
親
・
施
設
係

　
　
　

⑴　

第
一
項
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
事
務
（
他
係
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
。

　

二　

相
談
第
一
課

　
　

イ�　

第
一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
事
務
で
あ
つ
て
所
長
の
指
定
す
る
区
域
に
係
る
も
の
に
関
す

る
こ
と
。

　
　

ロ　

第
一
項
第
二
号
ロ
に
規
定
す
る
事
務

　
　

ハ　

第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
事
務
で
あ
つ
て
所
長
の
区
域
に
係
る
も
の
に
関
す
る
こ
と
。

　

三　

相
談
第
二
課

　
　

イ�　

第
一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
事
務
で
あ
つ
て
所
長
の
指
定
す
る
区
域
に
係
る
も
の
に
関
す

る
こ
と
。

　
　

ロ　

第
一
項
第
二
号
ロ
に
規
定
す
る
事
務

　
　

ハ�　

第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
事
務
で
あ
つ
て
所
長
の
指
定
す
る
区
域
に
係
る
も
の
に
関
す
る

こ
と
。

　

四　

保
護
課

　
　

イ　

第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
事
務

５　

福
岡
県
京
築
児
童
相
談
所
の
各
係
ご
と
の
所
掌
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

一　

相
談
課

　
　

イ　

相
談
第
一
係

　
　
　

⑴　

第
一
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
事
務

　
　
　

⑵�　

第
一
項
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
事
務
で
あ
つ
て
所
長
の
指
定
す
る
区
域
に
係
る
も
の
に
関

す
る
こ
と
。

　
　
　

⑶�　

第
一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
事
務
で
あ
つ
て
所
長
の
指
定
す
る
区
域
に
係
る
も
の
に
関

す
る
こ
と
。

　
　
　

⑷　

第
一
項
第
二
号
ロ
に
規
定
す
る
事
務

　
　
　

⑸�　

第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
事
務
で
あ
つ
て
所
長
の
指
定
す
る
区
域
に
係
る
も
の
に
関
す

る
こ
と
。

　
　

ロ　

相
談
第
二
係

　
　
　

⑴�　

第
一
項
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
事
務
で
あ
つ
て
所
長
の
指
定
す
る
区
域
に
係
る
も
の
に
関

す
る
こ
と
。

　
　
　

⑵�　

第
一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
事
務
で
あ
つ
て
所
長
の
指
定
す
る
区
域
に
係
る
も
の
に
関

す
る
こ
と
。

　
　
　

⑶　

第
一
項
第
二
号
ロ
に
規
定
す
る
事
務

　
　
　

⑷�　

第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
事
務
で
あ
つ
て
所
長
の
指
定
す
る
区
域
に
係
る
も
の
に
関
す

る
こ
と
。

　

第
百
三
条
中
「
児
童
自
立
支
援
専
門
監
」
を
「
児
童
自
立
支
援
監
」
に
改
め
る
。
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第
百
十
一
条
の
表
福
岡
県
立
小
竹
高
等
技
術
専
門
校
の
項
中
「
機
械
科
」
を
「
機
械
加
工
エ
ン
ジ
ニ

ア
科
」
に
改
め
、
同
表
福
岡
県
立
小
倉
高
等
技
術
専
門
校
の
項
中
「
住
宅
施
工
科
」
を
「
建
築
科
」
に

、
「
ア
パ
レ
ル
工
芸
科
」
を
「
ア
パ
レ
ル
サ
ー
ビ
ス
科
」
に
改
め
る
。

　

第
百
十
三
条
第
三
項
第
二
号
イ
中
「
機
械
科
」
を
「
機
械
加
工
エ
ン
ジ
ニ
ア
科
」
に
改
め
、
同
条
第

六
項
第
二
号
イ
中
「
住
宅
施
工
科
」
を
「
建
築
科
」
に
、
「
ア
パ
レ
ル
工
芸
科
」
を
「
ア
パ
レ
ル
サ
ー

ビ
ス
科
」
に
改
め
る
。

　

第
百
六
十
四
条
第
一
項
第
一
号
ハ
⑵
中
ス
を
削
り
、
セ
を
ス
と
し
、
ソ
か
ら
ヌ
ま
で
を
セ
か
ら
ニ
ま

で
と
し
、
同
号
ハ
⑶
中
セ
を
削
り
、
ソ
を
セ
と
し
、
タ
か
ら
ニ
ま
で
を
ソ
か
ら
ナ
ま
で
と
し
、
同
号
ニ

⑵
中
カ
を
キ
と
し
、
ウ
か
ら
オ
ま
で
を
エ
か
ら
カ
ま
で
と
し
、
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　
　
　

ウ　

農
業
用
た
め
池
の
管
理
及
び
保
全
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
百
六
十
四
条
第
一
項
第
一
号
ト
⑶
ア
中
「
林
道
」
の
下
に
「
事
業
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
第
一

号
ニ
⑵
ア
中
「
か
ら
カ
ま
で
」
を
「
か
ら
キ
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
第
五
号
イ
を
次
の
よ
う
に

改
め
る
。

　
　

イ　

治
山
事
業
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
百
六
十
四
条
第
三
項
第
五
号
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　

ロ　

第
一
項
第
一
号
ト
⑶
に
規
定
す
る
事
務

　

第
百
六
十
四
条
第
四
項
第
一
号
ト
⑴
ア
中
「
第
二
項
第
一
号
チ
⑴
」
を
「
第
三
項
第
五
号
イ
」
に
改

め
、
同
条
第
五
項
第
一
号
へ
⑴
ア
中
「
の
う
ち
」
の
下
に
「
、
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
」
を
加
え

、
同
号
チ
⑴
ア
及
び
同
条
第
六
項
第
七
号
イ
⑴
中
「
第
二
項
第
一
号
チ
⑴
」
を
「
第
三
項
第
五
号
イ
」

に
改
め
る
。

　

第
百
八
十
条
第
二
項
の
表
福
岡
県
筑
後
川
水
系
農
地
開
発
事
務
所
の
項
中

「
総
務
課

　

管
理
計
画
課

　
　

管
理
係　
　
　
　

「
庶
務
課

　
　

計
画
第
一
係　
　
　

工
務
課

　
　

計
画
第
二
係　

を　
　

計
画
係　

に
改
め
る
。

　

工
事
課　
　
　
　
　
　
　

工
事
係
」

　
　

第
一
係　
　

　
　

第
二
係　
　

」

　

第
百
八
十
一
条
中
「
、
」
を
「
、
庶
務
課
に
副
長
を
、
工
務
課
」
に
改
め
る
。

　

第
百
八
十
二
条
第
一
号
中
「
総
務
課
」
を
「
庶
務
課
」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　

ニ　

事
業
に
係
る
も
の
で
、
他
課
に
属
し
な
い
こ
と
。

　

第
百
八
十
二
条
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
、
同
条
第
三
号
を
削
る
。

　

二　

工
務
課

　
　

イ　

計
画
係

　
　
　

⑴　

事
業
の
調
査
及
び
計
画
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

⑵　

事
業
の
総
合
企
画
及
び
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

ロ　

工
事
係

　
　
　

⑴　

事
業
に
係
る
工
事
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

⑵　

事
業
に
係
る
用
地
の
取
得
及
び
損
失
の
補
償
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
百
八
十
六
条
第
一
項
の
表
福
岡
県
水
産
海
洋
技
術
セ
ン
タ
ー
の
項
中

「
企
画
管
理
部

　
　

総
務
課　
　
　
　

「
総
務
課

　
　

企
画
情
報
課　
　
　

企
画
経
営
課

　

研
究
部　
　
　
　

を　

資
源
情
報
課　

に
改
め
る
。

　
　

漁
業
経
営
課　
　
　

漁
業
環
境
課

　
　

資
源
環
境
課　
　
　

浅
海
増
殖
課
」

　
　

浅
海
増
殖
課

　
　

応
用
技
術
課
」

　

第
百
八
十
七
条
第
一
項
中
「
に
所
長
」
の
下
に
「
及
び
副
所
長
」
を
加
え
、
「
各
部
に
部
長
を
、
各

課
」
を
「
各
課
」
に
改
め
、
同
項
中
「
研
究
部
の
資
源
環
境
課
」
を
「
漁
業
環
境
課
」
に
改
め
る
。

　

第
百
八
十
八
条
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

一　

福
岡
県
水
産
海
洋
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　

イ　

総
務
課

　
　
　

⑴　

庶
務
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

⑵　

財
務
会
計
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

⑶�　

水
産
海
洋
技
術
セ
ン
タ
ー
及
び
同
セ
ン
タ
ー
の
支
所
の
人
事
及
び
予
算
の
総
括
に
関
す
る

こ
と
。
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ロ　

企
画
経
営
課

　
　
　

⑴　

水
産
業
に
係
る
試
験
研
究
の
総
合
企
画
、
成
果
の
管
理
及
び
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

⑵　

水
産
業
に
係
る
技
術
情
報
の
収
集
、
発
信
及
び
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

⑶　

水
産
経
済
及
び
水
産
経
営
の
調
査
研
究
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

⑷　

水
産
物
の
鮮
度
維
持
及
び
利
用
加
工
の
調
査
研
究
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

⑸　

水
産
業
に
関
す
る
技
術
及
び
知
識
の
普
及
指
導
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

ハ　

資
源
情
報
課

　
　
　

⑴　

水
産
資
源
評
価
の
調
査
研
究
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

⑵　

漁
業
の
効
率
化
の
調
査
研
究
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

ニ　

漁
業
環
境
課

　
　
　

⑴�　

漁
業
法
の
施
行
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
漁
業
取
締
り
に
関
す
る
こ
と
（
筑
前
海
区
に
係

る
も
の
に
限
る
。
）
。

　
　
　

⑵�　

水
産
資
源
及
び
漁
場
利
用
の
調
査
研
究
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
漁
船
漁
業
に
係
る
も
の

に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

⑶　

海
洋
の
動
態
及
び
漁
場
環
境
の
調
査
研
究
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

ホ　

浅
海
増
殖
課

　
　
　

⑴�　

水
産
資
源
及
び
漁
場
利
用
の
調
査
研
究
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
他
課
に
属
し
な
い
こ
と

。

　
　
　

⑵　

水
産
資
源
の
維
持
・
増
大
及
び
養
殖
の
調
査
研
究
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

⑶　

水
産
生
物
の
病
害
防
除
の
調
査
研
究
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

⑷　

水
産
関
係
の
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
技
術
の
調
査
研
究
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
二
百
三
十
一
条
第
一
項
の
表
福
岡
県
久
留
米
県
土
整
備
事
務
所
の
項
中

「
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
対
策
室　
　

「
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
対
策
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を　

災
害
事
業
室　
　
　
　

に
改
め
、
同
表
福
岡
県
朝
倉
県
土
整
備
事
務

　
　

建
築
指
導
課　
　
　

」　
　

建
築
指
導
課　
　
　

」

所
の
項
中

「
災
害
事
業
セ
ン
タ
ー

　
　

災
害
事
業
調
整
課　
　
　

「
災
害
事
業
セ
ン
タ
ー

　
　
　

事
業
調
整
係　
　
　
　
　
　

災
害
事
業
調
整
課

　
　
　

土
砂
流
木
対
策
係　
　
　
　

災
害
用
地
課

　
　

災
害
用
地
課　
　
　
　
　
　
　
　

用
地
第
一
係

　
　
　

用
地
第
一
係　
　
　
　
　
　
　

用
地
第
二
係

　
　
　

用
地
第
二
係　
　
　
　
　
　

災
害
道
路
課

　
　

災
害
道
路
課　
　
　
　
　
　
　

災
害
河
川
第
一
課

　
　
　

道
路
第
一
係　
　
　
　
　
　
　

河
川
第
一
係

　
　
　

道
路
第
二
係　
　
　
　
　
　
　

河
川
第
二
係

　
　

災
害
河
川
第
一
課　
　

を　
　

災
害
河
川
第
二
課　

に
改
め
る
。

　
　
　

河
川
第
一
係　
　
　
　
　
　
　

河
川
第
一
係

　
　
　

河
川
第
二
係　
　
　
　
　
　
　

河
川
第
二
係

　
　

災
害
河
川
第
二
課　
　
　
　
　

災
害
河
川
第
三
課

　
　
　

河
川
第
一
係　
　
　
　
　
　
　

河
川
第
一
係

　
　
　

河
川
第
二
係　
　
　
　
　
　
　

河
川
第
二
係

　
　

災
害
砂
防
第
一
課　
　
　
　
　

災
害
砂
防
課

　
　
　

砂
防
第
一
係　
　
　
　
　
　
　

砂
防
第
一
係

　
　
　

砂
防
第
二
係　
　
　
　
　
　
　

砂
防
第
二
係

　
　

災
害
砂
防
第
二
課　
　
　
　
　
　

砂
防
第
三
係　

」

　
　
　

砂
防
第
一
係

　
　
　

砂
防
第
二
係　
　

」

　

第
二
百
三
十
二
条
第
四
項
中
「
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
対
策
室
」
の
下
に
「
、
災
害
事
業
室
」
を
加
え
る
。

　

第
二
百
三
十
三
条
第
一
項
第
二
号
中
ツ
を
削
り
、
ネ
を
ツ
と
し
、
ナ
か
ら
ム
ま
で
を
ネ
か
ら
ラ
ま
で

と
す
る
。

　

第
二
百
三
十
三
条
第
三
項
中
「
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
対
策
室
」
の
下
に
「
、
災
害
事
業
室
」
を
加
え
、
第

九
号
を
第
十
号
と
し
、
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
同
項
第
七
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

八　

災
害
事
業
室

　
　

イ　

筑
後
川
水
系
流
域
の
浸
水
対
策
重
点
地
域
緊
急
事
業
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
二
百
三
十
三
条
第
六
項
第
五
号
中
ト
を
削
り
、
同
号
ヘ
中
「
災
害
砂
防
第
一
課
」
を
「
災
害
砂
防

課
」
に
改
め
、
同
号
ヘ
⑴
中
「
事
務
の
う
ち
セ
ン
タ
ー
長
の
指
定
す
る
も
の
に
関
す
る
」
を
削
り
、
同

号
ヘ
を
同
号
ト
と
し
、
同
号
ホ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。
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ヘ　

災
害
河
川
第
三
課

　
　
　

⑴�　

平
成
二
十
九
年
七
月
豪
雨
災
害
関
係
事
業
の
河
川
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
セ
ン
タ
ー
長
の

指
定
す
る
も
の
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
十
三
条
及
び
第
四
十
三
条
の

四
の
改
正
規
定
、
第
四
十
三
条
の
九
第
二
号
の
改
正
規
定
（
同
号
中
ト
を
削
り
、
ヘ
を
ト
と
し
、
ロ
か

ら
ホ
ま
で
を
ハ
か
ら
ヘ
ま
で
と
す
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
六
十
五
条
第
一
項
第
二
号
の
表
福
岡
県
卸

売
市
場
審
議
会
の
項
を
削
る
改
正
規
定
並
び
に
第
百
六
十
四
条
第
一
項
第
一
号
ハ
⑵
及
び
⑶
の
改
正
規

定
は
、
令
和
二
年
六
月
二
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
職
員
の
職
の
設
置
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る

。
　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
三
十
四
号

　
　
　

福
岡
県
職
員
の
職
の
設
置
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
職
員
の
職
の
設
置
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
年
福
岡
県
規
則
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
の
一　

本
庁
の
表
第
九
号
の
八
を
削
り
、
同
表
第
十
四
号
中
「
企
画
主
幹
」
を
「
企
画
（
企
画

広
報
）
主
幹
」
に
改
め
、
「
事
務
」
の
下
に
「
（
企
画
広
報
主
幹
に
あ
つ
て
は
、
広
報
及
び
広
聴
に
関

す
る
事
務
を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
。

　

別
表
の
二　

出
先
機
関
の
表
第
十
一
号
の
二
の
二
中
「
児
童
自
立
支
援
専
門
監
」
を
「
児
童
自
立
支

援
監
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
三
十
五
号

　
　
　

福
岡
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
事
務
委
任
規
則
（
昭
和
四
十
年
福
岡
県
規
則
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。

　

目
次
中
「
県
土
整
備
部
（
第
七
十
条
～
第
七
十
三
条
）
」
を

「
県
土
整
備
部
（
第
七
十
条
～
第
七
十
一
条
）　
　

に
改
め
る
。

　

建
築
都
市
部
（
第
七
十
二
条
・
第
七
十
三
条
）
」

　

第
八
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。　

　

（
建
築
都
市
総
務
課
の
企
業
出
納
員
委
任
事
項
）

第�

八
条
の
二　

建
築
都
市
部
建
築
都
市
総
務
課
（
以
下
こ
の
条
中
「
建
築
都
市
総
務
課
」
と
い
う
。
）

の
企
業
出
納
員
に
、
福
岡
県
流
域
下
水
道
事
業
財
務
規
則
（
令
和
二
年
福
岡
県
規
則
第
三
十
六
号
）

の
規
定
に
基
づ
く
財
務
会
計
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
委
任
す
る
。

　

一　

建
築
都
市
総
務
課
に
お
け
る
金
銭
及
び
有
価
証
券
の
出
納
及
び
保
管
を
行
う
こ
と
。

　

二　

建
築
都
市
総
務
課
に
お
け
る
預
り
金
及
び
預
り
有
価
証
券
の
出
納
及
び
保
管
を
行
う
こ
と
。

　

三�　

建
築
都
市
総
務
課
に
お
け
る
物
品
の
出
納
及
び
保
管
（
使
用
中
の
物
品
に
係
る
保
管
を
除
く
。

）
に
関
す
る
こ
と
。

　

四�　

建
築
都
市
総
務
課
に
お
け
る
棚
卸
資
産
の
受
入
れ
、
払
出
し
及
び
実
地
棚
卸
し
に
関
す
る
こ
と

。

　

（
下
水
道
課
の
企
業
出
納
員
委
任
事
項
）

第�

八
条
の
三　

建
築
都
市
部
下
水
道
課
（
以
下
こ
の
条
中
「
下
水
道
課
」
と
い
う
。
）
の
企
業
出
納
員

に
、
福
岡
県
流
域
下
水
道
事
業
財
務
規
則
の
規
定
に
基
づ
く
財
務
会
計
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
委
任
す
る
。

　

一　

下
水
道
課
に
お
け
る
金
銭
及
び
有
価
証
券
の
出
納
及
び
保
管
を
行
う
こ
と
。

　

二　

下
水
道
課
に
お
け
る
預
り
金
及
び
預
り
有
価
証
券
の
出
納
及
び
保
管
を
行
う
こ
と
。

　

三　

下
水
道
課
の
会
計
に
属
す
る
預
金
の
預
金
種
目
の
組
替
え
に
関
す
る
こ
と
。

　

四�　

下
水
道
課
に
お
け
る
物
品
の
出
納
及
び
保
管
（
使
用
中
の
物
品
に
係
る
保
管
を
除
く
。
）
に
関

す
る
こ
と
。

　

五　

下
水
道
課
に
お
け
る
小
切
手
の
発
行
及
び
交
付
に
関
す
る
こ
と
。

　

六　

下
水
道
課
に
お
け
る
棚
卸
資
産
の
受
入
れ
、
払
出
し
及
び
実
地
棚
卸
し
に
関
す
る
こ
と
。
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第
十
一
条
第
八
号
及
び
第
十
一
条
の
二
第
七
号
中
「
健
康
保
険
」
の
下
に
「
、
厚
生
年
金
保
険
」
を

加
え
る
。

　

第
二
十
条
第
二
項
た
だ
し
書
中
「
第
二
号
」
を
「
第
一
号
」
に
改
め
、
「
、
大
牟
田
市
の
区
域
に
お

い
て
は
、
南
筑
後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
長
に
」
を
削
り
、
同
条
第
四
項
第
一
号
中
ヲ
を
ワ
と
し
、
リ

か
ら
ル
ま
で
を
ヌ
か
ら
ヲ
ま
で
と
し
、
チ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　

リ�　

食
品
衛
生
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
四
十
六
号
）
附
則
第
九
条

の
規
定
に
基
づ
く
営
業
の
届
出
を
受
領
す
る
こ
と
。

　

第
二
十
条
第
四
項
第
十
二
号
ニ
中
「
第
十
四
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
三
項
」
を
「
第
十
四
条
第

一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
ヘ
中
「
第
二
十
四
条
の
四
」
を
「
第
二
十
四
条
の
四
第
一
項

」
に
改
め
、
同
号
リ
中
「
第
二
十
二
条
の
六
第
二
項
」
を
「
第
二
十
一
条
の
五
第
二
項
」
に
、
「
犬
猫

等
」
を
「
動
物
」
に
改
め
、
同
号
ヌ
中
「
第
二
十
二
条
の
六
第
三
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
六
」
に
改

め
、
同
号
ル
中
「
第
二
十
四
条
の
四
」
を
「
第
二
十
四
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
ワ
中
「
第
二�

十
三
条
第
三
項
」
を
「
第
二
十
三
条
第
四
項
」
に
、
「
第
二
十
四
条
の
四
」
を
「
第
二
十
四
条
の
四
第

一
項
」
に
改
め
、
同
号
カ
中
「
第
二
十
四
条
の
四
」
を
「
第
二
十
四
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号

中
ク
を
フ
と
し
、
オ
を
ケ
と
し
、
同
号
ノ
中
「
第
三
十
五
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
三
項
」
を
「
第

三
十
五
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
に
、
「
ね
こ
」
を
「
猫
」
に
改
め
、
同
号
ノ
を
同
号
マ
と
し
、

同
号
中
ヰ
を
ヤ
と
し
、
ツ
か
ら
ウ
ま
で
を
ム
か
ら
ク
ま
で
と
し
、
ム
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　

ラ�　

法
第
二
十
五
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
動
物
の
飼
養
又
は
保
管
を
し
て
い
る
者
に
対
し

、
必
要
な
報
告
を
求
め
、
又
は
所
属
職
員
に
、
当
該
動
物
の
飼
養
若
し
く
は
保
管
を
し
て
い
る

者
の
動
物
の
飼
養
若
し
く
は
保
管
に
関
係
の
あ
る
場
所
に
立
ち
入
り
、
飼
養
施
設
そ
の
他
の
物

件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
。

　

第
二
十
条
第
四
項
第
十
二
号
ソ
中
「
第
二
十
五
条
第
三
項
」
を
「
第
二
十
五
条
第
四
項
」
に
改
め
、

「
多
数
の
」
を
削
り
、
同
号
ソ
を
同
号
ナ
と
し
、
同
号
レ
中
「
第
二
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
を

「
第
二
十
五
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
に
、
「
多
数
の
動
物
の
飼
養
又
は
保
管
」
を
「
動
物
の
飼

養
、
保
管
又
は
給
餌
若
し
く
は
給
水
」
に
、
「
必
要
な
措
置
」
を
「
必
要
な
指
導
若
し
く
は
助
言
を
し

、
必
要
な
措
置
」
に
改
め
、
同
号
レ
を
同
号
ネ
と
し
、
同
号
中
タ
を
ツ
と
し
、
同
号
ヨ
中
「
第
二
十
四

条
の
二
」
を
「
第
二
十
四
条
の
二
の
二
」
に
改
め
、
同
号
ヨ
を
同
号
ソ
と
し
、
同
号
カ
の
次
に
次
の
よ

う
に
加
え
る
。

　
　

ヨ�　

法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
第
一
種
動
物
取
扱
業
者
で
あ
つ
た
者
に
対

し
て
必
要
な
勧
告
を
行
う
こ
と
。

　
　

タ�　

法
第
二
十
四
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
第
一
種
動
物
取
扱
業
者
で
あ
つ
た
者
に
対

し
て
勧
告
に
係
る
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
。

　
　

レ�　

法
第
二
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
第
一
種
動
物
取
扱
業
者
で
あ
つ
た
者
に
対

し
、
必
要
な
報
告
を
求
め
、
又
は
所
属
職
員
に
、
当
該
第
一
種
動
物
取
扱
業
者
で
あ
つ
た
者
の

飼
養
施
設
を
設
置
す
る
場
所
そ
の
他
関
係
の
あ
る
場
所
に
立
ち
入
り
、
飼
養
施
設
そ
の
他
の
物

件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
。

　

第
二
十
条
第
四
項
中
第
十
七
号
を
第
十
八
号
と
し
、
第
十
六
号
を
第
十
七
号
と
し
、
第
十
五
号
を
第

十
六
号
と
し
、
第
十
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

十�

五　

農
林
水
産
物
及
び
食
品
の
輸
出
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
五
十
七
号
。
以

下
こ
の
号
中
「
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
に
関
す
る
事
務
（
第
二
十
三
条
の
二
第
六
号
の
規
定
に

よ
る
食
肉
衛
生
検
査
所
長
へ
の
委
任
事
務
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

　
　

イ　

法
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
輸
出
証
明
書
を
発
行
す
る
こ
と
。

　
　

ロ　

法
第
十
七
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
認
定
を
受
け
た
適
合
施
設
の
確
認
を
行
う
こ
と
。

　
　

ハ�　

法
第
三
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
輸
出
証
明
書
の
発
行
を
受
け
た
者
又
は
認
定
を

受
け
た
適
合
施
設
の
設
置
者
等
に
対
し
、
必
要
な
報
告
若
し
く
は
帳
簿
、
書
類
そ
の
他
の
物
件

の
提
出
を
求
め
、
又
は
所
属
職
員
に
、
こ
れ
ら
の
者
の
事
業
所
等
に
立
ち
入
り
、
事
業
所
等
の

状
況
若
し
く
は
帳
簿
、
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
調
査
さ
せ
、
若
し
く
は
従
業
者
そ
の
他
の
関
係

者
に
質
問
さ
せ
る
こ
と
。

　
　

ニ�　

法
第
三
十
八
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
自
ら
が
行
つ
た
輸
出
証
明
書
の
発
行
を
取
り
消

す
こ
と
。

　

第
二
十
条
第
六
項
第
一
号
ロ
中
「
第
十
七
条
第
二
項
」
を
「
第
十
八
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第

二
号
中
「
覚
せ
い

0

0

剤
取
締
法
」
を
「
覚
醒
剤
取
締
法
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
覚
せ
い
剤
」
を
「
覚
醒

剤
」
に
改
め
、
同
号
イ
を
同
号
ハ
と
し
、
同
号
ハ
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　

イ�　

法
第
三
十
条
の
十
四
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
交
付
し
、
又
は
調
剤
し
た
医
薬
品
で
あ
る

覚
醒
剤
原
料
の
廃
棄
の
届
出
を
受
領
す
る
こ
と
。

　
　

ロ�　

法
第
三
十
条
の
十
四
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
医
薬
品
で
あ
る
覚
醒
剤
原
料
の
譲
受
の
届

出
を
受
領
す
る
こ
と
。

　

第
二
十
条
第
七
項
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
条
第
九
項
中
「
、
大
牟
田
市
の
区
域
に
お
い
て
は
南
筑
後
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保
健
福
祉
環
境
事
務
所
長
に
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
務
を
」
を
削
り
、
同
条
第
十
項
た

だ
し
書
を
削
り
、
同
条
第
十
一
項
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
条
第
十
二
項
中
「
し
、
大
牟
田
市
の
区
域
に

お
け
る
第
二
号
、
第
三
号
ト
、
第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
事
務
に
つ
い
て
は
南
筑
後
保
健
福
祉
環

境
事
務
所
長
に
委
任
す
る
も
の
と
」
を
削
り
、
同
条
第
十
三
項
中
「
し
、
大
牟
田
市
の
区
域
に
お
け
る

第
二
号
か
ら
第
四
号
、
第
六
号
、
第
八
号
及
び
第
九
号
に
掲
げ
る
事
務
に
つ
い
て
は
南
筑
後
保
健
福
祉

環
境
事
務
所
長
に
委
任
す
る
も
の
と
」
を
削
り
、
同
条
第
十
四
項
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
条
第
十
五
項

に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

　

た
だ
し
、
大
牟
田
市
の
区
域
に
お
い
て
は
、
南
筑
後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
長
に
、
第
八
号
に
掲
げ

る
事
務
に
限
り
委
任
す
る
。

　

第
二
十
条
第
十
六
項
第
二
号
イ
中
「
県
土
整
備
事
務
所
長
」
を
「
特
定
行
政
庁
」
に
改
め
、
同
号
中

ク
を
エ
と
し
、
ム
か
ら
オ
ま
で
を
ヤ
か
ら
コ
ま
で
と
し
、
同
号
ラ
中
「
第
十
条
第
三
項
た
だ
し
書
」
を

「
第
十
条
第
四
項
た
だ
し
書
」
に
改
め
、
同
号
ラ
を
同
号
ク
と
し
、
同
号
中
ナ
を
オ
と
し
、
カ
か
ら
ネ

ま
で
を
ネ
か
ら
ノ
ま
で
と
し
、
ネ
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　

タ�　

法
第
十
二
条
の
五
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
設
置
計
画
の
協
議
を
受
け
、
及
び
そ
の
協
議

に
同
意
す
る
こ
と
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
。

　
　

レ�　

法
附
則
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定
既
存
単
独
処
理
浄
化
槽
に
係
る
浄
化
槽

管
理
者
に
対
し
、
必
要
な
措
置
を
と
る
よ
う
助
言
又
は
指
導
す
る
こ
と
。

　
　

ソ�　

法
附
則
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
助
言
又
は
指
導

を
受
け
た
者
に
対
し
、
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
。

　
　

ツ�　

法
附
則
第
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
受
け
た

者
に
対
し
、
そ
の
勧
告
に
係
る
措
置
を
と
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
。

　

第
二
十
条
第
十
六
項
第
二
号
中
ワ
を
ヨ
と
し
、
ヲ
を
カ
と
し
、
同
号
ル
中
「
第
十
一
条
の
二
」
を
「

第
十
一
条
の
三
」
に
改
め
、
同
号
ル
を
同
号
ワ
と
し
、
同
号
ヌ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　

ル�　

法
第
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
浄
化
槽
の
使
用
の
休
止
の
届
出
を
受
領
す
る

こ
と
。

　
　

ヲ�　

法
第
十
一
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
浄
化
槽
の
使
用
の
再
開
の
届
出
を
受
領
す
る

こ
と
。

　

第
二
十
条
第
二
十
項
第
一
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　

ハ�　

法
第
十
二
条
の
五
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
設
置
計
画
の
協
議
を
受
け
、
及
び
そ
の
協
議

に
同
意
す
る
こ
と
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
。

　

第
二
十
三
条
の
二
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

六�　

農
林
水
産
物
及
び
食
品
の
輸
出
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
す
る
事
務
（
と
畜
場
及
び

と
畜
場
に
併
設
し
て
営
業
す
る
食
肉
処
理
業
並
び
に
食
鳥
処
理
場
及
び
食
鳥
処
理
場
（
認
定
小
規

模
食
鳥
処
理
業
者
を
除
く
。
）
に
併
設
し
て
営
業
す
る
食
肉
処
理
業
に
係
る
も
の
に
関
す
る
こ
と

に
限
る
。
）

　
　

イ　

第
二
十
条
第
四
項
第
十
五
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
規
定
す
る
事
務

　

第
二
十
四
条
第
二
号
ヌ
中
「
第
十
一
条
第
三
項
」
を
「
第
十
一
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
号
ル
中
「

第
十
一
条
第
四
項
」
を
「
第
十
一
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

　

第
五
十
条
第
六
項
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

六�　

農
業
用
た
め
池
の
管
理
及
び
保
全
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
一
年
法
律
第
十
七
号
。
以
下
こ

の
号
中
「
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
に
関
す
る
事
務

　
　

�　

こ
の
号
中
農
業
用
た
め
池
の
管
理
及
び
保
全
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
令
和
元
年
政
令
第
二
十�

二
号
）
を
「
施
行
令
」
、
農
業
用
た
め
池
の
管
理
及
び
保
全
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
令
和
元

年
農
林
水
産
省
令
第
九
号
）
を
「
施
行
規
則
」
と
い
う
。

　
　

イ�　

法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
農
業
用
た
め
池
の
届
出
を
受
領
す
る
こ

と
。

　
　

ロ�　

法
第
四
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
農
業
用
た
め
池
を
所
有
す
る
国
の
行
政
機
関
の
長
又

は
市
町
村
長
に
対
し
、
情
報
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
。

　
　

ハ�　

法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
農
業
用
た
め
池
の
所
有
者
等
に
対
し
そ
の
管
理
の

状
況
に
関
す
る
報
告
を
求
め
、
又
は
所
属
職
員
若
し
く
は
委
任
し
た
者
に
当
該
農
業
用
た
め
池

に
立
ち
入
ら
せ
、
測
量
若
し
く
は
調
査
を
行
わ
せ
る
こ
と
。

　
　

ニ�　

法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
測
量
又
は
調
査
を
行
わ
せ
る
た
め
、
他
人
の
占
有

す
る
土
地
に
所
属
職
員
又
は
委
任
し
た
者
を
立
ち
入
ら
せ
る
こ
と
。

　
　

ホ�　

法
第
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
立
ち
入

ろ
う
と
す
る
者
に
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
発
行
す
る
こ
と
。

　
　

ヘ�　

法
第
十
八
条
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
り

に
つ
い
て
、
市
町
村
長
に
対
し
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
。

　
　

ト�　

法
附
則
第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
届
出
を
受
領
す
る
こ
と
。
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チ�　

法
附
則
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
す
べ
き
者

に
対
し
、
相
当
の
期
間
を
定
め
て
、
そ
の
期
間
内
に
届
出
を
す
べ
き
旨
を
催
告
す
る
こ
と
。

　
　

リ�　

施
行
令
第
三
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
不
確
知
所
有
者
関
連
情
報
又
は
不

確
知
管
理
者
関
連
情
報
を
取
得
す
る
た
め
の
措
置
を
と
る
こ
と
。

　
　

ヌ�　

施
行
規
則
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
不
確
知
所
有
者
関
連
情
報
の
提
供
を
求
め
る
措
置

を
と
る
こ
と
。

　

第
五
十
条
第
七
項
第
四
号
中
「
、
福
岡
県
営
林
看
守
人
服
務
規
程
（
昭
和
三
十
五
年
八
月
福
岡
県
訓

令
第
四
十
一
号
）
を
「
服
務
規
程
」
」
を
削
り
、
ト
か
ら
リ
ま
で
を
削
り
、
ヌ
を
ト
と
し
、
ル
か
ら
タ

ま
で
を
チ
か
ら
ワ
ま
で
と
し
、
レ
を
削
り
、
ソ
を
カ
と
し
、
ツ
か
ら
マ
ま
で
を
ヨ
か
ら
ノ
ま
で
と
し
、

ケ
を
削
る
。

　

第
五
十
六
条
第
一
号
ヲ
中
「
豚
コ
レ
ラ
、
ア
フ
リ
カ
豚
コ
レ
ラ
」
を
「
豚
熱
、
ア
フ
リ
カ
豚
熱
」
に

改
め
る
。

　

第
七
十
条
第
十
項
中
第
一
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
一
号
と
し
、
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
同
項
を

同
条
第
十
一
項
と
し
、
同
条
第
九
項
第
二
号
ニ
、
ヘ
、
ト
、
リ
か
ら
ル
ま
で
及
び
レ
中
「
第
八
十
七
条

の
二
」
を
「
第
八
十
七
条
の
四
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
イ
中
「
第
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
」
を
「

第
四
条
第
一
項
又
は
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
八
項
の
次
に
次
の
一
項

を
加
え
る
。

９　

県
土
整
備
事
務
所
長
に
、
次
に
掲
げ
る
建
築
都
市
部
都
市
計
画
課
関
係
の
事
務
を
委
任
す
る
。

　

一　

屋
外
広
告
物
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）
の
施
行
に
関
す
る
事
務

　
　

�　

こ
の
号
中
福
岡
県
屋
外
広
告
物
条
例
（
平
成
十
四
年
福
岡
県
条
例
第
三
十
五
号
）
を
「
条
例
」

と
い
う
。

　
　

イ�　

条
例
第
二
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
福
岡
県
の
区
域
内
で
屋
外
広
告
業
を
営
む
者
に
対
し

、
必
要
な
指
導
、
助
言
及
び
勧
告
す
る
こ
と
。

　

第
七
十
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

12�　

県
土
整
備
事
務
所
長
（
流
域
下
水
道
に
係
る
事
務
を
所
掌
す
る
県
土
整
備
事
務
所
長
に
限
る
。
）

に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
建
築
都
市
部
下
水
道
課
関
係
の
事
務
を
委
任
す
る
。

　

一�　

福
岡
県
流
域
下
水
道
事
業
財
務
規
則
（
以
下
こ
の
号
中
「
規
則
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
く
財
務

会
計
に
関
す
る
事
務

　
　

イ�　

規
則
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
県
土
整
備
事
務
所
に
属
す
る
収
入
の
調
定
そ
の
他

収
入
に
関
す
る
こ
と
（
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
み
、
徴
収
金
の
減
免
（
福

岡
県
行
政
財
産
使
用
料
条
例
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
使
用
料
の
減
免
及
び
福
岡
県
延
滞
金
徴
収

条
例
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
延
滞
金
の
減
免
を
除
く
。
）
、
過
料
の
処
分
及
び
不
納
欠

損
の
整
理
に
関
す
る
こ
と
を
除
く
。
）
。

　
　

ロ�　

規
則
第
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
県
土
整
備
事
務
所
に
係
る
収
入
の
納
入
通
知
書
又
は
納

付
書
を
発
行
し
、
及
び
納
期
を
定
め
る
こ
と
。

　
　

ハ�　

規
則
の
規
定
に
基
づ
き
、
県
土
整
備
事
務
所
の
管
理
に
属
す
る
預
り
金
及
び
預
り
有
価
証
券

の
受
入
れ
及
び
払
出
し
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

ニ�　

規
則
第
四
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
所
管
す
る
棚
卸
資
産
の

不
用
の
決
定
を
し
、
処
分
を
す
る
こ
と
。

　

第
七
十
条
の
二
を
第
七
十
条
の
三
と
し
、
第
七
十
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
県
土
整
備
事
務
所
企
業
出
納
員
委
任
事
項
）

第�

七
十
条
の
二　

県
土
整
備
事
務
所
（
流
域
下
水
道
に
係
る
事
務
を
所
掌
す
る
県
土
整
備
事
務
所
に
限

る
。
）
の
企
業
出
納
員
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
福
岡
県
流
域
下
水
道
事
業
財
務

規
則
に
基
づ
く
財
務
会
計
に
関
す
る
事
務
の
一
部
を
委
任
す
る
。

　

一�　

県
土
整
備
事
務
所
に
お
け
る
金
銭
、
物
品
（
使
用
中
の
も
の
を
除
く
。
）
及
び
有
価
証
券
の
出

納
及
び
保
管
を
行
う
こ
と
。

　

二　

県
土
整
備
事
務
所
に
お
け
る
預
り
金
及
び
預
り
有
価
証
券
の
出
納
及
び
保
管
を
行
う
こ
と
。

　

三�　

県
土
整
備
事
務
所
に
お
け
る
棚
卸
資
産
の
受
入
れ
、
払
出
し
及
び
実
地
棚
卸
し
に
関
す
る
こ
と

。

　

第
七
十
一
条
第
二
号
イ
中
「
第
七
十
条
第
六
項
第
一
号
」
を
「
第
七
十
条
第
七
項
第
一
号
」
に
改
め

、
同
条
第
三
号
イ
中
「
第
七
十
条
第
六
項
第
二
号
」
を
「
第
七
十
条
第
七
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条

第
四
号
イ
中
「
第
七
十
条
第
六
項
第
三
号
」
を
「
第
七
十
条
第
七
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号

イ
中
「
第
七
十
条
第
六
項
第
四
号
」
を
「
第
七
十
条
第
七
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
条
第
六
号
イ
中
「

第
七
十
条
第
六
項
第
五
号
」
を
「
第
七
十
条
第
七
項
第
五
号
」
に
改
め
、
同
条
第
七
号
イ
中
「
第
七
十

条
第
六
項
第
六
号
」
を
「
第
七
十
条
第
七
項
第
六
号
」
に
改
め
、
同
条
第
八
号
イ
中
「
第
七
十
条
第
六

項
第
七
号
」
を
「
第
七
十
条
第
七
項
第
七
号
」
に
改
め
る
。

　

第
七
十
二
条
及
び
第
七
十
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

（
流
域
下
水
道
事
務
所
長
委
任
事
項
）
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第�

七
十
二
条　

流
域
下
水
道
事
務
所
長
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
建
築
都
市
部
下
水
道
課
関
係
の
事
務

を
委
任
す
る
。

　

一�　

福
岡
県
流
域
下
水
道
事
業
財
務
規
則
（
以
下
こ
の
号
中
「
規
則
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
く
財
務

会
計
に
関
す
る
事
務

　
　

イ�　

規
則
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
流
域
下
水
道
事
務
所
に
属
す
る
収
入
の
調
定
そ
の

他
収
入
に
関
す
る
こ
と
（
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
み
、
徴
収
金
の
減
免
（

福
岡
県
行
政
財
産
使
用
料
条
例
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
使
用
料
の
減
免
及
び
福
岡
県
延
滞
金
徴

収
条
例
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
延
滞
金
の
減
免
を
除
く
。
）
、
過
料
の
処
分
及
び
不
納

欠
損
の
整
理
に
関
す
る
こ
と
を
除
く
。
）
。

　
　

ロ�　

規
則
第
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
流
域
下
水
道
事
務
所
に
係
る
収
入
の
納
入
通
知
書
又
は

納
付
書
を
発
行
し
、
及
び
納
期
を
定
め
る
こ
と
。

　
　

ハ�　

規
則
の
規
定
に
基
づ
き
、
流
域
下
水
道
事
務
所
の
管
理
に
属
す
る
預
り
金
及
び
預
り
有
価
証

券
の
受
入
れ
及
び
払
出
し
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

ニ�　

規
則
第
四
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
流
域
下
水
道
事
務
所
に
お
い
て
所
管
す
る
棚
卸
資
産

の
不
用
の
決
定
を
し
、
処
分
を
す
る
こ
と
。

　

（
流
域
下
水
道
事
務
所
企
業
出
納
員
委
任
事
項
）

第�

七
十
三
条　

流
域
下
水
道
事
務
所
の
企
業
出
納
員
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
福
岡

県
流
域
下
水
道
事
業
財
務
規
則
に
基
づ
く
財
務
会
計
に
関
す
る
事
務
の
一
部
を
委
任
す
る
。

　

一�　

流
域
下
水
道
事
務
所
に
お
け
る
金
銭
、
物
品
（
使
用
中
の
も
の
を
除
く
。
）
及
び
有
価
証
券
の

出
納
及
び
保
管
を
行
う
こ
と
。

　

二　

流
域
下
水
道
事
務
所
に
お
け
る
預
り
金
及
び
預
り
有
価
証
券
の
出
納
及
び
保
管
を
行
う
こ
と
。

　

三�　

流
域
下
水
道
事
務
所
に
お
け
る
棚
卸
資
産
の
受
入
れ
、
払
出
し
及
び
実
地
棚
卸
し
に
関
す
る
こ

と
。

　

別
表
中
第
四
項
を
削
り
、
第
五
項
を
第
四
項
と
し
、
第
六
項
か
ら
第
二
十
二
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰

り
上
げ
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
十
条
第
四
項
第
一
号
及
び
第

十
二
号
の
改
正
規
定
は
、
令
和
二
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
流
域
下
水
道
事
業
財
務
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
三
十
六
号

福
岡
県
流
域
下
水
道
事
業
財
務
規
則

目
次

　

第
一
章　

総
則
（
第
一
条
―
第
四
条
）

　

第
二
章　

仕
訳
伝
票
及
び
会
計
帳
簿
並
び
に
勘
定
科
目

　
　

第
一
節　

仕
訳
伝
票
（
第
五
条
―
第
七
条
）

　
　

第
二
節　

会
計
帳
簿
（
第
八
条
・
第
九
条
）

　
　

第
三
節　

勘
定
科
目
（
第
十
条
）

　

第
三
章　

金
銭
出
納

　
　

第
一
節　

通
則
（
第
十
一
条
・
第
十
二
条
）

　
　

第
二
節　

収
入
（
第
十
三
条
―
第
十
七
条
）

　
　

第
三
節　

支
出
（
第
十
八
条
―
第
二
十
三
条
）

　

第
四
章　

預
り
金
及
び
預
り
有
価
証
券
（
第
二
十
四
条
―
第
二
十
八
条
）

　

第
五
章　

出
納
取
扱
店

　
　

第
一
節　

通
則
（
第
二
十
九
条
・
第
三
十
条
）

　
　

第
二
節　

出
納
（
第
三
十
一
条
―
第
三
十
七
条
）

　

第
六
章　

棚
卸
資
産

　
　

第
一
節　

通
則
（
第
三
十
八
条
・
第
三
十
九
条
）

　
　

第
二
節　

出
納
（
第
四
十
条
―
第
四
十
五
条
）

　
　

第
三
節　

処
分
（
第
四
十
六
条
）

　
　

第
四
節　

実
地
棚
卸
し
（
第
四
十
七
条
―
第
五
十
条
）

　

第
七
章　

棚
卸
資
産
以
外
の
物
品
（
第
五
十
一
条
）

　

第
八
章　

固
定
資
産

　
　

第
一
節　

通
則
（
第
五
十
二
条
・
第
五
十
三
条
）

　
　

第
二
節　

取
得
（
第
五
十
四
条
―
第
五
十
七
条
）

　
　

第
三
節　

管
理
及
び
処
分
（
第
五
十
八
条
―
第
六
十
一
条
）
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第
四
節　

減
価
償
却
（
第
六
十
二
条
―
第
六
十
五
条
）

　
　

第
五
節　

評
価
替
え
（
第
六
十
六
条
）

　

第
九
章　

引
当
金
（
第
六
十
七
条
）

　

第
十
章　

決
算

　
　

第
一
節　

例
月
経
理
報
告
（
第
六
十
八
条
）

　
　

第
二
節　

決
算
（
第
六
十
九
条
―
第
七
十
二
条
）

　

第
十
一
章　

予
算

　
　

第
一
節　

予
算
の
調
製
（
第
七
十
三
条
―
第
七
十
五
条
）

　
　

第
二
節　

予
算
の
執
行
（
第
七
十
六
条
―
第
八
十
一
条
）

　

第
十
二
章　

雑
則
（
第
八
十
二
条
・
第
八
十
三
条
）

　

附
則

　
　
　

第
一
章　

総
則

　

（
趣
旨
）

第�

一
条　

こ
の
規
則
は
、
福
岡
県
流
域
下
水
道
事
業
の
財
務
に
関
し
、
福
岡
県
財
務
規
則
（
昭
和
三
十�

九
年
福
岡
県
規
則
第
二
十
三
号
。
以
下
「
財
務
規
則
」
と
い
う
。
）
の
特
例
を
定
め
る
も
の
と
す
る

。

　

（
定
義
）

第�

二
条　

こ
の
規
則
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

　

一�　

財
務
担
当
課　

福
岡
県
建
築
都
市
部
建
築
都
市
総
務
課
（
以
下
「
建
築
都
市
総
務
課
」
と
い
う

。
）
及
び
福
岡
県
建
築
都
市
部
下
水
道
課
（
以
下
「
下
水
道
課
」
と
い
う
。
）
を
い
う
。

　

二�　

事
業
所　

福
岡
県
南
筑
後
県
土
整
備
事
務
所
、
福
岡
県
直
方
県
土
整
備
事
務
所
、
福
岡
県
八
女

県
土
整
備
事
務
所
、
福
岡
県
北
九
州
県
土
整
備
事
務
所
及
び
福
岡
県
流
域
下
水
道
事
務
所
を
い
う

。

　

三　

所
属
長　

財
務
担
当
課
及
び
事
業
所
の
長
を
い
う
。

　

四　

金
銭　

現
金
、
預
金
、
小
切
手
、
郵
便
為
替
そ
の
他
現
金
に
代
わ
る
べ
き
証
書
類
を
い
う
。

　

（
企
業
出
納
員
）

第�

三
条　

流
域
下
水
道
事
業
の
業
務
に
係
る
出
納
そ
の
他
の
会
計
事
務
（
以
下
「
出
納
事
務
」
と
い
う

。
）
を
つ
か
さ
ど
ら
せ
る
た
め
、
財
務
担
当
課
及
び
事
業
所
に
、
そ
れ
ぞ
れ
企
業
出
納
員
を
置
く
。

２　

前
項
の
企
業
出
納
員
は
、
次
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
職
に
あ
る
者
を
も
っ
て
充
て
る
。

　

（
善
管
注
意
義
務
）

第�

四
条　

企
業
出
納
員
は
、
善
良
な
る
管
理
者
の
注
意
を
も
っ
て
金
銭
そ
の
他
の
資
産
を
取
り
扱
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　

第
二
章　

仕
訳
伝
票
及
び
会
計
帳
簿
並
び
に
勘
定
科
目

　
　
　
　

第
一
節　

仕
訳
伝
票

　

（
仕
訳
伝
票
の
発
行
）

第�

五
条　

仕
訳
伝
票
は
、
取
引
の
発
生
の
都
度
、
証
拠
と
な
る
べ
き
書
類
に
基
づ
い
て
発
行
す
る
も
の

と
す
る
。
た
だ
し
、
取
引
日
が
同
一
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
集
合
し
て
仕
訳
伝
票
を
発
行
す
る

こ
と
を
妨
げ
な
い
。

　

（
仕
訳
伝
票
の
区
分
）

第
六
条　

仕
訳
伝
票
の
種
類
は
、
収
入
伝
票
、
支
払
伝
票
及
び
振
替
伝
票
と
す
る
。

２　

収
入
伝
票
（
様
式
第
一
号
）
は
、
金
銭
収
納
の
取
引
に
つ
い
て
発
行
す
る
。

３　

支
払
伝
票
（
様
式
第
二
号
）
は
、
金
銭
支
払
の
取
引
に
つ
い
て
発
行
す
る
。

４　

振
替
伝
票
（
様
式
第
三
号
）
は
、
前
二
項
に
規
定
す
る
取
引
以
外
の
取
引
に
つ
い
て
発
行
す
る
。

　

（
仕
訳
伝
票
の
整
理
及
び
保
存
）

第
七
条　

仕
訳
伝
票
は
、
取
引
日
ご
と
に
整
理
し
て
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　

第
二
節　

会
計
帳
簿

区　

分

財
務
担
当
課
又
は
事
業
所
名

企
業
出
納
員

財
務
担
当
課

建
築
都
市
総
務
課

予
算
第
一
係
長

下
水
道
課

管
理
係
長

事
業
所

福
岡
県
南
筑
後
県
土
整
備
事
務
所

総
務
課
長

福
岡
県
直
方
県
土
整
備
事
務
所

総
務
課
長

福
岡
県
八
女
県
土
整
備
事
務
所

総
務
課
長

福
岡
県
北
九
州
県
土
整
備
事
務
所

総
務
課
長

福
岡
県
流
域
下
水
道
事
務
所

庶
務
課
長
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（
会
計
帳
簿
の
種
類
）

第�
八
条　

流
域
下
水
道
事
業
に
関
す
る
取
引
に
つ
い
て
記
録
、
計
算
及
び
整
理
を
す
る
た
め
、
財
務
担

当
課
及
び
事
業
所
に
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
会
計
帳
簿
を
備
え
る
も
の
と
す
る
。

　

一　

下
水
道
課

　
　

イ　

収
入
予
算
執
行
整
理
簿
（
様
式
第
四
号
）

　
　

ロ　

支
出
予
算
執
行
整
理
簿
（
様
式
第
五
号
）

　
　

ハ　

総
勘
定
元
帳
（
様
式
第
六
号
）

　
　

ニ　

内
訳
簿
（
様
式
第
七
号
）

　
　

ホ　

預
り
有
価
証
券
整
理
簿
（
様
式
第
八
号
）

　
　

へ　

棚
卸
資
産
在
高
帳
（
様
式
第
九
号
）

　
　

ト　

企
業
債
及
び
借
入
金
台
帳
（
様
式
第
十
号
）

　
　

チ　

固
定
資
産
台
帳
（
様
式
第
十
一
号
）

　

二　

建
築
都
市
総
務
課
及
び
事
業
所

　
　

イ　

収
入
予
算
執
行
整
理
簿

　
　

ロ　

支
出
予
算
執
行
整
理
簿

　
　

ハ　

預
り
有
価
証
券
整
理
簿

　
　

ニ　

棚
卸
資
産
在
高
帳

　

（
会
計
帳
簿
の
記
帳
）

第
九
条　

会
計
帳
簿
は
、
仕
訳
伝
票
及
び
証
拠
書
類
に
基
づ
い
て
記
帳
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　

第
三
節　

勘
定
科
目

　

（
勘
定
科
目
）

第�

十
条　

会
計
の
経
理
は
、
収
益
勘
定
、
費
用
勘
定
、
資
産
勘
定
、
資
本
勘
定
、
負
債
勘
定
及
び
整
理

勘
定
に
区
分
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２　

前
項
に
規
定
す
る
勘
定
科
目
の
区
分
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

　
　
　

第
三
章　

金
銭
出
納

　
　
　
　

第
一
節　

通
則

　

（
金
銭
の
保
管
）

第�

十
一
条　

企
業
出
納
員
は
、
全
て
の
金
銭
を
出
納
取
扱
金
融
機
関
（
以
下
「
出
納
取
扱
店
」
と
い
う

。
）
に
預
け
入
れ
て
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
有
価
証
券
の
保
管
）

第�

十
二
条　

企
業
出
納
員
は
、
有
価
証
券
の
保
護
預
け
を
必
要
と
す
る
と
き
は
、
出
納
取
扱
店
に
預
託

す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　

第
二
節　

収
入

　

（
収
入
の
調
定
等
）

第�

十
三
条　

所
属
長
は
、
収
入
の
調
定
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
収
入
を
証
す
る
書
類
に
基
づ
い
て

振
替
伝
票
（
調
定
と
同
時
に
金
銭
収
納
が
行
わ
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
収
入
伝
票
）
を
発
行
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
旨
を
企
業
出
納
員
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２�　

企
業
出
納
員
は
、
納
入
義
務
者
か
ら
収
入
を
直
接
収
納
し
た
と
き
は
、
収
入
伝
票
を
発
行
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
旨
を
所
属
長
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３　

第
一
項
の
規
定
は
、
収
入
の
調
定
を
更
正
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

　

（
納
入
通
知
書
等
）

第�

十
四
条　

所
属
長
は
、
前
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
収
入
を
調
定
し
、
又
は
収
入
の
調

定
を
更
正
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
納
入
義
務
者
に
対
し
納
入
通
知
書
（
様
式
第
十
二
号
）
又
は
納

付
書
（
様
式
第
十
三
号
）
を
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２�　

前
項
に
規
定
す
る
納
入
の
通
知
を
す
る
場
合
に
は
、
調
定
の
日
か
ら
二
十
日
以
内
に
お
い
て
適
宜

の
納
期
限
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
納
期
限
が
法
令
又
は
契
約
に
よ
っ
て
あ
ら
か
じ
め
定

め
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　

（
収
納
手
続
）

第�

十
五
条　

企
業
出
納
員
は
、
金
銭
を
直
接
収
納
し
た
と
き
は
、
領
収
書
（
様
式
第
十
四
号
）
を
交
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２�　

企
業
出
納
員
は
、
自
ら
収
納
し
た
金
銭
を
、
そ
の
日
の
う
ち
に
出
納
取
扱
店
に
払
込
書
（
様
式
第

十
五
号
）
に
よ
り
預
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
場
合
は

、
次
の
勤
務
日
に
預
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３�　

企
業
出
納
員
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
出
納
取
扱
店
に
納
付
し
た
小
切
手
が
不
渡
り
の
た
め
、
第

三
十
二
条
に
規
定
す
る
収
入
取
消
済
通
知
書
の
送
付
を
受
け
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
収
入
の
取
消
し

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
債
権
管
理
）

第
十
六
条　

建
築
都
市
部
長
は
、
債
権
の
管
理
の
総
括
を
行
う
。
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２�　

下
水
道
課
長
は
、
債
権
に
つ
い
て
毎
年
九
月
末
日
現
在
で
債
権
現
在
高
報
告
書
を
調
製
し
、
翌
月

二
十
日
ま
で
に
建
築
都
市
部
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
小
切
手
の
支
払
地
）

第�

十
七
条　

流
域
下
水
道
事
業
に
係
る
収
入
で
、
納
入
義
務
者
が
収
入
の
納
付
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

小
切
手
の
支
払
地
の
区
域
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　
　
　

第
三
節　

支
出

　

（
支
出
の
手
続
）

第�

十
八
条　

支
出
負
担
行
為
を
す
る
と
き
は
、
支
出
負
担
行
為
決
議
書
（
様
式
第
十
六
号
）
に
よ
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２�　

支
出
命
令
の
権
限
の
あ
る
者
は
、
支
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
振
替
伝
票
（
現
金
の
支
払
を

伴
う
支
出
に
あ
っ
て
は
支
払
伝
票
）
に
よ
り
決
裁
し
、
こ
れ
に
よ
り
企
業
出
納
員
に
対
し
て
支
出
の

命
令
を
す
る
も
の
と
す
る
。

３�　

企
業
出
納
員
は
、
前
項
の
命
令
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
内
容
を
審
査
し
、
正
当
な
支
払
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
資
金
前
渡
、
概
算
払
及
び
前
金
払
）

第�

十
九
条　

前
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
資
金
前
渡
、
概
算
払
又
は
前
金
払
を
行
う
場
合
に

つ
い
て
準
用
す
る
。

　

（
資
金
前
渡
の
精
算
）

第�

二
十
条　

資
金
の
前
渡
を
受
け
た
者
は
、
前
渡
さ
れ
た
資
金
に
つ
い
て
精
算
を
す
る
と
き
は
、
精
算

書
（
様
式
第
十
七
号
）
に
よ
り
精
算
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
返
納
金
の
戻
入
）

第�

二
十
一
条　

支
出
命
令
の
権
限
の
あ
る
者
は
、
誤
払
又
は
過
渡
し
と
な
っ
た
金
額
及
び
資
金
前
渡
又

は
概
算
払
を
し
た
場
合
の
精
算
残
金
を
返
納
さ
せ
る
と
き
は
、
返
納
決
議
書
（
様
式
第
十
八
号
）
に

よ
り
決
裁
を
し
、
返
納
通
知
書
（
様
式
第
十
九
号
）
を
返
納
者
に
交
付
し
て
、
現
金
の
返
納
を
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
県
の
債
務
の
消
滅
）

第�

二
十
二
条　

下
水
道
課
長
は
、
債
務
の
免
除
、
時
効
等
に
よ
り
県
の
債
務
が
消
滅
し
た
と
認
め
た
と

き
は
、
振
替
伝
票
又
は
収
入
伝
票
を
発
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
未
払
金
の
再
支
出
）

第�

二
十
三
条　

企
業
出
納
員
は
、
第
三
十
七
条
に
規
定
す
る
未
払
金
に
つ
い
て
債
権
者
か
ら
再
請
求
が

あ
っ
た
と
き
は
、
未
払
の
事
実
、
時
効
完
成
の
有
無
等
を
調
査
し
、
当
該
請
求
が
適
法
と
認
め
ら
れ

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　

第
四
章　

預
り
金
及
び
預
り
有
価
証
券

　

（
預
り
金
）

第�

二
十
四
条　

企
業
出
納
員
は
、
保
証
金
そ
の
他
流
域
下
水
道
事
業
の
収
入
に
属
さ
な
い
金
銭
（
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
「
預
り
金
」
と
い
う
。
）
を
受
け
入
れ
た
と
き
は
、
次
の
区
分
に
よ
り
整
理
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一　

預
り
保
証
金

　

二　

預
り
諸
税

　

三　

そ
の
他
預
り
金

２　

前
項
の
預
り
金
の
受
入
れ
及
び
払
出
し
は
、
第
三
章
の
例
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

　

（
預
り
有
価
証
券
の
受
入
れ
）

第�
二
十
五
条　

所
属
長
は
、
流
域
下
水
道
事
業
の
資
産
に
属
さ
な
い
有
価
証
券
（
以
下
本
章
に
お
い
て

「
預
り
有
価
証
券
」
と
い
う
。
）
を
受
け
入
れ
る
場
合
は
、
有
価
証
券
収
納
伺
書
（
様
式
第
二
十
号

）
に
よ
り
企
業
出
納
員
に
収
納
の
通
知
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２�　

企
業
出
納
員
は
、
前
項
の
通
知
を
受
け
た
と
き
は
、
そ
の
内
容
を
審
査
し
、
預
け
入
れ
た
者
に
対

し
、
預
り
証
を
交
付
す
る
と
と
も
に
、
預
託
す
る
い
と
ま
が
な
く
手
許
に
保
管
す
る
場
合
を
除
き
、

当
該
預
り
有
価
証
券
を
有
価
証
券
預
託
依
頼
書
（
様
式
第
二
十
一
号
）
に
よ
り
出
納
取
扱
店
に
預
託

収
入
す
る
財
務
担
当
課
又
は
事
業
所
名

区　
　
　

域

建
築
都
市
総
務
課
及
び
下
水
道
課

福
岡
市
博
多
区

福
岡
県
南
筑
後
県
土
整
備
事
務
所

大
牟
田
市

福
岡
県
直
方
県
土
整
備
事
務
所

直
方
市

福
岡
県
八
女
県
土
整
備
事
務
所

八
女
市

福
岡
県
北
九
州
県
土
整
備
事
務
所

北
九
州
市
八
幡
西
区

福
岡
県
流
域
下
水
道
事
務
所

大
野
城
市
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し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３�　

企
業
出
納
員
が
前
項
の
規
定
に
よ
り
預
り
有
価
証
券
を
預
託
し
た
と
き
は
、
出
納
取
扱
店
か
ら
有

価
証
券
預
託
引
受
書
（
様
式
第
二
十
二
号
）
の
交
付
を
受
け
、
次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
還
付
の

通
知
が
あ
る
ま
で
、
こ
れ
を
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
預
り
有
価
証
券
の
還
付
）

第�

二
十
六
条　

所
属
長
は
、
預
り
有
価
証
券
を
還
付
す
る
場
合
は
、
預
け
入
れ
た
者
か
ら
有
価
証
券
還

付
請
求
書
（
様
式
第
二
十
三
号
）
を
提
出
さ
せ
る
と
と
も
に
、
企
業
出
納
員
に
対
し
、
還
付
の
通
知

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２�　

企
業
出
納
員
は
、
前
項
の
通
知
を
受
け
た
と
き
は
、
そ
の
内
容
を
審
査
し
、
預
け
入
れ
た
者
か
ら

預
り
証
を
提
出
さ
せ
、
そ
の
裏
面
に
領
収
印
を
徴
し
て
、
こ
れ
と
引
換
え
に
、
預
託
し
て
い
る
有
価

証
券
に
あ
っ
て
は
第
二
十
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
有
価
証
券
預
託
引
受
書
を
交
付
し
、
出
納
取
扱

店
か
ら
還
付
を
受
け
さ
せ
、
手
許
に
保
管
し
て
い
る
有
価
証
券
に
あ
っ
て
は
当
該
有
価
証
券
を
交
付

す
る
も
の
と
す
る
。

　

（
預
り
有
価
証
券
付
属
利
札
の
還
付
）

第�

二
十
七
条　

企
業
出
納
員
は
、
預
り
有
価
証
券
に
つ
い
て
、
預
け
入
れ
た
者
か
ら
付
属
利
札
の
還
付

請
求
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
請
求
者
か
ら
付
属
利
札
還
付
請
求
書
（
様
式
第
二
十
四
号
）
を
提
出

さ
せ
、
そ
の
内
容
を
審
査
し
、
当
該
請
求
書
に
受
領
印
を
押
さ
せ
、
預
託
し
て
い
る
有
価
証
券
に
係

る
付
属
利
札
に
あ
っ
て
は
付
属
利
札
還
付
通
知
書
（
様
式
第
二
十
五
号
）
を
交
付
し
て
、
出
納
取
扱

店
か
ら
当
該
利
札
の
還
付
を
受
け
さ
せ
、
手
許
に
保
管
し
て
い
る
有
価
証
券
に
係
る
付
属
利
札
に
あ

っ
て
は
預
り
有
価
証
券
か
ら
当
該
利
札
を
切
り
離
し
て
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

　

（
帳
簿
及
び
書
類
の
整
理
）

第�

二
十
八
条　

企
業
出
納
員
は
、
第
二
十
五
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
に
よ
り
、
預
り
有
価
証
券
の
受

入
れ
若
し
く
は
還
付
又
は
預
り
有
価
証
券
の
付
属
利
札
の
還
付
を
し
た
と
き
は
、
預
り
有
価
証
券
整

理
簿
に
記
帳
す
る
と
と
も
に
、
関
係
書
類
の
整
理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
落
札
者
以

外
の
者
に
係
る
預
り
有
価
証
券
の
出
納
に
つ
い
て
は
、
預
り
証
の
整
理
を
も
っ
て
当
該
整
理
簿
の
記

載
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　

第
五
章　

出
納
取
扱
店

　
　
　
　

第
一
節　

通
則

　

（
出
納
取
扱
店
）

第�

二
十
九
条　

流
域
下
水
道
事
業
の
業
務
に
係
る
現
金
の
出
納
事
務
の
一
部
を
取
り
扱
う
出
納
取
扱
店

は
、
知
事
が
指
定
し
た
金
融
機
関
と
す
る
。

　

（
出
納
取
扱
店
の
名
称
及
び
住
所
の
変
更
届
）

第�

三
十
条　

出
納
取
扱
店
は
、
名
称
又
は
住
所
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
知
事
に
届
け
出
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　

第
二
節　

出
納

　

（
収
納
）

第�

三
十
一
条　

出
納
取
扱
店
は
、
収
入
を
収
納
し
た
と
き
は
、
納
入
通
知
書
、
納
付
書
又
は
払
込
書
に

所
定
の
収
入
済
み
の
印
を
押
し
、
領
収
書
を
納
入
者
に
交
付
す
る
と
と
も
に
、
納
入
済
通
知
書
を
企

業
出
納
員
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
不
渡
り
証
券
）

第�

三
十
二
条　

出
納
取
扱
店
は
、
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
収
納
し
た
小
切
手
に
不
渡
り
と
な
っ
た
も

の
が
あ
る
と
き
は
、
小
切
手
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
三
十
九
条
に
規
定
す
る
証
明
を

受
け
、
当
該
収
入
を
取
り
消
す
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
納
入
者
に
は
、
収
入
取
消
通

知
書
（
様
式
第
二
十
六
号
）
を
送
付
す
る
と
と
も
に
、
企
業
出
納
員
に
は
、
出
納
取
扱
店
所
定
の
当

座
勘
定
照
合
表
に
取
り
消
し
た
金
額
を
朱
書
し
、
収
入
取
消
済
通
知
書
（
様
式
第
二
十
七
号
）
を
添

え
て
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
口
座
振
替
）

第�

三
十
三
条　

出
納
取
扱
店
は
、
企
業
出
納
員
か
ら
口
座
振
替
の
通
知
を
受
け
た
と
き
は
、
直
ち
に
振

込
み
を
行
い
、
企
業
出
納
員
に
振
込
済
み
の
通
知
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
送
金
）

第�

三
十
四
条　

出
納
取
扱
店
は
、
送
金
の
方
法
に
よ
る
支
払
の
通
知
を
受
け
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
債

権
者
に
対
し
て
送
金
す
る
と
と
も
に
、
企
業
出
納
員
に
送
金
済
み
の
通
知
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
２�　

出
納
取
扱
店
は
、
前
項
の
送
金
に
つ
い
て
、
企
業
出
納
員
か
ら
債
権
者
の
住
所
等
の
変
更
の
通
知

を
受
け
た
と
き
は
、
直
ち
に
調
査
し
、
支
払
未
済
で
あ
る
と
き
は
変
更
の
手
続
を
行
い
、
企
業
出
納

員
に
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
預
金
の
収
支
報
告
）

第�

三
十
五
条　

出
納
取
扱
店
は
、
流
域
下
水
道
事
業
会
計
の
預
金
口
座
に
つ
い
て
出
納
取
扱
店
所
定
の
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当
座
勘
定
照
合
表
を
作
成
し
、
企
業
出
納
員
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
預
金
在
高
証
明
書
）

第�
三
十
六
条　

出
納
取
扱
店
は
、
毎
月
末
現
在
の
預
金
の
在
高
に
つ
い
て
、
出
納
取
扱
店
所
定
の
預
金

在
高
証
明
書
を
作
成
し
、
翌
月
の
初
日
か
ら
起
算
し
て
四
営
業
日
ま
で
に
、
企
業
出
納
員
に
送
付
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
未
払
金
）

第�

三
十
七
条　

出
納
取
扱
店
は
、
送
金
し
た
日
か
ら
一
年
を
経
過
し
た
未
払
金
に
つ
い
て
は
、
そ
の
送

金
を
取
り
消
し
、
流
域
下
水
道
事
業
会
計
の
預
金
口
座
に
振
り
込
む
と
と
も
に
、
企
業
出
納
員
に
送

金
取
消
し
済
み
の
通
知
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　

第
六
章　

棚
卸
資
産

　
　
　
　

第
一
節　

通
則

　

（
棚
卸
資
産
の
範
囲
）

第
三
十
八
条　

棚
卸
資
産
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
物
品
を
い
う
。

　

一　

材
料

　

二　

消
耗
工
具
、
器
具
及
び
備
品

２　

前
項
の
棚
卸
資
産
の
細
目
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

　

（
棚
卸
資
産
に
関
す
る
事
務
の
所
管
）

第�

三
十
九
条　

建
築
都
市
部
長
は
、
棚
卸
資
産
の
取
得
、
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
事
務
を
総
括
す
る

。
２�　

下
水
道
課
長
は
、
棚
卸
資
産
の
取
得
、
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
建
築
都
市
部
長

を
補
助
す
る
。

３�　

所
属
長
は
、
常
に
下
水
道
事
業
の
業
務
の
執
行
上
必
要
な
棚
卸
資
産
を
貯
蔵
す
る
よ
う
に
努
め
、

か
つ
、
こ
れ
を
適
正
に
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　

第
二
節　

出
納

　

（
出
納
通
知
）

第�

四
十
条　

棚
卸
資
産
の
出
納
通
知
は
、
納
品
書
及
び
出
庫
票
（
様
式
第
二
十
八
号
）
に
よ
り
行
う
も

の
と
す
る
。

　

（
受
入
価
格
）

第�

四
十
一
条　

棚
卸
資
産
の
受
入
価
格
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

　

一　

購
入
品　

購
入
価
格

　

二　

生
産
品　

生
産
原
価

　

三　

そ
の
他　

適
正
な
見
積
価
格

　

（
購
入
及
び
修
繕
）

第�

四
十
二
条　

棚
卸
資
産
の
購
入
又
は
修
繕
を
行
う
場
合
は
、
財
務
規
則
第
二
百
三
十
八
条
第
四
項
の

例
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
払
出
価
格
）

第
四
十
三
条　

棚
卸
資
産
の
払
出
価
格
は
、
先
入
先
出
法
に
よ
る
。

　

（
受
入
れ
及
び
払
出
し
）

第�

四
十
四
条　

棚
卸
資
産
の
受
入
れ
及
び
払
出
し
を
し
た
と
き
は
、
棚
卸
資
産
在
高
帳
に
記
帳
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
払
出
材
料
の
戻
入
れ
）

第�

四
十
五
条　

企
業
出
納
員
は
、
払
い
出
し
た
材
料
に
残
品
が
生
じ
た
場
合
は
、
第
四
十
一
条
第
三
号

及
び
第
四
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　

第
三
節　

処
分

　

（
不
用
品
の
処
分
）

第�

四
十
六
条　

棚
卸
資
産
の
う
ち
、
使
用
に
耐
え
な
く
な
っ
た
も
の
又
は
不
用
と
な
っ
た
も
の
は
、
不

用
品
処
分
決
定
書
（
様
式
第
二
十
九
号
）
に
よ
り
不
用
の
決
定
を
し
、
売
却
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
買
受
人
が
な
い
も
の
、
売
却
価
格
が
売
却
に
要
す
る
費
用
の
額
に
達
し
な
い
も
の
そ

の
他
売
却
を
不
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
廃
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　

第
四
節　

実
地
棚
卸
し

　

（
実
地
棚
卸
し
）

第
四
十
七
条　

企
業
出
納
員
は
、
毎
事
業
年
度
末
、
実
地
棚
卸
し
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２�　

前
項
に
規
定
す
る
場
合
の
ほ
か
、
企
業
出
納
員
は
、
天
災
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
、
棚
卸
資
産
が

滅
失
し
、
亡
失
し
、
損
傷
し
た
場
合
そ
の
他
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
随
時
、
実
地
棚
卸
し

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３�　

前
二
項
の
規
定
に
よ
り
実
地
棚
卸
し
を
行
う
場
合
は
、
棚
卸
資
産
の
受
払
い
に
関
係
の
な
い
職
員

を
立
ち
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
現
品
の
確
認
）
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第�

四
十
八
条　

企
業
出
納
員
は
、
実
地
棚
卸
し
を
行
う
場
合
は
、
事
前
に
帳
簿
の
計
数
に
誤
り
が
な
い

こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
現
品
と
帳
簿
の
残
高
と
を
照
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
棚
卸
し
の
結
果
報
告
）

第�

四
十
九
条　

企
業
出
納
員
は
、
実
地
棚
卸
し
を
行
っ
た
と
き
は
、
棚
卸
表
（
様
式
第
三
十
号
）
を
作

成
し
、
そ
の
結
果
を
下
水
道
課
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
棚
卸
資
産
の
修
正
）

第�

五
十
条　

下
水
道
課
長
は
、
実
地
棚
卸
し
の
結
果
、
総
勘
定
元
帳
の
残
高
が
棚
卸
資
産
の
現
在
高
と

一
致
し
な
い
と
き
は
、
棚
卸
表
に
基
づ
い
て
こ
れ
を
修
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　

第
七
章　

棚
卸
資
産
以
外
の
物
品

　

（
直
購
入
）

第�

五
十
一
条　

第
三
十
八
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
物
品
の
う
ち
、
購
入
後
直
ち
に
使
用
さ
れ
る
こ
と

が
予
定
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
直
接
当
該
科
目
の
支
出
と
し
て
経
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２　

第
四
十
二
条
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
物
品
の
購
入
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

　
　
　

第
八
章　

固
定
資
産

　
　
　
　

第
一
節　

通
則

　

（
固
定
資
産
の
範
囲
）

第
五
十
二
条　

固
定
資
産
と
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

　

一　

有
形
固
定
資
産

　
　

イ　

土
地

　
　

ロ　

建
物
及
び
そ
の
附
属
設
備

　
　

ハ　

構
築
物
（
土
地
に
定
着
す
る
土
木
設
備
又
は
工
作
物
を
い
う
。
）

　
　

ニ　

機
械
、
装
置
及
び
そ
の
附
属
設
備

　
　

ホ　

自
動
車
そ
の
他
の
陸
上
運
搬
具

　
　

ヘ�　

工
具
、
器
具
及
び
備
品
（
耐
用
年
数
が
一
年
以
上
か
つ
取
得
価
格
が
十
万
円
以
上
の
も
の
に

限
る
。
）

　
　

ト�　

リ
ー
ス
資
産
（
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
リ
ー
ス
取
引
に
お
け
る
リ
ー
ス
物
件
の
借
主
で
あ
る
資
産

で
あ
っ
て
、
当
該
リ
ー
ス
物
件
が
イ
か
ら
ヘ
ま
で
及
び
リ
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
限
る

。
）

　
　

チ�　

建
設
仮
勘
定
（
ロ
か
ら
へ
ま
で
に
掲
げ
る
資
産
で
あ
っ
て
、
事
業
の
用
に
供
す
る
も
の
を
建

設
し
た
場
合
に
お
い
て
支
出
し
た
金
額
及
び
当
該
建
設
の
目
的
の
た
め
に
充
当
し
た
材
料
の
価

額
を
い
う
。
）

　
　

リ　

そ
の
他
の
有
形
資
産
で
あ
っ
て
、
有
形
固
定
資
産
に
属
す
る
資
産
と
す
べ
き
も
の

　

二　

無
形
固
定
資
産

　
　

イ　

借
地
権

　
　

ロ　

地
上
権

　
　

ハ　

特
許
権

　
　

ニ　

施
設
利
用
権

　
　

ホ�　

リ
ー
ス
資
産
（
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
リ
ー
ス
取
引
に
お
け
る
リ
ー
ス
物
件
の
借
主
で
あ
る
資
産

で
あ
っ
て
、
当
該
リ
ー
ス
物
件
が
イ
か
ら
ニ
ま
で
及
び
ヘ
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
限
る

。
）

　
　

ヘ　

そ
の
他
の
無
形
資
産
で
あ
っ
て
、
無
形
固
定
資
産
に
属
す
る
資
産
と
す
べ
き
も
の

　

三　

投
資
そ
の
他
の
資
産

　
　

イ�　

投
資
有
価
証
券
（
一
年
内
（
当
該
事
業
年
度
の
末
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
以
内
の
日

を
い
う
。
）
に
満
期
の
到
来
す
る
有
価
証
券
を
除
く
。
）

　
　

ロ　

出
資
金

　
　

ハ　

長
期
貸
付
金

　
　

ニ　

そ
の
他
の
固
定
資
産
で
あ
っ
て
、
投
資
そ
の
他
の
資
産
に
属
す
る
資
産
と
す
べ
き
も
の

　
　

ホ　

有
形
固
定
資
産
若
し
く
は
無
形
固
定
資
産
、
流
動
資
産
又
は
繰
延
資
産
に
属
し
な
い
資
産

　

（
固
定
資
産
に
関
す
る
事
務
の
所
管
）

第�

五
十
三
条　

建
築
都
市
部
長
は
、
固
定
資
産
の
取
得
、
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
事
務
を
総
括
す
る

。
２�　

下
水
道
課
長
は
、
固
定
資
産
の
取
得
、
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
、
建
築
都
市
部

長
を
補
助
す
る
。

　
　
　
　

第
二
節　

取
得

　

（
取
得
価
額
）

第�

五
十
四
条　

固
定
資
産
の
取
得
価
額
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

　

一　

購
入
に
よ
る
も
の　

購
入
に
要
し
た
価
額

　

二　

工
事
又
は
製
作
に
よ
る
も
の　

直
接
費
と
間
接
費
と
の
合
計
額
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三　

交
換
に
よ
る
も
の　

帳
簿
価
額
に
交
換
差
金
を
加
減
し
た
額

　

四�　

無
償
で
譲
り
受
け
た
固
定
資
産
又
は
前
三
号
に
掲
げ
る
固
定
資
産
で
取
得
価
額
が
不
明
な
も
の

　

公
正
な
評
価
額

　

五�　

所
管
換
に
よ
る
も
の　

取
得
価
額
か
ら
当
該
固
定
資
産
の
減
価
償
却
累
計
額
を
控
除
し
た
額
に

直
接
費
を
加
え
た
額

　

（
車
両
運
搬
具
並
び
に
工
具
、
器
具
及
び
備
品
の
購
入
）

第�

五
十
五
条　

第
四
十
二
条
の
規
定
は
、
車
両
運
搬
具
並
び
に
工
具
、
器
具
及
び
備
品
の
購
入
に
つ
い

て
準
用
す
る
。

　

（
建
設
改
良
工
事
の
精
算
）

第�

五
十
六
条　

下
水
道
課
長
は
、
建
設
改
良
工
事
が
完
成
し
、
又
は
終
了
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
工

事
の
精
算
を
行
い
、
当
該
固
定
資
産
に
振
り
替
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２�　

前
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
基
準
に
従
っ
て
間
接
費
を
配
賦
し
、
工
事
費
に

合
算
し
て
固
定
資
産
に
振
り
替
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
建
設
仮
勘
定
）

第�

五
十
七
条　

建
設
改
良
工
事
で
そ
の
工
期
が
一
事
業
年
度
を
超
え
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
建
設
仮
勘

定
を
設
け
て
経
理
す
る
も
の
と
す
る
。

２�　

前
項
の
建
設
改
良
工
事
が
完
成
し
、
又
は
終
了
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
建
設
仮
勘
定
の
精
算
を

行
い
、
固
定
資
産
の
当
該
科
目
に
振
り
替
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　

第
三
節　

管
理
及
び
処
分

　

（
固
定
資
産
台
帳
等
）

第�

五
十
八
条　

下
水
道
課
長
は
、
流
域
下
水
道
事
業
に
属
す
る
固
定
資
産
に
つ
い
て
、
固
定
資
産
台
帳

を
備
え
、
異
動
の
都
度
、
台
帳
の
修
正
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２�　

下
水
道
課
長
は
、
流
域
下
水
道
事
業
に
係
る
固
定
資
産
を
新
た
に
取
得
し
、
又
は
そ
の
固
定
資
産

に
異
動
が
あ
っ
た
と
き
は
、
固
定
資
産
取
得
報
告
書
（
様
式
第
三
十
一
号
）
又
は
固
定
資
産
異
動
報

告
書
（
様
式
第
三
十
二
号
）
に
、
必
要
な
図
面
そ
の
他
関
係
書
類
を
添
え
て
、
速
や
か
に
、
建
築
都

市
部
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
車
両
運
搬
具
並
び
に
工
具
、
器
具
及
び
備
品
の
修
繕
）

第�

五
十
九
条　

第
四
十
二
条
の
規
定
は
、
車
両
運
搬
具
並
び
に
工
具
、
器
具
及
び
備
品
の
修
繕
に
つ
い

て
準
用
す
る
。

　

（
固
定
資
産
の
照
合
）

第�

六
十
条　

建
築
都
市
部
長
は
、
毎
年
一
回
以
上
、
固
定
資
産
に
つ
い
て
、
固
定
資
産
台
帳
と
照
合
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
処
分
）

第�

六
十
一
条　

車
両
運
搬
具
並
び
に
工
具
、
器
具
及
び
備
品
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
固
定
資
産
の
う

ち
、
著
し
い
損
傷
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
そ
の
用
途
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
も
の
に

つ
い
て
は
、
第
四
十
六
条
の
例
に
よ
り
処
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２�　

前
項
の
規
定
に
よ
り
処
分
す
る
固
定
資
産
が
、
財
務
規
則
第
二
百
三
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
指
定
さ
れ
た
物
品
に
該
当
す
る
と
き
は
、
建
築
都
市
部
長
の
承
認
を
受
け
て
処
分
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

３�　

第
一
項
の
規
定
は
、
固
定
資
産
を
撤
去
し
た
場
合
に
お
い
て
発
生
し
た
物
品
に
つ
い
て
準
用
す
る

。

　
　
　
　

第
四
節　

減
価
償
却

　

（
償
却
資
産
）

第�

六
十
二
条　

固
定
資
産
の
う
ち
、
土
地
、
建
設
仮
勘
定
そ
の
他
減
価
償
却
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い

資
産
以
外
の
資
産
は
、
償
却
資
産
と
し
て
毎
事
業
年
度
減
価
償
却
を
行
う
も
の
と
す
る
。

　

（
減
価
償
却
の
方
法
）

第�

六
十
三
条　

減
価
償
却
は
、
定
額
法
に
よ
っ
て
取
得
の
翌
年
度
か
ら
行
う
も
の
と
し
、
有
形
固
定
資

産
に
あ
っ
て
は
間
接
法
、
無
形
固
定
資
産
に
あ
っ
て
は
直
接
法
に
よ
る
。

　

（
減
価
償
却
の
特
例
）

第�

六
十
四
条　

地
方
公
営
企
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
総
理
府
令
第
七
十
三
号
。
以
下
「
府
令

」
と
い
う
。
）
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
減
価
償
却
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、
総
務
部
長
の

承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第�
六
十
五
条　

有
形
固
定
資
産
が
残
存
価
格
に
達
し
た
後
に
お
い
て
、
府
令
第
十
五
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
帳
簿
価
格
が
一
円
に
達
す
る
ま
で
減
価
償
却
を
行
お
う
と
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ

の
旨
及
び
そ
の
年
度
に
つ
い
て
建
築
都
市
部
長
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　

第
五
節　

評
価
替
え

　

（
評
価
替
え
）

第�

六
十
六
条　

固
定
資
産
に
つ
い
て
評
価
替
え
を
必
要
と
す
る
と
き
は
、
事
前
に
、
固
定
資
産
評
価
替
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え
伺
書
（
様
式
第
三
十
三
号
）
に
よ
り
下
水
道
課
長
の
決
裁
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　

第
九
章　

引
当
金

　

（
退
職
給
付
引
当
金
の
計
上
方
法
）

第�

六
十
七
条　

退
職
給
付
引
当
金
の
計
上
は
、
簡
便
法
（
当
該
事
業
年
度
の
末
日
に
お
い
て
企
業
職
員

の
全
員
（
同
日
に
お
け
る
退
職
者
を
除
く
。
）
が
自
己
の
都
合
に
よ
り
退
職
す
る
も
の
と
仮
定
し
た

場
合
に
支
給
す
べ
き
退
職
手
当
の
総
額
を
計
上
す
る
方
法
を
い
う
。
）
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　

第
十
章　

決
算

　
　
　
　

第
一
節　

例
月
経
理
報
告

　

（
例
月
経
理
報
告
）

第�

六
十
八
条　

下
水
道
課
の
企
業
出
納
員
は
、
前
月
分
の
出
納
事
務
に
つ
き
、
試
算
表
（
様
式
第
三
十�

四
号
）
を
作
成
し
、
預
金
在
高
証
明
書
を
添
え
て
翌
月
十
五
日
ま
で
に
下
水
道
課
長
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

２�　

下
水
道
課
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
書
類
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

　
　
　
　

第
二
節　

決
算

　

（
決
算
整
理
）

第�

六
十
九
条　

下
水
道
課
長
は
、
毎
事
業
年
度
経
過
後
、
速
や
か
に
、
振
替
伝
票
に
よ
り
、
次
に
掲
げ

る
事
項
に
つ
い
て
、
決
算
整
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一　

実
地
棚
卸
し
に
基
づ
く
棚
卸
資
産
の
修
正

　

二　

固
定
資
産
の
減
価
償
却

　

三　

繰
延
収
益
の
償
却

　

四　

資
産
の
評
価

　

五　

引
当
金
の
計
上

　

六　

未
払
費
用
等
の
経
過
勘
定
に
関
す
る
整
理

　

（
帳
簿
の
締
切
）

第�

七
十
条　

下
水
道
課
長
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
決
算
整
理
を
行
っ
た
後
、
各
勘
定
の
締
切
り
を
行

う
も
の
と
す
る
。

　

（
決
算
資
料
の
提
出
）

第�

七
十
一
条　

建
築
都
市
総
務
課
長
は
、
毎
事
業
年
度
経
過
後
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
作
成
し
て
、
四

月
三
十
日
ま
で
に
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一　

決
算
報
告
書

　

二　

損
益
計
算
書

　

三　

貸
借
対
照
表

　

四　

剰
余
金
計
算
書
又
は
欠
損
金
計
算
書

　

五　

剰
余
金
処
分
計
算
書
又
は
欠
損
金
処
理
計
算
書

　

六　

事
業
報
告
書

　

七�　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
（
予
定
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
と
同
じ
方
法
に
よ
り
作

成
し
た
も
の
に
限
る
。
）

　

八　

収
益
費
用
明
細
書

　

九　

固
定
資
産
明
細
書

　

十　

企
業
債
明
細
書

　

十
一　

継
続
費
精
算
報
告
書

２�　

前
項
の
資
料
を
提
出
す
る
場
合
は
、
証
書
類
及
び
預
金
在
高
証
明
書
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
預
金
在
高
証
明
書
は
、
前
項
の
貸
借
対
照
表
に
貼
付
す
る
も
の
と
す
る
。

　

（
決
算
の
方
法
）

第�

七
十
二
条　

知
事
は
、
毎
事
業
年
度
経
過
後
二
月
以
内
に
、
前
条
の
報
告
に
基
づ
い
て
決
算
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　

第
十
一
章　

予
算

　
　
　
　

第
一
節　

予
算
の
調
製

　

（
予
算
の
要
求
）

第�

七
十
三
条　

建
築
都
市
部
長
は
、
予
算
の
要
求
に
際
し
て
は
、
財
務
規
則
第
十
五
条
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ
る
書
類
そ
の
他
必
要
な
資
料
を
作
成
し
、
総
務
部
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

一　

収
益
的
（
資
本
的
）
収
支
見
積
書
（
様
式
第
三
十
五
号
）

　

二　

一
般
会
計
か
ら
の
補
助
金
等
明
細
書
（
様
式
第
三
十
六
号
）

　

三　

補
て
ん
財
源
明
細
書
（
様
式
第
三
十
七
号
）

　

四　

継
続
費
設
定
見
積
書
（
様
式
第
三
十
八
号
）

　

五　

債
務
負
担
行
為
見
積
書
（
様
式
第
三
十
九
号
）
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六　

一
時
借
入
金
見
積
書
（
様
式
第
四
十
号
）

　

七　

棚
卸
資
産
購
入
限
度
額
調
書
（
様
式
第
四
十
一
号
）

　

八�　

地
方
公
営
企
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
九
十
二
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二�

十
五
条
に
規
定
す
る
予
算
に
関
す
る
説
明
書

２�　

前
項
第
八
号
の
予
算
に
関
す
る
説
明
書
を
作
成
す
る
場
合
に
お
い
て
、
予
定
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ

ー
計
算
書
を
作
成
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
間
接
法
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

　

（
予
算
等
の
原
稿
の
送
付
）

第�

七
十
四
条　

建
築
都
市
部
長
は
、
予
算
の
決
定
の
通
知
が
あ
っ
た
と
き
は
、
財
務
規
則
第
十
七
条
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
予
算
及
び
前
条
第
一
項
第
八
号
の
予
算
に
関
す
る
説
明
書
の
原
稿
を
、
建
築

都
市
総
務
課
長
を
し
て
財
政
課
長
に
送
付
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
予
算
の
款
、
項
、
目
及
び
節
の
区
分
）

第
七
十
五
条　

予
算
の
款
、
項
、
目
及
び
節
の
区
分
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

　

一�　

款
、
項
及
び
目
の
区
分
は
、
地
方
公
営
企
業
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
三
号
）

第
十
七
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
予
算
の
実
施
計
画
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

　

二　

節
の
区
分
は
、
別
に
建
築
都
市
部
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

　
　
　
　

第
二
節　

予
算
の
執
行

　

（
予
算
執
行
計
画
）

第�

七
十
六
条　

建
築
都
市
総
務
課
長
は
、
予
算
成
立
の
通
知
が
あ
っ
た
と
き
は
、
予
算
執
行
計
画
（
変

更
）
回
議
書
（
様
式
第
四
十
二
号
）
を
作
成
し
、
建
築
都
市
部
長
の
決
裁
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２　

前
項
の
規
定
は
、
既
定
の
予
算
執
行
計
画
の
変
更
を
す
る
場
合
に
準
用
す
る
。

３�　

第
七
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
支
出
予
算
の
流
用
又
は
予
備
費
の
補
充
に
よ
り
予
算
執
行
計
画
に
変

更
を
生
じ
る
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
当
該
流
用
又
は
予
備
費
の
補
充
の
決
裁
を
も
っ
て
予
算
執
行
計

画
の
変
更
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

　

（
支
出
予
算
の
流
用
及
び
予
備
費
の
補
充
）

第�

七
十
七
条　

建
築
都
市
総
務
課
長
は
、
支
出
予
算
の
各
項
、
目
又
は
節
の
経
費
の
金
額
に
つ
い
て
流

用
を
必
要
と
す
る
と
き
は
、
予
算
流
用
予
備
費
補
充
回
議
書
（
様
式
第
四
十
三
号
）
に
よ
り
そ
の
手

続
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２�　

建
築
都
市
総
務
課
長
は
、
予
備
費
の
補
充
を
必
要
と
す
る
と
き
は
、
予
算
流
用
予
備
費
補
充
回
議

書
に
よ
り
そ
の
手
続
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
弾
力
条
項
の
適
用
）

第�

七
十
八
条　

建
築
都
市
総
務
課
長
は
、
法
第
二
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
予
算
外
の
支
出

を
行
う
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
弾
力
条
項
適
用
見
積
書
（
様
式
第
四
十
四
号
）
を
総
務
部
長
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２�　

総
務
部
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
弾
力
条
項
適
用
見
積
書
の
内
容
に
つ
い
て
、
財

政
課
長
を
し
て
検
討
さ
せ
、
必
要
な
調
整
を
行
い
、
知
事
の
決
裁
を
受
け
た
後
、
建
築
都
市
総
務
課

長
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３�　

建
築
都
市
総
務
課
長
は
、
予
算
外
の
支
出
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
結
果
を
総
務
部
長
に
報
告
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
予
算
の
繰
越
し
）

第�

七
十
九
条　

建
築
都
市
総
務
課
長
は
、
法
第
二
十
六
条
第
一
項
又
は
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ

り
予
算
の
繰
越
し
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
予
算
繰
越
計
算
書
（
様
式
第
四
十
五
号
）
に
よ
り
そ

の
手
続
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
予
算
執
行
計
画
等
の
通
知
）

第�

八
十
条　

建
築
都
市
総
務
課
長
は
、
第
七
十
六
条
、
第
七
十
七
条
及
び
前
条
の
規
定
に
よ
る
手
続
を

し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
財
政
課
長
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
継
続
費
等
の
計
算
書
の
提
出
）

第�

八
十
一
条　

建
築
都
市
総
務
課
長
は
、
継
続
費
の
毎
事
業
年
度
の
年
割
額
の
支
出
残
額
を
、
継
続
年

期
中
翌
年
度
に
繰
り
越
し
て
使
用
す
る
場
合
又
は
予
算
の
繰
越
し
を
し
た
場
合
は
、
継
続
費
繰
越
計

算
書
（
府
令
別
表
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
。
）
又
は
繰
越
計
算
書
（
府
令
別
表
に
定
め
る
様
式
に
よ

る
。
）
を
作
成
し
て
、
翌
年
度
の
五
月
三
十
一
日
ま
で
に
財
政
課
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
２�　

建
築
都
市
総
務
課
長
は
、
継
続
費
に
係
る
継
続
年
度
が
終
了
し
た
と
き
は
、
継
続
費
精
算
報
告
書

（
府
令
別
表
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
。
）
を
作
成
し
て
、
翌
年
度
の
五
月
三
十
一
日
ま
で
に
財
政
課

長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　

第
十
二
章　

雑
則

　

（
賠
償
責
任
に
係
る
補
助
職
員
の
指
定
）

第�

八
十
二
条　

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
三
条
の
二
の
二
第
一
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項
後
段
の
規
定
に
基
づ
き
、
権
限
を
有
す
る
職
員
の
事
務
を
直
接
補
助
す
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
財

務
規
則
第
二
百
八
十
三
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
号
の
表
及
び
第

三
号
の
表
中
「
会
計
管
理
者
」
と
あ
る
の
は
「
知
事
」
と
、
「
出
納
員
」
と
あ
る
の
は
「
企
業
出
納

員
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

　

（
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
流
域
下
水
道
事
業
財
務
会
計
事
務
の
特
例
）

第�

八
十
三
条　

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
り
処
理
す
る
流
域
下
水

道
事
業
財
務
会
計
事
務
の
取
扱
い
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

様
式
目
次

様
式
第
一
号
収
入
伝
票

（
財
務
担
当
課
、
事
業
所
）

第

六

条

様
式
第
二
号
支
払
伝
票

（
財
務
担
当
課
、
事
業
所
）

第

六

条

様
式
第
三
号
振
替
伝
票

（
財
務
担
当
課
、
事
業
所
）

第

六

条

様
式
第
四
号
収
入
予
算
執
行
整
理
簿

（
財
務
担
当
課
、
事
業
所
）

第

八

条

様
式
第
五
号
支
出
予
算
執
行
整
理
簿

（
財
務
担
当
課
、
事
業
所
）

第

八

条

様
式
第
六
号
総
勘
定
元
帳

（
下
水
道
課
）

第

八

条

様
式
第
七
号
内
訳
簿

（
下
水
道
課
）

第

八

条

様
式
第
八
号
預
り
有
価
証
券
整
理
簿

（
財
務
担
当
課
、
事
業
所
）

第

八

条

様
式
第
九
号
棚
卸
資
産
在
高
帳

（
財
務
担
当
課
、
事
業
所
）

第

八

条

様
式
第
十
号
企
業
債
及
び
借
入
金
台
帳

（
下
水
道
課
）

第

八

条

様
式
第
十
一
号
固
定
資
産
台
帳

（
下
水
道
課
）

第

八

条

様
式
第
十
二
号
納
入
通
知
書

（
財
務
担
当
課
、
事
業
所
）

第
十
四
条

様
式
第
十
三
号
納
付
書

（
財
務
担
当
課
、
事
業
所
）

第
十
四
条

様
式
第
十
四
号
領
収
書

（
財
務
担
当
課
、
事
業
所
）

第
十
五
条

様
式
第
十
五
号
払
込
書

（
財
務
担
当
課
、
事
業
所
）

第
十
五
条

様
式
第
十
六
号
支
出
負
担
行
為
決
議
書

（
財
務
担
当
課
、
事
業
所
）

第
十
八
条

様
式
第
十
七
号
精
算
書

（
財
務
担
当
課
、
事
業
所
）

第
二
十
条

様
式
第
十
八
号
返
納
決
議
書

（
財
務
担
当
課
、
事
業
所
）

第
二
十
一
条

様
式
第
十
九
号
返
納
通
知
書

（
財
務
担
当
課
、
事
業
所
）

第
二
十
一
条

様
式
第
二
十
号
有
価
証
券
収
納
伺
書

（
財
務
担
当
課
、
事
業
所
）

第
二
十
五
条

様
式
第
二
十
一
号
有
価
証
券
預
託
依
頼
書

（
財
務
担
当
課
、
事
業
所
）

第
二
十
五
条

様
式
第
二
十
二
号
有
価
証
券
預
託
引
受
書

（
財
務
担
当
課
、
事
業
所
）

第
二
十
五
条

様
式
第
二
十
三
号
有
価
証
券
還
付
請
求
書

（
財
務
担
当
課
、
事
業
所
）

第
二
十
六
条

様
式
第
二
十
四
号
付
属
利
札
還
付
請
求
書

（
財
務
担
当
課
、
事
業
所
）

第
二
十
七
条

様
式
第
二
十
五
号
付
属
利
札
還
付
通
知
書

（
財
務
担
当
課
、
事
業
所
）

第
二
十
七
条

様
式
第
二
十
六
号
収
入
取
消
通
知
書

（
出
納
取
扱
店
）

第
三
十
二
条

様
式
第
二
十
七
号
収
入
取
消
済
通
知
書

（
出
納
取
扱
店
）

第
三
十
二
条

様
式
第
二
十
八
号
出
庫
票

（
財
務
担
当
課
、
事
業
所
）

第
四
十
条

様
式
第
二
十
九
号
不
用
品
処
分
決
定
書

（
財
務
担
当
課
、
事
業
所
）

第
四
十
六
条

様
式
第
三
十
号
棚
卸
表	

（
財
務
担
当
課
、
事
業
所
）

第
四
十
九
条

様
式
第
三
十
一
号
固
定
資
産
取
得
報
告
書

（
下
水
道
課
）

第
五
十
八
条

様
式
第
三
十
二
号
固
定
資
産
異
動
報
告
書

（
下
水
道
課
）

第
五
十
八
条

様
式
第
三
十
三
号
固
定
資
産
評
価
替
え
伺
書

（
下
水
道
課
）

第
六
十
六
条

様
式
第
三
十
四
号
試
算
表

（
下
水
道
課
）

第
六
十
八
条

様
式
第
三
十
五
号
収
益
的
（
資
本
的
）
収
支
見
積
書

（
建
築
都
市
総
務
課
）

第
七
十
三
条

様
式
第
三
十
六
号
一
般
会
計
か
ら
の
補
助
金
等
明
細
書

（
建
築
都
市
総
務
課
）

第
七
十
三
条

様
式
第
三
十
七
号
補
て
ん
財
源
明
細
書

（
建
築
都
市
総
務
課
）

第
七
十
三
条

様
式
第
三
十
八
号
継
続
費
設
定
見
積
書

（
建
築
都
市
総
務
課
）

第
七
十
三
条

様
式
第
三
十
九
号
債
務
負
担
行
為
見
積
書

（
建
築
都
市
総
務
課
）

第
七
十
三
条

様
式
第
四
十
号
一
時
借
入
金
見
積
書

（
建
築
都
市
総
務
課
）

第
七
十
三
条

様
式
第
四
十
一
号
棚
卸
資
産
購
入
限
度
額
調
書

（
建
築
都
市
総
務
課
）

第
七
十
三
条

様
式
第
四
十
二
号
予
算
執
行
計
画
（
変
更
）
回
議
書

（
建
築
都
市
総
務
課
）

第
七
十
六
条

様
式
第
四
十
三
号
予
算
流
用
予
備
費
補
充
回
議
書

（
建
築
都
市
総
務
課
）

第
七
十
七
条

様
式
第
四
十
四
号
弾
力
条
項
適
用
見
積
書

（
建
築
都
市
総
務
課
）

第
七
十
八
条

様
式
第
四
十
五
号
予
算
繰
越
計
算
書

（
建
築
都
市
総
務
課
）

第
七
十
九
条
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負
担
行
為
兼
支
払
伝
票

予
　
　
算
　
　
科
　
　
目

所
　
属

款項目節細

担
当
者

支
出
N
o

起
案
日

款項目節細

支
払
方
法

-

借
　
　
方
　
　
科
　
　
目

貸
　
　
方
　
　
科
　
　
目

款項目節細

款項目節細

（
）

（
）

（
）

（
）

款項目節細

金
額

支
出
累
計
額

予
算
残
額

負
担
累
計
額

予
　
算
　
額

摘要

支
払
日

請
求
日

検
収
日

　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日

　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日

㊞

債権者

（
）

上
記
の
金
額
領
収
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日

様

住
所

氏
名

㊞

支
払
済
印 円

件名

（
）

決裁

関
連
負
担
No

予
算
種
別

事
　
業

出納

年
度

　
年
　
　
月
　
　
日

　
年
　
　
月
　
　
日

様
式
第
２
号
（
第
６
条
関
係
）

支
払
伝
票

収
入
伝
票

収
入
No

金
額

－

収
入
日

円

決裁出納

所
　
属

担
当
者

-

起
案
日

予
　
　
算
　
　
科
　
　
目

款項目節細

款項目節細

借
　
　
方
　
　
科
　
　
目

貸
　
　
方
　
　
科
　
　
目

款項目節細
（

）

（
）

（
）

款項目節細
（

）

（
）

件名摘要

関
連
調
定
No

予
算
種
別

事
　
業

年
度

　
年
　
　
月
　
　
日

　
年
　
　
月
　
　
日

様
式
第
１
号
（
第
６
条
関
係
）
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流域下水道事業会計

（款）           （項）           （目）           （節）           （細節）            

月 日 伝票 No. 件名／摘要 現計予算額 調定額 予算残額 収入額 

様式第４号（第８条関係）

（単位　円）

振
替
伝
票

　
年
　
　
月
　
　
日

予
　
　
算
　
　
科
　
　
目

款項目節細 起
案
日

款項目節細

借
　
　
方
　
　
科
　
　
目

貸
　
　
方
　
　
科
　
　
目

款項目節細

款項目節細

（
）

（
）

（
）

（
）

款項目節細

（
）

予
　
　
算
　
　
科
　
　
目

款項目節細

（
）

執
行
区
分

執
行
区
分

所
　
属

担
当
者

振
替
No

金
額

円

摘要 件名 決裁出納予
算
種
別

予
算
種
別

事
　
業

事
　
業

年
度

様
式
第
３
号
（
第
６
条
関
係
）
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流域下水道事業会計

様式第６号（第８条関係）

流域下水道事業会計

（款）           （項）           （目）           （節）           （細節）            

月日 伝票 No. 件名／摘要 予算額 支出負担行為額
予算額と

支出負担行為額との差 支出命令額 
予算額と

支出命令額との差 

様式第５号（第８条関係）

（単位　円）
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様式第８号(第８条関係) 

預 り 有 価 証 券 整 理 簿 

区分 

年月日 

摘 要 銘 柄 

受 入 払 出 残 

枚数 券 面 額 月日 枚数 券 面 額 枚数 券 面 額 

      枚 円   枚 円 枚 円 

流域下水道事業会計

月日
伝票

区分
伝票 No. 所属 相手科目 件名 借 方 貸 方 残 高 

様式第７号（第８条関係）

（単位　円）

　　　内訳簿　　　
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様
式
第
1
0
号
(
第
８
条
関
係
) 

 
企
業
債
及
び
借
入
金
台
帳
 
 

借
入

の
費

目
 

借
入

年
度

内
訳

番
号

事
業

名
称
 

借
入
金
額

借
入

先
 

借
入

年
月

日
 

年
 
月
 
日
 

許
可

年
月

日
 

年
 
月
 
日
 

許
可

番
号
 

第
 
 
 
号
 

利
率
 

当
初
 

変
更
 

議
決

番
号

及
び

年
月

日
 

定臨
第
 
号
 

年
月

日
 

年
月

日
 

年
月

日
 

年
 
月
 
日
 

年
分

厘
 

分
 
厘
 

分
 
厘
 

分
 
厘
 

借
入

条
件
 

年
据
置
 
年
償
還
 
年
 
回
償
還
 

債
権
番
号
 

借
入

状
況
 

借
入

年
月

日
 

金
額
 
備考

年
 
月
 
日
 

円
 

年
 
月
 
日
 

円
 

年
 
月
 
日
 

円
 

年
 
月
 
日
 

円
 

年
 
月
 
日
 

円
 

ケ
年
賦
 

償
還

予
定
 

償
還

て
ん

末
 

年
月
日
 

元
金
 

利
子
 

計
 

未
償

還
残

高
 

年
月
日
 

元
金
 

利
子
 

計
 

未
償

還
残

高
 

 
 

円
円

円
円

 
 

円
円

円
円

 
備
考
 
裏
面
に
は
、
償
還
予
定
、
償
還
て
ん
末
欄
を
刷
り
込
み
使
用
す
る
こ
と
。
 

様式第９号(第８条関係) 

 棚 卸 資 産 在 高 帳  

  保有限度額￥                       品 名               

単 位                           No.         

年 

伝 票 番 号 摘 要 

受 入 払 出 残 高 

数 量 単 価 金 額 数量 単 価 金 額 数量 単 価 金 額 

月 日                         
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            固定資産台帳             流域下水道事業会計

款  

 項 

 目 

 節 

施工者    取得価額 円 財源内訳 取得区分   

工事番号    耐用年数 年  地区区分   

工事名    償却率  施設区分   

数量  原価部門   

所在地    リース期間 年 予算目   

  資産区分   

費用内訳    

図面番号

構造等    附記  

管種情報

償却方法  残存耐用年数 年

償却対象額 年間償却額 残存価額 償却限度額 償却開始  償却率 

(残存耐用年数)    償却区分

日 付 摘要 

帳 簿 原 価  減価償却累計額 

帳 簿 価 額 処 分 額 備  考 （借方／貸方） 残  高 
（借方／貸方） 累 計 額 

数 量 価 額 数 量 価 額 

資産№  

取得年度 年度 

取得日付 年  月  日 

様式第 11号（第８条関係） 

様
式
第
1
2号

(第
1
4条

関
係
) 

様
式
第
1
3号

(第
1
4条

関
係
) 

 
 納

入
場
所
 
 

1
 
出
納
取
扱
金
融
機
関
 
福
岡
銀
行
の
本
・
支
店
 

2
 
こ
の
納
入
通
知
書
を
発
行
し
た
福
岡
県
の
本
庁
課
又
は
出
先
機
関
 

3
 
上
記
以
外
の
場
合
は
、
手
数
料
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

福
岡
県
公
金
 

納
入
通
知
(
納
付
)書

兼
領
収
証
 

職
印
 

 
納
付
目
的

本
書
の
と
お
り
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
 

納
入
額
 

円
 

区
分
 

 
 

延
滞
金
・
違
約
金

円

合
計
 

円
 

 
 

収
入
区
分
 

所
属
コ
ー
ド
 

年
度
 

会
計
 

款
 

項
 

目
 

節
 

細
節
 

納
期

限
 

年
 
 
月
 
 
日

取
引

店
 

発
行

元
 

調
定
番
号
 

内
訳
番
号
 

納
入
義
務
者

住
所
 

 
 

延
滞

金
・

違
約

金

の
期
間
 

自
 
年
 
月
 
日

至
 
年
 
月
 
日
 

 
 
 
 
 
日
間
 

発
行

日
 

領
収
日
付
印
 

年
 
 
月
 
 
日
 

こ
の

領
収
証
は
納
入

場
所
の

領
収

日
付

印
に
よ
っ
て
効

力
を
生

じ
ま

す
。
 

氏
名
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
切
り
取
ら
な
い
で
金
融
機
関
に
お
出
し
く
だ
さ
い
 

福
岡
県
公
金
 

福
岡
県
公
金
 

 
 
 
 
 
 

 
 
納
入
済
通
知
書
 

原
符

 

○この納入通知(納付)書はこのまま金融機関へお出しください。

納入通知(納付)書兼領収証(納入義務者交付用) 

納入済通知書(出納取扱金融機関集中店送付用) 

原符(受付金融機関保管用) 

○納入済通知書は機械で処理しますので、決して折ったり汚したりしないでください。

調
定

番
号
 

 
 

内
訳

番
号
 

 
 

納
入

額
 

円
 

調
定

番
号
 

内
訳

番
号
 

納
期
限
 

年
 
 
月
 
 
日
 

納
入
額
 

円
 

納
期
限
 

年
 
月
 
日
 

×切り取らないで金融機関にお出しください

納
入

額
 

円
 

延
滞
金

・
違

約
金

の
期
間
 

自
 
年
 
月
 
日
 

至
 
年
 
月
 
日

 
 
 
 
 
日
間
 

延
滞

金
・
違
約
金

円

合
計
 

円
 

区
分
 

年
度
 

会
計
 

款
 

項
 

目
 

節
 

細
節
 

延
滞
金
・

違
約
金

の
期
間
 

自
 
年
 
月
 
日
 

至
 
年
 
月
 
日

 
 
 
 
 
日
間
 

領
収
日
付
印
 

納
入

義
務
者
氏
名
 

納
入
額
 

円

延
滞
金
・
違
約
金
 

 
 

取
引

店
 

発
行
元
 

領
収
日
付
印

 

合
計
 

円
 

発
行
元
 

発
行
日
 

年
 

月
 
日

納入義務者

住所氏名
発
行
日
 

年
 
月
 

日
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様式第14号 その２（第15条関係）  

領 収 書 元 符 

福岡県流域下水道事業会計 

No．        

 事業年度     年度 

 発 行 日    年  月  日 

 請求期間 

納
入
義
務
者

摘

要

合 計 金 額 
 本書のとおり領収済 

   課（事業所）名 

  領 収 日 付 印 

 科 目

款 項 目 節 節 名 
 企業出納員 

様式第14号 その1（第15条関係）  

領 収 書 

福岡県流域下水道事業会計 

No．        

 事業年度     年度 

 発 行 日    年  月  日 

 請求期間 

納
入
義
務
者

摘

要

合 計 金 額  本書のとおり領収しました。 

 (領収日付印のないものは無効) 

   課（事業所）名 
  領 収 日 付 印 

職 印   

 科 目

款 項 目 節 節 名 
企業出納員         
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様
式
第
1
5
号
そ
の
２
（
第
1
5条

関
係
）
 
 

福岡県流域下水道事業会計

福
岡
県
公
金
 
 
 
 
 
領

 
 

収
 
 

書
 
 
 
 
N
o
. 

 
 
 
 
 

年
度

科
目

款
 

項
 

目
 

節
 

金
額

 
 

 
 

百
万

 
 

 
 

千
 
 

 
 

円
 
 

 
 
 
 
 
 
 
上
記
の
と
お
り
領
収
し
ま
し
た
。
 

 
 
 
 
 
 
外
 
名
分
 

 
 
 
 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
課
（
事
業
所
）
名
 

企
業
出
納
員
 
 
 
 
殿
 
 
 

 
 
福
岡
県
流
域
下
水
道
事
業
出
納
取
扱
店
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出
納
取
扱
店
 

領
収
日
付
印
 

様
式

第
1
5
号
そ

の
１

（
第

1
5条

関
係
）

 
 

福岡県流域下水道事業会計

福
岡

県
公

金
 

 
 

 
 
払

 
 

込
 
 

書
 
 

 
 

N
o
. 

 
 

 
 
 

年
度

科
目

款
 

項
 

目
 

節
 

金
額

○ イ

 
 

百
万

 
 

 
 

千
 

 
 

 
円

 
 

 
 

 
 

 
 

 
上

記
の

と
お

り
払
い

込
み

ま
す

。
 

 
 

 
 

 
 

外
 

名
分
 

 
 

 
 

 
 

 
年

 
 

月
 

 
日
 

 
 

課
（

事
業

所
）

名
 

企
業

出
納

員
 

氏
 

 
 

名
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
職

印
 

 
 

福
岡

県
流

域
下

水
道

事
業

出
納
取

扱
店

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

出
納

取
扱

店
 

領
収

日
付

印
 

 
備

考
 

 
○ イ

に
は
、

企
業

出
納

員
の
私

印
を

押
印

す
る

こ
と

。
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様

式
第

1
7
号

（
第

2
0
条

関
係

）
 

 

 
備

考
 

支
出

事
務

の
委

託
に

係
る

資
金

に
つ

い
て

は
、

 
 

 
 

 
 

を
「

委
託

金
」

に
訂

正
し

て
使

用
す

る
こ

と
。

 

領
 
収

 
書

 

 
 

企
業

出
納

員
 

 
 

所
属

資
金

前
渡

職
員

 

 
 

 
 

 
 

右
の

金
額

を
受

け
取

り
ま

し
た

。
 

 
 

 
 

 
 

年
 

 
 

月
 

 
 

日
 

精
 
算

 
書

 

 
 

 
 

福
岡

県
知

事
（

事
業

所
長

）
殿

 

 
 

 
 

課
（

事
業

所
）

名
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

資
金

前
渡

 

概
算

払
額

 

十
 

億
 

千
 

百
 

十
 

万
 

千
 

百
 

十
 

円
 

精
算

額
 

差
引

額
 

た
だ

し
、

 
 

 
月

 
 

 
日

受
領

し
た

 

上
記

の
と

お
り

精
算

を
し

ま
す

。
 

 
 

 
 

 
 

 
年

 
 

 
月

 
 

 
日

 

 
所

属
 

(
住

所
)
 

 
所

属
 

(
住

所
)
 

 
氏

名
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
印

 
 
氏

名
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

印
 

資
金

前
渡

概
算

払
額

と
 

精
算

額
が

同
額

の
場

合
 

（
前

渡
資

金
購

入
物

品
 

を
引

継
ぐ

場
合

）
 

精
 
算

(
同

額
の

場
合

)
 

 
 

 
年

 
 

 
月

 
 

 
日

 

 
 
（

前
渡

資
金

購
入

物
品

の
引

継
ぎ

）
 
 

 
 

 
 

 
 

 

精
算

確
認

 
 

 
年

 
 

月
 

 
日

 

（
出

納
通

知
確

認
）

 
 

 
 

 
 

 
 

課
(事

業
所
)長

 
企

業
出

納
員
 

殿
 

「
資

金
前

渡
 

概
算

払
額

」

支
出
負
担
行
為
決
議
書

予
　
　
算
　
　
科
　
　
目

負
担
N
o

起
票
日

）
（

金
額

予
　
算
　
額

執
行
伺
累
計
額

予
算
残
額

負
担
行
為
累
計
額

摘要

円

件名

（
）

支
払
方
法

所
　
属

-

決裁債権者 予
算
種
別

款項目節細 出納

事
　
業

年
度

　
年
　
　
月
　
　
日

　
年
　
　
月
　
　
日

様
式

第
1
6
号

（
第

1
8
条

関
係

）
 



第 90 号 増刊②福 岡 県 公 報令和２年３月 31 日　火曜日97
様
式
第
19
号
(第

2
1条

関
係
) 

 

 
 納

入
場
所
 
 

1
 
出
納
取
扱
金
融
機
関
 
福
岡
銀
行
の
本
・
支
店
 

2
 
上
記
以
外
の
場
合
は
、
手
数
料
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

福
岡
県
公
金
 

返
納
通
知
(
納
付
)書

兼
領
収
証
 

職
印
 

 
返
納
理
由
 

本
書
の
と
お
り
返
納
し
て
く
だ
さ
い
。
 

返
納
額
 

円

 
 

 
 

（
摘
要
）
 

 

 
 

収
入
区
分

所
属
コ
ー
ド

年
度
 

会
計

款
項

目
節

細
節

納
期

限
 

年
 
 
月
 
 
日
 

取
引

店
 

発
行

元
 

調
定
番
号

内
訳
番
号

返
 
納
 
者

住
所

発
行

日
 

領
収
日
付
印
 

年
 
 
月
 
 
日
 

こ
の

領
収
証
は
納
入

場
所
の

領
収

日
付

印
に
よ
っ
て
効

力
を
生

じ
ま

す
。
 

氏
名

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
切
り
取
ら
な
い
で
金
融
機
関
に
お
出
し
く
だ
さ
い
 

福
岡
県
公
金
 

福
岡
県
公
金
 

 
 
 
 
 
 

 
 
納
入
済
通
知
書
 

原
符
 

○この返納通知(納付)書はこのまま金融機関へお出しください。

返納通知(納付)書兼領収証(返納者交付用) 

返納済通知書(出納取扱金融機関集中店送付用) 

原符(受付金融機関保管用) 

○この用紙は機械で処理しますので、決して折ったり汚したりしないでください。

 
 

 
 
 

納
入

額
 

円

返
納
理
由
 

納
期
限
 

年
 
 
月
 
 
日
 

収
納
額
 

円

納
期
限
 

年
 
月
 
日
 

×切り取らないで金融機関にお出しください

区分
 

所
属
 

コ
ー
ド
 

年
度

会
計

返
納

番
号
 

内
訳

番
号
 

区
分
 

年
度
 

会
計
 

款
 

項
 

目
 

節
 

細
節
 

領
収
日
付
印
 

支
出
科
目
コ
ー
ド
 

納
入
額
 

 
返
納
者
氏
名
 

返
納
番
号
 

 
 

取
引

店
 

発
行
元
 

領
収
日
付
印

 

内
訳
番
号
 

発
行
元

発
行
日
 

年
 

月
 
日

返納者

住所氏名
発
行
日
 

年
 
月
 

日

返
納
決
議
書

様
式
第
1
8
号
（
第
2
1
条
関
係
）
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様式第21号(第25条関係)  

様式第22号(第25条関係)  

有価証券預託依頼書 

  No.    

有価証券預託引受書 

  No.    
係員     企業出納員   

  預け入れた者 住所、氏名     預け入れた者 住所、氏名 
  下記有価証券を預託してよろしいか。 

元 符 

  No.    

￥           印 乙 

内 訳 

￥         印 甲 

銘 柄 
記号

番号
額面枚数 付 属 利 札 

預け入れた者 住所、氏名            年 月分

から付属 

銘 柄 
記号

番号
額面枚数 付属利札 

 年 月分

から付属 

丙 丙￥          印 甲 

内 訳 

         年 月日

から付属 
  上記有価証券を保管します 
   年 月 日 
  企業出納員 殿 

○○銀行 店 印 丁 
 年 月日

から付属 

銘 柄 
記号

番号
額面枚数 付属利札 

年 月 日 

  ○○銀行  店殿 

    所属機関名 

企業出納員(氏名) 職印 

  上記の有価証券を保管して下さ

い。 

還 付 証 

年 月 日 

  ○○銀行 店殿 

  所属機関名 

企業出納員(氏名) 職印 

  上記記載の有価証券をこの証と引

換えに預け入れた者に還付して下さ

い。 

         年 月分

から付属 

         年 月分

から付属 

○預託依頼 年 月 日

○還 付 年 月 日

摘要 

領 収 書 

  上記の有価証券を領収しました。 

   年 月 日 

受取人   氏名     印 

 備考 甲は取扱者印、乙は出納取扱店の取扱者印、丙は企業出納員の職印、丁は出納取扱店の印とする。 

様式第20号(第25条関係)  

(預 り 証 裏)     

有価証券収納伺書 

 預 り 証  

 No.     
  表面記載の有価証券を領収しました。 

    年  月  日 

氏 名 印 

係員 決裁者 係員
企 業
出納員

  下記の者から  の  として下記有
価証券の預け入れあったので、これを収
納し、預け入れた者に預り証を交付して
よろしいかお伺いする。 

元 符 

 No.     

  預け入れた者住所氏名   

￥            

内 訳 

職

印

銘柄
記号

番号
額面 枚数 付 属 利 札 預け入れた者住所氏名 

         年 月分から

付属 

￥            

内 訳 

         年 月分から

付属 

  上記有価証券を預りました。 

   年 月 日 

  所属機関名 

企業出納員(氏名) 職印 

銘柄
記号

番号
額面 枚数 付 属 利 札 

         年 月分から

付属 

         年 月分から

付属 

・預託 年 月 日

・還付 年 月 日

摘要 

 備考 有価証券が多数のため記載できないときは、別に内訳書を添付すること。 
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様式第24号（第27条関係） 

様式第25号（第27条関係） 

係 員 企業出納員
   付属利札還付通知書 

  ○○銀行   店殿 

報告作成 記 帳 受 付

付属利札還付請求書 
  納人住所氏名  

預り証番号 銘柄 記号番号 額面 利札年月日 利札枚数   

預り証

番 号

銘柄 記号番号 額面 利 札

年月日

枚数 

  上記のとおり有価証券の付属利札を還付されるよう請求します。 

    年 月 日 

  所属機関名 

     企業出納員 殿 

住 所           

氏 名 印 

領 収 書 

職印

  上記のとおり付属利札を預け入れた者に還

付して下さい。 

    年  月  日 

所属機関名        

企業出納員(氏名) 職印  

  上記のとおり
付 属 利 札

有価証券の付属利札還付通知書
を領収しました。 

  上記のとおり領収しました 

    年  月  日 

氏 名 印  

    年  月  日 

氏 名 印  

様
式
第
2
3
号
(
第
26
条
関
係
) 

 

係
員
 

決
裁

者
 

係
員
 

企
業
出
納
員

 
 
 
 
下
記
有
価
証
券
を
還
付
し
て
よ
ろ
し
い
か
お
伺
い
す
る
。
 

有
価

証
券

還
付

請
求

書
 

￥
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内
訳
 

銘
柄
 

記
号

番
号
 

額
面
 

枚
数
 

付
属

利
札
 

年
 
 
月
分
か
ら
付
属
 

年
 
 
月
分
か
ら
付
属
 

 
 

た
だ

し
 

 
 

 
 

 
 

 
と

し
て

預
け

入
れ

た
有

価
証

券
上

記
有

価
証

券
を

還
付

し
て

下
さ

い
。
 

 
 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
殿
 

住
所
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

氏
名
 
印
 
 

領
収

書
 

 
 
上
記

有
価

証
券

有
価

証
券
に
対

す
る
有
価

証
券
預
託
引
受

書
を
領
収
し
ま
し
た
。
 

 
 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

氏
名
 
印
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様

式
第
2
7
号
（

第
3
2
条
関

係
）

 

福岡県流域下水道事業会計

収
入

取
消

済
通

知
書
 

 
 

N
o.
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
住

所
 

 
 

 
 

 
 

 
 
氏

名
 

 
 

 
 

 
年

度
 

小
切

手
番

号
 

N
o. 

金
額
 

 
 

あ
な

た
の

持
参

さ
れ

た
小

切
手
は

不
渡

り
の

た
め

収
納

を
取
り

消
し

ま
す

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
年

 
 

月
 
 

日
 

出
納

取
扱

店
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

様
式

第
2
6
号
（

第
3
2
条
関

係
）

 

福岡県流域下水道事業会計

収
入

取
消

通
知

書
 

 
 

 
N
o
. 

 
 
 
 
 

納
入

者
 

住
所
 

氏
名
 

年
度
 

小
切

手
番

号
 

N
o. 

金
額
 

 
 

上
記

納
入

者
の

小
切

手
は

不
渡
り

の
た

め
収

納
を

取
り

消
し
た

の
で

通
知

し
ま

す
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
年

 
 

月
 
 

日
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

殿
 

出
納

取
扱

店
 

 
 

 
 

 
 

 
印
 

 



第 90 号 増刊②福 岡 県 公 報令和２年３月 31 日　火曜日101

様式第28号 その２（第40条関係） 

福

岡

県

流

域

下

水

道

事

業

会

計

品 名 (品質・寸法) 数 量 単 位 単 価 金 額 

様式第28号 その１（第40条関係） 

福

岡

県

流

域

下

水

道

事

業

会

計

出 庫 票          請求   年   月   日  

科 目 
款 項 目 節 名 

出庫   年   月   日 

品 名 (品質・寸法) 数 量 単 位 単 価 金 額 
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様式第30号（第49条関係） 

棚   卸   表 

  年    月    日 

  (分類      ) 

  保管場所 

企業出納員氏名             印 

立 会 人 氏 名             印 

品 名 形 質 寸 法 単 位 
数 量 

備 考 
帳 簿 残 高 実 測 増 減 

様式第29号（第46条関係） 

 不 用 品 処 分 決 定 書 

                     年   月   日 

係 員  決裁権者 

 次のとおり処分してよろしいかお伺いします。 

事 項 摘 要 

処 分 品 目 

保 管 箇 所 

処 分 理 由 

処 分 方 法 

帳 簿 価 格 

処 分 予 定 価 格 

備 考 
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様式第32号（第58条関係） 

固 定 資 産 異 動 報 告 書 

  年  月  日 

 建築都市部長 殿                                            下水道課長  職印 

使 用 個 所 
品 名 取得年月日 取得価格 

減 価 償 却

引 当 金
帳簿価格 処分金額 

損 益 
処分年月日 

名 称 番 号 益 損 

様式第31号（第58条関係） 

固 定 資 産 取 得 報 告 書 

  年  月  日 

 建築都市部長 殿                                            下水道課長  職印 

使 用 個 所 
品 名 数 量 単 価 金 額 取 得 年 月 日 備 考 

名 称 番 号 

 備考  固定資産台帳1部を添付すること。 
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様
式
第
3
4
号
（
第
6
8
条
関

係
）

 

試
算

表
 

 
年
 
 
 
 
月
 
 
 
 
日
 

（
単
位
 
円
）
 

借
方
 

勘
定

科
目
 

貸
方
 

残
高
 

合
計
 

合
計
 

残
高
 

累
計
 

当
月
 

当
月
 

累
計
 

様式第33号（第66条関係） 

固 定 資 産 評 価 替 え 伺 書 

係 員 係 長 課長補佐 課 長 

起案     年  月  日  

決裁     年  月  日  

 下記のとおり          の評価替えを行ってよろしいかお伺いする。 

資 産 名 

評 価 替 前 評 価 替 後 

事 由 

帳 簿 価 格 減価償却累計額 帳 簿 価 格 増 減 額 
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様式第36号（第73条関係） 

一 般 会 計 か ら の 補 助 金 等 明 細 書 

要 求 額 
内 訳 前年度(既定)

予 算 額
増 減 備 考 

収

益

的

収

支

営
業
費
用

(    ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) 

(    ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) 

(    ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) 

(    ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) 

小 計 (    ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) 

営
業
外
費
用

(    ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) 

(    ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) 

(    ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) 

小 計 (    ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) 

計 (    ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) 

資

本

的

収

支

(    ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) 

(    ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) 

(    ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) 

(    ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) 

(    ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) 

計 (    ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) 

様式第35号（第73条関係） 

収 益 的 （ 資 本 的） 収 支 見 積 書 

款 項 目 目 名 見 積 額 

財 源 内 訳 

内 容 説 明 
前 年 度

予 算 額 

明
細
書
頁

        (    ) (  ) (  ) (  ) (  ) (  )       

    (    ) (  ) (  ) (  ) (  ) (  )       

    (    ) (  ) (  ) (  ) (  ) (  )       

合 計 

(    ) (  ) (  ) (  ) (  ) (  )       

備考 記入要領は、一般会計の記入要領に準ずる。 
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様式第38号（第73条関係） 

継 続 費 設 定 見 積 書 

                                         福岡県流域下水道事業会計 

 （単位千円） 

款 項 事 業 名 総 額 年 度 年 割 額 
左 の 財 源 内 訳 

 継続費設定を必要

と す る 理 由

様
式

第
3
7
号

（
第

7
3
条

関
係

）
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様式第40号（第73条関係） 

 一 時 借 入 金 見 積 書   

 福岡県流域下水道事業会計 

 （単位千円） 

借 入 限 度 額 借 入 先 借 入 及 び 償 還 の 方 法 借 入 利 率

前 々 年 度 前 年 度(  年  月  日現在) 

借入額 借入目的 借入先 借入期日 返済期日
利 率

(日歩)
利 子 額 借入額 借入目的 借入先 借入期日 返済期日

利 率

(日歩)
利 子 額

様式第39号（第73条関係） 

債 務 負 担 行 為 見 積 書 

    福岡県流域下水道事業会計 

  （単位千円） 

事 項 名 期 間 限 度 額 

左 の 財 源 内 訳 

説 明 

備考 1 事項名は、債務負担行為をしようとする具体的な事業の名称を記入すること。 

   2 期間及び限度額の欄には、年度ごとに当該年度の限度額を記入すること。ただし、その性質上年度ごとの限度額の明らかでないもの

は、その総額を記入すること。 

   3 限度額の金額表示の困難なものについては、当該欄に文言で記入すること。 

   4 説明欄には、債務負担行為を必要とする理由、負担の内容及び金額の算出の基礎等について記入すること。 
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様式第41号（第73条関係） 

棚 卸 資 産 購 入 限 度 額 調 

福岡県流域下水道事業会計 

（単位 千円） 

区 分

棚卸 

資産(材料)名 

前年度末現在棚卸資

産額(見込) 

年 度 棚 卸 資 産 購 入 限 度 額 
備 考 

購 入 限 度 額 算 出 の 基 礎 

附表1 

一 時 借 入 金 調 書  

福岡県流域下水道事業会計  

 （単位 千円）  

区分
月 

 科 目 
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

受

入

資

金

計 

支

払

資

金

計 

収 支 差 引 額 

差 引 累 計 額 
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様式第43号（第77条関係） 

  係 員 係 長 課長補佐 副課長 課 長 次 長 部 長 副知事 知 事

予算流用予備費補充回議書 

下記のとおり
予 算 流 用

予備費補充
のうえ執行してよろしいかお伺いする。 

起 案   年  月  日  

決 裁   年  月  日  

予算流用予備費補充計画書 
年度 流域下水道事業会計

科 目 
現 計

予 算 額

月日まで

支出済額

今後所要

見 込 額
計 

差 引

過 不 足

流 用(補 充)額 流用(補充)後

の 予 算 額
摘 要 

増 減 
千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

様式第42号（第76条関係） 

係 員 係 長 課長補佐 副課長 課 長 次 長  部 長

予算執行計画(変更)回議書 

下記のとおり予算執行計画を作成し、これに基づき予算を執行してよろしいかお伺いする。

起 案    年   月   日   

決 裁    年   月   日   

予 算 執 行 計 画 ( 変 更 ) 額  年度 流域下水道事業会計

科 目 
予 算 額 執 行 計 画

(変 更 )額 
摘 要 番 号 

名 称 
款 項 目 節 細節 現計予算額 補正予算額 計 

千円 千円 千円 千円
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様式第45号（第79条関係） 

係 員 係 長 課長補佐 副課長 課 長 次 長 
建築都市

部長 
副知事 知 事 

予算繰越計算書 
地方公営企業法第26条第１項の規定による建設改良費の繰越 

地方公営企業法第26条第２項ただし書の規定による事故繰越 
(単位円) 

会計名 

款項目 事業名 予算額 

支払義

務発生

額 

左の内訳 
支払義

務発生

予定額

翌年度

繰越額

左 の 財 源 内 訳 

不用額 

翌年度繰越額
に係る繰越を
要する棚卸資
産の購入限度
額 

説 明 支 払

済 額

支 払

未済額

既収入財源 未収入財源 

企業債 何々 企業債 何々 

                    (  ) (  )

                    (  ) (  )

                    (  ) (  )

 備考 1 地方公営企業法第26条第１項の規定による建設改良費の繰越と同法同条第２項、ただし書の規定による事故繰越とは、それぞれ別紙に調

製すること。 

    2 翌年度繰越計算額は、当該事業に係る予算額のうち、繰越を必要とする金額(以下繰越額という｡)を記入すること。 

    3 既収入財源は、繰越額のうち、既に収入済みの財源を記入し、未収入財源は、繰越額のうち調定未済及び調定済のもので会計年度内に確

実に収入が見込まれる額について記入すること。 

    4 繰越額に係る財源のうち、会計年度内に収入できない額については、未収入財源の欄にそれぞれ(  )外書すること。 

    5 説明欄には繰越を必要とする理由及び入札年月日、契約年月日、着工年月日、完成予定年月日等を記入すること。 

様式第44号（第78条関係） 

文 書 番 号 

年  月  日 

 総務部長あて 

職 氏 名 

弾力条項適用見積書の提出について 

 年度流域下水道事業会計予算について、予算外の支出を行う必要があるので、弾力条項適用見積書を別紙のとおり提出する。 

 （別紙）                   弾 力 条 項 適 用 見 積 書        会計名 

支 出 収 入 

款項目 節 

予 算

超過額 

B＋(C)－

A 

内 容 説 明 

款項目 節 

業務量の増加

に因り増加す

る収入額 

(B)＋(C)－(A)

内 容 説 明 

現 計

予 算

(A) 

月 日執

行済額 

(B) 

今後執行

見 込 額

(C) 

今後執行

見込額の

基礎 

現 計

予 算

(A) 

月 日収

入済額 

(B) 

今後収入

見 込 額

(C) 

今後収入

見込額の

基礎 

 備 考 

  1 今後執行見込額の基礎及び今後収入見込額の基礎の欄は、それぞれ具体的に計数をもって算出基礎を明らかにすること。 

  2 理由欄は、業務量の増加により業務のため直接必要な経費に不足を生じ予算超過支出を必要とする理由を具体的に記載すること。 
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福
岡
県
流
域
下
水
道
事
業
の
用
に
供
す
る
資
産
の
取
得
、
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
規
則
を
制
定
し

、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
三
十
七
号

　
　
　

�

福
岡
県
流
域
下
水
道
事
業
の
用
に
供
す
る
資
産
の
取
得
、
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
規�

則

　

福
岡
県
流
域
下
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
令
和
元
年
福
岡
県
条
例
第
三
十
五
号
）
の
適

用
を
受
け
る
流
域
下
水
道
事
業
の
用
に
供
す
る
資
産
の
取
得
、
管
理
及
び
処
分
に
つ
い
て
は
、
別
に
定

め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
当
該
資
産
以
外
の
県
有
財
産
（
福
岡
県
公
営
企
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例

（
昭
和
四
十
二
年
福
岡
県
条
例
第
十
七
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
公
営
企
業
に
係
る
資
産
を
除
く
。
）

の
取
得
、
管
理
及
び
処
分
の
例
に
よ
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　

福
岡
県
流
域
下
水
道
事
業
の
用
に
供
す
る
行
政
財
産
の
使
用
料
に
関
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に

公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
三
十
八
号

　
　
　

福
岡
県
流
域
下
水
道
事
業
の
用
に
供
す
る
行
政
財
産
の
使
用
料
に
関
す
る
規
則

　

福
岡
県
流
域
下
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
令
和
元
年
福
岡
県
条
例
第
三
十
五
号
）
の
適

用
を
受
け
る
流
域
下
水
道
事
業
の
用
に
供
す
る
行
政
財
産
を
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六�

十
七
号
）
第
二
百
三
十
八
条
の
四
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
使
用
さ
せ
る
場
合
に
徴
収
す
る
使
用
料
に
つ

い
て
は
、
別
に
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
当
該
行
政
財
産
以
外
の
県
有
行
政
財
産
（
福
岡
県
公
営
企

業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
二
年
福
岡
県
条
例
第
十
七
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
公
営
企

業
に
係
る
資
産
を
除
く
。
）
を
地
方
自
治
法
第
二
百
三
十
八
条
の
四
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
使
用
さ
せ

る
場
合
に
徴
収
す
る
使
用
料
の
例
に
よ
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　

福
岡
県
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に

公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
三
十
九
号

　
　
　

福
岡
県
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
二
年
福
岡
県
規
則
第
八
十
九
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
三
の
項
下
欄
ロ
中
「
第
一
条
」
を
「
第
一
条
の
三
」
に
改
め
る
。

　

別
表
五
の
項
下
欄
中
ロ
か
ら
ト
ま
で
を
削
り
、
チ
を
ロ
と
し
、
同
欄
リ
中
「
ヌ
、
レ
、
ソ
及
び
ケ
か

ら
エ
ま
で
」
を
「
ニ
、
リ
、
ヌ
及
び
ツ
か
ら
ラ
ま
で
」
に
改
め
、
同
欄
中
リ
を
ハ
と
し
、
ヌ
か
ら
カ
ま

で
を
ニ
か
ら
チ
ま
で
と
し
、
ヨ
及
び
タ
を
削
り
、
レ
を
リ
と
し
、
ソ
を
ヌ
と
し
、
ツ
及
び
ネ
を
削
り
、

ナ
を
ル
と
し
、
ラ
か
ら
ヰ
ま
で
を
ヲ
か
ら
ヨ
ま
で
と
し
、
ノ
を
削
り
、
オ
を
タ
と
し
、
同
欄
ク
中
「
（

診
療
用
放
射
性
同
位
元
素
又
は
陽
電
子
断
層
撮
影
診
療
用
放
射
性
同
位
元
素
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は

、
大
牟
田
市
に
限
る
。
）
」
を
削
り
、
同
欄
中
ク
を
レ
と
し
、
ヤ
を
削
り
、
マ
を
ソ
と
し
、
ケ
を
ツ
と

し
、
フ
を
ネ
と
し
、
同
欄
コ
中
「
許
可
」
を
「
認
可
」
に
改
め
、
同
欄
中
コ
を
ナ
と
し
、
エ
か
ら
ア
ま

で
を
ラ
か
ら
ウ
ま
で
と
し
、
同
欄
サ
中
「
第
三
十
五
の
五
」
を
「
第
三
十
五
条
の
五
」
に
改
め
、
同
欄

中
サ
を
ヰ
と
し
、
キ
を
ノ
と
し
、
ユ
を
オ
と
す
る
。

　

別
表
六
の
項
下
欄
イ
中
「
大
牟
田
市
及
び
」
を
削
り
、
同
欄
ト
中
「
薫く

ん

蒸
」
を
「
燻く
ん

蒸
」
に
改
め
る

。
　

別
表
八
の
項
上
欄
中
「
覚
せ
い

0

0

剤
取
締
法
」
を
「
覚
醒
剤
取
締
法
」
に
改
め
、
同
項
下
欄
イ
中
「
覚

せ
い
剤
製
造
業
者
」
を
「
覚
醒
剤
製
造
業
者
」
に
、
「
覚
せ
い
剤
施
用
機
関
」
を
「
覚
醒
剤
施
用
機
関

」
に
、
「
覚
せ
い

0

0

剤
研
究
者
」
を
「
覚
醒
剤
研
究
者
」
に
改
め
、
同
欄
ト
か
ら
リ
ま
で
中
「
覚
せ
い
剤

」
を
「
覚
醒
剤
」
に
改
め
、
同
欄
ヌ
中
「
覚
せ
い
剤
の
」
を
「
覚
醒
剤
の
」
に
、
「
覚
せ
い
剤
譲
渡
」

を
「
覚
醒
剤
譲
渡
」
に
改
め
、
同
欄
ル
中
「
覚
せ
い
剤
」
を
「
覚
醒
剤
」
に
改
め
、
同
欄
ヲ
中
「
覚
せ

い
剤
原
料
」
を
「
覚
醒
剤
原
料
」
に
改
め
、
同
欄
ワ
中
「
第
三
十
条
の
十
四
」
を
「
第
三
十
条
の
十
四
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第
一
項
」
に
、
「
覚
せ
い
剤
原
料
」
を
「
覚
醒
剤
原
料
」
に
改
め
、
同
欄
カ
中
「
覚
せ
い
剤
原
料
」
を

「
覚
醒
剤
原
料
」
に
、
「
覚
せ
い
剤
所
持
」
を
「
覚
醒
剤
所
持
」
に
改
め
、
同
欄
中
カ
を
タ
と
し
、
ワ

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　

カ�　

法
第
三
十
条
の
十
四
第
二
項
に
規
定
す
る
交
付
又
は
調
剤
済
み
の
医
薬
品
で
あ
る
覚
醒
剤
原

料
の
廃
棄
の
届
出
に
係
る
書
類

　
　

ヨ�　

法
第
三
十
条
の
十
四
第
三
項
に
規
定
す
る
交
付
又
は
調
剤
済
み
の
医
薬
品
で
あ
る
覚
醒
剤
原

料
の
譲
受
の
届
出
に
係
る
書
類

　

別
表
一
〇
の
項
上
欄
中
「
及
び
歯
科
技
工
士
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
年
政
令
第
二
百
二
十
八
号
。
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
「
施
行
令
」
と
い
う
。
）
」
を
削
り
、
同
項
下
欄
イ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
　

法
第
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
歯
科
技
工
士
業
務
従
事
者
の
届
出
に
係
る
書
類

　

別
表
一
〇
の
項
下
欄
中
ロ
か
ら
チ
ま
で
を
削
る
。

　

別
表
一
一
の
項
下
欄
ナ
中
「
第
十
一
条
」
を
「
第
十
二
条
」
に
改
め
、
同
欄
ラ
中
「
第
十
二
条
」
を

「
第
十
三
条
」
に
改
め
、
同
欄
ム
中
「
第
十
三
条
」
を
「
第
十
四
条
」
に
改
め
る
。

　

別
表
二
一
の
項
下
欄
イ
中
「
第
一
条
」
を
「
第
三
条
」
に
改
め
、
同
欄
ロ
中
「
第
三
条
第
二
項
」
を

「
第
五
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
欄
ハ
中
「
第
四
条
」
を
「
第
六
条
」
に
改
め
、
同
欄
ニ
中
「
第
五
条

第
二
項
」
を
「
第
八
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
欄
ホ
中
「
第
六
条
第
二
項
」
を
「
第
九
条
第
二
項
」
に

改
め
、
同
欄
ヘ
中
「
第
六
条
第
五
項
」
を
「
第
九
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
欄
ト
中
「
第
七
条
」
を
「

第
十
条
」
に
改
め
る
。

　

別
表
二
八
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
二
八
の
項
の
改
正
規
定
は
、

令
和
三
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
文
化
芸
術
振
興
審
議
会
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
四
十
号

　
　
　

福
岡
県
文
化
芸
術
振
興
審
議
会
規
則

　

（
趣
旨
）

第�

一
条　

こ
の
規
則
は
、
福
岡
県
文
化
芸
術
振
興
条
例
（
令
和
二
年
福
岡
県
条
例
第
七
号
）
第
六
条
第

四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
福
岡
県
文
化
芸
術
振
興
審
議
会
（
以
下
「
審
議
会
」
と
い
う
。
）
の
組
織

及
び
運
営
に
関
し
、
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　

（
組
織
）

第
二
条　

審
議
会
は
、
委
員
二
十
五
人
以
内
で
組
織
す
る
。

　

（
委
員
）

第�

三
条　

委
員
は
、
学
識
経
験
を
有
す
る
者
等
の
う
ち
か
ら
、
教
育
委
員
会
の
意
見
を
聴
い
て
、
知
事

が
委
嘱
す
る
。

２�　

委
員
の
任
期
は
、
二
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
補
欠
の
委
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す

る
。

３　

委
員
は
、
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

（
会
長
）

第
四
条　

審
議
会
に
会
長
を
置
き
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
定
め
る
。

２　

会
長
は
、
会
務
を
総
理
し
、
審
議
会
を
代
表
す
る
。

３�　

会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
、
又
は
会
長
が
欠
け
た
と
き
は
、
会
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
名
す
る
委
員

が
、
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。

　

（
会
議
）

第
五
条　

審
議
会
の
会
議
は
、
会
長
が
招
集
す
る
。

２　

会
長
は
審
議
会
の
会
議
の
議
長
と
な
り
、
議
事
を
運
営
す
る
。

３�　

審
議
会
は
、
委
員
の
過
半
数
が
出
席
し
な
け
れ
ば
、
会
議
を
開
き
、
議
決
を
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。

４�　

審
議
会
の
議
事
は
、
会
議
に
出
席
し
た
委
員
の
過
半
数
で
決
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は
、
議
長
の

決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

　

（
部
会
）

第�

六
条　

審
議
会
は
、
必
要
に
応
じ
て
部
会
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
部
会
に
属
す
べ
き
委

員
は
、
会
長
が
指
名
す
る
。

２　

部
会
に
部
会
長
を
置
き
、
当
該
部
会
に
属
す
る
委
員
の
互
選
に
よ
り
定
め
る
。

二
八　

削
除
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３　

部
会
長
は
、
当
該
部
会
の
事
務
を
掌
理
す
る
。

４�　

部
会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
、
又
は
部
会
長
が
欠
け
た
と
き
は
、
当
該
部
会
に
属
す
る
委
員
の
う

ち
か
ら
部
会
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
名
す
る
者
が
、
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。

５�　

審
議
会
は
、
そ
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
部
会
の
議
決
を
も
っ
て
審
議
会
の
議
決
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

６�　

前
条
の
規
定
は
、
部
会
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
中
「
審
議
会
」
と
あ

る
の
は
「
部
会
」
と
、
「
会
長
」
と
あ
る
の
は
「
部
会
長
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

　

（
庶
務
）

第�

七
条　

審
議
会
の
庶
務
は
、
人
づ
く
り
・
県
民
生
活
部
文
化
振
興
課
に
お
い
て
処
理
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
教
育
委
員
会
の
諮
問
に
係
る
事
項
に
関
す
る
庶
務
は
、
当
該
諮
問
事
項
を
所
管
す
る

教
育
庁
の
課
の
協
力
を
得
て
処
理
す
る
も
の
と
す
る
。

　

（
補
則
）

第�

八
条　

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
審
議
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
会
長
が
審
議

会
に
諮
っ
て
定
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
卸
売
市
場
条
例
施
行
規
則
を
廃
止
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
四
十
一
号

　
　
　

福
岡
県
卸
売
市
場
条
例
施
行
規
則
を
廃
止
す
る
規
則

　

福
岡
県
卸
売
市
場
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
福
岡
県
規
則
第
六
十
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
六
月
二
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
病
院
事
業
の
用
に
供
す
る
行
政
財
産
の
使
用
料
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を

制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
四
十
二
号

　
　
　

�

福
岡
県
病
院
事
業
の
用
に
供
す
る
行
政
財
産
の
使
用
料
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正�

す
る
規
則

　

福
岡
県
病
院
事
業
の
用
に
供
す
る
行
政
財
産
の
使
用
料
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
福
岡
県
規

則
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

本
則
中
「
第
二
百
三
十
八
条
の
四
第
三
項
」
を
「
第
二
百
三
十
八
条
の
四
第
七
項
」
に
、
「
同
条
同

項
」
を
「
地
方
自
治
法
第
二
百
三
十
八
条
の
四
第
七
項
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
児
童
福
祉
関
係
費
用
徴
収
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
四
十
三
号

　
　
　

福
岡
県
児
童
福
祉
関
係
費
用
徴
収
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
児
童
福
祉
関
係
費
用
徴
収
規
則
（
昭
和
五
十
一
年
福
岡
県
規
則
第
五
十
六
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
三
条
第
一
項
中
「
別
表
第
一
」
の
下
に
「
又
は
別
表
第
二
」
を
加
え
、
「
別
表
第
二
の
規
定
」
を

「
別
表
第
三
の
規
定
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
別
表
第
一
」
の
下
に
「
又
は
別
表
第
二
」
を
加
え

る
。

　

別
表
第
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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別表第1(第3条関係) 
児童入所施設徴収金基準額表 

各月初日の措置児童等の属する世帯の階層区分 児童養護施設、児童自立支

援施設、児童心理治療施設、

乳児院、助産施設、ファミ

リーホーム及び里親 

母子生活支援施設、児童心理治療施

設通所部及び自立援助ホーム 

階

層

区

分 

定義 徴収金基準額(月額) 徴収金基準額(月額) 

A 生活保護法（昭和25年法律第144号）による

被保護世帯（単給世帯を含む。）及び中国残留

邦人等の円滑な帰国の促進並びに永住帰国し

た中国残留邦人等及び特定配偶者の自立の支

援に関する法律（平成6年法律第30号）によ

る支援給付受給世帯 

0円 0円 

B A階層を除き当該年度分の市町村民税非課税

世帯 

2,200 1,100 

C A階層を除き当該年度分の市町村民税の課税

世帯であつて、その市町村民税の額が均等

割の額のみの世帯(所得割の額のない世帯) 

4,500 2,200 

D1 A階層及びC階層を除

き当該年度分の市町村

民税の課税世帯であつ

て、その市町村民税所

得割の額の区分が次の

区分に該当する世帯 

9,000円以下 

 

6,600 

 

3,300 

 
D2 9,001円から 

27,000円まで 
9,000 4,500 

D3 27,001円から 

57,000円まで 
13,500 6,700 

D4 57,001円から 

93,000円まで 
18,700 9,300 

D5 93,001円から 

177,300円まで 
29,000 14,500 

D6 177,301円から 

258,100円まで 
その月のその措置児童等に

係る措置費等の支弁額(全

額徴収。ただし、その額が

41,200円を超えるときは

41,200円とする。) 

20,600 

    
D7 258,101円から 

348,100円まで 

その月のその措置児童等に

係る措置費等の支弁額(全

その月のその入所世帯に係る措置

費等の支弁額(全額徴収。ただし、
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額徴収。ただし、その額が

54,200円を超えるときは

54,200円とする。) 

その額が27,100円を超えるときは

27,100円とする。) 

 
    
D8 348,101円から 

456,100円まで 

その月のその措置児童等に

係る措置費等の支弁額(全

額徴収。ただし、その額が

68,700円を超えるときは

68,700円とする。) 

その月のその入所世帯に係る措置

費等の支弁額(全額徴収。ただし、

その額が34,300円を超えるときは

34,300円とする。) 

D9 456,101円から 

583,200円まで 

その月のその措置児童等に

係る措置費等の支弁額(全

額徴収。ただし、その額が

85,000円を超えるときは

85,000円とする。) 

その月のその入所世帯に係る措置

費等の支弁額(全額徴収。ただし、

その額が42,500円を超えるときは

42,500円とする。) 

D10 583,201円から 

704,000円まで 
その月のその措置児童等に

係る措置費等の支弁額(全

額徴収。ただし、その額が

102,900円を超えるときは

102,900円とする。) 

その月のその入所世帯に係る措置

費等の支弁額(全額徴収。ただし、

その額が51,400円を超えるときは

51,400円とする。) 

D11 704,001円から 

852,000円まで 
その月のその措置児童等に

係る措置費等の支弁額(全

額徴収。ただし、その額が

122,500円を超えるときは

122,500円とする。) 

その月のその入所世帯に係る措置

費等の支弁額(全額徴収。ただし、

その額が61,200円を超えるときは

61,200円とする。) 

D12 852,001円から 

1,044,000円まで 
その月のその措置児童等に

係る措置費等の支弁額(全

額徴収。ただし、その額が

143,800円を超えるときは

143,800円とする。) 

その月のその入所世帯に係る措置

費等の支弁額(全額徴収。ただし、

その額が71,900円を超えるときは

71,900円とする。) 

D13 1,004,001円から 

1,225,500円まで 
その月のその措置児童等に

係る措置費等の支弁額(全

額徴収。ただし、その額が

166,600円を超えるときは

166,600円とする。) 

その月のその入所世帯に係る措置

費等の支弁額(全額徴収。ただし、

その額が83,300円を超えるときは

83,300円とする。) 

    
D14 

 

 

 

 

1,225,501円から 

1,426,500円まで 
その月のその措置児童等に

係る措置費等の支弁額(全

額徴収。ただし、その額が

191,200円を超えるときは

191,200円とする。) 

その月のその入所世帯に係る措置

費等の支弁額(全額徴収。ただし、

その額が95,600円を超えるときは

95,600円とする。) 
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D15 1,426,501円以上 全額徴収 全額徴収 
       
備

考 

1  この表のC階層における「均等割の額」とは、地方税法(昭和25年法律第226号)第292条第1項第1号に規定する

均等割の額をいい、同階層及びD1～D15階層における「所得割の額」とは、同項第2号に規定する所得割(この所

得割を計算する場合には、同法第314条の7及び第314条の8並びに同法附則第5条第3項、第5条の4第6項及び第5

条の4の2第6項の規定は適用しないものとする。)の額をいう。 

なお、同法第323条に規定する市町村民税の減免があつた場合には、その額を所得割の額又は均等割の額から

順次控除して得た額を所得割の額又は均等割の額とする。 

2  所得割の額を算定する場合には、措置児童等及びその措置児童等の属する世帯の扶養義務者が指定都市（地方

自治法（昭和22年法律第67号）第252条の19第1項の指定都市をいう。以下同じ。）の区域内に住所を有する者

であるときは、これらの者を指定都市以外の市町村の区域内に住所を有する者とみなして、所得割の額を算定

するものとする。 

3 児童の属する世帯の階層がB階層と認定された世帯であつても、次に掲げる世帯である場合には、上表の規定

にかかわらず、当該階層の徴収金基準額は0円とする。 

(1) 「単身世帯」……扶養義務者のいない世帯(自立援助ホームの入所児童は単身世帯とみなす。) 

(2) 「母子世帯等」……母子及び父子並びに寡婦福祉法(昭和39年法律第129号)第6条第1項に規定する「配偶者

のない女子」及び同条第2項に規定する「配偶者のない男子」であつて、民法（明治29年法律第89号）第877

条の規定に基づき現に児童を扶養しているものの世帯。 

(3) 「在宅障害児(者)(社会福祉施設に措置された児童(者)、法第24条の2の規定により障害児入所施設を利用す

る児童、障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律(平成17年法律第123号)第6条に規定

する自立支援給付の受給者(同法第5条第6項、第7項及び第12項から第14項までのサービスに係るものに限

る。)及び同法附則第22条の特定旧法受給者を除く。)のいる世帯」……次に掲げる児(者)を有する世帯をいう。 

ア 身体障害者福祉法(昭和24年法律第283号)第15条に規定する身体障害者手帳の交付を受けた者 

イ 「療育手帳について」(昭和48年9月27日厚生省発児第156号)別紙「療育手帳制度要綱」に規定する療育

手帳の交付を受けた者 

ウ 特別児童扶養手当等の支給に関する法律(昭和39年法律第134号)に規定する特別児童扶養手当の支給対

象児及び国民年金法(昭和34年法律第141号)に規定する国民年金の障害基礎年金の受給者 

エ 精神保健及び精神障害者福祉に関する法律(昭和25年法律第123号)第45条に規定する精神障害者保健福

祉手帳の交付を受けた者 

(4) 「その他の世帯」……保護者の申請に基づき、生活保護法に規定する要保護者等特に困窮していると法第

56条の規定により知事が認めた世帯 

4  次の(1)から(3)までのいずれかに該当する者については、地方税法第292条第１項第11号に規定する寡婦又は同

項第12号に規定する寡夫とみなし、その者の前年の所得（地方税法第292条第１項第13号に規定する所得金額の

合計額。1月から6月までの間の利用においては、前々年とする。以下同じ。）が同法第295条第1項第2号の規定

に該当するときは、市町村民税非課税として取扱う。 

また、上記により寡婦又は寡夫とみなした者であつて、市町村民税非課税として取り扱う者以外の者につい

ては、1における所得割の額を計算する場合には、総所得金額、退職所得金額又は山林所得金額の合計額から、

(1)又は(3)に該当する場合にあつては26万円を、(2)に該当する場合にあつては30万円を控除するものとする。 
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(1) 婚姻によらないで母となつた女子であつて、現に婚姻をしていないもののうち、扶養親族その他その者と

生計を一にする子(前年の所得が所得税法第86条第1項の規定により控除される額(以下「基礎控除額」という。)

以下である子(他の者の同一生計配偶者又は扶養親族である者を除く。以下同じ。))を有するもの((2)に掲げる

者を除く。) 

(2) (1)に掲げる者のうち、扶養親族である子を有し、かつ、前年の所得が500万円以下であるもの 

(3) 婚姻によらないで父となつた男子であつて、現に婚姻をしていないもののうち、その者と生計を一にする

子（前年の所得が基礎控除額以下である子）を有し、かつ、前年の所得が500万円以下であるもの 

5  第3条第3項の適用については、措置児童等の属する世帯の扶養義務者が、法第21条の5の2に規定する障害児

通所給付費又は法第24条の2に規定する障害児入所給付費を支給されている場合、当該措置児童等の世帯に係る

徴収金基準額については、「児童入所施設に係る徴収金基準額＋児童入所施設に係る徴収金基準額×0.1×(当該

世帯における施設入所児童の人数－1)」を当該世帯に係る上限(当該世帯における施設入所児童のうち、徴収金基

準額が全額徴収若しくは日割りである場合又は児童自立支援施設通所部若しくは児童心理治療施設通所部の徴

収金基準額である場合は、当該世帯における施設入所児童の徴収金基準額の合算額を当該世帯の上限額とする。

なお、法第21条の5の2に規定する障害児通所給付費又は法第24条の2に規定する障害児入所給付費を支給されて

いる児童等に係る徴収金基準額は、「障害児入所給付費等国庫負担金及び障害児入所医療費等国庫負担金につい

て(平成19年12月18日厚生労働省発障第1218002号厚生労働事務次官通知)」等の徴収金基準額とする。)とし、

その額がその月の利用者負担額(法第24条の7に規定する食事の提供に要した費用及び居住に要した費用並びに

法第21条の5の28に規定する肢体不自由児通所医療又は第24条の20に規定する障害児入所医療に係る利用者負

担を含む利用者負担の上限額(実際に利用者負担として支払つた額が上限額を下回る場合は当該支払つた額とす

る。)をいう。以下同じ。)を上回る場合は、その額と障害児施設の利用者負担額との差額を児童入所施設に係る

徴収金基準額とし、障害児施設の利用者負担額が当該世帯の上限額を上回る場合は、児童入所施設に係る徴収金

基準額は0円とする。 

6  里親又はファミリーホームに委託されている児童及び児童養護施設又は母子生活支援施設に入所している児

童が、児童心理治療施設へ通所する場合の通所に係る徴収金基準額は0円とする。 

7  助産施設における助産の実施については次のとおりである。 

(1) 法第22条に規定する助産施設への助産の実施は、その妊産婦が次のいずれかに該当するときは行わないも

のとする。 

ア その妊産婦の属する世帯の階層区分がD階層であるとき。ただし、真にやむを得ない特別の理由がある

ときはD階層のうち市町村民税所得割の額が19,000円までの場合、行つても差し支えない。 

イ その妊産婦の属する世帯の階層区分がA階層又はB階層である場合を除いて、その妊産婦が社会保険の

被保険者、組合員又は被扶養者でその社会保険において出産育児一時金等の出産に関する給付を受けるこ

とができる額(医学的管理の下における出産について、特定出産事故に係る事故が発生した場合において、

出生者の養育に係る経済的負担の軽減を図るための補償金の支払に要する費用の支出に備えるための保

険契約(出生者等に対し、総額3,000万円以上の補償金を支払う契約)が締結されており、かつ、特定出産

事故に関する情報の収集、整理、分析及び提供の適正かつ確実な実施のための措置を講じている場合に、

その保険料相当額として支払われる額を除く。以下「出産一時金」という。)が、404,000円以上であると

き。 

(2) 入所妊産婦に係るこの表の適用については、その出産一時金の額にB階層にあつては20％、C階層にあつ

ては30％、D階層のうち市町村民税所得割の額が19,000円までの場合にあつては50％をそれぞれ乗じて得た
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額をこの表の徴収金基準額に加えるものとする。 

なお、この表の徴収金基準額は、その入所した日から退所した日までの期間に係る基準額とみなす。 

8  乳児院への短期入所措置に係る負担金については、この表の徴収金基準額にかかわらず、同表のC階層からD4

階層(ただし、市町村民税所得割の額が81,000円以下の場合)までは日額1,000円、D4階層(ただし、市町村民税所

得割の額が81,001円以上の場合)からD14階層までは日額2,000円とし、これに入所措置の日数を乗じて得た額を

当該措置児に係る負担金の額とする。 

なお、A・B階層については0円、D15階層については全額徴収とする。 
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別
表
第
二
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等
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算
定
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中
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育
機
能
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加
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費

」
を
「保

育
機
能
強
化
加

算
費
、
一
時
保
護
実
施
特
別
加
算
費

」
に
改
め
、
同
表
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設
の
欄
中
「肢

体
不
自
由
児
を
入
所
さ
せ
る

指
定
医
療
機
関

」
を
「指

定
発
達
支
援
医
療
機
関

」
に
改
め
、
同
表
を
別
表
第
三
と
し
、
別
表
第
一
の

次
に
次
の
一
表
を
加
え
る
。
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別表第2(第3条関係) 
児童入所施設徴収金基準額表 

各月初日の措置児童等の属する世帯の階層区分 障害児入所施設及び指定発達支援医療機関 

(入所に限る) 
階 層

区分 
定義 徴収金基準額(月額) 

A 生活保護法による被保護世帯（単給世帯を含む。）及び

中国残留邦人等の円滑な帰国の促進並びに永住帰国し

た中国残留邦人等及び特定配偶者の自立の支援に関す

る法律による支援給付受給世帯 

0円 

B A階層を除き当該年度分の市町村民税非課税世帯 2,200 

C A階層を除き当該年度分の市町村民税の課税世帯であ

つて、その市町村民税の額が均等割の額のみの世帯

(所得割の額のない世帯) 

4,500 

D1 A階層及びC階層を除

き当該年度分の市町

村民税の課税世帯で

あつて、その市町村民

税所得割の額の区分

が次の区分に該当す

る世帯 

12,000円以下 

 

6,600 

 

D2 12,001円から 

30,000円まで 
9,000 

D3 30,001円から 

60,000円まで 
13,500 

D4 60,001円から 

96,000円まで 
18,700 

D5 96,001円から 

189,000円まで 
29,000 

D6 189,001円から 

277,000円まで 
その月のその措置児童等に係る措置費等の支弁額（治

療に要する費用を含む。以下同じ。）(全額徴収。ただし、

その額が41,200円を超えるときは41,200円とする。) 
D7 277,001円から 

348,000円まで 

その月のその措置児童等に係る措置費等の支弁額(全額

徴収。ただし、その額が54,200円を超えるときは54,200

円とする。) 

D8 348,001円から 

465,000円まで 

その月のその措置児童等に係る措置費等の支弁額(全額

徴収。ただし、その額が68,700円を超えるときは68,700

円とする。) 
   
D9 465,001円から 

594,000円まで 

その月のその措置児童等に係る措置費等の支弁額(全額

徴収。ただし、その額が85,000円を超えるときは85,000

円とする。) 
      
D10 594,001円から その月のその措置児童等に係る措置費等の支弁額(全額
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716,000円まで 徴収。ただし、その額が102,900円を超えるときは

102,900円とする。) 
   
D11 716,001円から 

864,000円まで 
その月のその措置児童等に係る措置費等の支弁額(全額

徴収。ただし、その額が122,500円を超えるときは

122,500円とする。) 
D12 864,001円から 

1,056,000円まで 
その月のその措置児童等に係る措置費等の支弁額(全額

徴収。ただし、その額が143,800円を超えるときは

143,800円とする。) 
D13 1,056,001円から 

1,238,000円まで 
その月のその措置児童等に係る措置費等の支弁額(全額

徴収。ただし、その額が166,600円を超えるときは

166,600円とする。) 
D14 1,238,001円から 

1,439,000円まで 
その月のその措置児童等に係る措置費等の支弁額(全額

徴収。ただし、その額が191,200円を超えるときは

191,200円とする。) 

D15 1,439,001円以上 全額徴収 
  
備考 1  この表のC階層における「均等割の額」とは、地方税法第292条第1項第1号に規定する均等割の額をいい、

同階層及びD1～D15階層における「所得割の額」とは、同項第2号に規定する所得割の額をいう。 

なお、同法第323条に規定する市町村民税の減免があつた場合には、その額を所得割の額又は均等割の額か

ら順次控除して得た額を所得割の額又は均等割の額とする。 

2   所得割の額の算定方法は、地方税法に定めるところによるほか、次に定めるところによること。 

(1) 地方税法第314条の7、第314条の8、同法附則第5条第3項、附則第5条の4第6項及び附則第5条の4の2第5

項の規定は適用しないものとする｡ 

(2)  地方税法等の一部を改正する法律(平成22年法律第4号)第1条の規定による改正前の地方税法第292条第

1項第8号に規定する扶養親族(16歳未満の者に限る。以下「扶養親族」という。)及び同法第314条の2第1項

第11号に規定する特定扶養親族(19歳未満の者に限る。以下「特定扶養親族」という。)があるときは、同号

に規定する額(扶養親族に係るもの及び特定扶養親族に係るもの(扶養親族に係る額に相当するものを除く。)

に限る。)に同法第314条の3第1項に規定する所得割の税率を乗じて得た額を控除するものとする。 

(3) 当該扶養義務者が指定都市の区域内に住所を有する者であるときは、これらの者を指定都市以外の市町村

の区域内に住所を有する者とみなして、所得割の額を算定するものとする。 

(4) 地方税法第292条第1項第11号イ中「夫と死別し、若しくは夫と離婚した後婚姻をしていない者又は夫の

生死の明らかでない者で政令で定めるもの」とあるのを「婚姻によらないで母となつた女子であつて、現に

婚姻をしていないもの」と読み替えた場合において同号イに該当する者又は同法第292条第1項第12号中「妻

と死別し、若しくは妻と離婚した後婚姻をしていない者又は妻の生死の明らかでない者で政令で定めるも

の」とあるのを「婚姻によらないで父となつた男子であつて、現に婚姻をしていないもの」と読み替えた場

合において同号に該当する者であるときは、次のア又はイに定めるとおりとする。 

ア 同法第295条第1項(第2号の規定に係る部分に限る。)の規定により市町村民税が課されないこととなる

者である場合は、所得割の額は0円とする。 
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イ アに該当しない者である場合は、同法第314条の2第1項第8号に規定する額(同条第3項に該当する者で

あるときは、同項に規定する額)に同法第314条の3第1項に規定する率を乗じて得た額を控除するものと

する。 

3  措置児童等の属する世帯の階層がB階層と認定された世帯であつても、次に掲げる世帯である場合には、上

表の規定にかかわらず、当該階層の徴収金基準額は0円とする。 

(1) 「単身世帯」……扶養義務者のいない世帯 

(2) 「母子世帯等」……母子及び父子並びに寡婦福祉法第6条第1項に規定する「配偶者のない女子」及び同

条第2項に規定する「配偶者のない男子」であつて、民法第877条の規定に基づき現に児童を扶養してい

るものの世帯。 

(3) 「在宅障害児(者)(社会福祉施設に措置された児童(者)、法第24条の2の規定により障害児入所施設を利

用する児童、障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律第6条に規定する自立支援給

付の受給者(同法第5条第6項、第7項及び第12項から第14項までのサービスに係るものに限る。)及び同法

附則第22条の特定旧法受給者を除く。)のいる世帯」……次に掲げる児(者)を有する世帯をいう。 

ア 身体障害者福祉法第15条に規定する身体障害者手帳の交付を受けた者 

イ 「療育手帳について」(昭和48年9月27日厚生省発児第156号)別紙「療育手帳制度要綱」に規定する療

育手帳の交付を受けた者 

ウ 特別児童扶養手当等の支給に関する法律に規定する特別児童扶養手当の支給対象児及び国民年金法

に規定する国民年金の障害基礎年金の受給者 

エ 精神保健及び精神障害者福祉に関する法律第45条に規定する精神障害者保健福祉手帳の交付を受け

た者 

(4) 「その他の世帯」……保護者の申請に基づき、生活保護法に規定する要保護者等特に困窮していると法

第56条の規定により知事が認めた世帯 

4  措置児童等が、3歳に達する日以後の最初の3月31日を経過した障害児であつて小学校就学の始期に達するま

での間にあるものである場合は、法第56条第2項の規定にかかわらず、当該措置児童等に係る措置費のうち実

費負担に相当する部分を除いた部分については徴収しないこととする。 

ただし、当該措置児童等に係る措置費のうち実費負担に相当する部分については、この表の基準額を上限と

して徴収することができる。 

5  4の規定は、B階層と認定された世帯に属する措置児童等が、3歳に達する日以後の最初の3月31日を経過す

る前の障害児である場合についても同様とする。 
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附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２�　

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
措
置
さ
れ
て
い
る
者
に
係
る
費
用
の
徴
収
額
が
、
こ
の
規
則
に
よ
る

改
正
前
の
福
岡
県
児
童
福
祉
関
係
費
用
徴
収
規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
つ

て
算
定
さ
れ
た
費
用
の
徴
収
額
を
超
え
る
と
き
は
、
児
童
福
祉
法
第
二
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ

り
当
該
措
置
を
解
除
す
る
ま
で
の
間
、
旧
規
則
を
適
用
す
る
も
の
と
す
る
。




